
　　　　　　　　緒　　 言

轍は旧事卿・回るイ畔鰯田三三三物學

的研究及調査成績を牧録しπ．るものなり．

　　昭和七年三乃



1．

2．

3，

4．

5．

6．

7．

8．

9．

10．

11。

12，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　目．　唖

蝉麟報告一一・…∴一…………一…一纏磐・…甚

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■

牛乳の減菌温度と貯藏時間の経渦による

鍵購成騰…謌黶?c一
諱謌鼈黶?E嚢評繍・・27

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣　笠　　豊
刃オキシ安息香酸の三法蹴て”………・”’●●9” 欄?怐怩S1、

メヂウム水素イオン濃度と菌抵抗力とめ關係

瀧力㈱游粗ける断の触・一・一………饗雛・…呈．

大腸齢レアーゼに歯する研究一・…………一…・……舗難欝・・75

棘阯水の欄オン醐・緬第二報1・一一・欝ぜ議…87

舳標轍方法（繍ン”●’…’…”●∴∵●”．．’糧鋒931

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠　　』豊　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣
石炭醐脂製鰍用器賦轍績軸“．●…”・”……巽聾安野●●169

1魚肉類のフォルムアノンデヒード反磨に晒する

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　笠　嬉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣試験成績報告（第二報）…●…・‘……6’・．◎…．……………「●…’ ｳ洗安書’177

焔試轍績鮪（第＿輸……．．＿＿…＿．．……．鵜陶業．，2・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外　　二　　名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衣霊　蝦b
火酒試験蝋報告（第二報）●”●’”…’…’’”●V…”瀦獣郷
食肉腐敗鰍法噺究（第＿報）＿＿．．＿＿∴…＿．．．遼三三・．・233

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　藤　　宏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　須



第三十九號

牛酪試験成績報告

技　師　衣

技　　手

技，　手

技　　手

服

秋

笠　　　豊

井　瞭　：雫

部　安　藏

山　勝．治

助　　手

助　　手

助　　手

助　　手

柳

岩

須

示申

喜　久

元

．藤

谷　正

雄

恒

宏

夫

一．緒　　　　　言

二・試　験　材料

三・試　　験　　法

四・剣　定標・準

五．試　験　成・績

内　　容

一・

日　　次

　甲．普通成分及異性色素

　乙・牛酪脂肪’

六．考察及結論

七．維　　　　　括

　　交　　　　　厭

言

牛酪は他の食用油脂類に比し清化し易く且つブィタミンA及Dを含有し欧米人は古

來より之を愛食し日常敏く可らざる主要食糧品の一をなす．然るに天然の牛酪｝よ比較

的高便なるを以て其代用品として人造牛酪（マノンガリン）の製出を來たし民衆食品と

して主要の位置を占むるに至れり・本邦に於ても欧風生活洋食の流行に伴ひ2卜酪の需’

要漸次増加し其常雇は寡ら之を輸入に仰ぎしも次第に國壷品の製出を見るに至り近時

乳業の勃興と共に其製産額も著しく塘加を來力せり．’今最近十鹸年問に於ける牛酪及

び人造バタやの轍入虹國産歎量及便格を示せば次の如し・　　　　”
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　一＿・・第．一　衷
牛酪承人造牛酪の國産統計表（農林省の統計に蝶る）

年 次

大

同

同

種

同．

同

同

同

区

’同

同

正　　7

1

1

1

1

1

和

8

9

2

3

0

1

2

3

4

元

年

年

三三

年

年

年

年

年

年

年

年

ノ｛ タ　　　，　　・一

数　量　斤［倒　格　圓

　9S5，438

　909，653

　8】8，440

　866，501

　910，786

　994β53
91，387，0i1

1，417，457

1，｛363，83壬

2，370，122

2、374β81

人　　造　　パ　　タ　　一

三量同三三圓

第

Loao，19Q

1，150，917

ユ，051，419

1，126，570

1，157，452

1，173，423

1β07，232

ユ，702β83

1，S47，035

2，772，311

2，61S，397

二　　　表

567，770

686，220

686，590

．76ナ，560

654，453

、289，217

5打，019

500，787

1，030，073

878，681

891，435

牛酪の輪入統計表（商工省の統計に採ろ）

224，374　．

372，718

353・5耳9

332，154・

255，652

141，225

．271β45

158，477

β45，733

375β54

30⊃，044

年． 次1 量． 斤 債 額 圓

大

同

同

野

里

重

罰

同

国

同

同

正　　7

　　8
　　9

　1

　1
　1．

　1

　1

和

　　2

　　3

備考

0

1

2

3

4

元

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

年

x印に人造バターな含む

ズ6，132

x25，901

x3D3，455

x203，191

×532，033
×‘

T96，671

x647，07壬

×315，908

x701，420

543，552

・325，975

6，181

35，178

415，615

2｛9，561

572・81σ

692β37

766，285

400，455

792，952

617，302

386，974

　前記爾表を劉照すれば牛酪の國産額は逐次逓増の趨勢を示し之に反し輸入額は最近

漸…欠減少の傾向を現はせるを認むべし．

迂卜酪は其製法及貯藏法面宣しきを得ざるときは麺漏し易く殊に丁度高き本丁こ於て

は一層三三し易き’を以て最も注意を要す・而して人造牛酪は乳脂以外め動植物性油脂
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3，

　　を以て製造し通例ヴィタ・ミンを歓除せるを以て牛酪に比し其榮養債の劣れるは勿論な

　　うと錐も其旧格遙かに低廉なるを以て往φ之を以て天然品’と新潮し叉は之を牛酪中に

　　鶴相し或は牛酪中に他の食用動植物油脂を混和する等の不正の手段を講じて暴利を食

　　るも’のなきにあらず更に病牛の乳汁叉は三民乳を原料とせるもの或は製造上若くは取

　　回廊の散隙こよりて芋汁鍵敗せる郵のを販責す為ものあらんか公衆の保健衛生上に及

　　留影響亦些少なりとせず餌こ施小官等鋤き私生曄よ姉騨醜離き水

　　分，脂肪及食蜜の含量並に異性脂肪二人主著色料の有無調査方動乱ありたるを以て之

　　を機とし之等試験項目の外爾余の各成分及往々防腐剤として使用せら・る、丁丁に就ぎ

　　1試験し以て市販牛酪の品質一般を知悉せんことを期したう．以下頻次其成績を報告す

　　べし．

　　　　　　　　　　　　　　　　　二・試験材料ド’・

　　　衛生局に於て各室縣より蒐集せられπる牛酪は内國品54種外國産8種及内外不明品．

　　3種にして合計95黙を算す．其内鐸i欠の如し．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　．各瞼艦は衛生烏より廻迭ぜらるるや乾燥づζは湿潤等外界の影響を可及的少から潤め

　　・ん力働莇！こ之を其齢子器弊密閉し蝉冷騨申蘭め以磯恥き様三三

　　り．

・　　　　　　　　　　　第　　ξ・　表
　　　　　　　　　　　　　　　　　（A）　内　國　製　品

題號鷹難論［誌面i麟隠出陳翫又一蹴器潔麟隊去先占1激蝋

綴霧
　　　〃21

　11
　　ン　　　　　ノノ
リ1

4　　　”

5i　“

極㌫覧
P雪rlj
11北離・・タ」

　　　〃81

91’”

10
P
：”

，・｝11　”・

クロパー印
　　　　　享紐包　3qo
　バ．タ　一
食卓’嘗タ　飼　　　”　　　　225

ク乳歯一　　　〃・〃
　食卓づタ・一

　　〃　　　　　　　〃　　　　〃

〃晶晶一”…
クロバー印
　　　　　木製箱∫225北海道パター

北海道パター厚紙包．”

雪印’ @　　　〃　　〃
1ヒ7f県道ノぐタP

1ヒ亨最王詮宝ノ｛ター　　　’，　　　　’，

　　”　　．鑑入・”

［徽。藷鞄レ

1北海道札幌市

ioOo乳浅野式離
　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃
北海道札幌市
OQOクリーム株式曾示土
北海道
0肺製酪販質組合聯合會

　　　　〃

　　　　〃

　　　　〃

不　　切

　”

　〃　．

　〃

U月19日

11月17日

不　吻

1切18日

不　　明

　〃　‘

　〃　．

東　京

愛知

京都
　〃

北海道

　〃

愛知
北海道

京都
　〃　　’

肛　京

東京府下三多摩郡淀橋町角
筈200　　淺　野　秋　藏
名古屋市IF匠東洋町5丁目
4　　　　保　々　卓　彌
四條西洞院西入
　　　　嘉田準三郎’
建仁寺四鼻下ル
　　　　岡　本　雄　三

　　　　木古・内警察署

　　　　札幌誉務署
名古屋市中匿御器所町北山

前35　　番揚清作
　　　　札幌瞥察署
下鴨宮崎町

　　　　砦城徳次郎
清水4’丁周
　　　　加茂田闇主
赤坂匠溜池町4・
　　　　仁木島商’店
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を以て製造し通例ヴィタミンを映服せるを以て牛酪に比し其榮養慣の劣れるは勿論な

うと難も其贋格遙かに低廉なるを以て往々之を以て天然品’と鶴馴し叉は之を牛酪中に

側・し或は牛酉細・他の食牛植物由脂を混和する駒不正の手段備じ爆穐貧

るものなきにあらず更に病牛の乳汁叉は縫敗乳を原料とせるもの或は製造上若く1は取

・三升Q敏陥にようて墾一斗敗せるものを販費するものあらんか公衆の保健衛生上に及

鮒鳶頭些少なりとせず：燃於創’欝融き転生脚殖騨酬こ脚・き水

分，脂肪及食盛の含量並に異性脂肪及人工著色料の有無調査産品會ありπるを以て之

を機とし之等試験項目の外爾余の各成分及往々防腐剤として使用せら・る、磯酸に就き’

試験し以て市販牛酪の品質一般を知悉せんことを期したり．以下順次其成績を報告す

べし．

　　　　　　　　　　　　　　　　二．試験材料‘・

継厭甲州ノ臓よ砂肝られ泌牛酪は内界品54種外購8鰍内夕卜学則．

3種にして合計95鮎を興す・其内鐸次の如し・・　　　　　　　　　　　　　　　　’

　弾物艦は衛生局よう廻迭ぜらるるや乾燥又は湿潤等外界の影響を可及的少から七め

．んが爲め直ちに之を其儘硝子器中に密閉し更に冷臓町回に納め以て鍵質なき様努めた

　り．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　ξ・　表

　　　　　　　　　　　　　　　（A）　内　國　製　品

．毒言灘鵜1繍魏i劉聖出陳翫又畷蹴器辮贔1翻蝕先叉1轍去者
枢鍔一ク具㌻印一

2i　　”　　　　　　食卓バター
」・“　ク・．い
「　　　　食卓パター
4：　”　　　　”

幾：：徹海

亀瀬北灘蓼一派

　〃　　’　　〃　　　　　　　　　　〃

　　　　　　　　　　　・’）
　”　　　　〃　　　　　　　　　　〃

　”　　450　　　　　　”

木製笥，225　　　　　”

厚紙包・〃 E勢騨。株式鮒
　〃　　〃北海道
　　　　00市製酪販喪組合聯合會
　〃　　　　〃　　　　　　　　　　〃

鍛入　”　　　　　”
厚鞄1“　　“
　　監

不　　明

　〃　　’

　〃　．

　〃

U月19日

11月17日

不　吻

11月18日

不　　明

　〃　’

　ノ’　、

東京聯下豊血忌鳩
　　名古屋市中匠東洋町5丁目
愛知　　4　　　　保　々　卓　關
　　四條西洞院西入
京都　　　　　　嘉田亭三郎’
　〃　建仁寺四三下ル
　　　　　　岡　本　雄　三

北海逝　　　　木古内警察署

　”　　　　　　　札幌二丁署

愛知翻肺至聖騨填塞

北海遺　　　　札軽警察磐
　　下鵜宮崎町
京都　　　　　　若城徳次郎
　〃・：清水4丁目

　　　　　　加茂田新三
東京赤簾溜池㌫舗店
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42北海　馴ハ．
13．ナとヨナル印ナ・シ篤ナル印

　　　　　　　　　タ　　一
14食卓用家庭1旬

．15

、・
P6

17

18

雲印バタ警1筆印一タ

1北一三卜
北海道生バター1、．・　，
バ　　タ　　一

星三熱バター

食，用バター

楓印バター

19’

・20

91

22

1脚バター

極東バター

〃

金線印バ〃一

躍翻二
25

ζ1

努

バ　　タ　　闘

l

i；一
i明治無盛
騎治〃含薦

北海道パター

ナ　　　　ーシ

星三印バター

食用．パター

楓印バター

星rljノぐタ一

極束バター

〃

金線印バター

金鶏バター

ナ シ

バ　　タ　　一

森永バター森永バター

　　”　　　　　　　　　〃

28バ

、29

30

31

バ　　タ　　一

明治バター

32堰h・
33…パ　　タ　　一

34カロ盈蛭ノ｛タ　・一

・35K聾iバタ「

361

．37

38

：39

．40

41

@42

．43

バ　　タ　　一

旗矢印
特製バター

大島バター

バ　　タ　　P
ゼ。エー．ピP．

ゼルシPパタ
7　〃・

〃

〃

．44子安パタP

　ゴールデンラ．45
　ピ”バター

〃

パ　　タ　　一

明三無騒
パ　　タ　　一

明治．含盛
バ　　タ　　一

罪彌メター

パ　　タ．　一

〃

加鞭バター

西欧〆ター

ナ シ

旗矢印パター

大島バター

バ　　タ　　一

A】3バタ一
一．工一．ピー．

ゼノレシーノぐタ

　　〃

　　／ア

子安バター
ゴール7’ンフ
ヤオンバター

鐙入
厚紙包

木製籏

鍵入
木製箱

厚紙包

木製箱

〃

’！

’ノ

’ノ

〃

〃

〃

纏入
’ノ

木製箱

〃

厚紙包

〃

〃

〃

罐入
フ’

木製箱

「　〃

〃

〃

爾子壷

鍵入
〃

〃

〃

木製箱

錐入

431

225

北海道’

00市製酪販質組合聯合會

　　　　〃

〃　　　　　　　　　〃

〃　　可ヒ洋チ逝

　　　○’　田一．牧・揚

『1；驚晶搬

黙黙輔式誰
〃

’ノ

〃

〃

300：

225

　　〃

　　〃
（三島工揚）・

　　’1

（札幌工場）

　　〃

〃

”

不　明凌知

11月18日

不　　明

〃．

〃

〃

11月19日

11月17日

〃

11月11日

〃

〃

10H中
日　　明

北海道

京都

東京
北海道

蜀魂古屋栖護憲鵠鐸
北海道

〃

〃

静岡
北海道

”

東京

京都

〃　OO煉．乳松論点祉11月10日

　　　　　　〃　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　（三島工場）．
　　　　　・・ノぞ450　　　　　　　　　　　11月15日　　　　（空知工場）

川○ c細鱗師・・月・8日、
225・

〃

箋！

　　’ノ　．

（旭川工場）

　　’ノ

　　〃
（勝山工揚）

　　〃

300

431

450

〃

180

65

〃・

〃

400

160

筈2000　野　O　藏
東京府大島野口村

來京市京橋匠築地1丁ロ
　O　　谷　　○　　｛＝
東京市日本橋匠田島町
　○　　本　　○　　彦
京都市浮祠寺上長者町

　OO牛乳蓄産組合
大阪市北匿中崎町54

　00製酪株式會肚
　Oエービー商會

’ノ

11月14日

11月17日

11月12日

　　　　〃
横濱市紳奈川匿西寺尾町
　O　　山　　○　　作
横濱市
オリエンタルCOキ｝グ商　　會

11月5日

11月13日

11月12日

10月2日

10月中

静　岡

’ノ

北海道

〃

〃

〃

千葉
〃

〃

〃

東　京

〃

不　　明…愛知

〃

〃

〃

〃

〃

〃

11月16日

不　．・明

〃

京都

愛知

餐古屋τ仁曜」匠榮田r4，］「目5

　　株式會肚朋治屋丈店

　　　　札幌警察署
寺町姉小路下ル

　　　　大橋嘉三郎
芝琿田村町1
　　　　櫻ジ1＝源喜知

　　　　黒漆警察署

京都
”

’ノ

祠K奈川

愛知

稚内警察署

札幌警察署・

〃

製　　造，’元一

札幌警察署
〃

荏原郡大崎町谷山145
　　　　小　　川

四條高倉大

露
“

丸．

襲　　造　　元．

　　〃

瀧川警察馨
新＝得警察．署’

旭川警察撃診・

〃

一

製　　遣　　元

荏原郡木崎町谷山145
　　　　小　川　　晋曽
名古屋市東匠｝lf澤町4Trl

　　　　梅澤商店㎏
名古屋市中直話大津町3丁
目8　　　株式會靴松坂景一
新町鞍馬ロ上ル
　　　　岩崎仁三郎・
名古屋市中賑上前津町666
　　敷島製パン橡式會赴・
小山上絡町
　　　　風口．イ　ト
1ヒ白月「1ξ評也旺1田r

　　　　酉浦庄之』助’
北向川久保田
　　　　川村丈太郎・
　　　　製　　渣　　元・

名古屋市中琶御器所町北山’

匝揚　　伊藤直》ゴ』
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・心乱ごダニ

．47　　”

・48　　”

撫二1：

．51パ　　”　　一

．繍1二三

　54
　・55

　’56

　57

　58
　「，59

　・60

　δ1

　・｛32

　63
　・64

　β5

　弓6

　・｛17

　弓8

　69

　70
｝71

♂．72

パ　　タ　　一

堰出バター

パ　　〃　・ρ

待製バター

純良バター

三島バタβ．

パ・’ ^　　一

　　〃

　　〃

　　〃

生バ　タ’一

フジクリーム

リーパター

七塚バター

フレツシユ
パ　　タ　　一

飛行機印
純良バター

エピスバター

純良バター

千代田パ女一

　　〃

シ’ルパ両ライオンエ

争乳㍗，クリームパ
ター

　　〃　　　．・

　　〃

ぺ　』タ、「．白

鋸色バター

♪｛． ^　’6

フレツシユパ　タ．　≧

押印パター

パ　　タ　　一

調入パ’タ．一

不　　　層．詳

特製パター

純良バター

三島バタ〔

パ　　タ　’一

　　〃

　　〃

　　〃

坐バ　タ　ー

クレ白メリ帥
パ　　タ　　帥

七塚バター
フ　レ　　シ　エ

パ　　タ　　｛

唱名ナシ
　　〃

純良バター

千代田バタ内

　　’〃

鍵1入

　〃

　〃

碍子壷

　〃

　〃

　〃

叢入
目子壷

．・ V

木製箱

爾子壕

木製箱

　”・

鍵入
　〃

摩紙包

木製箱

鍵　入

木：製箱

　〃

　〃

硲子壷

厚紙包・．

硝子蛋

塩入
．〃

80　　　　　｛〃　　　　二

〃　　　　　　　　　〃

〃　　　　　　　　・〃　1

2・a兵齟ｬ番羅醤霜暮
・92神W市多四丁目3㌔
374兵喧縣飾磨郡高岡村一

20り

225

〃

250

45σ

390

、225

〃

〃

178

225

232

295

247

260

242

450

’〃

375

　65

’〃

　OO食料品株式會社
　　　　　　
　兵．’庫縣種畜場
兵庫縣三原1暫三田村．．

　OO煉乳株式會i吐
ll炉市巾山手通1丁口25

／91　0定〇五郎
　　　　〃
名古屋市南匿呼績町淺間．
10　’田－　牧　　場
名古屋市中匿御器所町外
田31　　0⊂）塁逞孚L利ミ式直証ヒ

岡崎市美服町和合並松1

0木O一軸静岡縣
00畜産販費購買利用組合
同縣棚茂邸稻取町
　O　ロ　．O　i爽　郎
同縣加茂郡朝日村

　0　崖○　次　郎
同縣加茂郡稻梓村
　O　　屋　　0　　治
同縣志太郡轡島町
　OO煉乳株『式會杜
同国磐田郡於保村
　0　田　O　次　郊
同職富士郡富士町

　00酪貨株式會杜
廣島難尾上ヒ山鹿B

　七塚原三惑分場
岡山市國富311
　0’　林　　O　　う
石川縣

　川　西　0津牧場
同坐・
　OO演説株式會砒
国手縣
　O　艦　井　農　場
　000ノ｛ター当謎出所

　毒　　　〃

●　〃

　”

　〃．．’

11／34’日

10月10日

11月S日

　〃

11月4日

不　　朔

〃

〃

〃

〃

京都
．”

〃

田巾門前町　　　　　・・．：

　　　　　宮　下　ダ”イ
’河原五條下ル　’・　一
　　　　　出田武1次郎
紫野雲林院町
　　　　』瀧野．題太郎

兵．庫

”．

・「

V「

〃

〃

〃

〃

愛’知

〃

〃

11月10日静　岡

11月巾．．”

11月12日　”

11月10日　”

11月12臼　”

　〃　　玉　　　〃

不　　明

　〃

11月18日

不　　明

〃

〃

〃

〃

愛

廣

岡

石

知

島

山

’川

〃．』

愛知

京都
〃

一

名古屋市巾匿御器所町狭間
甲18　　　　　山　　本　　喜　　市

名古屋市中垣御器所町外田
31 疋　田　儀助

製　　造　　元

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃　　．、

　　　〃

名古屋Tl∫Φ館岩井町14・・

　　　　今泉勝之助

名古屋市lll匹榮毒4Tn5
番地　株式會杜朋治屋支店
今熊野池m町
　　　　三野盛一郎
mrlr門前町　　　．、

　　　　清水秀太郎

（B）外國製品

　　73

　、、74

零　75

　 76

薙讐幕儲欝幕1包劃欝1 製這元叉は獲寅元 儲潔1翻 牧　　去　　先

聖ンヂーパツ
c　ノぐ　タ　一

ハーデンパ
cトバタ齢

厚紙包 225 カナダカルガリー某商會 不　　朔 東・京
京橋匿築地1／17
@　　　　　谷商　店　　　　矢

〃 ノ｛　一　　ン　　ス

o　　　タ　　陶
〃 450 〃 ” 乖IF奈川樺濱耀高高酌

シヤムロツク
p　　　タ　　”

シヤムロツ．ク

p　　タ　　一
〃 〃

カナダアルバーター某国
Gヒ

〃 〃 樺濱市幅蒲f難蛋β

〃 シヤンロツク
p　　タ　　一

〃 ・〃 不　　　　　　　　　明
’ノ

京　都
舐園南側576　　　’
@　　　　橋　詰　武雄



・6 雄・耕・：服部・細蜘岩元・矯・示裕

　　　ウ．ツドランド

　　　パ　　．タ．　一

　　　バ　　タ　　一

’　　クラザーバレ
　　　　バ　タ　一
　　　ビーヤレス
　　　パ　　タ　　一
　　　ゴールデンス
　　　テートバター

　　　　　〃

　　　　　〃’

　　　　　　　コ　　ン

　　　　　タ1　1
　　　　　・”

　　　　　〃

　　　　　〃

ウツ：ドランド

ベ　タ　ー
ナ9 @　　・シ

面raser　Vall＿

er　But吐er

ピーヤレス
パ　　タ　　一
C｝o葦den　st恥乞e

　　Butter
ゴールデン
ス　　タ　　一
　　〃　　．

工　　一　　コ　　ン

パ．タ　　一
Newge幽11d
　　Butter
アーコンバ． ^

アヲr　γ

厚紙包

木製箱

厚紙包

　〃．

鍵・入

　〃

　〃

厚鞄
　〃

　”　『

鍵入

30bヵ　　㌧ナ　　　ダ不’明

225カナダ淫酒杜グ

蜘某．・・〃．・二二’；

．“・ユー砂ゼネラ砺“
　　フイス
’ノ　　　　　　　　〃　　　　　　　　　　〃

鱒・歳㌦の・幽
霊　　．〃　　　F〃
450　　　　’”　　　　　　　’，

250　　　　　’，　一　　　　　”

（（三5内外木由品

東：京

　〃

兵庫
紳奈川

兵庫

京都
　〃

東京

兵庫
紳奈川

三三

京職地美豪商店
芝隅田村町1

神鰍鰹認
横濱認f中嘔葦本町1／2

　　　　磯野長藏
刺‘巡回晶繍同店
五條橋束
　　　　生　島　五郎
小山花ノ木町
　　　　瀬　戸　庫一

羅鑑1蹴出

脳市幅轟二二
五條大橋東
　　　　中‘野　忠’八

灘讐塩出商愚婦元・稽せ国訓翻収去先

　茸重，　：1　．　一二　　　ll　ll　．　　．ll　　・　：：『．：1・碁丁丁丁丁ii験実淺・r郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木津川千吉
　由　　　〃　　　　　〃　　　　〃．　〃　　　　‘　ン；　　．．・　　．〃　　．〃　上珠敬屋東洞院

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　下地串次郎
’1多ラ・ウと・・ン訪一”．2・5勝＝営ヅン某””三論㌦野齢

前記瞼ﾋ難欄略三三1及内外製品別個せる一騨示せ野次
の曝し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　．第　　．四　　　表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　歴

・撫別製品種類
　　　内國製！外國製羽撃

引証14　00
束：京　　6　　4　0　・

莞繍∫llll．・1．

・兵庫7　3．o
．千棄　3　00

蒐集箇数
内國劃外國製1鶉

．14

　6

15

　1

．7

．4

0

4

4
4㌦噛

3．

0、

0

0

7

0

0．

0

容 器 の 種

紙 胃
内國三四一軒1瓢

5

2

3

0

0

2

0

3

1

4

2

0

0

0

0

0

0

0

木　製　心
内嘱目1外國製1雑

9

3

2

1

0

0

O

f

O

O

O

O

0

ρ

O

b

o

O

ブリキ罐詰
内國製［外目製傑錯

0

1

9

0

1

2

O

o

3

0

1

0

0

0

7

0

0

0

硲　子　　墨
内國製1外至恩［雑

．0

0

1

0

6

0

0

0

，0

0

．0

0

0

0

0

0

0

0
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愛．知

静　岡

石　川

・岡’山

廣　暮

合　計

13，

8

2

1

1

2・

〇一

〇’

0

0

0

8

0

0

0

0

0

3

13

9

－2

1

1

73・

0

0

0

0

0

15

0　・含

0　　1

0　・1

0　　0

0　　0

7　・17

0

0

0

0

0

10

0

0

0

0

0

0

5

3

0

1

1

25

0

0

0

0

0

1

0

0

0

0

0

0

3

5

馳0

、0

0

21

10

0

0

0

0

4

0

0

0

0

0

7

2

0

1

0

0

10

0

0・

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

　　　　　　　　　　　　　　三試験方法
　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ
　主としてキ。一昌。ヒ氏飲食物試験法に準猿せう・即ち先づ検鐙に就き色澤及其他の・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　ラ外観的性状並に臭味等を槍し次に熔融及池丁丁態試験を施し然る後ブノレ氏に從ひ可及，

的多量の瞼膿を群口三州硝子瓶に容れ微温を與へて槍禮を融解せしめ屡冷却しつ＼振

憎して凝固せしめ之に就き普通成分，酸度，防腐捌及異性色素の試験を行6疲に後に

述ぶる方法に從ひ調製せる脂肪に就き異性脂肪の鑑識を施せ弘其試験方法次の如レ，．

一酸度の齪槍騨9を⑳常法に從ひ10分定規㍗レ三下を三野回せり・

　二．水分の定：量　営門1～3gを白金皿に取り浮石末を添加し1056に乾燥し秤定せう・

三日樹ン・算糖気質及クロー”の定量．膿5ケ109を取嬬法に從ひア

〃コホノシ及工・一テノソを以て庭罪して無水非脂肪性物質絡：量を測定し次に之を灰化して

鑛物質を定量し更に之につきクローノレ分を10分定規硝酸銀液を用ひて滴定して三野：量

を算出し別に借物5～109を取り前記と同様にアノレコボル及工一テノレを以て庭理し共

不溶残渣をキールダール法に從ひ分解して窒素を定量し之に6．37を乗じてカゼイン：量

を卜定せり．

　前記無水非脂肪性物質よりカぜイソ及四分：量を減じだる差を以て乳糖量となせう

　四・脂肪定量　槍膿5gをホフマイヌテル硝子皿に取り精製硅砂を混じて乾燥した

る後ソクスレット脂肪浸出器を用ひ無水工一テノレを以て浸出測定せう・　　　’

　．五・瑚酸の鑑識二才50gを取りキ。一昌ッヒ氏に從ひ璽酸々性の温湯と共に寸義

浸出し鼓に得たる水澄に就きクルクマ一州を検せり．

　六．異性色素の鑑識　各回膿共に少：量にして不混和性三三による正規の分離鑑識法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くわを施行し得ざりしを以て…欠の如きr一ネリソン氏の痛酷酸抽出試験を行ひて之を鑑識

せり．



8 衣笠1・坪井・服部・秋山・柳・岩元ρ須藤・憩谷

　瞼膿20gを秤取し重湯二上に蒸螢乾燥し可及的透明の部分を分液漏斗に傾鴻し之に

氷酷酸40CGを加へ強く振盟しだる後艀置すうときはテール色素存在に於ては氷酷酸層

多く・は赤色を帯ぷ．次に其三二酸三二5CG宛を三本の試験管に分取し其一に強硝酸数

灘融馳の」吾・硫醗漁し第三の管には第二管の如く・轍添加の後更綿舞

の三一テルを加へて透明液となし斯くして各試験管内容液の呈する色相を爽々規定の

渕照表と比較して鑑識を施せ／り．

　七．1異種脂肪の錐識各検膿約1009をベッヘノレに取り50～600の温を興へて熔融

せしめ家に之を遠心分離器に回して水分及其他の非脂肪分を完全に分離せしめ透明の

脂肪液層を吸崩し硝子棒を以て撹拝しつ～均等に凝固せしめ之に就き…爽の試瞼を施せ

少・但し熔融及泡起状態試験に減ては三二醒呈に就き直接試験せり・

　二二牛酪の試験に志し共脂肪調製は保温濾遇法に蝶るを常とするも本法は脂肪分を

完登に分取するには租長時間を要する嫌あう本試験の如き多数の楡膿を真理するに當

うては不便甚しきを以て前記の如き遠：心分離法を採用しカるに短時間にして脂肪分離

し共成績極めて良好なるを認めしめたウ．帥ち爾法の比較試験成績を示せば次の如し・

：検品高僧　’

1

2

3

4＝

脂肪分離法

遠心器法

．．濾過法．

遠心器法

濾　過　法

遽心器法
問　過　法

遠心羅法
濾　過　法

　　　第

熔融朕態

透　　　明

同　　　上

透　　　明

断　　　上

殆　透　明

日　　　朔

透　　　明

殆　透　明

　　五

一1折計数

　43．8

　43。8

　43．6

　d3．6

　42．9

　42．9

　『42．7

　42．7

表

鹸　化鍛

　227
　227

　228

　223

　，227

　227

　231

　230

ライヘルト
マイスル数

　27．5

　27．5

　31．2

　31．2

　29。5

　29．3

　29．7

　29．3

ポレンスケ数

　2．4’

　2．4

　2．9

　2．9

　2．6、　．

　　2．6

　　3．0・

　　2。8

，U）．：熔融状態の瞼奪三二約109を・1・㍉へ・・に取り50～600を保てる水蒸氣乾

燥箱に納め以て其熔融歌態を検せり．

　（ロ）　泡起状態の瞼査（匙法）　槍膿約1gを金属製匙に容れか火焔を用ひ之を加熱

し其際に於ける泡起状態を徐塗下　・　・　　　　1　・∵

，．

iノ●）屈折計数徐定　調羅脂肪を熔融せしめツァイメ牛酪屈折計蓼用ひ40。に於て
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槍乱せう」　・　：　　　　　．・・　　　　凪　．　．　こ一1

．（二『）鹸化数温品調製脂肪1～29を論う常法に從ひ検定せり・・

（ホ）ラ祁〃・嘱ス・吸轟ン按歎齪．帳尻脳9を励ポ〃スケ数．

搦淀：用蒸餓装置を用ひて検定せ郵

　　　　　ロラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの
　ポレンスケ歎品定に温しでば同氏所定の二項を嚴温し且つアノンノノレド氏の實験注意

事項を参考とすべきは勿論なクと雛も次の3項は特に最も注意ずべき職なうとす帥

ち（1）蒸溜時間（19～21分）を確守すること（2）特に繕証せる浄石粗末を使用する

ことく3）蒸瑠用面付曲管の内径を正確に1cmとなす乙と濡れなう・

　（へ）ーユッケナック差藪　ライヘルトマイス点数と鹸化歎よう200を減したるもの

との差を以てユッケナック差藪となす．

　（ト）プアノレン・スタイネノレ数．次の算式によりて算定す．

雌化聾ライ昏”署ス噸巫6㈱痢べ・・回ス磁畑
　前記各項の試験に於て異種脂肪含有の疑を認めだるときは進んでフィトメテリン等

の試験を行ひ以て之を確護ナるを常則とするも後述の理由に妙之を省略せり・

　　　　　　　　　　　　　　四・判定　標　準

　牛酪の品質及贋造等の判定標準は既に一一般成書に掲載あう妓に之を再録するは冗長

の嫌あうと錐も異種脂肪混入の到定に漏しては學者にようて多少見解を異にせる庭あ

るを以て小官等の探用せる到定標準を掲げ以て三根櫨を明にせんとす・即ち小官等1よ．

　　　　　　　　　ロラ圭としてキ。一晶ッヒ氏飲食物化學虹猫逸衛生局登行飲食物検査法草案第二冊’（食用

　　　　　　　く　ラ
油脂類1912年出版）に記載の判定標準に擦れり次に之を列墨すべし．

　一・牛酪は80％以上の脂肪を含有せざる可らず且つ無鯉品に在りては18％加盛品に

在りては16％以上の水分を含有す可らず．食璽は2％以内たるべし（猫逸法令）・

　二・’躁敗，酸性躁敗，酸敗，牛脂状，油状，・徴臭，徽化，苦味等忌むべき臭味を有

するものは墾敗品として授斥すべきものとす．酸度は純良なる牛酪に在りては5度以

下なり．一般に8度を超過すべからず．　　・＼　　の・

、三・食盤の外化學的防腐捌を含有す可らず．’有害性色素を以て著色す可らず・

　四・異性脂肪を混有す可らず．而して牛酪脂肪中異種脂肪の搬査は甚困難なる問題
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にして之れが鑑識の方法も亦多歎提出せられたレと錐も而も巧に且つ中等度に贋造せ

る所謂混成牛酪に至りては三三に其贋造を設明すること難し；又從って之れが調査を

施行するに回りては多くの試料，時間及勢力を以てするにあらざれば到底満犀なる結

果を得ること能はざるべし・殊に今同の試験の如く1牛酪の種類極めて影多なる揚合に

於ては愈々然）とす・i妓に於て小官等嫉本試験を施行するに當りては其方法最も簡軍

にして試料，1時間及勢力を可及的節約し得ると共に其所得最も大にして所期の目的を

可及的充分に達成し得る事を圭眼とせざる可らず・而して此目的に添はんが爲めには

結局キ。一二。ヒ氏の方法に擦るを最も適當なりと認めたるを以て略之1こ準湿して次

の歎項に就て試験を施せう’．

　（イ）熔融状態純良なる牛酪に在りては全く或に殆．ど透明なる油状の脂肪層と水

分其他の自色の非脂肪性物質とに分離す，陳奮の牛酪は時として油層少しく湖濁する

ことあり．．湿ノンガリンは不透明弓興濁り脂肪層と僅微の沈澱物とを生ず・混成牛酪は混

信し掲㌣ガ聚の量｝・より脂肪層の澱曜励り微牛酪及三二頼各赫湖

濁せる脂肪層を生ず・．

　（ロ）泡起状態翼正牛酪は本試瞼に於て張く泡起し複製牛酪は殆ど泡立つことな

く寧ろ水を含める脂肪の如く衝突送散す．オレオマノンガリンも亦同様なり．

　（ノ・）正常牛酪脂肪の有する定数は次の如し（圭として濁逸衛生局登行食用油脂類

検査法に援る）．

屈折計磁（39．4～46．0S0。ここ：於て：）鹸　化・歎’2・9－233

　ライヘノレトマイスノソ；数　　　24～34　　　ボレ　ン著　ケ　藪　　　、1・5～3・5

　コ：ケナック差数　 一4～十4　ファ〃：／スタイネノソ数　193．0～200．q
　　　　　　　　　　くわ
　屈折計数はバウヘルト氏に從へば400‘ζ於一C40．5～44・4ここしてマノレガリン其他の脂

肪の屈折計藪は次の如し．

　マノンガリン50．3～58・2，オレオマ〃ガリン48・6～49・2，牛酪49・q豚脂50・0～512，羊

脂45．0～46．0，馬脂51。0～552，コPコスバタP33・5～35・5，カ、オバタP46・08r46・5

　前記牛酪脂肪の定藪は四二の標準に，して幾多の實験報告によれば屈折計敏鹸化歎及

：ライヘノレトマイスノレ欺等も種々の原因即ち乳牛の種類，産地，飼料搾乳の時期，．放牧
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と舎飼セ）相違虹に牛酪の製法等によb．比較的幽き範園に宣り七二動ずることを認むる

と共に近時牛酪贋造巧妙となウ異種脂肪中前記三歎高きものと低きものを適度の割合

に牛酪中に混入し以て成るべく是等定欺の標準範園内にあらしむるものあり・故た假

令定数の標準範園内にあるものと錐も直ちに四品と認め難くヌ限界外にあろも之を以

て直ちに不純品と断定し難き場合あう．從って之れが到定に當りては前記の標準を採

用すべきも其試験成績を互によく封照し以て綜合到定を施すを要す．而して前記の試

験項目に於ける成績不良なるもの射ち異種脂肪混入の疑あうとせる竜のに三七嬬キ・

　　　　　　　　ノ
ー二。¶ s氏は先づ植物性古習刻キ油類の槍査を施し伺信心嘩績陰性なる揚合には更に

動物性脂肪の鑑識を行ぷものとぜり・然れど．もi之等の試験たるや其方法甚複雑多面に’

砲多くの諦と時日と回し本四の船の如き脚・於ては到麟足回回し能

ぽざるや勿論なbとす．故に本調査に於てば前記歎項の試験成績に徴し極めて概略的

1・牛酪脂肪の繊を乱する騨て關とする翻・蜘繍とせり・但し椰論旨に

絶してはうイヘグトマイスノレ歎と共に容易にポレンスケ歎を槍面し得るを以て同時姪

之を槍定し以て認定の：一助ブ～らしめだり・・ヌ胡庶油及綿實油は簡軍なる意義反鷹によ

り容易に鑑識し得るを以て成績不良晶に就てのみ之を屈したり．其他一般植物油に封

ずる種々の呈色反慮ありと錐も何れ竜信頼するに足ζべき結果を與べざリレを以て之

を施行せざりき．．

　今庄考の爲め食用動植物油脂の屈折計歎，鹸化歎，ラィヘノレトマイメノレ歎等を列墨

すれば次の如し（歯軸衛生局霊感食用油脂類画面法に隠る）

脂肪の種類
牛　　　　　　酪

オレオマルガリン

平門シユマルツ

牛　　　　　　脂

羊　’　　　　曲

直鳥脂シユマルツ

オ　リ　一　ブ油

落　花　生　油

胡　　麻　　油

．潮

曇　折　計　数
．39．4一・46．0

　壬7．5〔げ49．5

　48。5～52．0

　46．0角プ4ξし5

　46．0網r48．5

　50．0～54．0

　59．3～・63．6

　（25。）
　62．6画｝67．5

　（25。）層
　66。2r・一69．2

　（25。）

磯

目　　化　　敷

　219’》233

　193～19S

　193～198

　193～198

　192～198

　184～198

　187～193

　187～189

　187～193

表

ζね糠
　24～34

　0ユ～0．7

　0．3～0．9、

　0．1～0．6

　0．1∩’1．2

　02～1．0

　0．3・》1．5

　0．5～1．6

　0．2～0．5

ポレγスケ敷
　1．5～3．5
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、馨　　、粟　　汕

綿　　實　　油

・菓　　種　　汕

・亜　廊　仁　油

：椰．　子　　　脂

・綜　　・欄　　・脂

7］．Oq－74．5　　　　　　　　　：18≦～肉｝198

（25。）　　　　　　　　　’
65．0∩一694　　　　　　　　　191～198　　　　　　　　　0．4一噺・q曾6

（25。）

58．5～59．2　　　　　　　　　　168～179　　　　　　　　　　　02∩で0，7

81〔プ87．5　　　　　　　　　コ．87〔げ】95・

（25。）

33．5～36．3　　　　　　　　　　254～・262　　　　　　　　　　　　6～8轟

36～39　　、　　　　　　　　242～252　　　　　　　　　　　　4～7

　　　　∫五9　言式1　・駿　　　7糞．・緯　・

16．8～18．2

8．5～’11

．本瀬知り本邦産鮮牛酪の品質を知悉する必要弾め孝．るを四脚林省畜産試

．駿場製純良ノ“瓦」を入手し之に就き各検出と同様に試験し以て・品質及其他の勃定¢資

’せり．・今上記試1験法に從ひ試回せる成績を示せば次の如し

　　　　　　　　　　　　甲・，引回成分及異性色索試験成績

　　　　　　　　　　　　　　　第　・　七　　　表　’　　　．　　　「．．、．

　　　　　　　　　　　　　　（A）内面製・品

．魏∫一

．糠讐響

轡傷バター

；レ〃

　　　〃，4

　　　『〃5

　クロバー印
61　北海道バター
　北海道
7

8

9

10

11

12

13

14

15

雪F口’ノ｛ター

　　9〃

　　〃

　　〃

　　〃
北海道雪印バ
ター・

ナショナル印、

北海叢首バター
食卓用家庭向，
ゴヒ2毎道生バタ戸

ン｛　　タ　　　一

、61星三，1バタ．

」

外
’観
臭　　昧

黄♂　緻　密

淡’黄。租緻㌶．

　　〃
　　”　．

　　〃

　　〃

　　〃

黄・　　稽緻密

　　〃　　r

　　〃・∫　　》

　　’，

　　〃

淡黄・緻－霧

黄・　緻『．轡

淡黄．績　密

　　〃
幣黄白・緻　　密

戯味弱

良

〃

〃

〃

〃・

良

良

〃

〃

〃．

〃　・

〃

〃

〃

〃

不　　良
（繰敗性臭）

　良．

酸度

1．73

2．71

3．20

2．4，

2．S4

．2．56

2．38

2．58

3．27

3．41

3．15

3．36

2．54

342

3．5D

4．11．

1．75

F異性

色素

検出せす

〃

〃

〃

〃

．〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

般 成 分

水分1・旨蝸自蟻糖脚質b，輪計

11．59

ユ2．55

】228

ユ2．79

1420

11．34

コ4．S2

13．50

13．73

13．21

・1LO3

1231

13．26

14．13

9．84

13．45

13．66

ε5．67

85．12

85．31

94右4

83．14

86．00

82．18

8406

83．80

ε3．86

86．77

85．16

83．91

83．3】

88．04

83。54

83．65

0．48

0．35

0．35

6，31

0．32

0．50

0．30

0．30

0．31

0．45

’0．35

0。45

0，53

0．46

0．44

0．44

0．30

1．49

131

140

‘1．53

・1．71

0．92

2．10

1．46

1．4壬

L18

L12

’1．47

1．4）

1．3）

』1．29

1．25

1．26

1．40

1．22

1．37

1．43

1．64

0．83

2．04

1．37

1．36

1．40

］．01

1．40

1．32

ユ．21

1．20

1．10

1ユ8

99．98

99．8壬

99．83

99．73

99．80

99．21

99．7s

99．75

99．7δ

99．93

99．73

99。95’

99．96

99．95

99．9S

99．06

99．38
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33P鳩．バ1”一

39パ　　タ　　一
4。墜・一｛
ゼルシ．バター p

lll．　ll｝

i
43　　　’ノ

44子安バター

　｝

17
P飾パ婬
18

ｦ”一19P星印バタ’一

20極東バタ飼
2、「“，

　1

梁繍バタ「
畿，齢二：：

」．

叢∴：
27　　”’

28．パ　　タ．　一
　5

29明治無窺バター
・｝

30匹町言台覧監レ｛タ・一

1

3r明治バタ』一

ゆり　　　　ノノ
。β

33ノ｛　　『　タ・　　．一

3・｝力1：璽　’｛．タ　一

35．無璽1ノ｛　タ　ρ一

ε6パ　．タ　　一

揖・一

・馨三二1＝

47．　　”

4s’　　”

49パ　　グ　　｛f

50無色バター
5羨．タ．

4憂ルデ・

　　　　　劉戯固し
　　　　　響租不良．
紫．色徽か生牝顯ステρ）

　　　　　　　良．
　　　　　無味弱．
　　　　　　　良
　　　　　戯昧弱
　　　　　稽不良4．77・
　　　　　（璽臭1。・，

　　　　　献・鋸！・75

幣黄向・穂緯網戯，譜なし1＝L84．

萬租融・畿愈圏4朋
繋溜め1：1；
淡黄柔輔糊1性i否。。。講中叢。

　　”　　　　　　　　　　∫と　　　　　2．44

　　’・．　』i㌃ボ良435

　　，ノ　1，’

　　　　　i．
　　〃　　　1．　’ノ
　　　　　！　　　　　　一
　　　　　｛
馨熱雛｝授爵腿

淡　黄．緻　諮
黄・、精結品性．櫓

柔軟

淡黄・納緻密

　　〃

　　ll

羨、譜繍

臨　緻密1
番．黄白．－緻『密

陀噺面に水滴多し

淡、黄，緻　需　』，

黄・・　緻

黄・　緻

淡　費．緻　密i

黄．　緻　密
淡　　黄．緻・　密．

淡費．租緻密
黄．梢「 k霧l
　　　　　I

良、

〃

〃

『〃

〃．

〃

．〃　．

’ノ

〃

’ノ

〃

∫と

淡黄．繍性｛〃
　　，ノ．1，’
　　　　　i
　　〃　　　　　　　　〃

帯資自．艦致密1．良

類lrl．色・和緻密［『　”

飼・・

2⑳

4．1r

2．25

2．50

2．43

222

2．28．

、3・75

326

338

2．57

’3．50

4，90

3ユ1

3．84

1＿
i

｝一
．iま18

1M8

　2．81

　2，50
1

検閏せす

タール色

素含有
検出せす

　．”，．．．

　〃
　．；ノ

　〃

　”．

タール色

素含有
槍轟ぜす

タール色．

素含有
　〃

　　12．47．

”　　S．74

”　　12。65

”　　13．77

”．　　8。54層

”　　1325

”　　’　13．48

”・@．10．73

　　12．93

　　14．40

　　14．06

　　13．76

　　12．35

　　1L10

　　11．14

　　12．91・

　　．13．46

〃　　13．85

”　　13．92

”　　1L92

”　　1LgD

グ　13・61

”　　11．66

　　10ユ0

　　13．87

検出せす

〃

〃・、

ノノ

〃

〃．

〃

タール色
素含有

12．82

14．74

．12．31

　9．01

8．40

16．50

8｛．05

89．58

．85．27

8琴35

89．12

8433

8430

85．74

85．20

81．57

84。0墨

85．09

86．39

87．32

86．05

84，77

83．54

84．19

85．10

86．60

86ユ4

84．28

86．6D

86．44

83、0，

84．38

81、95

85．27

8825

8＆55

81．16

0．31　0．90　2．00　1．94

α35　030．1．01．0．91

0．40　　0．40　　1．22　　1．15

038　　0、42　　2．03　　L97

0，30　　0．57　　1．！11　　1．31

．0．39　　0．52　．1．44　　1．36

0．37　　039　　1。44　　1．35

0．48　・　0．60　　　1．71　．L62

『033　　031　　L16　　　1．60

0．40　・0．75　　2．55　　2．50

035　　Q44　・1・03　　0£0

0．39　　0。55　　0．09　　　0

047．　α60　　0．06　　　0

0．38　　049　　0．C3　　0．55

0．89　　0．74　　0．72　　σ．65

029　　0．57　　1．44　　140

0．34　　0．43　　2．17　　2．11

0．30　　0．90　　0．52　　0．46

034　　．0恩8　：・0，03　．、．0

α44Q3斗0・51045
0．50　　0．63　　0．79　　　0。70

0．32　．　030　　　1．45　　　142

043　　0．48　　0．76　　0．69

0．42　　0．29　　2。43　　2。40

0．30　　0．51　　2．（，2　　　1．87

0．48

0．21

0．06

0．48

0．31

0．40

一一．
　1
－1－
　f0．57

0，08

023

0，45

0．91

035

1．63

2．91

2．06

L7δ

1．73

・1．01

1．50

2．ε3

1．95

1．64

1．64

0．94

99．13

99．98

99．94

99．95．

99，94

99．98

99．98．

99．26．

999．96

臼9．67

9go2．

99。79

99、87

99．12．

99．5峯、

99．gs

99．94、

99r7a

、99．87

99．ε5・

99．96・

99．96

99．93

99，73

99．70

99．88

99。89

99．93

99．97

99．90

99．4皇
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し、レツジユ
52
　バ、　　タ　　　一

53花印バター

54パ　　タ　　ロ

55

56

・　　57

53

璽入パタ嶺

パ　　　タ　　　一

黄・．三三．密

淡黄・稗緻密
V

帯黄白・精緻密
紫色徴准生．す
・切臨面に水滴多し
黄・殉’柔　　軟

特製バ’タ．．一

5gi三島パ。．

60

純良パター

・パ　　　タ　　　一

61．

62

63

64

65

66

67

68

69

70

7F1

72

〃

〃

〃

稽不・良
（稽エスデル様臭）

　良　’

　　〃

稗不良（精エス，ル様臭）

糟・不．良
（租三門臭）

番黄自・稽緻密．　良

淡費・稽緻密
〃

〃

一’ノ

樗黄白・稽結品性

．書黄白．糟緻密

生　パ　タ　ー

フジクリーム
リ　ーバタ　ρ

七塚バター
フ　レ　ツ　シ　ユ

バ　　　タ　　　ρ

飛行機印　’

純良パ桑門
エビスバタ飼

純良バター

千代田バタロ

〃

げ　麻

笥

．三F

淡　黄・緻　密

帯黄白・精結品性

黄・　　緻　　密

淡黄・稽緻密
切断面に水滴多し

淡黄・稗緻密
淡i黄・稽緻密
切三面に水滴あり

樗黄白・緻密

淡黄．結晶性

大

小

均

〃

〃　　一

〃

〃

穂不良（一
三敗性臭）

　良
域昧弱
　　〃

　良
蛾味なし
稽　不　良
（躁敗性臭）

　良．
三味溺

不
（異

量

量1

量

良

〃

〃

〃

〃

良
臭）

5，70 槍出せす

2．69‘　”

2．54 ”

4，86　．　”．

1。16 タール色

素含有
1・9♀槍出せす

2，54

2，65

2呪73

4．41

32S

3．12

4．10

2．30

296

3．60

1．98

2．97

1．68

2．56

8．23

1．16

320

〃

〃

．〃

〃

〃

〃

〃．

〃．

〃

〃

’，

〃

〃

タール色
素含．有

7．11

10．73

1L18

15．24

10．33

14．45

11．69

10．59

11．09

12。88

6．89

12．29

13．ε0

2034

63．6

13．50

11．62

10．40

12．20

33．08

5508

6．36

1263

88．55

ε6．15

85．30

83．44

0．41

0．60

0．33

0．32

87．80，0

83．83

85．73

87．11

87．10

84．25．

90．86

85．4S

85．44

76．79

91．20

8ヤユ4

85．65

87．10

ε4．92

62．51

91．20

6250

84．84

0．58

0。51

0．39

0．36

0．45

0．57

0．38

0．29

0．50

0．30

027

0．53

0．32

0．51

0．07

0．89

o

ぽ38

・0．72

0．33

0．37

0．88

0．16

0。90

・0。41

0。49

0．45

0．30

・0．90

0．91

0．40

．0．46

0．85

3．16

2．10

2．48

0．10

1．61

0．OS

1．33

1．32

0．78

1．98

0．51

0．52

0．05

1．56

0．80

・0．52　．2．53

0．83

0．82

0．39

．0．43

091

008

052

1．31

1．33

1．90

3．25

525

oo3

1．39

2．98

1．99

2．40

0、

1．59

0

130

125

0．73

1．80

0．40

0．4‘

0

1．59

074

2．47

122

1．28

1．81

3．10

510

0

1．29

99．95

99．9】

99．71

99．9S1

99．90『

99．84

99．72

99．90’

99．78

99．86

99．64

99．5S．

99．gs

99．651

99．5r

99。93・

99．9｛

99．97

99．921

99．34

（B）曲馬製品
9

鄭
號i

稻

．。レ・。ヂーパツラ

60

74

75

76

バ　　　タ　　　一

　　〃

シヤムロツク
パ　　　タ　　　一

　　’，

外

77

78

淡　黄・緻　密

〃

〃

〃

ウツ．ドラソド陛黄白・緻
パ　　　タ

パ　　　タ

密
一1ﾘ断面に水滴あり
一｝三三鰍密

臭味

良

〃

〃・

〃

〃

〃

酸度

1ユ6

3．85

2．60

1．14

2．41

3。01

異性
．色素

検繊せす

タ・一ル色

素含有
槍｝瑞せす

〃

〃

〃

般 成 分

水分岡騨酬乳．蠣咽食蹄計

14．31

15。06

14．40

1428

13．73

15．26

82．73

82．01

82．59

82．45

S2．29

81．53

0．35

0．33

0．33

0．40

0．42

0．53

0．56

0．59

、0．62

0．84

0．70

0．45

2．05

1．89

2．08

2．00

2．55

2．05

1．97

1。83

1．98

1．90

2．35

1．90

99．90

99．88

99．93

99．97

99．69

99．82
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79

80

81

82

ε3

44

85

86

87

ララザーパレー

パ　　　タ　　　ー

ピー　ヤ　レ　ス
パ　　　タ　　　ー

ゴーβ・デンステー

ト　バ　タ　一

　　〃

　　〃

エーコンパター

　　〃

　　〃

　　”

　　最

　　最

黄．．　緻　　密

淡　黄．緻　密
切断面に水滴多し

淡　費．・結晶性・・

　　　〃

　　　〃

黄．　　緻　　霧

　　　〃

　　　〃

　　　〃

大

小

均

量

量

量

良

〃

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

’，

2．99

3．23

臼．14

226

2．12

3．31

3．20

1．32

3．35

3．85

1．14

『2．54

（C）内外

タ』ル色

素・含有

検田せす

　〃

　〃

検出せす

　〃

　〃

　〃．「

　　不

11．47

14ユ3

15．12

’15．83

15．55

i4．07

13．55

15．11

14．94

15・8β

1147

14．46

明

85．75　　　0．50

83．43　　0．36

81．22　　0．47

79．83噛@0．3）

81．09　　　0．40

83．05　　0．51

83が52　　0L50　　．

8240　　0．40

8L87　　　0．50

8575　　0．53

7983　　0．33

82．38　　　0・43

品

0．78　　1．25

022　1．78

0．42　　　2．72

0。69　’3。り8

057　　2129

0誰51．8Q

’035　　1．74

0．30　　1．76

0．46　　1．94

0．84　　　3．08

0．22　　・r置。25

053　・2．06

1．12

1．72

2．62

2．96

2．2り

1，75

1．62

1．65

1．83

2．96

1．12

・1．96

9975’

9段．92

99．95

99・87、

99．90

99．88

99．66

99．97．

99。71

異　性 一　　　般　　　成　　　分
検認番號

名　　　稻 外　幽　　親 臭　昧 酸度
色素水鋼肪陣古志意企飼合’計

88日・轡構三廻晦敗、、幽・1・検隅・・18

89　　　　　　”　　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　　”　　　　　　6．80　　　　”　　　　　14．10

・・ぺ・伽バター綴白・柔難径三一・・一
g1　　　　　　”　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　”　　　　　3．55　　　－　　　　15．02

92　　　　　　”’　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　”　　　　　3．95　　　－　　　　1333

93　　　　　』”　　　　　　　　　　　　”　　　　　　　　　　”　　　　　　一　穣出せすし・．一

・・亭ﾛバ・横繍晦敗北21”…3

82．76　．　0．52

83．33　　0．42

83。24　・0．04

8442　　0．05

81．02　　0．77

0．05

0。59

0．19

0．20

0．49

名14

1，47

1．31

1．37

2．64

2．05

1．36

1．2δ

1．30

2．54

9925

99・91、

9P・80

99．37

9920

儲考『 z楓ﾙ・下棚せ・リ、し劉・蹴上櫨馴せリ

　　　　　　　　　　　　乙・牛酪脂肪試上成績
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　第　　　’八　　　表

　　　　　　　　　　　　（A）内函製品　、

二二

番外

　1

2

名

畜産試験揚製
純良バ』ター：

クローバ門印

食卓バ1ター
　　〃　’

熔融の朕態

澄　　　・明

少しく潤濁す

殆ど澄明

匙　　法

’良

〃

〃

．屈　折

計数

42．3

42。8

43．6

鹸化藪

229．5

229．0

2295

ライヘル
トマイス
ル微

30．0

27．0

31．5

ボレンス
ケ・一数

3．0

3．0．．

2．1

三ツケナ
ツク差数

十〇．5

－2．0

十2。0

プアルン
スタイネ，
ル撒

195．9

198．7

1942
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　3』

　4

　δ

　6

　7

　8

　9

10

11

】2

13

14

15

16

17

18．

19・

20

21

．22

臼3

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

クローバー印．

・食卓バター

　　〃

　　〃
クローバー印

北海道バター
雪印

北海道パター

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
北海道一

壷：印パ．タ’一．

ナショナル印
・北海道バタ．一
食卓用家庭向．
可摯警報道生パター．

バ　　　タ　　　P

星三印バター

食冊バグー

．楓印．パター

星印．バター

穐．．東バタ．一

　　〃q

金線印バター

金鶏バ．ター

北海道パタ．一

バ　　　タ．　一

森永バター
　　〃

バ　　　タ　　　一

明治無璽バター

明治自盛！バタニ

明治バター

　　〃

バ　　　タ　　・一

加古バター

無魍バター・
ノ｛　　タ　　一

旗矢印

特製バター

微．

澄

〃

〃

〃

〃

〃

〃．

〃

〃

〃

殆ど澄．明

澄

〃

〃

〃

〃

〃

．濁　　良「．

明・　”

　　．〃

　　　〃

　　　〃．

　　　〃

　　　〃

　謂不良
　　，『良

　殖不良
　　．良．

　才f7．不良

殆ど　　明

．澄． @．明
〃

〃

〃

〃

〃

〃’

〃

〃

〃

．〃

〃

殆ど澄明

澄・　，．明

　　〃

　　ノ’

○

少しく不良．．

，44・8・

43。8，

42，9

42．7

43，5

43．9．

43．4・・

44裏｝．．

曾も

43．7、

－43．5

42．9

43．8

44．1

43．4

43．6

45．5

42．3

42．2

43．01

423

424馳

42．3

44．2

42．α

．422

42．3

43．0

225．0・

228．0・

229．り

229．1

226．2

226．4

226．7．

223．5．

225．0・

230．6

226ユ

22ア。0

．2243

．229，0

228．4

220．3

231．5．

230．5

227．4

232．0

229．9

26．3

2713’

263・

27．7

28．5

28．7

27．8

26。8．

23．2

28．6

26．4

294

26．4

26．8

2カ

25．7

23．1

27．6

28．7

28ユ．

27．5

2．1、

・2．7

2．8

・2．3

2ρ

2。4’

1．7

2．1

2．4

．3．5

2．3

2．0

2．6

2．7

2．1

3．0・

23．

3．3

3．0．

35

十1．3．・

」0．7

一2．7

－14

序2．3

．届a3

十1ユ

十33

十3．3

－2．0

十〇．3

十24

十2。1

－2。2

－0．7

十5．4

－3．4．

一2．9

十1．3

－3．9

－2．4

7　L

195。6

197．4

199．6

19＆1

1943

1942

・195．5

．203．7

193．4

198．7

196．5

194。1’

194．7

199．0

197．4

191．5

200．0

199．6

195．6

20D：5

198．2．

攣敗せろアニめ試験な施行することな得す

225．0

226．6

228．6

230．7

228．8・

．42副2蜘
　　1
43．1

43．5

42・6「

42．8

・歪3．2

’43．1

43．6

223．9

226．0

227．8

225．7

223．5

230．5

227．8

26．4

29，0

27．8

27．0

26．5

26，0．

23．4

　、277

26．8

28．1

27．0

．3乞0

27．0

2．1

3．0

2．7

3．2

2．5

2．5

2．9

3．1

2．9

4．0

2．7、

28

2．1

十1．4

『十2．4

．一 Z8

－3r7

－23

－3．0

－0．5

十14

－1．0

十24

十3．5

＋2ρ

一〇．8

195．4

19壬1「

197．5

200．5

199．1

199．0

197ユ

194．9

197．6

194．2

1933．

194．7

197．5

，
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．17

　　　33

　　　39

　　　40

　　　41

　　　42

　　　43

　　　44，

　　　45

’　　　46

　　　47

　　　48

　　　49

　　　50

　　　51

　　　52

　　　53㌧． ｶ　
L

　　　54

　　　55

　　　56

　　　57

　　　5s

　　　59

　　　60

　　　01

　　　62

　　　63

　　　64

　　　65．

　　　66．

　　　67

　　　68

　　　C9

　　　70

　　　71

　　　72

　　，

大島バター
バ　　　タ　　　ー

ゼー．エー。ピー
ゼル．シーバター

　　　〃

　　　〃

　　　〃

子安バター
ゴールデンライ
オ　ン　バター
シルバーライ
，オ　ン．パター

　　　〃

　’　　〃

パ　　　タ　　　一’

無，色パター

バ　　　タ　　　ー

フ　　レ　ツ　シ　ユ．

バ　　　タ　　・一

花印ベター
バ　　　タ．　一

卿入バター
バ　　　．タ　　　一

特・製バター

純良．バター

三島バター
パ、　タ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

生　バ　タ

。

バ　　　タ

一

一

フ．ジクリームリー

一

七塚バター
、フ　レ　ツ　シユ

バ　　　タ　　　P
飛行機印

純良バター
エピスパター

純良バタ・一

千代田バター
　　5　〃

澄　　　明

微

　　．”　・

殆ど澄明

微

強

澄

殆ど

澄

強

澄

〃

〃

〃

’，

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

漏

澄

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

，濁

　濁

明

明

明

温

田

明

殆ど』 泱ｾ

少しく不良

　　〃

　　良

　　良

　　良

少しく不良

不　　良

　　〃

　良
　　”

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

不　　良

　　良

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

少しく不良

　良
　　〃

　　〃

少しく不良

　良
　　〃

　　’，

43．7

44．0

432

43．0

43．9

40．5

48．与・

46．3

43．0

45．4

42．1

43．6

43．7

43．9

．43．6

54．5

41．8

43．6

42．4

43．0

42S

44．7

433

43．り

45．0

43．9

44．1

44．6

44．5

43，1

44．7

225．0

218，2

224．0．

225．7

228．0

230．7

209．0

21L5

226．3

219．0

2208

25．5

21．．3．

19．3

21．6

26．5

15．5

10．5

10．5

26．4

23、5

27．5

，工・8

2．4

3．り

2．4

2．7

6．5

2．6．

2．0

2．4

1．7

2．1

十〇．5

十3．1’

一4．7

－4。1

－1．5

－152

十1．5

－1．0

十〇．1

十4．5

十6．7．

一〇．3’

一〇・撃

十2．4

＋7．8

十〇2

」0．7

十1．6

十1．4

十2．2

十7．3

十55

－0．1

十5．5

十2．1．

　0

十2．5

十3．6

十1．2

十〇．7

19614

1943

202．4

201。5

19呂3

213．3

197．2

’ig9．7

』196．7

192．7

190∫）

攣敗せる7二め試瞼な施行すろこと為得す

皇27．3

22ア．6．

、225．7

193．5

225．0

228。4

227．8

227．3

227。6

2152

222．6

229．4

21S．0

227．4

224．6

222．5

222．7

227．0

22L7

27．5

27．3』

28ユ、

1．3

252

27．7

29．4

28，7

29．8

22．5

28．1．

29。3

23．5

29・5

24．6

25．0

26．3

282

22．4

　2。5

　2．3

　2。0．

　1。9．

　214

　2．7

　3．0

　3．0

　3．1

　2．9

　2．2

　2．7

　1．4．

　2ン

．．
Q．6

　1．5

　2．1

　3．1

　3。7

197。｛｝’

157．◇

204②．

192．0

1963　　　　　’

197．些

194。9・

．195謹

194．2’

19，．0・

19L1

196．61・

191．7

194．4

197．0

194．5「

1933」

195．4　・

196．6　　〆
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最

最，

大

小．「’・

均

量’‘　；　．’　545　　’2320

量．　’　　　　　！405　　　283．5

、量　　．　　　　、　　　44．2　　　　228．8　　．

・（B．）互恵製品

320

1．3

264．、

　1．4

・’ U．5

．．
Q7

十7．8　　：2133

－15．3　　’・「190．0；

＝「τ一一」一　、．　’1996．

番號．．名 稽．．

　ケ3

’　74

　75
　、76

　77

　78

　79

　80
　8】

　82

　S3

　84
－　85

　86

　87

ハ．塔aーパツツ
バ　　　タ　　　一

　、　”

シヤムロツク
バ　　　タ　　　一

　　．”

ウツドランド
バ　　　タ　　　ー

ノ｛．　タ　　ー

フラザ飼バレ・『

バ．　タ　　　ー
ピ　一　アーレス
バ　　●タ・　一
ゴールデンステ．

一　ト　バター

　　”

　　〃

土一コンバター

　　〃

　　〃

　　〃

　最

　最

熔融の歌態

微　　　日

面．ど澄明

澄

徴．

澄

〃

一．〃

微

澄．

1，「

〃

明

濁

明

日

明

匙　　法．

少しく漏濁

　　〃

　　〃

　　〃

大　　　　量

小．　　量
均　　　　上

越

〃．

〃

〃

〃

〃

〃

〃』

少しく根

　〃
　’ノ’

　良
少しく不良

　〃、

　〃

屈．折
一計数

』．43．8

4S．8

44．2

43．6

42．9

438』

438

43．5

42．5

42，6

42。与

43．9

44．1

43．9

44．4

．44．4

42．51

436

鹸化数

227。5

227，5

2283

226．8

229．2

228．5

227．1

229．2

231．5

239．0

23D．8

227．5

226．0

228．2

225．1

231．5

225．1

228．3

ライヘル
トマイス
ル数

27．5

28。4

23．1

27．隻

27．6

2ア．0

26．5

23．9

23．6

27．5

23．0

31．0

23．5

31．2

26．2

31．2

26．21

．28．2

ボ．レン
ス’ケ数

．2．5』

2．1

2．5

2．1

2．5

2．6

2．3

29

3．0

．2．8

2．9

3．1

’2．8

32

2．3

32・

21

2．6

擁姦壁心

、（C）内．外．民部　品

　0．

十〇．9

1一 ｿ7

十〇．6

－1．6

－1．5

－0．6

－03

－2．9．

二2・5

」2．8

十3．5

十2．5

十3．0

十1。1

＋3．5

」29‘

　尾

196．7

瑛95・7

197ρ

．196ユ’

1983「

1983　　・

197．4

19δ．89

199．0

19912，6

199．4・

193．5

194．1

1933

19δ．7

1994

1933’

1967

番競

8s

89

90

91

S2

93

94

名 稻

日．蝕バタ「

　　”、
肉リカン印
バ　　　タ　　　F・

　　〃

　　〃
∵・｛，・一

iクラウン樫ρ

熔耽の肌態

殆ど澄明
　　〃

強　　．濁

張・一　潤

微　．灘

匙・法 ﾆ簸・

不　　良．

ノ’

〃

．不．喪

埠．

　43．1．

．43．0

　473

」．46．7

　42．6

鹸化数

22ア．0

・227．4．

213．0

・225．0．

23）．0

ライヘル
トマイス
ル数

25．2

26．5

14．1

．＆7・

29．6

ポレン
スケ籔

2．4

2．7’

・4．7

’．3？1・．・

33

；多籔三潔菜

一〇8　　　　197．6　　．

一〇㌔9　・　ig7「7

，，→ト1．1　　　　197．2

－1〔｝。＄1、孚15．2，

一〇。4　　　19｛18　，
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　　　　　　　　　　　　。　．六考察及結論．　　　　　　，

　前記各試験項目の成績に就き考察し次で綜合的到定を下せば次の如し・・

　一」・外観牛酪は其製造當初は却って光澤なく3，4ケ月以上経過するに咽び之を生

ずるに至ると云ぷ畜産試瞼副製品も亦實に同様の照々を示せり．然るに各検問は何れ

も細濁の時日之を貯藏せしを以て此光澤の如何によりて其新陳を鑑識すること能はざ

りしは叉1ヒむを得ざる所なりき．而して樵艦第18，39～43，45～48，62；65，7ユ～72（以

上内國品），81～83（外國品），88一二89及94號（不吻品）の20箇は何れも結晶性を呈し宇

内銚詰品16箇・硝子壷入1箇，・厚紙入1箇，木笛入2箇にして之調製品中罐詰品の外

は製造の際少くとも一度熔融ぜしめたる疑あ’るものと認むべく錬詰品は熔融製品を詰

めブ～るか或は当馬の際高氣温によりて自然に熔融せしものなるべし．而して此等結晶

性製品の内旨39～43，45一レ48，62及65號は脂肪試験の結果異種脂肪含有の疑を示すこ

とは液状脂肪混入による結果を暗示するに足るべく甚だしく柔軟なるものも亦同様の

開催を示せり・即ち楡膿第39～43，56號（以上丙照覧）ヲ90↑一93號（不明品）の如し・爾ほ

第81～83及88～89競は泡起状態試験に於ても亦復製牛酪の疑を示せう・次に槍膿第26・

55，’67・69，77及80號のβ箇は共切噺面に水滴を認めたう・逼れ其製造に際し捏合等不

充分なりしを示すも一のと云ふを得べし∴第29，’37～38及55號の4箇は既に微を登生せ

う．

　二・臭味及酸度　検収第15，29，32，36～39，41～43，45｛48，’52，55’こ56，61，・

65・71～72號（以上内挿品）・88～94號（不明品）の28箇は何れも異常の臭氣を有し味

亦良好ならず其酸度も多くは之と卒臥して4度以上を示し第39，52，及88號は5～6度，

第89號1よ6・8度・　第45號｝よ8・2度，第94號｝よ12．2度をこ堅くこヴ．　　　層　　　　’『　　　』　　、’　　－　‘

・三・水分無瞳バタ∴と認むべき6箇の穣膿は其水分12．35～15．24％にして10％未満

のもの8箇を沖し猫逸法令による筆跡ノ“ターの含水限界量（16％）を超過するもの3箇

（第51，65及71號）を認む殊に第71號の如きは30％の多きに及べウ本品は此羅1に於ても・

不良品たるは論を侯ブ～ず．　　　－’　9　　　　1　　　’

　四・”脂肪量『脂肪含量80％未満のものは内曇製品2種（第65及71號）外回製品・1種

（第80號）にして其他は何れも80％以上なるを以て一見甚だ良好の成績を示せるが如
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しと錐も其脂肪たるや果して牛乳脂肪のみなるや否やを考慮せざる可らざるを以て直

ちに：畢非を論じ難きは言を侯たずし

　五・蛋白質及乳糖量之を從來の試験成績に比較するときは概して租少量の傾向あ

るを認む押れ或は牛酪製造上の進歩によるものと云ぷべきか．然れども爾者共に或は

莫一の含量除うに僅微なるものは却って往々異種脂肪混和によることあるを以て注意

を要すべき黙なりとす；即ち検膿第45，56及71號の如きは何れも異種脂肪鑑識試験成

績に徴しマノレガリンヌは偽和贋造の疑を有せしむ．’

ご六・鑛吻質及紅筆　次分の含量は食尽の含：量に從ひ異なれるは當然なbと云ぷべし．

食盛含量2％を超過せるものは第6，26，33，40，45，’52，54，71號（以上内國品），77，

81～83號（外國品），88及94號（不明品）の15箇に及べう．

　七．防腐測　検等量及其他の關係によりで專ら礪酸のみを試験せし．に之を含有する

もの一も螢見せざうき．

　八・異性色素　テヴレ色素含有を認⇒だるものは第24，32・・40～41・51・56・72，號

（以上内国品），74及79號（外國品）の9箇な、ウ・而して回れが試験放績によれば槍出

せる色素の多くはバタエロP及エロpA：Bの2種にして是を野猫にヌは混合して使用

せるもの、如きも前述の如く正規の分離法を施し得ざりしを以て前記成績表中1こは軍

にテール色素の存否のみを掲記せり．

　九・異種脂肪　先づ理學的試験帥ち熔融歌態・畔引状態及屈折計藪の成績に就きて

看るに

　（イ）熔融状態に於て不良を示せるものは第45～47，56，65號（以上内國品），90及

93號（不明品）の7箇にして其他第1及84～87號の5箇も亦少しく不良を示せう次に、

　（ロ）泡起試験に於ては第46～47，56，88～90及93號の7箇不良にして其他第10，

12，14，3㍗一39，45，64，68號（内鰐品），81～S3，85～S7號（外電品）も亦硝不良に

傾け鉱　．．

　（ノ・）屈折計数に撃て前記猫逸衛生局婁表の；標準限度外にあるものは瞼膿第46～47

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ　　　　　　　くわ
与6・90灰93號の5箇にして異種脂肪混在の疑顯著参b・．〆ウメノγト氏の：標準に從へば

第18，r50及65號も亦稽共疑あう而して第50及65號は之を他の理化學的弓鹸の成績とi封
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照するに多くは不良を示し善く一致するを認むべく之よう観れば同氏の標準は嚴酷に

失するものと湿し難きが如し・

　以上屈折計歎に於て不純を示せる各険禮は何れも標準最高限度を超過ぜるを以て此．

鮎よりすれば椰子脂爽雑の徴候を認め難きも第93號の如きは化富山試験に於て其疑濃

厚にして甚だしき矛盾を來せり其原因遠隔1にあるや全く不明なう．斯くして物理的試

験に於て何れも不良を示せるものは舞46～47，56，90及93號の5箇なりとす．

　次に脂肪の化學的試験成績に就きて考察すれば次の如し．

　（二）鹸化数に於ては第46及56號は210未満にして異種脂肪含有の徴最も著しく第

47，62及90號も亦共晶を存せしむべし第39及65號は僅かに限度に達せず・

　（ホ）　ライ昏〃トマわ『〃撒は第40・45～47・56・90及93號の7箇共に！0・0未満を示

し異種脂肪混在の徴と認むべし第39・42・62及71號も亦六三疑を懐かしむるに足るべ

く第50及65號も亦標準温血に達せず．

　（へ）ボレンスケ数は椰子脂に在りては16・8～18・2（綜欄脂は8．5～11）を示す從っ

て之等の油脂を爽雑ぜる牛酪の本定藪は著しく上昇すべし．即ち之を本試験の成績に

徴する1こ瞼言忌45號は6．5を示し之等植物油混在の疑最も濃厚にして第90及34號之に

次げウ第71號は只僅に限度を超過せるのみ・

　（ト）ユレケナ。ク差歎は純樺牛酪に在うては殆と零に近く其限度は前記の如く

＋4きウー4の範園に論う然るに椰子脂の同心数はよ40～一60なるを以て該油にして

租多量言漏せんか此差歎は著しき負値を示すべきなう依て之を本試験の成績に就て看

るに瞼滴滴45及93號は共に一15以上なるを以て椰子脂混入の疑を存すべく第18，51，

56，62～63及65號も亦＋5．4以上を示し異種脂肪畑鼠の疑あり第40及42號は共に：高値

に於て少しく限度外に在り．

　（チ）　ファノレンスタイネノレ数は純良牛酪に在りては既記の如くなるも時として190

～零05！り問を昇降することあり然れども椰子脂に在りては約250を示し爾者の差大なる．

を以て亭亭歎に於て標準限度を超過すること比較的弓なるものは椰子脂混在の疑と認

むべきなう依て之を本試験成績に就きて看るに槍｛禮第鱒及93號は共に本定数213以上

なるを以て椰子脂含有の疑あるものと認むるに足るべく第10，40，42及55號は只僅に
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限度を超過せるのみなるを以て是非を忙し難し：・

　前記の如く脂肪の理化學的試瞼に於て到定標準の限度外にあるものは合計26種35箇

にして其内輩に熔融試験叉は重油に於てのみ不良みもの帥ち窮1，184及10，12，14，

37，’38，一・64ジ「 U8，81～83，β8～89號並に爾開帳のみ不良のもの即ち第85～87號の如き

ば他の化打込試鹸の成績適合範園内にあるを以℃右の結果めみにより直ちに不純品と

噺定：することを得ざるべく叉第10・18・34號の如く皐に一一脂肪定歎のみ不適のものは之

れ叉例外の威績を輿へだる・ものとして直ちに之を不純品と見事すは當を得たるものに

あらず．然れども第50及71號の如き本試験中の最も重要なりとする定蜘こ抵鯛し且つ

爾籐の各試験に於ても殆ど其限度に近き成績を有するものは假面面成績中只1ん2項の

み不良なりと錐之を例外品として直ちに看過し能はざるべし．其他成績最も不良にし

・て土墳目以上の不適を示すものは異種脂肪を含有し叉は之を含有するの疑あるものと

認むるを調べきを以て之に属すべきもの8種11箇に回し更に共不良程度を槻察し之れ

が等差を勃定する事とせり帥ち次の如し．

　中．異紐脂肪含有の疑あるもの…三・・…・・……・・・・……第39，・40，4？，62，65號（4種）

　乙．異種脂肪を多量に含有するものと認むるもの・第45，46，47，90，93號（3種）

　丙．マルガリンのみと認むるもの………………・・f…第56號（1種）

　共生第94號の如き前記脂肪試験の立動に出ては抵貢すべき黙を磯見し得ざりしと錐

も逃れ》試験に際し種々の黙に於て疑惑の戚を深からしめだり．而して之等11種14箇

の導車薄舞50號を除きては何れも爾除の無心試験に於℃も亦不良の成績を示せり．

　槍膿第41及43號は第40及42號と1・第48號は鎗47號と，第72號は第71號と叉第91及92

盤ほ第96及b3號と夫々向乙種に属し試料ら關係上之を晶質試瞼に供用し脂肪試験は之

を省略せしを以て其成績全く不明なるも或は前記の強面と同様な貌こあらざるかを想

像せしむ．

　上記の脂肪試験たるや刻定標準の項1こ於て述べカるが如く本來豫試瞼的のものに過

ぎざるを丁半之が断然たる決定を下さんには第二段の二六的瞼査即ち動植物油脂等の

談明を行はざる可らず．然れども既述の如く之れが實三法πる酷酸フイ．トステリン法

の如きは多量の試料と長時間とを要するを以て之等あ條件を敏除せる今次の試験に於
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　　　ては到底不可能の問題たるべきが故に小官等は共手績比較的簡」「艮にして少丑の検髄を

　　　以て迅速に施行し得べき2，3植物油の呈色反慮を試み以て疑惑の黙を審にせんことを

　　　期し】セ外帥ち前記8種11箇蛇に第71及94號の如き不審品に就き胡麻油（ボr一ヅァン

　　　購ソザエン反論三三・・ぐハ・レフ・ン三二花蜘（ホ・げ氏法）三輪油，

　　　（ホ〃デ氏法）の鑑識を行ひたるに胡三二は各回膿全部陰性を示し綿弓油は第91及93號

　　　に於て著朋の三鷹を呈し第71，72及94號も二二著明に反慮せウ．．落花生油の試験は之

　　　を含有せざる純牛酪に在りても亦類似反鷹を呈し其識別困難にして判明せざうき三種

　　　油は何れも疑はしき反回を呈するものを認めざりき．．

　　　　以上の外植物油一般の呈色反懸たるベリrノン反慮及ウ出ノレマン反三等を試験せんと

　　　したるも純牛酪と植物油混和のものとの匿別到明せざりしを以て之を省略せう・術ほ

　　　梛子脂は前述の如くボレンスケ歎，ユッケナック差回及ファノンンスタイネノン歎によりて共

　　　存するや否やを察知せしむるを以て共他の試験は之を施行せざうき斯くして各槍膿の

　　　脂肪の理化二二試験の成績を通覧すれば第45及93號は椰子脂混入の疑を懐かしむづに

　　　充分なるも其他の楡膿にして不良の成績を示せるものは只異種脂肪含有の徴候を認め

　　　しむるに足るのみなり．

　　　　二上脂肪試験に於で不純品として指摘せる11種14箇以外の楡膿三二他の品質試験に

　　　於て不良を示せるもあは第6，18，25，26，29，32～34，36～38，41，43，48，．61，52，54，

　　　55，67，69，72，74，77，7C～S3，．88，89，91及92號の27種32箇にして之等の内第41，
阜

　　　43，48，72，91及92號g）4種6箇は脂肪試験を二二茸るものにして圃述の理由によウ其

　　　脂肪分不純と見倣して之を控除するときは23種26箇の不良品を：認むべし・

　　　　上記各試験に於て不良乃至不適と認めブ～るものに就き上瞼項目及楡艦種類及三歎等

　　　を表示すれば次の如し1　、　．　　　　　　　　　　　　．　　　　，　＿、
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、第． 九 表

　　検　　盟
不適

　外　　　　．親

　結品性ゐρ輩べうもの

　切層断面に水滴
　な生ぜる　もの
　徴7レ生ぜうもの

　柔軟に過ぎるもの髄

　臭　　・　　　昧

　酸　　　　’・度
　（5ρ以よのもの）
　酸　　　　　　度
　（8．0以上のもの）　．

　永㌧　　　分

．脂　　肪　　最

　蛋　白「質　最
　（0．1％未満のもの）
　乳　　・　一　　糖
　kO．1％未満のもの）

　テ　r・ル　色．素

　熔　融　．歌　態

　泡　起　歌　態

　屈　折　計　数

　鹸・　．化　　数
　ラ　イ　ヘ　ル　　ト
　．マ　イ．ス　ル数

　ポレンスケ数
　ユッケ’ナック差i数

　プ　　ア　　ル　　ンコス

　タ　イ　ネ〉レ数

内　．國　製　品

試験せ
る桧燈
踵糊

54

54、

學

．54

54

54

54，

δ4

’54

54・

54

54

’54

54

54’

54

54

54

54

54

駐

．54

試験せ
る検盟
箇敏

不良検
盟種類

72

72

72

72

72

72

67

67

67

67

67

67

67

69

68

68

68

63「

妨3

63

63

63

16

8．

4

4

4’

16

3

．1

3『

2

9

3

‘1

6

5

11

・2

．5．

11

10

9

3

不良検
豊箇数

22

14

4

”4

7

21

3

1

”3

2

　9

　3

　1

　7

　6

12

　3

・’ U

13

10

10

　4

外　図　製ゴ品・

試瞼せ
る検認
種類

試申せ
る検髄
箇数

15

15

15

15

15

15、

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15

15．

15

15

‘15・

15

不良検
証種類

3

1

2

0

」0

0

c

O

　O

　1

　2

　0

　0

　2

　1

　2

　0

，0

　0

　1

　0

　0

不良検
膿箇数

5

3

2

0

0

0

0

0

0

1

4へ

0

0

2’

4

6

0

蔓）

0

2

0

，0．

内外不明品
試験せ
る検燈
種．類

．3

3

3

3

3

3
3

3

3

3

3

3

3

3

3

3

．3

3’

3

3

3

3

試験せ
る検鐙
箇数

7

7

7

7

7

．7‘

5

5

5

5

．5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

5

不良検
謹種類
不良槍
髄箇数

3

2．

0

0

1

3

2

1

0

0

2

1

0

’0

1

1

1

1

1

2

、

ゴ．

7

3

0・

6層

4

7

3

1

0’

0

2

2

0

0

2

2

2

1

2

3

1

1

　之を琴するに槍膿中内國製品は外國製品に比し劣悪品乃至贋造品多きを認めざるを

　　　　　得ず不明晶は其製造元として外論名を冠するも甚だ謹むべき黙あわ恐らく内國製品な

るべきを思考せしむ而して之を内國雨中に加算するときは盆暗不良品を増加するのみ

なり．　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　七．総　　　　括

　上記試瞼成績蛇考察に基き衛生局よう照門に係る調査項目に關し之を総括すること

次の如し．

e
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　一・衛生局に於て蒐集せる牛酪65種94箇中異種脂肪を含有し叉は含有の疑あるもの

と認めたるもの拡11種（16・9％）14箇（i4・9％）にし℃之等の内に於けるものと同r三

二髄にして試験し得ざるものも亦同様に不純品と見倣すときは合計20箇（2L2％）に

達す．　　　’

　二前記不適品は何れも内地製品叉は内外不明品にして外回製品二一も之を認めず

帥ち内二品54種72箇中9種（16・7％）11箇（15・3％）不明品3種7箇中2種（66・7％）3箇．

（42，9％）にして前記の如く未検の同一種山農を不純品と義定するときは内乱品15箇

（20・8％）不明品5箇（71．4、％）に達す．

　三・脂肪試験にて適品と認むべきものにして爾他の試験に於て不良叉は不適品と認

定すべ：きものは内國製品20種（37．Q％）21箇（292％）外回製品5種（75．0％）7箇（4

6・7％）不明品2種（66・7％）4箇（57・1％）にして合計宙種（41・5％）33箇（34，0％）に

達せう而して三等の内減一項に述べたるが如く脂肪不純品と偉定せるものを控除する

ときは内二品17種（31・5％）17箇（23．6％）不明品1種目33・3，％）2箇（23・6％）合計

23種（35・4％’）26箇（27．6％）を算す．

　四・右の内脂肪量80％未満のものは内國製品54種67箇中2種（3．7％）2箇（3．0％）

外國製品8種15箇中1種（12．5％）1箇・（6．7％）合計65種87箇中3種（4・6％）3箇（3・4

％）を算す・水分16％以上のものは内國製品3種（5・6％）3箇（4・5％）にして之を試

験せる総検禮に記する割合に換算すれば種類に於て4．6％箇蜘こ於て3・4％に該上す・

　二二含量2％を超過せるものは記田製品9種（16．7％）9箇（13．4％）外國製品2種

（25・0％）4箇（26・7％）内外不明品3種5箇中2種’（66．7％）2箇（40．0％）合計13種

（20・0％）15箇（172％）なり・タール色素含有のものは内國製品54種69箇中5種（11・1

％）7箇（10・1％）外國製品8種14箇中2種（25・0％＞2箇（14・3％）合計65種88箇中8

種（12．3％）　9箇　（10．2％）　壱こ豪くこり．

　　　　　　　　　　　　　　引　用　文獄

　（1）　」．K6nig，　Chαnie　d．　mensch1．　Nl山rungs－u．　Genussmittc1，　III　B．2TeiL　1914．

　（2）　A．Bu∬，　Zt8ch島f」Unters，⊂！．　Nahruロgs－u．　Genus3mi貿e110，286，1905．　9

　（3）R・W・C・rnelis・n・」・Am…ch・加・S・鴎・β0，1478・1908㌧

9
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　　（4）IE」．加1畔・，．．帥臼it・．艇§、邨・i・叫9・r・ゆ？i奮・叫20，．545・190タ・．．　　　：’　・・

　　（5）　W．Ar土題。！d，　Ztsch『．ちUntgrg．　d．　Nψrmlgs－u．　Gen118smitte，，撃3，389，1912．

馳’

i6＞K・i・e・Lg・・undh・it・ム血t，宜・t皿・f・Z．　F・・tL・・ti…・・9・・噸L・b…皿itt・田・fし2，19　i2．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　サ　　　　ド　　　ロ　　　　　　　　　モ　　　　　　　
　　（7），G．　B飛umert，　ZtsGhr．　f．　Unters．　f．．輪ムrungs－u．　Genlls31nitte1，9，134，19951　　　．

　　　　　　　　　昭和五年十月　　　　　　　　　　　　　　・　・

　　　　・　　　　　　　．　　　　　　　　　　・　　　　　　　　「　　　　・　　一

9　　　　　　’　　「　　　　　．．　　　　　　　　　・　　　’　曹　L　　　　　　　　　　　　　　・‘　　　　　　　　・　・．．ご　　　’　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r．　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　印

」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
，
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牛乳の滅菌温度と貯藏時間の経過，

による斜脚試験成績報告

技　師　二

二・手　服

技　手　秋

学

部’

山

　　　豊

安　藏

勝’治

　　　　　　　　　　　　　　一・繕『．　言

　市販牛乳をして公衆衛生上母も安全なち璽しむる爲｝こは乳牛の疾病に由回する病源菌

及毒素，搾乳及容器による汚染，飲用に供せらる、迄の鍵敗蛇に加熱滅菌等の操作に

より乳質の旧く、る影響等各方面より考慮して回れが萬全を期せざる可らず．從って理‘

想的の牛乳は健杢なる乳牛より完全に衛生的條件に適合せる腱理法に依りて弓取せ造・

生乳を可及的短時間内に飲用す．るにあり．然れども斯の如き方法は乳憤を著し．く騰貴

せしめ回米儲國に於てすら普遍的に行はれず況んや我國の如き回状に於ては廣く之を

鷹用し得べきにあらず・結局可及的乳質に影響少き温度に於て加熱滅菌し而かも人膿

に回して有害なる病源菌を完全に殺滅し且つ飲用に供せら．る『、迄の期間中に於て憂敗

せざる様冷藏せざるべからず．而して乳汁本來の成分を比較的致損することなべ而か

も病源菌を完全に殺滅し得べき最も適當なる滅菌温度に回し欧米各國の學者によりて

種々研究ぜられたる結果振氏630に於て30分問加熱するを以て理想に近きものとせら

剃だるが如し．即ち本法は低温滅菌法中ホノソダー法として欧米諸國に於て一般に慮用

せらる・所なり・然れども本滅菌法に在りては乳汁をして無菌状態参らしむるものに

非らず軍に回るべ．き病源菌等に即し實際的に安全性を賦回するものとせられ且つ生乳

に比し比較的長期の保存力を有せしむるに止まρ之を冷訂するにあらざれば其品質の

絶到的安全を期する能はず・故に之を我國に慮用せんか本邦の如き夏季比較的長きに

亘狙つ一?ﾔ岡岬置を賜るもの少き獄に於ては往旅し儒儲の不注

意により獲敗乳を飲用し下痢其他の不測の疾病を酸し低温滅菌乳にi封レ総鐙的不信褐
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、訴ぶるの聲あるは屡耳にする所なり斯くして低温滅菌制の拗行は却って滑費者に不安

の念を與ぶるが如きことあらんか保健衛生上等閑に附すべきにあらず．

　從來我國に於ける市乳の滅菌は專ら高温滅菌法に依って施行せられだるものにして

滅菌後常温に於て貯藏するを常とし而かも憂敗に封し比較的安毫を期せられたるもの

なるも近時欧米諸國の制度に倣乙～低温滅菌法を採用するもの多きを見るに至れり然れ

ども本邦の風土，牛乳管業者と潰費者との關係，一般人の衛生的観念，個人の経回的

關三等欧米諸國の夫れと著しく相違せるものあるを以って他國に於て完全なる成果を

暴げつ》ある低温滅菌乳の制度と難も之を其儘直接我國に移し以て園満に途淫し得べ

きや否や大いに考慮を要する問題なりとす・潟んや63。30分間加熱滅菌法にようては

結核菌は之を完全に絶減せしめ得ずとの學読あウて本問題は未だ全く解決せらる、に

至らざる現朕に在りては低温滅菌法施行に際し細心の注意を挑ひ以て萬過誤なきを期

塾するにあらざれば國民の保健．L一大鉄階を招來せずとも限らざるべし．

∵牛乳を嬰児，幼見叉は病賜者に封し唯一あ食餌として弓取せしむる場合には細菌學

的安杢を期すべきは勿論可及的牛乳本來の素質を完備せるものを供給するを要すべく

之に封しては前記理想的生乳最も之に適し次で特に結核薗及他の病源菌に劉し安全な

る新鮮の衛生的低温滅菌乳を推奨すべきなう・然るに斯の如き牛乳は必然的に乳憤を

昂騰せしむるに至るは亦止むを得ざる所なケ而して牛乳中のヴィタミンC及酵素三等

加熱によりて容易に破壊せらるべき成分は之を牛乳以外の飲食物の撮取によりて補給

　し得べき状態にあうて牛乳を軍に消化し易き榮養品として飲用するが如き場合に當り

ては必ずしも前記の如き高債なる生乳叉は低温滅菌乳を要せざるべく寧ろ專ら麺i蒔學

的安全なる低廉の高温滅菌乳を以て足れりとすべし・斯、く論じ來るときは市乳は三三

の如き劃一主義よりは少くとも嬰見及小見用とr般用との2種類に匠別するを優りと

せざるを得ず妓に於て欧米先進國にては夙に市乳に等級制を採用せる所以を首肯する

に足るべし．’

　前述の如く低温滅菌乳は滅菌三更に之を冷回せざれば鍵敗し易く殊に夏季に於て一

層甚だしきを以て各都市に於て低温滅菌法を制定するに當bても盛夏の期問は特に高

温滅菌法を許容するの止むなきを得ざる場合を生ずべく殊に小都市及農村等に於ては



　　　　　　　　　　　　　　　1
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低温滅菌法を三十し難き實状に在るを以て斯かる地方に於ては滅菌後牛乳の冷却を要’

せずして比較的長時問保存し得べき方法を講せざる可らず．蝕に於て勢ひ高温滅菌法

の探用を問題とせざるを得ざるに至るべし・隊米諸國に於ては由來生乳を飲用するめ

風習に慣れ來りたるを以て之を加熱する場合に於ても可及的生乳の風味を保存するを

嗜好し所謂煮沸味を嫌忌するも本邦に在bては二十高温加熱乳に慣れ此上一味を以て

寧ろ牛乳本來の風味と解するもの多き白雪なるは高温滅菌法實白上極めて好都合なう・

と云ふべし．而して從前東京市に於て一般ここ採用せられπる高温滅菌乳は100。ヌは夫

れ以上の高温に於て30分間叉は夫れ以上加熱せられたるものなり・然るに最近丙務省

衛生局池田技師の調査によれば各戸縣に於ける牛乳の殺菌温度及時間は第一表に示す

が如く極めて匿々にして而かも一管業者は滅菌後冷却することなく其儘販貞するもの

多しと云ぶ公衆衛生上顧みて轄々回心に堪へざるものあり．

　　　　　　　　　第一表　各府縣に於ける市乳の加熱殺菌程度表

駅’1・

’63

65

C8．

70

75

70～80

80

80以上

82

70～85

’80～85

85以上

70～90

80～90

go

90以上

1

10

1

．1

1

12 10ん
15
15

1

1

1

3

2

2

1

3

10～
20

1

15～
20
20

1

6

1

8

5

7

15尋
25 25

2

15ﾇ120蕊！・・

1

3

1

1

3

2

6

S

16

10

1

9

1o痛14・
50

1

1「
11－

2　－

1　一

一　　1

2

2

1

1

計

3

5

．2

15

1含

1

31

2

1

1

1

21

2

1

3

21

1
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　95’「

8り一10σ

．100　・．

120

’備　考

＝『 Q＝二＿＿　＿　＿　＿　＿＿」。＝＿＝二二

’一@　一　　一’　．1　1』　　一　　一　　一　　1　」　一’一　　1’」　一　三　一

一・・一・ E1…7・・1　一　「，1　－　　1一一・．4一一一一

一一 �肢黶 u一一一一「二「37－
　『本表に3府43縣に亘ろ調査威績にして各欄に於σろ数字に當該加熱言羽度及時間た搬・

　用サ多廣縣数な示才

2

3

5

3

　「前表を通覧するに80。’30分加熱法を探用せるもの最も多く85。及90。30分加熱之に

次ぎ70。未踏のもの10，70。以上80。未満のもの28，80。以上90。未断のもの54，90。以

上95。未満のもの21，95。以上のもの‡0個所を嚇せう・今高等種々の温度1と於て種々の

時聞を以て加熱せる市乳にして加熱後冷却することなく常温に放置する場合殊に夏季

に於て幾何の保存性を有するや叉結核菌及大腸菌の殺減を年号なちしめんが爲め80。

以上に於て30分以上の加熱を要すとせぱ本邦の風土氣候等に最も適合せる加熱度及蒔

間噛す翻珊究曙L衛生上恥鞭な確獅一躍するものと信ぜしめだる

を以て其第一一歩とじて客年7，S月の酷暑の時期を選び先づ700に於て30分及1時間蛇

に80。，90。及ioo。にて各5分，10分，20分及30分間滅菌せる牛乳と63。にて30分及

1時間滅菌せる牛乳とを滅菌後潮菊することなく滅菌直後蛇に5時間及10時間室温に

放置せる後之に就き酸度，アルコホル試験，一レヅクタPぜ及細菌敷の遷化を検し以て

滅菌温度と時間の経過に由る乳汁隔週の程度を試験したるに次の成績を得たウ依て鼓

に之を報告す．　　　　　　　　’

　内務省池田技師も亦客年六月本問題に關回せる研究を途喧し回れが成績を日本公衆

保健’協會i適齢第6巻第10號にて登表せり，即ち同氏は塚装しブ～る牛乳をコッホ蒸氣潰毒

器を用ひ85。，90。及95。にて夫々10分，20分一30分間加熱滅菌を行ひ冷却することなく12

、時間及17時間経過しだる下之等検乳の細菌敷（ブリード法），酸度及アルコホノン反面を’

槍したる結果暑氣劇しき地方に在りては引責用牛乳は少くとも95。にて20分聞塚装加

熱滅菌を行メ、を以て公衆衛生上安全なる方法なりと報告ぜり．

　　　　　　　　　　　二・供試乳の探取，加熱滅菌及貯三法’

1・供試乳の採取，　’　　∫　　　　　　u
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　第1同試験に供用せる牛乳は昭和五年七月三十一日午前4時府下西新井和田牧場に於

てホノレスタィン種乳牛より搾取せる混合俘しにして冷却器を用ひて220に冷却しプ～る後

同牧場使用の鉱力製蓮搬鍵に容れ可及的迅速に試領置に運搬せケ．搾取時よう加熱に

至るまで約2時間を転封せり．

　第2同試験に供用せる牛乳は昭和五年八月十三日午前4時第1同試験と同様に和田

油揚より採取せるものにして探取労法及び蓮此等の官爵は第1同試験と全く同でなう

2・．加熱方法

　供試生乳を豫め滅菌せる1合入市乳塚に満盛し之に槍濫器を挿入して所定の温度及

時間加熱し之を滅菌直後の試瞼に供用し貯藏試験に供用するものは前記瞼温器め卜う

に定め滅菌せる王冠コルク（内側維木ンを以て密栓し滅菌直後の試験に供せるものと

同時に加熱し630，792噛，800及90『を保てる恒温槽蛇にユ00。∵の蒸氣滅菌器を使：廉

し所要時間加熱せウ．但し所要温度に保てる恒温槽中に同時に豊本の供試乳を挿入す

るときは，浴温著しく降下し供試乳の温度を所要の温度迄上昇せしむるに甚しき長時

間を要するを以て最初｛亙温槽内の温度を所要の温廉より約10。高からしめ置くときは

供試乳の挿入後言10～15分にして目的の温度1こ寵するに依b血温を調節し一定の温度

にて一定時間正確に加熱せり．

　100。加熱孚Lは戦勲滅菌器中に於て加熱し100。に達してより一定時間滅菌を施しπ

る後之を中止し約10分間放置の後滅菌器中よウ取り出せう・

　前記の方法に依り63。虹70。にて30分及1時間，80。，90。虹100。にて5分，10分，

20分及30分間夫々加熱したる供試乳に就き1は加熱直後他は5時間及10時間室内に滅

菌後冷却することなく放置しブ～る後室験せり・而して共の際室温は第1次試験に於で

は27・5。～29・0。第2次試験に於ては2S．5。～29．5。を示せう・　　　　　一ご

　　　　　　　　　　　　　　三・試験方法・　・　　㌦．

　今次の試瞼に於ては酸度，アノソコホノγ，レヅクターぜ及細菌定論試験を施行し以て

牛乳の墾質判定の暗潮に資せb．

今小官等の施行せる試験方法を示せば次の如し．

（イ）酸度ソクスレ。ト及ヘンケノ禰氏法に從d楡乳50剛こ就き瞼定せり・．一
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（ロ）ア’』コホ’L注加試験’、ワノレク氏法に準猿し検乳10ccに68容量％アノソコホノレ10c・

　を加ぺ凝固するや否やを検せう・1．

（’、）レヅクターゼ試験米國牛乳標準試験法‘雌篠鹸乳10・曜メチレン青溶液乾

　燥メチレン青1・19を水500ccに溶解せるもの1ceを取り水39cGを加へて稀繹せるも

　の）エooを混加し37。の温湯中にて脱色時間を三四せり．．

（昌）細菌屡的試験『米國協定法に從ひ李板培養を行ひ其聚落藪を三士し各槍乳1co

　中の聚落数を計上せう．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　四・加熱後冷却せざる牛乳の室温貯藏に際し時間の経過ε乳温下降の關係・

　今加熱牛乳を冷却せずして室温に放置するときは加熱温度に依りて夫々一定時間碕

ほ三熱を持塗す．而して三熱荷ほ高温にある時は明かに腐敗菌の繁殖を防止し得べき

に馬励”熱温度と放冷時間の経過による二丁下降の關係は加熱牛乳の保存上重大なる

關係を有すべし・　’　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　小官等はこの關係を究明せんがブ～め100。，90。，80。，70。及63。に夫々1加熱せる

牛乳を各放置時間の経過に於ける三三下降の状態を試験せるに次の成績を得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　第，　二　’表

　5分

10分

20分

30分

40分

50分

1時間

2時間

3時間

4時間

1000

95．0

90，0

77・0．

70．0

62。0

57．0

53．0

40．0

33．0

31．0．

goo

84．0

77．0

68．0

60．0

55D

50ρ

菊．0

38．0

33．0

31。0

．εoo

75，0

65．0

64．0・

57．0

53．0

49．0

39．0

34．0

32．0

30．り

70。

65．0

’60．0

55．0

50．0

43．0

41．0

37．0

33．0

3LO

3）．0

630

・59。0

54．0

50．0

43．0

41，0

37．0

ε5．0

33．0

30．0

£9．0

前表を見るに室温29。に於ては100つ及gooの加熱乳は加熱後弓2時間を経過する

も40。前後の温度を保ち80。及7帆加熱：乳は50分・630・加黙乳は40分間は軌れも40。
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，以上の絵熱を保持し室温と同一温度に蓬するには4～5時間を要することを認めπり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　五．試験成績　 ゲ

　　前記瞼乳に就き施行せる試験成績次の如し．　　　　　　’1

第1次試験

第　　三　　表

試験項目

酸 度

・卿囎
o

加熱温度及時間

63。30分

63つ1時間

70。3り分

70う．1時間

80⊃5分

80つ10分

80。20分

80。30分

90。5分

90つ10分

90り20分　　　・

90つ30分

100。5分

100つ10分

100。20分

100。3）分

蝋（搾乳後1時間経過加熱直前のもの）

10時間貯藏生乳（搾乳後12時間
輕過）・のみ陽性な呈し其他に軌
れも陰性の成績為示せリ

63。30分

6301時…目町

70。30分

70つ1時間

80。5分

80。10分

加熱後の経過時間
加熱直劇・、時酬・嚇間

6。9

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

層〃

”

〃

3時間以上

　〃

〃

’，

，〃

〃

6．9

．〃

〃

〃

〃

弓ノ

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ノノ

〃

〃

〃

3時間以上

　〃

〃

〃

〃．●

〃

7．1

〃

〃

〃

〃

〃

〃

”

〃

〃

〃

〃、

7．0

〃

6．9

〃

8．1

3時問以上

　〃

50分

’ノ

〃

〃
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レ’ヅクタ「ゼ試験

♂

細　菌　試　験

80つ20分

8σ。31分・

go。5分

90。10分

90。20分

90。30分

100つ5分

100）10分

100。20分・

100。30分

、　8噛

蝋（搾乳後2時間経過加熱直前のもの）

63130分

63つ1時間

70。3D分

70。1時間

80つ5分

80。10分　　　，

80。2D分

80。30分

90。5分

90。10分

90。20分　　　　　　　・

90。30分

10，つ・曜5分

100010分

10002〕分

100⊃30分

生乳憾舗四過）

2

3時間以上

　〃，

　〃

　〃

　〃　　’

　〃

　 ノ

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　34，195

　10，713

　　335

　　40

　　10

　　　〃

　　　〃

　　　〃

259，69）

第2次試瞼成績

第 四 表

3痔間以上

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

236，720　』「

　51，800

　3，366－

　2，4（曝・．

　2，720

　2，650

　2，220

　】，589

　　370

　　355

　　378

　　220

3，852，800

　50分

　　〃

1時聞・

　　〃

1時隅20分

1時間40分

3時間以半

　　〃

　　〃

　　〃

　コ2分

5，480，000

5，170，000

4，536ρひ0

5，000，0）0

6，832，000

6，714，00〔）

6，23D，00）

5，986，600

5，430，000

5，300，000　．

4，570，り00

4，36う，000

　503，0DO

　454，636

　　600

　　5n
無、見回

ヤ

、
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試験顎’口

酸　畠 度

ル・勅劃

レヅ妙一ゼ試瞼

力rl　薬些・言島．　度　及　時　間・

63。3，分

63⊃　105…π1ゴ

70つ．
R0分

70。1時間

80つ5分

8⊃つ10分

80。・26秀

80。30分

90。5分

go。1う分

90つ’ Q0分

90つε0分

10005分

】00。1）分

100γ20分

100。30分
生乳（搾乳後2時間経過加熱直前のもの）

加熱乳及生乳共に軌れも陰性の
成績な示せリ

63◎30分

63U時間

70。30分

70つ1時間

80つ　5分

8り。10分

80笥20分

80つ30分

90）5分

90つ10分

90。皇0分

90。30分’

100『・5分

100つ10分

加熱後の経過時間
加轍後15、時剛・・時．間

　6・7

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

　　”

　　”

　　〃

　　”

　　〃

　　〃

　　〃

’3翻以上
　　，〆

　　〃

　　”

　・”

　　〃

　　〃1

　’〃

　．〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　！｛

　6．7

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　〃

　〃

　・〃

　〃　　、

　〃

　6．9

3瀞間以上

　〃
　〃・’

　〃　　　，

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃　　．

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　6．9

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　．〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　．6・8

　　〃’

　6．7

　　〃

　7．7

2時問．

　　”

　50分

　　〃

　40分．．

　　〃

　55分

塒間16分

　65分

1時間10分

　　〃

1鰭｝贋130分

’3時間以上

　　〃
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　　　　　　　　　100。20分

　　　　　　　　　100。30分

　　　　　　　蝋欝晶鵬過）

　　　　　　　63。30分　　・i

　　　　　　　63。1時間

　　　　　　　70つ30分

　　　　　　　70。1時間

　　　　　　　80。・5分

　　　　　　　80ρ10分

　　　　　　　80。20分

　　　　　　　SO。30分　　　・・

細・・菌・　試　　　瞼　　goo　・5分

　　　　　　　90。10分

　　　　　　　90。20分

　　　　　　　90。30分

　　　　　　　100つ・5分・

　　　　　　　100。10分

　　　　　　　100つ20分

　　　　　　　】00。30分
　　　　　　　生乳（搾乳後2時間経過加熱直前のもの）

六・結

3時間以上

　’，

　〃

30，000．

10，000

　750

　500　．

　】00

　・100

　！oo

　　50　1

158β50㍗

論

3時間以上

　〃．

　〃　　．

268，000．’

　醒，oρ0

　6，500

　4，950，

　3，060，

　2，000

　1，6001

　菊oo＝

　1，0ひσ

　，1・000

　1，000

　　100

2，g95，500

3時間以上

　　〃

　35分、

5，738，000

5，713β0〔｝

6，521β0）

9，513，33〔）　．

≡16，999ρQO

12，420，000

8，儒80，666

3，189，0β3

4，276，660

3，220，0CO

3，198，660

2，600，e66

　458，666

　143．566r

　　700

　　・100

無　　数

．前記瀬聯岡三7…ホ・・識レヅ妬ぜ及細菌翻刷き結論
すること次の如し・

　酸度．酸度は第1次試験及第2…欠試験成績共殆ど同一關係を示し63。，70。，80。，90。

及100。力熱乳は陣列5時間以内に於ては貌れも．其酸度憂化なく10時間経過後に於ては

10ﾕ．20翁及30頒糊以外のもの1潤rα10～艀囎加を示や・叉生日麟1次

試験に℃｝ま搾乳後2時間経過のものほ酸度6怠を示し5蒔問後には7ユどなり」「更に10時

間後には8．lk増加せるに即し鎗2衣試験に供せる生乳は搾乳後2時間経過には6．7を示
　　　ギ
し5時間後にほ6．9乏なりio時間後にば7．7を示し第1衣試験の場合に卜し試験十時の室

温却って高きに拘はらず著し．く良好なる成績を示せるは第1…欠試験に於ては試験室内

に搬入せる生乳を其儘滅菌市乳圭曇に満盛し王冠コノレクを施し室温に放置せるも第2次
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試瞼にては第1次二丁の場合と同様に壕装後約30分間氷水中にて冷却しπる後室温に

放置せる1・肥する・ものなるべし『 D“ 轣@　　　　・
　アルコホル試験．アルコホル試験にては第1次及第2次試験成績共に第1次門下に

於ける生乳以外のものは二丁10時間以内にては吊れも陰性を示せり．而して第2家試・

験に於ける生乳の陰性の隣績を示せるは前記酸度の試験に於て述べπると同一理由に

よるものなるべし．

　レヅクターゼ試験　レヅクタ「一ぜ試験に於ては各温度の加熱乳及生乳は第1…欠及第

2次雨試験の場合共に貯藏5時間（搾乳後7時間）以内に於てはメ｝レンプラウの脱色に

3誌間以上を要し貯藏10時間（搾乳後12時間）に及ぶものは第1次蚊第2次試験成績共に

殆ど同一結果を示し63。にて30分置1時間加熱せるものは2時間～3時間の脱色時間を

要ぜるに回し70。にて30分叉は1時間・80。にて5分・10分，20分及30分間加熱せるも

のは却ってメチレンブラウの脱色四二を短縮し40分～1時問10分こ『て脱色し90。加熱

乳も亦殆ど同様にして3」二間加熱せるもの、み1時間牛～1時間40分を要せりら然るに

100・滅菌乳は5分，10分，・20分及30分加熱せるもの共に肥れも3時間以上の脱色時間

を要し極めて良好なる成績を示せう・叉第1次試験に於ける生乳の脱色時間の第1次試

験の夫れに比して約3倍に延長せるは既に酸度の試験に於て述べたるが如く皆野後冷

却せるに丁丁するものなるべし．

　前記試験成緯申63。にて二分虹1時間加熱せる’ものは爾他70’，80。及gq。，に於て各

時間加熱せるものに比して遙に優良なる成績を示せるは一見極めて奇異の現象なるが

如し回れ蓋し630加熱¢暢合には死滅せざる抗還元性菌の作用によ♪てメチレ’著プラ

ウの脱色時間を延長し70？～90。の加熱に於ては此の、抗門門性菌の死滅を摩して還元

作用旺盛どなり三って脱’色時間を著しく短縮するものならんか・

　細菌試験1細菌學的試験成績を看るに細菌増殖の割合は第1次及第2衣試験成績共に

殆ど同一關係を示し各温度に於け呂加熱直後の駿態は63。30分及1時間加熱乳に在♪

ては生乳々こ比し細菌藪著しく少きも術ほ多数の細菌の存在を示し700及80。等加熱温度

の上昇蚊加熱時間の延長に伴びて馬蝉を減じ90。5分以上にては全く無菌状態を示せ

り・次に各澱菌乳を5時間貯藏せる場合の成績を看るに大約加熱直後に存在する細菌、
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藪に比例して共の増加を示し90。5分～30分加熱乳中にも亦少許の細菌の増殖を來せる

も100。5分以上の加熱乳は荷ほ依然として無菌三態を示せり。更に貯藏10時間後に於け

る歌態を看るに加熱直後及5時間経過後に於けるものと全く別箇の關係を呈せリボ即

ち63。30分及1時間加熱乳は菌旧約500萬程度にして70。30分及1時問加熱乳も亦之に近

似せる二二を示すも80。5分，層10分及20分加熱乳に在り宅は却って前者に比して三歎

の増大を來し第1次試験に於ては600萬程度にして第2次試験にては800寓～1600萬を箕

せう6叉80。’30分・90。5分，10分，20分及30分1加熱乳は漸次回数を滅少し約200萬～50

0萬程度を示し100。加熱乳も亦10時間貯藏に及ぶときは1少数め細菌の登育を認むるに

至る；’ モｿ5分虹10分加熱乳は約10萬～40萬程度なるも20分及30分加熱乳は二三極め

て僅少にして約100～700を1藪ぶるに過ぎざりきコ

　今回認成績中の菌藪を米國紐育市に於て實施せらる『、バスト・一ノレ滅菌乳中に於ける

細菌歎の許容限1度即ち1等乳（嬰見小兜用づは滅菌後3萬，2等孚L（大人用）は10萬，3等：乳（料．

理叉は製造用）は30萬を限度とする規定に劃照すれば滅菌直後に於て1ヰ軌れも之を1等

乳の資格を有するも貯藏5蒔問後に於ては63。30分加熱孚Lは既に2等乳たるの菌数限

堺量を超過し63。’1時間加熱乳は僅に2等乳に属し其他は1等乳に準ずべきも姓藏10時

’問後に至れば多くは等外品と認むべき’ものにして僅に100。20分珈こ30分加熱乳のみ：1

等三巴るの三値を認め得るに過ぎず．

　以上の試験成績に徴すれば63。に於て30分～1時問程度の低温滅菌を施せる牛乳を

盛夏の時期に加熱後冷却することなく貯下することは甚だしく危瞼にして加熱後10時

間四過に於ては著しき三三の増加を來たし70。加熱の場合は勿論80。又は900に於て

30分間加熱するも爾ほ著しき効果を認め難く殊に80。5分～20分間加熱乳に在りては

10時間脛三三に至れば63。加熱乳に比し却って菌歎の増加を示すが如き一見矛盾の現

象を呈せウ・斯の如きを以て牛乳を滅菌後冷却することなく盛夏の際に於ても碕ほ細

菌學丁丁も安全を期せんが爲めには牛：乳を塚装後100。に於て20分以上の加熱を必要

：とするものな敬どを認め得べし・此顯よ前記池田氏の賊鮪｝・於ける繍と田各々

一致するところなり．』

　　　　　　　　　　　　　　　七．層穂　　　括
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　　　前記試験成績に墓き之を総括する乙と次の如し．　　　’

　　（1）牛乳を市乳罎に満盛し之を加熱後冷却することなく29。の室温に放置するとき

　　は90。以上の加熱乳は約2時間，90。未満700以上の加熱乳は約50分g63『あ加熱乳は約

　　40分間は敦れも40。以‡の二二を保持し皐温と同一温度に罪する迄には4－5時間を要

　　することを認めたう

　　（2）63。及70’にて30分虹1時間1800．900及100。にてb分，10分，20分及30分間加

　　干せる牛孚L凹き加撃伽・門門及・・学問2併の室温・雄の後醸アルコホ

　　ノレ試験，レヅクターぜ試験及細菌學的試験を施行せる結果酸度は貯藏5時問以内にて

　　は旧く縫化なきも10時間経過後に於ては100。たて20分及30分間加熱せるもの以外は．

　　o・10－o・2。の増加を下しアノγコホノレ試験に於ては加熱乳は室温貯藏10時間に及ぶも何

　　れも全く陰性を示せり．次にレヅクターぜ試験に在りては加熱乳は軌れ竜貯藏5時剛こ

　　．於てはメチレンブラウの瞬色に3時間以上を要せしも貯藏10時間に及ぶときは各加熱

　　温度によりて差異を生じ100。加熱乳は貯藏5時間の野合と同様に依然として良好の成

　　績を示せるも其他は何れも脱色時間短縮し殊に700・8α及90。等の高温に加熱せるも

　　のの630加熱乳に比し却って脱色時問を短縮し一見奇異つ現象を呈せり・而して其原F

　　因に回しては抗濯元性菌の作用の有無及程度の如何に依るものなることを推定せう又

　　細菌學的試駿に於ては加熱直後には干れも無菌駿態を示すも貯藏5時間後には100。5

　　分以上の加熱乳に於てのみ無菌にして門門10時間後に於ては搾れも細菌の増殖を肥し

　　殊に80。前後に於て加熱せるものは聚落門門も多く1000にて20分叉は30分間滅菌せ．

　　るものは最も少撒の聚落籔を示せり．

●　（3）前記の試験成績に徴し盛夏の時期に於て市乳を減菌後冷却することなく室温に

　　放置の場合10時間程度迄安全に保たしめんがπめには堰装生乳を100。にて20分叉は

　　30分間加熱滅菌するを必要とするものなることを認めたう．

　　　前記實門中細菌に關するものは元技手川端勇男之を搬當せウ．

　　　　　昭和六年一月
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パラ三門シ安息香酸の検出法に就て
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柳　　　喜久．雄

　　　　　　　　　　　　　内　　容

緒、　　　言

一・試験の範同

所・反　　　　　慮

三清酒及醤汕中パラオキシ安息香酸の試験

　　　　　　　　　　　　　　　緒

目　　次

　　1．試　瞼　方　法

　　2．試　瞼成　績

四．絡　　　　　括

　　引　用　文：獣

言

　親近飲食物の防腐剤としてパグオキシ安息香酸のエメテノソ特にメチρノン∫干チーノソ・

友プロピールエステル劾此等のナトリウム化合物を使用するに至れう．而して三等はr

屡一種若くは歎種混合して使用せられ叉種々の名稽を以て三巴せられつ、あ． 閨E例へ

ば濁逸伯林シエーネベルヒ，アイ，ペソネ〃，アー，ゲー商會製造のニパーギンは28・

3％の遊離エステル45．8％のエステルのナUウム化合物及6・8％のパラオキシ安息

香酸ナトリウムの混合物よりなるが如し・

　パラオキシ安息香酸エステノンの防腐効力は最少限度1萬分の5以上の含有を要すと

云ふを以てサリチー〃酸（オノγトオキシ安息香酸）の1萬分の2なるに比し其防腐作

用租々劣るものと云はざるを得・ず．最近（1929年）猫逸伯林大回藥學三門授ザ・“リチ

　　ロり
ユカ氏はハンブルグに開催せられだる淫逸藥二三に於て次の如く登表せウ・巨μパラオ

キシ安息香酸エステノンの細菌に回する下下は共エステノレ中アノンキール基の高級となる

に從ひ増大すれども高等生物殊に人畜に劃しては之に反して次第に賜き作用を呈する

ものの如し・本説に從へばプロビーノレエステノンは防腐剤としてメチr一〃及エチ・一ノレエ

ステノレよりも優良なるものと認め得べし・　　　　　　　　　．
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　　　　　　　　　　　　　　一・試験の範園
　　　　　　（2｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　P

　鍵にワイス氏は防腐彌たるパラオキシ安息香酸エステ疫の試験法として個々のアノン

キ・一ノン基をも分離讃明すべき言々詳細なる方法を駿表回り．然れども該方法たるや箪

に三品検査的のものにして飲食物中より抽出し得たる場合の如く微量の物質をも謹明

せんとするにに未だ以て充分塗りと認め難し・蝕に於て小官等は二品に証し特異且つ

鏡敏なる高慮を富め斯の如き場合の不便を補はんが爲めに之が瞼出法を考究せり．然

『るに前記の如ぐ飲食物の防腐剤として使用せらるるパラオキシ安息香酸エステルは多

くはメチP～レ，エチ・一ル及プロピー1レェステノン虹に此等のナトリウム化合物等の混合

物よう成れる．ものにして随っ七之を島山なる成分を有する飲食物中より佃々のエステ

ノレとし七分離強出せんとするが如きは極めて二二なる問題に属するを以て本試験に於

ては翠に其回心たるパ多オキシ安息香酸の離明に止め之が如何なうエステノレ：よウなる

ものなりや等の詮明は他日の研究に譲れり．’、＿．．・・　　一

　　　　　　　　　　　　　　　＝．反　一　　庶　　　　　　　　　　　　，

ーパラオキシ安息香酸の弓懸を心するには後記の如き方法に從ひ飲食物中1より抽出せ

る該エステノンを7レノレカジを以て鹸化し遊離せしめブ～るパラオキシ安息香酸を精製して

行ぶにあり．而してパラオキシ安息香酸の二二に上してば丈獄中前記ワイス氏の試験

法の他に良法を認めず．帥ち只ミロン氏三三に封し明かに赤色を呈し叉レイ及エノンレ
　くニリ

ノレ氏は銅盤によう水心アノレコホノレに難二二の盤を生ずる事を認めブaるに過ぎず．妓

に託て小官等は弱酸に特異にして且つ鋭敏なる三鷹を得ん事を期し次の諸二二を試み

だり．乱れパラオキシ安息香酸は∵つの7三ノール酸なるを以て安息香酸，ツツチ・一ノレ

三七り般フェノーンレ類によりて生起する反言を之に慮用するときは等しく’二二の反回

を呈すべき事を期待し≠～るが故なり．　・1　　・

　　1・ミロン既ントナー氏反磨　　　．　　　．

　　2，ジ：ヨジッセンクレット氏反慮　1

　　6，シ々一マングロヅス氏二二　　　ご　　　　　’、　　　．　　』層　．

　　4・マンデリン氏三鷹　　　　．　　，　　　　　・　　．

　　5．コー《ミノレト氏反回　　　　　　　　　　　．．．　　　　．　　　．．　”：‘’
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　6！雫ノレ7氏反響0　　　　　　　．　1　　∵『・

　　　　　　　　　　　　　り
　7・ジヨネスキ昌一氏二巴．　　　　　　　　　　　．　・だ1

　　　　　　　　　　　くの
　8・フ：九72一氏購二：・　』，，　．・．　・、
　　　　　　　　　くの　9．デニぜ一氏皮篭

　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘6｝
　10・バウマン及グロツスフ＿〃ド氏反鷹
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂　降
，・共他ハ i認販職モザ㍗試温品穿ン硫酸艶畷7イレ㌍ゴ・俄
藥に封ずる反鷹等をも試験せり．

　前記諸三鷹の言忌方法を示せば衣の如し

　　　　　　　　　　　　1．　ミ⇒シリゾトナー二二懸

　三田α5coを小試験管に取ガ10％硝酸水銀溶液’5ん6滴を添：加し2分問沸点重：騰『

煎上にて温め後完全に冷却し1％硫酸’1ん2’滴』（試藥の三三を避くべし）及1％亜硝

酸ソーダ溶液5～6滴を加へ再度加温し其呈色を槻察す．若しフェノーノレ基を有ずる

物質存するときは桃紅色を呈す・

　注意　（1）本面面は常に新製品を用ゆべし・

　　　　（2）初めの加温の際完全に冷却せしめたる後稀硫酸を添加するにあらざれ

　　　　　　　．ば反鷹甚しく不語敏に陥るべし・　　，．、

　　　．（3）10％硝酸水銀溶液を製するには硝酸水銀勲9を90ccの水に溶解し加

　　　　　　　熱し之に輝硝酸（比重1・4）を添加し硝子棒を以て璽基性盤類を善く確

　　　　　　　砕レ》C完全に溶解せレめ冷後水を加へて1ρOco．となすべし．鏡解廉50

　　　　　　　萬分り1なり・

　　　　（4）　10％硝酸水銀溶液滴加量は原…報によれば1～2滴とあるも小官等の實

　　　　　　　瞼の結果によれば本試験に於ては若干多量郎5ん6滴を加ぶるを可’と

　　　　　　　す．0．01％（1萬分野1）・｛ラオキシ安息香酸の水溶液0．5CG『に蜀し

　　　　　　　滴噛せし本試藥の滴藪虹其結果を示せば次の如し　・　こ　　’：・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　，表　　・・

試 藥岡岬三三縢響i鰭割鋤鍛滴川響織鑑の
10％硝酸水銀溶液

1　　％　　硫　　酸

1％薇硝酸啓逓溶液

結　　　　　　　　果

2滴

2滴

5滴
不良

5滴

2滴
・5満

良

．2滴

5滴

5滴
不良

旱滴

2滴
10商

不良
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　　　　　　　以上の如く：硝酸水銀溶液を精々多量に滴労する場合反慮最も鋭敏なる

　　　　　　　を認むべし．

第2・。幻セン〃・・氏購より第6セ・・フ氏鷹睡る肝胆關しては本

衛生試験所彙報第36號（47ん52頁）に詳回しあるを以って此庭には之を省略ず．

　　　　　　　　　　　　　7．　ジヨネスキ』一氏反慮

　槍液1CGに1．2＄％過ク・一ノン鐵溶液及び0．3％過酸化水素溶塗多1滴を加ヘカ曜す・

本丁慮は圭として安息香酸の検出に門門せらる・

　　　　　　　　．　　＆．ガ認肥州

　前記ジョネスキュー氏反回を改良せしものにして過クローノン鐵溶液及び過酸化水素

、溶液あ外に轍澱隙を加へ丁寧鏡撚らし勲るものな卿ち鋤漱の重・

し．

　徐液1CGに1・28％過クτ！rル鐵溶液及び過酸化水素液を猶ほ10倍に稀薄せしもの

及び3％硫酸亜酸化鐵溶液を各3滴宛加ム・

　　　　　　　　　　　　　　9。　デ『ぜP氏反慮

　検液1coに20容量：％酷酸，1％過クロ幽ノレ鐵溶液及び過酸化水素溶液（1容量

％）‘各1滴を混和し’15秒間加温す．本反町も亦安息香酸の槍出に慮用せらる・

　　　　　・　　　10．バウマン及びグロツメフェノレド氏反慮

　槍液1CGにナトロン滴液を加へてアルカリ性となし蒸三三回せしめπる後硝酸カソ

含有の濃確酸（10gを100cp中に溶解せ多もの）16Gを加へ20分間三三水回中に加

熱し冷後水2cqを以て稀繹し更1と冷却したる後盤酸ヒドロオキシノレアミン溶液（29を

100ccの水に溶解）2cG，15％アムモニア水10ccを加へてアノレカリ性となし振撮し

次に60度に干て5分間保ちたる後冷却す。

　エノレトマン試藥，モリブデン硫酸反鷹野一般アノレカロイドの反慮の試験方法はこれ

を省略す．

　前記諸種の門門に封し（n％・》ラオキシ安息香酸水溶液1CG（0ρOlg含有）・を用ひ

その呈色を試験せるに其の成績次表の如し・



云うオキシ安息香酸の撫ll法に就て ・　45

’　　第　 二」．表・一ぜ

　　反磨溶液　　　　（各1Co）

試F築　
臨

ミ　・ン球．藥
α05％’過クロρ9ル鐡液

ジョリッセンクレット氏二二

ーシヤーマングロツス氏改良法

マンデリン氏反慮

パラオキシ安息香酸
（0．0019含有）

淡　薔　薇　 紅

　　　黄
（加熱前）・　淡　緑
（加　熱　後）・　．淡　黄　緑
（力虹　　熱　　前）　　　　　「　無魑　　　色’

（加　熱　後）・　　〔黄’（帯隷）

（1分後）　幣黄．線
（5分後）㌧　黄　線
（10分後）　　隠線黄
（15分後）　　資（帯緑）
無　　：　　　　色L（微　　緑）

・一ペル・民聴f蘇単三．潭欝循
　・∴　　　2滴　　輪φ鍛に醐
　　　　　　3滴　　　暫時の後白濁
　　　　　　5滴．　　　前者よリ稗々強弓

　　　　　　一熱　 後　 褐　’濁
・ルユ氏・反濾一f三三ζ饗微’黄

ジヨネスキユー氏反磨

』』7一．リユー野氏軍慮
デ　昌　ゼ　幽　氏『反骨

エル．ドマ’》く試．藥

モリブデン硫酸
濃　　硫　　酸
濃　　硝　　酸

一2滴．．、＿，微』緑黄

3滴　　　淡黄緑
5滴　　　 淡・　線
．7滴　　　 緑

2D分画　 淡　緑
．1、’

條ﾔ後　　淡鷲3古
式時間後　 貰　緑
　　　　　帯三線
　　　　、濃オリーブ線

　㌧　　　貰
　　　．　無：・・∫色

　　　　　無　色
　　　　無　色
（熱　後）　黄

サルテール酸’

（0．001g含有）

淡薔薇．紅

濃　 翁

忌　 緑

鮮血・赤．
淡

黄

鮮

赤

禍

’－ ﾔ’

褐．

赤

褐

黄　 褐

安息香酸

（0ρ019

含有）

淡資豊・
熱後口色

僅微薔薇紅，

微薔薇曲
面・薇．．紅

薔薇紅
赤褐濁
一赤

赤

赤

’橿

『樫．．

檀

紫

黄

無

無・

無

機

澄

紫

黄

‘樫

．、．樫

澄

黄

黄

黄

禍

紫

’色

色

色

無，1色’

微黄
淡線
淡緑
無色
無 色

無．色

無　色

無　色

無色
無　色

無’色

無　色
無『 F
無．色
無　色

僅微褐
　へ
野望
微　黄

微　黄

　黄一

　黄
’淡黄線

淡．緑

淡　膏
　紫’
．黄

　皆
無．色

無　色
無’ F
無　色

盲『’口

無＝，色・・

無 高

這線
淡線．』
蕪”色・

無＼色・‘，

無　色

無、色

無．魚
無　色．

無　色’

無色
無色
無F色
無色’．

無色、
偲後褐

微脳，黄之．

微：・費・

微：黄
黄

黄，

淡黄心
弛 線

淡　青
二一・色

無 色．

無色
無色『
無　色

無　色
無 色

三王の試験成績に徴すれば前記諸種試藥中メラガキシ安息香酸と他のずりチーノ・酸

及び安息香酸と鑑別し得べき反鷹を呈するものはセノシク氏反慮，フフユ画り氏反磨，コー

ベル㍗氏反慮及びデニぜ一氏反慮にして爾他の反回は殆ど全く其用に堪へず・而して，
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之等4反白白セノンフ及フソ」一2反鷹は1萬分の1乃至2萬分の1の鏡敏度を有す

る庵コー＾ξルート及びデニぜ一雨反慮は僅かに1000分の1程度に過ぎず・故に小官等

は奪ら逗ルフニ及びプリペーツの爾反慮に就いて種々實瞼を重ねたる結果終に次の如き

パラオキシ安息香酸に渕し極めて鏡敏なる反慮を丁丁し得ブ～り．

　　　　　　　　　　　（1）　フソユーり一三反慮の改良法　　　　　、

　・槍液α5・・を小試験御下り謝こ3％硫酸亜酸繊溶液及びq珍％遇酸化水素溶液

各1滴を添加するときはパラオキシ安息香酸存在に於いては美麗なる濃オラーブ緑色

　を呈す・此場合ナリチーノレ酸は紫色安息香酸は帯紫褐色を呈す．鏡敏度0．5mgの含

有量まで瞼出し得べし．

　　　　　　　　　　　　　（2）’セルフ氏反鷹の改良法

　　野牛Q．5CGを小時計皿1こ取り少量のナトロン滴下を以って賜アノンカリ性となし重盤

町上に蒸駿乾労せしめ乏にフオ〃アリγ硫酸（硫酸1ce『申にフオ〃マリシ1滴を添加

せしもの）1～2滴を加へか硝」子棒を以って撹：絆しつ、05％ヅァナヂン硫酸を1滴門

門滴加ふるときはパラオキシ回忌香酸存在に於いては初め緑色の波絞を生じ終に溶液

緑色を呈するに至る．ずノンチr一ノン酸は共際赤橦色を呈し安息香酸は殆ど呈色せず・本

三鷹は前記フリユPり・一氏反慮の改良法に比し丁々不鋭敏なり・

　　　　　　　　　　　　　　　ぐ3）鐵明馨反慮

　　前記プリ昌一り一二反鷹の改良法に於ける硫酸亜酸化鐡の代りに2％硫酸々丁丁ア

’ムモニグム（町明馨）．溶液を用ぶるも同様にオソープ緑色を呈す・

　　以上の3反懸は主としてパラオキシ安息香酸と安息香酸及サジチール酸との鑑別に

就て試験したるものなれども伺爾絵のフェノーノレ類及防腐剤等に由りても類似の反慮

　を呈し爲めに二丁に陥る事なきやを慮り一等十歎種の物質に就き試験を施行したるに

　；其成績i欠の如し．　　　　『『　馳　　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　／轟5

　　　　　　　、　　　　　　　　第　　三　　表
　　　　　　　孟、

検燈種類

試　　藥 プリュリー改良法

2千分の1　1萬分の1
溶液　　　　溶液

ヤ、ルフ改良法

2千分の1　1萬分の1
溶液　　　　溶液

鐵　明，繋i法

繍の一二罐分の1

・・・…一繒J刺淡・講禍匿黒列費圃淡騨1淡‘黄
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αナフト’圃『ル汚暗褐
ビド1ロヒ’ノン　

’≧易

フロ、グルテン橿　　禍

ピロガロール暗　禍
石炭’酸微’黄
桂　　皮　　酸黄一　濁
ワ　　ニ　　リ　　ン　オリーブ緑

’チ　モ　一　・ル淡　　黄

フルアクリール酸微：黄濁

』サリチール酸濃　 紫

安、息香酸淡紫黄
パラオキシ安息香酸　鴫オリーブ線

淡曜禍
淡「暗禍

’「ｩ
暗　 禍

微「　黄

淡1’　黄

オリーブ隠

微　「黄

微．黄．

淡暗黄
微　 黄
オリーブ緑

汚黒褐
黄』　禍
黄’‘9．褐

．線
淡　 青
帯’線．神｝

黄　』禍

黒　 陸

佐．．黄

赤　橿
’淡糠黄

　線

黄　．褐

黄　福
黄　1褐
黄　－線

費　緑
黄、　緑
黄　’禍

黒　 陸

士．．黄
赤，㌦燈

淡：栓黄

　線

紫”褐濁

陪汚’

赤・・1褐

－暗雲褐

無ゴ色
9黄也沈蔵

汚「・褐
’淡’ ｩ
牛　濁
　紫
微　黄’
濃オリrブ緑

前表によって明かな多が如く該3反鷹は弐ラオキシ安息香酸と前記爾他の物質と明

瞭に間し得るも潤して之頓肺こ跨るも些の過誤を碑ずるの壊れなきものと

三三る事を得べし・　　　　　　　　　　　．．．、．　　　　，．、．P．．．

前述の如くミロンリントナー氏反臣はパラオキシ安息香酸の特有星聯こあ1らずと錐

臨めて難なる反励麺以て之が存否の面面とし磁樋合すべし・依恢に

澗欄する本聯過讐塾し望1次の細細1・．

淡紫褐・
淡暗神、

黄　 朴｝

淡　 褐

無　 色

微：　黄

淡　．褐・

徴　 蝋

画　．濁

淡　 紫

微　 黄
オ．リヴ緑．

　　，　　　’

r誌義；玉＝璽］三三・磁後1灘瞥駅騰恥勅購魑

・ナ・・一ルo聯灘
rチ・・一ル｛1認諾

…ヒノ・ o1認鷺
；睦チ｛1謬聯

セ・ガ・耀瑠騰

石炭酸｛網羅灘

桂皮酸｛叢雰窪1灘

酒アクゾー｛禰二巴

卿ン｛1謬離

微　黄
無　 色

黄　 褐

無．色
無　 色

無　 色

盛白濁
．蛋白濁
褐　順鞘

無．色
帯黄白濁
白

．目

無

白

無

微

微

濁

色

色

濁

色

紅

、紅

汚黄濁
微：　黄

黄褐四
宝　 黄

淡黄緑
無　 色

蛋白．濁

蛋白濁
割

引

黄

白

無

無

白

白

濁

濁

褐

’濁

色

色

濁、

濁

微紅白濁

』微紅白濁

樫黄濁
微　黄
i黄禍濁

淡　黄
淡黄緑
無　 色

畳．白濁

蛋白濁
褐　 濁

禍一濁
黄

黄

河

無

白

白

赤

赤

濁

濁

色

色

濁

’濁

紫

紫

燈黄濁
．幣禍黄濁

黄褐濁
「淡ジ・黄

鉛黄．緑

髪　 色
1蛋白・濁’

蛋白濁
禍層雀
目　 濁

黄　 濁

黄’

無　 色

無　 色

白　 雪

白　 濁

赤　 紫
赤’，紫

樫・． ｩ』 ﾝ
饗禍黄濁ノ
煉瓦様赤色沈澱　　．・

煉7瓦檬赤色沈澱

淡，黄　線

無　　 色

‘蛋白沈澱　’

蛋白沈澱、
褐色沈．1b
褐色沈澱
黄色沈澱
黄’色沈澱』・

無　　 色

無　　 也

白色沈澱
白色沈澱
濃‘梶f

渡赤紫
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チー・ルo1謝羅

…噌｛1罵灘

卑季酸鶴蹴
憲緯シ筆｛鴇3縣

無　　　色，

無　　　色

借微’紅
無　　　色．

無　　　色

無　　　色、

僅丸紅
無『　’也

．自、．　濁

自　　　濁

淡紅白濁

徴，　黄
無‘　　色

無　　　色

二二白濁
微　　　紅

白

白

濁

濁

淡紅白濁
微

無

無

暗

』色

色

微紅自濁
微：．　　紅

汚，

三三
淡

微

無

無

紫

紫

紅

黄

色

色

品紅白濁

微－　一

三・襯　沈

淡褐沈
薔　　薇

燐

無

無

　　薇
濠

澱

澱

紅

紅

色

色

話

紅

　斯くの如くパラオキシ安息香酸は鏡敏なるミロンリントナβ氏反慮を呈し且つ特異

なる前記三反慮を呈するものなるを以て之が検定に労うては先づミPンリントナー干

反鷹を瞼し若し陽性の反懸を呈したるときは更に小官等の改良せるフソユーり一二反

慮及センレフ氏反郷学に鐡明解反骨を試験し其存否を到定すべきなう，

　　　　　　　　　　三・清酒及醤油中パラオキシ安息番酸の試験　　　‘’

　清酒及醤油に就き試験せる方法及成績次の如し．

　　1・試験方法

　　　　　　　　　　　　　　　甲・清　　．　酒

　清酒50CGを取り5％ナトロン滴液を以て弱アノンカリ性とし重撮煎上に蒸叢して約

孕容量となしπる後之を分液漏斗に移し20％硫酸5coを加へて酸性となし等Pテノレ

5σeoを以て10今時間振下しおる後水刑を去り三一テル液を3同省5叩宛の奉を以て

洗干し次．に10％ナトロ・ン滴液5ccを加へて振子し其アノレカワ性水回を小コ〃タン中

に洗弔し還流冷却器を附し1時間牛乃至2時間煮沸して鹸化ぜしめ冷後鹸化液を小分

耀斗に移し20％轍r・吸工一…30・・解由へて櫨←塒灘9働液を去り

’エーテノレ液を各500の水を以って3回洗1卜しπる後之を小『・ッヘノγに取り微温を與へ

て嘉テ・・分を御・燃せし磯猷少量の聯繊素顔へて2～嗣灘し其

不溶残留物を2CGの熱湯に溶解：し之を4配し其1分々こ付きミ・ロンリントナF一氏反慮を

．試み陽性なるときは残絵の溶液1こ就き順次にプリュリー改良歯セノンフ改良法及証明

三法の三反慮を噛すべし．

　　　　　　　　　　　　　　　乙・醤　　　　　油　．　．　．、、

　醤油50coを取う10％ナト・ン汁液を加へて弱アルカソ性となし悟る後15％黄

色血滴盤溶液及ao％硫酸亜鉛溶液各5c¢．を加へ生起せる’沈澱（蛋白質等を含む）を
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濾過し濾液を分液漏斗に移し20％硫酸5co友ニーテル約600c、．を加へ10分間振回

しエーラ〃液を分取し各5coの水にて3亭亭高したる後10％’ナ・トロン滴液500を加

へて振擬しアルカリ性水液を小コルベンに移し還流冷却器を附し1時間牛芳室2時間

煮回して鹸化せしめ鹸化液に5％硫酸を加へて弱酸性となし少量の獣炭を加へて暫時

煮沸しだる後濾過し濾液を分液漏斗に移し20％硫酸5ccを追加し以下清酒の場合に’

於ける如く庭回してパラオキシ安息香酸の反慮を瞼すべし．

　　　　　　　　　　　　　　2．試験成績　　　
・一

　バラゴキシ安息香酸メチールエスクノン（大阪武田序品會肚製品）エチρ一ルエステ～レ

（猫逸カー〃バム會肚製品）及晶パーギン（猫逸伯林アーゲー商會製品）を夫々1萬

分の邸萬分の1・2齢の押脚の1（醤油のみ）・5萬分のエ・，10聯の1及．

20萬分の1（清酒のみ）の割合に大叶省酸造試験所製造にか、る防腐蝉声含の清酒

（飛鳥山）及び噛印醤油中に混和し之を瞼膿と’し前記の試験方法を専用して試験を行

ひ尤るにi欠の如き成績を得たり．即ち清酒に於いてはメチPノレエステル，エチpルエ

メテノレ及昌パーギン共に槍脇中5萬分の1の含有：量（⑳02％〉に冬眠まで明らかに瞼、

出することを得・醤油に於いてはメチーノレエステノレ，エチp〃エヌテノレ及二．引田ギソ

共に楡渦中3萬分の1の含有量（α0003％張）まセ検出ナることを得たり・

　斯の如く醤油の場合に於ける呈色反慮清酒より隅々不鏡敏なるな醤油は清酒に庇し

エキス分に富み蛋白質樹脂等多量の爽雑物を含有するを以ってヌラオキシ安息香酸の

抽出虹精製困難なるに基因するものなるべし．

　　　　　　　　　　　　　　　第　　五　　表

　　　　　　　　　　　　　　甲・清　　　　　酒　　　　　　　　．．

反慮の種類

ミロンリントナ
ー法

セルフ改良法

エステルの種類

メチールエステル

’エチールエステル

昌　パ　一　ギ　　ン

メチールエステル

パラォキシ安息香酸エステル混和の割合
・鮒の・陣分の・1・萬分の・／・萬分の・陣分の・1・・萬分の・．－

十

十

十

十．

す

十

十

十．

十

十

十

、十

十

十

十

十．

十

±

±

±ド

±

±

±



お。

衣・筆・。坪・1井・「・柳

プリ簿口．り門改
’良法

鐵’明　磐－吊

出テールエステル　’十

昌　パ　一　ギ『ど　　　十

メチールエ3テル．　．＋

エチPルエステル　　　十

昌　バ　一　ギ　ン　　　十

メチール干スチル　．　’チ

土テールエステ々　　　十．．

昌バー・ギン @＋、．．

　　　　　　　，乙・三

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

干

十

十

十

↓

十　．

十

三

年．

モ．

十

十

十

’十

十

十

　±．

’±’

　十　∵e

．†

　±

’　±

　，±

　±

　噌

、． }．

　±
　．±’

「　“＝ヒ

　±　　　・・

　±

反鷹の種類 Gステルの種類

パラ元キシ安息香酸エステル混和の割合　　　，

職の・［・齢の・1・齢の・i．・萬分の11聯の・．ll・齢の・

．、

ミロンリン．トナ、

一法

喧々、フ改良法

・プリューり一改
良法　　　‘

餓’ ｾ’]噛

し

メチ「ルエ～もテタ．．　　十　ヒ

エテールエステル @士．
ニパ戸　ギ・ン　　十

メチールエステル．　．’十．

エチールエステル　　　十．

昌　パー　ギ　ン　　　十

ンチールエステル　　　十

エチ門ルエステル　　十

ニ　パ　一　ギ　ン　　　十

メチールエステル　　　十

工・テールニステル、　　・十‘’

ニバーギン　，十

十

十

十

．十．馳

十

十

十

十

十

十．

十

十

．　十．，

　十

　．十

　十　’

　・十　．

　十

　十

　十

　十

　十

　．十”

　．十

　十

　十

　十

’．＋ぞ

　十，。・

　十

　十

F十

　†

　十

　十

．、十

．±

士．＝

・±．

±’

一　　‘

以上の成繊『よ購酒雌りて即醗の1新旧醤油に勧ては礪分の1量まで

のパラオキシ安息香酸エスタ’ノレを検出し得べし．然してパラオキシ安息香酸エステノγ

の飲食物に封ずる防腐効力量を1萬分の5脂玉なりとすれば之を防腐の目的に飲食物

中に混入せる場合前記あ試験方法を以て明らかに之を槍出1し得べきを確信す．：

　プ戸ビーノレエステノレ及其他に聴しては供試品を入手し得ざりし鳥め之が試験を施行

せざりしも前記の方法を適用すれば同檬に之を槍出し得べきを患回す。

　　　　　　　　　　　　　　　　四．線　括層一・・．

　前記試瞼成績に從ひ之を総括すること次の如し・1　　『．　．　9，・

■



パラオキシ安息香酸の検出法に就て 石1

　1・　パラオキシ安息香酸はセノレフ氏蛇フソユリー氏試藥によう稽特異の反鷹を呈ず『

ることを認めだり・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛、
　2・前記爾反回を改良し且つ新らたに登見せる三明馨反慮を三三し以てパラオキシ・

安息香酸の瞼出方法を案出せり．　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　一

　3・飲食物殊に清酒及醤油申に混入のパラオキシ安息香酸エステノレ｝こ封し之が抽出

法拉に前記瞼出反鷹慮用に於ける鑑識法を考案せり．．

　4・前記鑑識法を癒用するときは清酒に在ウては昏萬分の1醤油に在りては3萬分

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・4トの1含有量までパラオキシ安息香酸エステノンを瞼出し得べし・’

　　　　　　　　　　　　　　　引．用　文獄

（1）　田hSεLbalitsGhlm　ArGh．’PharlP，篭1コ39r・Dtscb．　Phar血．　G　e臼．1929，90，267．　　　　　　　　　　　　’

（2）F。Weisz，　Ztsch馬乳Unters．．Lebensm。1930959，472．

・（・・恥辱一・謡’一・C再i・1199・〔V・脚52・　、　　．　．、’
　（4）　Fleurア，」．　Pha■h｝．　Chi且1；1913〔VII），8，460．

　（5）　Deniges；Bu1L臼。｛乳Pha｝1n．　dθBord，1911；249，　Phar皿」．，1911，87」．20】．

・（6）B・・ゆP蝉dG・…艶ld・Zt・ch・N・h・u・G・・…m・i91臥鎗59弘　　．

　　昭和六年一月．一

，
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メヂウム水素イオン濃度と菌抵抗力との關係
」

しノ

し

清毒力検定浮游法に於ける條件の吟味

技　師秋

囑　呼号

助　手　米

葉朝一
　　倉

郎

野　　英　彦

緒 言

　　こ、に塞酸若くは苛性曹達の如き強酸性或は張アリ卑り性の化合物あうとし其消毒

力を平定し呼野の消毒力を認めたりとするも此を滑毒剤と認定する事能はず・何とな

れば此等の清子力は其水素イオン濃度に基くものなれば野際の使用に際しては緩衝作

用の張き被消毒物によって中和せられ以て其消毒力が著く減弱せらるぺければなう・

故に消毒剤の効力の本態は其酸度アノレカリ度とは全く別個の化野作用に存せざるべか’

　らざるは明なり・從って消毒剤の槍定に當っては化學作用に基く本質的効力とPHに

基く随俘的効力とを遜別し随俘的要素を減却せる三二に於て検定し消毒力を測定する

を至當とす・其だめにはメヂウムの水素イオン濃度の菌禮の抵抗力に及ぼす影響を

實験によって知悉するを先行條件とす・帥菌禮の抵抗力より見たる至適PH帯と不適

PH帯とを明確ならしむるの要あり．若し可槍剤の一定稀繹液が不適PH帯にある場

合には緩衡液を用ひて至適PH帯に補正して槍定すれば三際使用の際には望み得ざる

随俘的弓累を破却し以て本質的消毒力を測定する事を得べし・

一　余等は以上の見地に基きてメ．デウムのP且と菌膿の抵抗力との關係を實験し浮游法

による滑毒力検定の際に於ける吟味すべき條件の一として提唱せんとす・　　㌦

　　　　　　　　　　　　　　　．實験方法．’

　菌膿の抵抗力を瞼臥するに物理的方法と化學的方法とあり．余寒は物理的方法と．し

て加熱法を使用せう．加熱作用は溶媒によりて鍵1ヒせられざるを以て菌睡の抵抗力を



　54　　　　　　　　　　　秋㌧葉一．ゴ．林…　　米．野・

知るに最信蝿し得るものなり・されども藥品の作用による如く精細に實験し得ざる憾

あり．　二，＼　一　・’＼馳　9　　　・　い・

　殺菌作用を有する化合物を用ふる化學的方法にあっては使用藥品が緩衝液中にて雨

漏小乱化をなさざる晶晶出品の混和によつ元メヂウムのPHに著き礎動を興へざるも

のならざるべからず・しかれどもか、る完全無飲なる藥品を得る疏は至難なるを以て

・余等はがぶる縫化め輕徴なうど思考ぜらる～と且常時使用せぢる、とに鑑み石炭酸及

フォル昏リン水とを使用せり・石炭酸は酸性メヂウム中にてはH．の解離が抑制せら

れて（）70H）分子が増偉し滑毒作用増強すべしとも考へらるれども其解離度は本來輕度な

るを以て看却するも大過なかるべし・又アノンカリ性メヂムウ中にてはフヰノーノソナト

リウムを化成し解毒力減弱する筈なれども共低下も亦輕微なるべきは後述の障壁によ

りて設明する事を得．

　フォルマリン：水は比較的安定ならんかと考へらる≦もアノンカリ性メヂウム中に七は

蟻酸曹達の生成を保し難し・

　乙一こ於て余等は加熱法の溶媒の影響を被らざる性質と’化学法の精細に實験しうる

性質とを併用し別置によりて得たる結果を綜合槻察して蹄結を得んとせう・

　Clark＆：Lab『の註脚に從ふて・PH　4～PH10に至る聞の標準緩衝液を作ウ此10

1へ

{稀繹液を以て溝毒剤の溶媒とす．

　フォ拷マリン水は微弱酸性なるも緩衝歪なきを以て10倍稀繹緩衝液を以て任意

PHの稀皆式を得るも石炭酸はアノレカリ性メヂウム中にては解離度増加しH・を游離

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぐ
するを以て標準緩衝液を以てしてもPH　8以上にてはPHを愛化せしむるためにPH

8・2・94等の標準緩衝液にて石炭酸を稀止してFH　8或はP且9に近似の石炭酸稀繹

液を得るやう實駿的に調製せり．

　菌種は清瀬力槍定依頼試験に於て多く用ひらる㍉　チフ箔菌，大腸菌，黄色葡萄状

球菌，肺炎双球菌，淋菌を使用せり・　　　　　　　’

　滑毒力三王術式はGeorge　R　Reddishの法に準ず．　 　　・

　　　　　　　　　　　　第一項　チフズ菌に關する實験

　使用せる菌種は定型的なるものにしてGeorge　F・Reddish．の堤唱せる條件｝こ適合

する抵抗を有するものとす・使用培地はPH　68の普通ブイヨンとす・實験を反覆す
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るに當って如何に用意周到を旨とするも成績必しも．一致せず多少あ動揺を免れざるは

生物學的試験に於てはやむを得ざる事にして潰毒力試験を施行せる人は誰人にても容　『

・易に首肯音らる、所な．るべし・』三って一等の得たう成績1ζよって甕ける同線は常に反

覆せ戯櫛全般囎察にようて㈱ぜるも碗り・第一摩六表・．囲一滲照』』

　　第「一表・石炭酸に封ずるチフス菌（A）の抵抗力

稀樺
　　　倍数
?p ・130 14） 150 160 170 1ε0 190 200 210 220

時間1
（分）

PH　4

1》H5

PH　6

PH　7

　　　　　　　　　　　ロ5・一・一十十十十十十＋十． @，

10　　一　　一　　一　　一　　’一　　＋・　＋　　＋　　＋　　十
15　　　　　　　＿　　．　　二＿　　　　　＿　　　　　＿　　　　　一　　　　　＝一一　　　　　＿　　　　　一　　　　　十　　　　　十　　　　「

　ε0　　　　90　　　　コ0〔｝　　　110　　　　120　　　　130　　　　140　　　　150　　・．160　　・170．

5　　＿．＿　　　　　　　　＋1．＋．「　＋　　＋　　＋

10　　．＿　　一　　　　　　　　　　　一　　一　　＋　　ナ、　＋　・

15　　一　　一　　　　　　　　　　　一　　一　．＋　　＋

　　　　　’　・5　　　　　　　　　　　 ．r

5　一　一　＋＋・．4　手　＋　．＋．．＋　＋・
・10　　＿　　一．＋、＋　　＋　　＋　』＋　．＋・．＋　　＋　．・

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　　　　　十　　　　　十　．、．　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

　　　　　、．5’ @一　＋　＋　＋　聾　＋　革9　＋　＋　＋．
1D』・　＿　＿　＋　＋　年　＋　＋　＋　＋　．＋’「
15
@一　一　一　一　ジ＋　＋　＋　＋　＋

18H8　5‘ ＿　　＿　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　「＋　　＋

一．一
@＿　集　÷　＋　二重　＋’　＋　＋

＿　　一　　＿　　一　　＿　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋

PII　9　　5．　＿．＿　＿・十　十　十　十　十　十　十
　10　　　＿　　＿　　＿　　一　　一　’＋　　＋　　＋　　＋　　＋
　15　　　　　　　＿　　　　　＿　　　　　＿・　．　　＿　　　　　＿　　　　　噌　　　　　十　　　　　十　　　　　十　　　　　十

●
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．．@F　　」．第二表石炭酸に封ずるチンメ菌CBうの抵抗力1．

稀糧．

倍歎
．　　’

作用 130． 140． 150 160 1ア0 180 190 ．20D 210 220
侍間
（分）

PH　4． T』

　10．

’PH　5　5
’懸．　・、

　　　10
　　・’15
　．P王16　　．　・5．　　「

　　　10
　　　15
　．PH　7．5－
　　　10　＿
　　　15．＿

　PH　8　5
　　　10．
　　　15・

　P且9「5　 ＿

　　　ユ0　　＿
　　　15　　＿

　　　十十．’十．十’十十十
　　』一チ．＋＋．＋．＋＋
　　　　　簡＋．†＋＋・
愈OrgO’ P00．110． P20　1aO’140．150．．160　170

　　　　　十十十十十
　　　　　一　一　十． 十　十

一　7．．一　　　 一　一　一　十　十

一一 ¥1十千‘十十十十十
一一 ¥． ¥十十十「 ¥．十十
鞠「 @　鴫’十十十十十＋．

　十十十．十』十十十十十
　一十十十十→一十十十
　　　十十．十十十十十
　殉ノ十十十．÷・十十十十
　」　一＋＋＋†＋＋
　簡　一十十†十．十十

　　一十十十十十十十
　　　　　十十十十十
　　贈一層．ニナナ．＋＋

●　．

●
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．十七．．石目・上るチフ槽蜥姉た舞　・．

．縄．
’． oE

作用時間

　菌株

．4．0

5．0

6．0．

7．0

8．0

9．0

5

A

140

120

，90

80

90

100r

．B

1501

110

90

80

90’

．100

10

A

170

140．

93

9り

100

．120

．B1
Q

160

130

110

90・
．110「

120

15・

A

190

150

’『

P10

『120

120

ユ30

：B

ノ’
　　　敷字に最高有効稀糧倍数な示す　．

第四表　．：7オル’アウンに封ずるチフス菌（A）の抵姉力

180

140

110

100

．．．

P1り

130　．

’PH：4

，PH　5

PH　6

PH　7

・PE　8．

作用
時間
（分）

稀繹
倍敷

5

10

15

5

1り．，

15．

5

．10

．15、．．

5

10

15

5

10、

15 29 25

十

十

30

十

．十

十

40

十

十

十

十

十

50

十

¥

十

十、

十

十

十

60

†

十

．十

十．

．十

†

十

十

70

十

十

十’

十

十

十

十

’十

ナ

80

十

十

十．

．十．．．

千．

十

十

十

十

十層

go

十

十

十

十

十，

十

十

十

十

十

十

100

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十’

十

120

十．

十

十

十1

十

十一

十‘

十．

十

十

十

十

140

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十

十

十

’十

160

．十

十’

十

十’

十

十

十

十

十　　’

十

十

十

十

．÷
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．PH　9

PH19．

コ5

与

10

15

5

10

15

ノ

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ナ

手

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

・十

十

十

十

十．、

『子’

十

第五表　フォノ函リンに野するチフス菌の抵抗カー覧表

十

十

十

十

十

十

†

十

．十

十

十

十

十

十

十

十

十

時間（分）
PH

5・

10

15

4

　90

420

140

5 6． 7 多

　　40　　　　　30　　　　　20

　r　　60　　　　　　　5p　　　　．　　3p

　　80　　　　　70　　　　　40

”　敷字に最高有効稀三倍難な示す：∵

加熱に封ずるチフス菌の抵抗力

20

25

30

9

25

30

50　・

10
、

第六表 温度550

30

40

50

1．0

2。0．

2．5

5．0：’

75

10．0

4 5

十

十

6

十

十

十

十

十

7

十

十

．十．

．．十一－

十．‘

8

十

十

十

十

十

9

十

十

十

十．．

　　」「：『／’．・　一＝．11．成・績．．綜．括．－．．7‘、‘1　ビ曹、3

三才封す研フ噛の抵抗力はPHη喚磁も弥酸即ノレ七七動ずるに

從つ二三PH．・及・H9姪って鰭ご曙瞭マH　4．1・於ては醐・減弱す・伽

乍う田巨～89問．噸ては抵勧の差僅卑潤『る塑領図図しと云ふを得

べし・且此事實は55。の水中に於ける抵抗力試瞼（生存時間）の結果と一・致すド帥全
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　　　　　　　F顧　チ7噛の抵抗力　　　『’．く物理的作用にぴ亡操作中効力の獲化野

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　弱を度外漉し得る加熱試験の成績による
　17011010

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　もPH　6．～8に於ては抵抗力同一」にして
　19臣100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：PH9にて些か減弱しPH5に捨て相當著
　150舗
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　明に，PH．4に至って極度に抵抗減賜ず1

　14080
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラかノレー由りγに封ずる抵抗力嫉PH　4’

　　アほ
　♪　1　　　　　　　　　　　　　　　5に於て弱’き事は加熱抵抗及石炭酸抵抗
蜜即・

婁　　　　　　　　と彫なれど枇場合にはPH8に於七抵・
　鍛110504

臨、。　　　　　撮醐P肌8疎ては略同等なり・』
尋　　　　　　　　即繊酸及熱学してぽ．PH　9を・ては膠
嚢舖2　　　　　．・撒弱ずるに吟ずン。ノ。》ウン凹し
§…o
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　てはさして滅下せず．此事實はチフメ菌
，↑PFT

　一煎4　5　6　7　8　9」0　　’rの抵抗力がフォ〃マリγに野してはアノソ

カソ側に於て強きがためなるか或はフォ♪レマリンの効力がデノレカツ性溶媒申にて減弱

するがブ～めに基因するか不明なり．、然れども後述の實験に於ても認めらる＼が如く菌

膿の抵抗がメヂウムの水素イオ財濃度によりて被る影響は殺菌性に作用する要因の物

理的乃至化二上性状によりて幾分高訓する噛りなり・從って此場合にあいてもかかる．

抵抗のi攣異と解繹す．るを得れど二叉フ豪ノレマリンがアノレカリ性溶媒中にて蟻酸曹逮に

一部化成せる爲に非るやとも考へらる．

　石炭酸もナノソカリ性溶媒中にては石炭酸曹達となb滑毒力減弱す；る事實は夙にK：o－

ohによ．りて示されπる所にし℃從ってプノγカリ側に於ては石淡酸の効力は指示量よ

りも賜き主なれどもしか蓉資駿の結果によれば浩骨力はアノγカリ狽1に行くに從って端

張する事より見れば菌膣の抵抗はアルカフ度増加するに從って可成迅速に減弱するも

のと云ふを得べし。黒田氏は石炭酸の効力が酸性メヂウム中にて張大となるを認め且

石炭酸の菌膿に劃する分配率（Vθr七eilungs－koef』ien缶）が酸性側に於て中性メヂウム中

に於けるよhも少しく増ノくするを認識して石炭酸の殺菌力の酸性メヂウム申に於て増．

強する原因の一部は之に基因するものならんと述べたるも余等の實1瞼に於て石炭酸，

Temperatur　5♂’

、

10

墨、

ρ　臨

ら

「＼　“

・』 h
、＼　、

寂

　，イ’

ﾏ6

鳳

o
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加熱及フ躯レマリン試験の結果を綜合考察すれ峠以上の事實は菌禮g抵抗の滅弱に原

因の大部分を蹄すべきものと瓜晒す．

1以上3種の實験結果より蹄幸してチフス菌の抵抗力はPH　6，7，合の問に於て略導く

此よう爾側に移行するに從ひ迅速に減弱する事を知る．帥此結果より考ヘチフ矛菌に

封ずる潰毒力の實験は下槍剤を稀照せるものの水素イオン濃度がPH　6～8の問にあ

・るもののみに就て効力を評定するを発声とし若しPH　4或は10等のものに就て効力

・を槍定せるとせば其得だる効力の申には本四心的とする化學的効力以外に其効力を助

回する物理的効果『（實地使用の際には期待し得ざる）を包含するもの1こして合理的効

力標示とは云ぷ事を得ず・

　　　　　　　　　　　　第二項　大管理に廻する實験’

　當試験厨保存定型的菌株を用ひ培地はpH6．8の普通ブイヨンを使用す・第七乃至

十表．囲二謬照

　大腸菌の石炭酸に解する抵抗力はPH　6～9に於ては郷軍くPH　5～4に至りて輕度

に減回す・帥大腸菌の石炭酸に封ずる抵抗力はメヂウムの水素イオン濃度によりてさ

して獲i化せざるものなり・

　大腸菌の熱｝こ封ずる抵抗力はP且6～8に於て研くP耳9，5，4にありては著明に減

賜す．

　この問者の成績を比較して注意せらる、事は熱に封ずる大腸菌の抵抗はPH　9のメ

ヂシム中にてはPH：7に於けるよりも減弱せるに拘らず石炭酸に封ずる抵抗力は然ら

ざる事なり．此一致せざる結果は何によ’りて干るかを考ぶるに石炭酸がナルカリ性液

中にて一部が効ヵヶ欠く石炭酸曹達に化成せる事も考へ得らるれども此はチフス菌に

於ける揚合より推論して主として菌謹の抵抗が減弱せざムによるものとせざるべから

ず・帥並等の抵抗に及ぼす水素イオン濃度の影響は作用する要因の性状によりて多少

’異る事を知る．、甲種の管財成績より蹄回すれば大腸菌の抵抗力はP且6～8の問に於

て等し．

、



　　●
・桝嚇伽激雪白の關徐（・一十游法・於麟件の吟味）6■’

第七表　石炭酸．に野すう大腸菌（A．）の抵抗力

稀澤 T

　　　倍数

?p 60 70 80 190 100 110 120　　F 130． 149 ‘150

時間
（分）

PH　4，　5．

　．10
　　工5
PH　5　．．5・

　　10　∂　　15
PE　6　 5

　　10
　　15
PH：7　．5

　　10．
　　15
PE　8　 5・

　　10
　　工5
．PH　9　 5・

　　9τ一10
’　　 15

・．一．一．1．一 D＋＋　＋．．千一＋　＋

一　一　一　一：一　＋　．＋．・＋・＋　＋・

一．一 @一　一．一　一　＋　＋　＋　．＋

　＿　　＿　　＿　　一　　＋　　＋　　＋．「　＋’．　＋　　＋

＿・ @＿　　＿　　＿　　＿　　＋　　＋　　＋　．＋’　＋・

一一，一 @一．一　＋　＋　＋　＋　至

．＿ @　』　　＿　　＋　　＋．＋　　＋　　＋　　＋　・＋

＿　＿　ζ　＋　＋　＋　＋　＋　＋「』＋
一　一　．一　＋　＋1＋　＋　＋　’＋　＋

．一 @一　＋　＋　＋　＋　＋　．＋　＋　＋
　一　一　一　＋　ヂ＋　＋　．＋．．＋　＋．
＿　＿　＿　＋　＋．＋　＋　子　＋　＋

＿　＿　＋　＋　＋、＋　＋　＋・　＋’　＋
＿　　＿　　＿　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋・　＋　　＋

　＿　　＿1　＿　　＋．＋　　＋　　＋　　＋　　＋　　＋　．

．」　’＿．　＋．争．・＋・＋　＋　＋　＋　＋
’…． O　一　．「　＋　＋　＋　＋　1＋　＋．・＋

　一一一．．．．一＋＋ナ＋＋＋．

．・第’ｪ表　石炭酸に封ずる大膓菌（B）の抵抗力

稀繰

、

　　　倍旧
?p 60 70 80 90 100 110 120 130 140 150

時問
（分）



．L

．．

U2

●

’‘’．’ P秋’：’葉ご．・・’林・．・’．米’．野　．　　　　　∂

PH　4

PH　51

．　班6

PH　7

PH　8

PH　9

5　＿
10　－
15　一

5

10

15

5

10

15』「

5

10．

15．

噛． T

10

．15．

5

10．・

15

、　’．

十

十

十

十

十

一　一「一十　十

」．一　十　十馳

・一一一． D， ¥

十 十

十‘

十

十

十

1一

十

十

十

十

十

十

十

．十

：十

十

十

十

十

十

十

十

十

十』

十
●

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十

十

十

十

十』

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十「．

十

十

十

十

．ρ

’十

十

十馳．

十

十

十

十

十

十

十

十

・十

．十

十

十

十

十

十

十

十

’十

十

十、・

．十

十

十

十

十　十
十．．「十

十　十

十

十

十

r十

十

十

十

十

↓

十

十

十

．　　第九表　石炭酸に封ずる大腸菌り抵抗カー・覧表

　　作用時間
@　　　（分）

@　　　菌株

oH

5
1b 　　rP5

A B A B A ：B　　．

4・0

5．0

』6．0．

、7．0

8．0

90　 90、

．　90　　　　　　　’1’．90

；80．「　：80、

70　 80

70L．70

100，． @100

．100　100

80・　80
80．　80
80’ @．70．

．110』 @10〔レ

100　”100

’180．　80．

80　　909
80　

80
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9。0 レ・十

干十表

　　　　　　　・・80　　　　　　80

　．数字は最高有効稀繹倍数な示す

加熱に封ずる大腸菌の抵貌力

・・ c ！ 馳／…一

温度55。

80

5．0

7．5

10，0

15．0

20．0

39．0

4

十

』

P十

十

十

十

6

　・ト

　1十

　．十『’

　十

　十「

第三項

7

　十

一十、　P’

一’ ¥　　”

　十

’馳 }：’

8

十

十

十

十

士

9

　13040’

　120

　11030’

麹100

蓼

遮90
嚢

轟・・』

曇，。

藝、。

戸
マぜ

F移2　大腸菌の抵抗力

十

十「

’十

　　　　　黄色葡萄状球菌に罪する實験

携抗填Gpqlr・E｝・dd’・hlの翻・準ずる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　定聖郎黄色葡萄歌球菌を用ぴ培地はPHβ・『の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　普通ブイヨンを使用す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　表帯十一乃至十四，’圖三墾照．葡萄歌球菌の石

　　　　　　　　　　　　　　　　　　炭醇にi封ずる抵抗力は2H6，7，8，9に於て同等

　　　　　　　　　　　　　　　　　　にしてPH　5にて著しく減弱す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱に回する抵抗力はPH　6～8の問にあbて

　　　　　　　　　　　　　　　　　　は等しく　PH　9　k室うて輕度：1こPH　5～・4にて：

　　　　　　5　6　．7　8　9　　は相當張く減弱す．要之に葡萄状球菌の抵抗は

PB：6ん8め問にあうてほ等しきもあと認む．　　『　　．．　　　　1

　　　　　　　第十一表　石炭酸に野する黄色葡萄状球菌（A）の抵抗力

稀糧・
倍敷

作用 60 70 80 gor 100 110 120 130 140 150
時間
（分）　．

「

PH　4 5

10

一　　　十　　　　→　　　　十

一　　　　一　　　十　　　　十

十

十
「
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電

PR　5

PH．6．

．15、’r

5

10

15

5：、

卜10．・

．15．

PE　7．

’PH　8

、PE　9

．5　．一

10　－
15　一

．5
10

15．

．5
．1旦

’iザ

十

十　十

一．十

十

十．

十

↓

十

十

士．

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

●

十　十
十．． ¥

一十．

十，十

十1十
十．↓

十

十

．十

十

十

十

十

十1

十

十

．十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十　十，

十．十’

十　十

十　十
・十　十・

十　十

．十

十

十．

十

十

．十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十．

十

．十．

十

十

十

’第十二表．石弓酸に封ずる黄色葡萄状球菌（B）の抵抗力

　　　稀繹
@・　倍敷
?p
條ﾔ
i分）

80

．90

100 110

D

120 13） 140． ，150 160 170

PH　4　5　・一

　10．一
　15．一

＿　十　十　十
＿　一　十　十
一　一　一　十

PH：5　　　　5　　　＿　　 一　　 一　　 十　　 」一　　十　　 十　 ．十’　十　　 十

　　10．．．r　一　一’一　十十十　十十十
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PH　6

P耳7

田＄．

15

5

10

．15「

5

10．

15『

5

’10
15

PH　9・　’！　　5　・

　．15

十

十

十

’十．．

十　十
一． ¥

一』 ¥

十．’

．十

．十

十

十

十

十

十

十

十．

¥

十

十

十

十

十

．十．

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十、

・十

十

十

十

十

ナ

十

十

』十

十．．

十

十

十

十

十

十

十

十

宇

十

十

十

十

十

十

十

十f、

手．．‘』

↓

十

’十

十

十

十略’

一」“

十

十

十

十

十

．． ¥

十

十．

十

十

卜

十

十

十

十　，
十

十．

十
．L1 A

．十：

第＋三表石炭酸に劃する黄色葡翻臓菌の抵抗カー覧表．

作用時間
（分） 5 10 15

一

菌株．

PH A B A “　．B A B
9

4・0　　　110．’

5．0　　90
6．0　　80・．

7．0　　70
’・ W・0　　　．80．

9．0． A8d

・140ド　　　　　1　　120　『　　　　　‘

109　
110

80　　90．

80　　80
8Q　，90
80　．90
緻：字は最高有効稀程倍敷蒼示す　‘

150「　　　　「　　　130　　　　　　　　　コ60　　　’

110　　　．120　　　　110
・100　　　　　　　．　　ioO　　　　　　　　　100

100　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　＝【00

100　　　　　　　　　90　”　　　160

100　　　　　　　　　　90　　　　　　　　　　100　　．
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第十四表　加熱に劉する葡萄状球菌の抵抗力　温度550

25

5．0

7．5

10．0

12．5

15．0

十

十

F量島3葡萄朕霊菌の抵抗力

十

十

±

十

十

十

十

十

．十

十

十

十・

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　　葡十

　　第四項　肺炎双球菌に揺する實験

肺炎双球菌は第1及皿：型各萱株を用ひ使用

　　　　　　　　　　　　　　　　培地はPH：7．6～7．8の2％葡萄糖加ブイヨン

　　　　　　　　　　　　　　　　とす・表第十五乃至十八，圖四感応

　　　　　　　　　　　　　　　　　肺炎双球菌はチフス菌，大腸菌．葡萄状球菌

譲1，　　　　　　　．　．’、に比して面上石炭酸に到する抵抗著しく張し・

塗・』『．　磯漉油PH・に於て最も鴨れ
鐸　’‘　・・　　　どもP耳5～3の問に立て｝よ略ぽ等しくPH

譲　　　　　4こ・ても詠出面する蝿ぎず熱こ・鮒砥
翼

や　　　　　　　　．　　　　．抗も略ぽ同様なb・即雨者の成績より購納すれ
了

　　　　　　　　　　　　　　　　ぱ肺炎双球菌はPH　7に於て最も抵抗力張く，

PH　6～8の問にありては略ぽ等しき抵抗力を有するものなり・

　　　　　　　第十五表石炭酸壱と封ずる肺炎双球菌（1型）の抵抗力

稀糧
倍数

作用 30 4σ ．50 60 70 80 90 100 110 120

時間 ●

り

（分）

PH　4 5

10

15

一　　　一　　　一　　　十、　　十　　　十　　　十　　　÷

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十

一　　　　一　　　　一　　　　一　　　　十　　　　十　　　　十　　　　十
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PH　5・

PH　6

P王17

PH　8

PH　9

5・

．10

．15

5

「10

15．

5

10．

15．

5’

10

’15

5

10．

15

’「』懸

十

十

十

’十

十

十

十．

十

十「

十

十

’十『

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

．十

．十

十

十

十　十

十　十
十．．十

一　十　十．
＿． f．『

?{
一　＿．十

、十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十．．

十

十

十．．

『十∫

手．

．十’．

十

十

十・－ D．十．

十　十

十　十

十

寸・

十

十

十

十

十

十

．十

十

十

十．

十

．十

．十

十

十

十

十　．十

十　・十

十　十

十

十

十

十’
十

十

十

十’

十

．→摩，．

十’．

十ド

十、

十．
．・

¥　’
十　

●

第十六表．石炭酸に封ずる肺炎双球菌（皿：型）の抵抗力

　稀糧@倍敷．D作用
條ﾔ
A分）

30 4σ 50 66 70 80 90 ．100 110 『120

PH　4 5
陶

．　　　　　隔 一 駒 周
．　　　　殉

十． 十 十． 十　　．

10
一 一 鞘 隔 喝．．．，「 一

ヂ 十 十
．　F　一　　　「　　　．　－．　　　　　　●

．15　r 一 一．

胸　　　． 一　　　　　　’

一
』『
F一． 一 ，十、 十 十

F

PH　5 一 一 一 口 ．一 十 十 十 十 十　．

10
一 隔 一 陶

＿　　　　　　． 十 十 十　・ ＋　1 十

】5F 一 一 一 陶 口 『 十 十 十 十

丑6 5
隔 ，　　殉 髄 一 十 十 十 十 十　、

イ
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68、 『二弓秋．、葉．…ぺ；旧い．・．米．一昭野　・二　1

PH　7

10

・15

5

10

15．

P且8　　．　　　’59　’『

lPH9．

．．．・ P0．・．

15

5

・10’．

15「

十

十

十

十

十．

十

十

「十

十

十

「十

十

十．．

十－

．十

十・，十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

．十

十

十．

1． ¥

十

十

十

十

十

宝

十

十

十：

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

、十

一ト

十

十

十

十

‘這．、第十七表．石炭酸に劃する肺炎双球菌の抵抗カー覧表

　作用時間
@　（分）．．
@、菌株　　　艦PH

一　　5　　・ ’　　　　10 15

1型 工1型 1型 、1；型 1型 II型

　4．0
－　

5．O

　r・一・・．6．0　．・・

　．・．7・〇一
　國』8．0

　9。0

　70　
80

㌔　　5（）　　　　　　　．・70．

・一・．． @．　　　　　　・・‘　・　　・60

　　　　80　 90　’80　　　　60　　　　　　　　．．70　　、．　　　』　：60

．50　　　　　　　　　　　　　　　　　・　60　　　・　　　　　70』幽　　　　‘．　．．60

ρ、

@50　　　．　　　　　　60　　　　　　　　　　50　　　　　　　　　　70　・．　　　．

．、馳

50　　　　　　．　60　　　　　　　　50　　　　　　　　70　　　　　　　　60

　　60　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　70　　　　　　　　　　60

50　．

　　敷字に最高有効稀繹暗敷な示す
．第十八表　加熱に封ずる肺炎双球菌の抵抗力　温度5駅

90

80

70

70．

．70．
70・

　　　　　　　　2」［1

?p時間（分）
4 ・　5　　　　・ 6 7 8 9

10　　・十　．十　 十．　十　 十　 十

20　　　　　　　　　　　．　　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　．　十　　　　　　　　　　十　　　　　　　　　　十　　　幽　　　　　　十

25　　十．　・十　 十　 十　 十　 十

28　　一　 十　馳一十　 十’｝十　 十
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30

40

50

60

70

80

Fig．4肺炎双球薦の抵抗力
　　120EO’

　　110「『

　，10060

豊・5・

塞1。、，

難

響　705α
峯

…田　6020・

謹．

s501σ
　
↑・・

　一一レPH　45678910
炭酸の問に著明なる差あり（圖五墾照）

　　　　　　　　、第十九表

十

十

十

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

±

　　　　第五項　淋菌に適する實験

　本試験所保存定型的菌株2種を用ひ培地は

PH　7．3一に修正せるマ〆タン氏培養基と

す表第十九乃至二十二商五三照・石炭酸に封
　　　　　　　　　　　…
する淋菌の抵抗力はPH4に於ては著しく減弱

するもP且5～9の問に発ては略ぽ等し・叉

熱に封ずる抵抗力はPH：7，8，9に於て張く特

にPH　8を至適とす・でH－61こて著しく減弱・

しPH　5友4にては極度に減賜ナ．帥淋菌の

メヂウムの：PHによりてうくる影響は熱と右

石炭酸に封ずる淋菌（A）の抵抗力

稀繹
{数

作用 160 170 180 190 200 ’210 220 ’230 240’ 250

時間
（分）

PH　4

PH　5

5

10

15

5

10

15

十　　　・十　　　　十 十　　　十

十　　　　十

80　　　　90　　　　100　　　110　　　12⑦　　　130　　　140

十

150

十　：

十　：

十

十

十

160

十

十

十

十

十

十
　　、

170

十

十

十通
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70　　　　　　－『　．　．一秋．葉．・，林：℃　米．’．野イ

．PH　6

PH　7

‘PH　8

PH　9

5－

10

15

5’

10山

15

．’ T－
10

15

5

10

．15．

噛

一 陶

一

哨

一

一

一

十

覧

十

軸

十

十

十

十

十

十

十

十や

十

十

十

十

十

十．

十　十
十．．十

十　十

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

’十

十

十

十

十

・十

十

．十

十

十

十

十

十

十

十

十

十．

十

十

十

十

十

第二十表石炭酸に封ずる淋菌（B）の抵抗力

・　　作用
　　時間・　．（分）

PH　4

PH　5

PH　6

PH　7

藩倍数

5馳
10

15

160 170 180

　十　十

．80 c90．ioO　l
5

10

15．：　1

．5、
10

15

5

190

十

110

200

十

噛

120

十

十

十

210

十

十

130

十

↓

十．

十

．十

220 230’

、十　十

十　十

十　十

工40150

十　十

十．十

，一 D十

＋、ナ

＋i＋
＋：＋

十 十

240

十

十

．ナ

160

十

十

十

十

十

十

十

250

十

十・

十

170

十

十

十

十

十

十

十・
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P且8．

P亙3

10

15

5

10

15．

5

10

15

ζ．

，二第二￥L」表・

十

十

十．

十

十

十．

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ナ

十

十

十

石炭酸に噛する淋菌の抵抗カー覧表

十

十

十

十

十

、十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

　　　　　　菌株

　PH

4．0

5．0

6。0

7・0

8．0

9’0

5

ム

180

130

120

100

100

110

：B

160

120

110

110

110

110

10

ム

210

140

120

110

110

120

：B

200

130

110

110

120

120

15

A

230

150

130

120

130

14り．

：B

第二十二表

敷字に最筒有効稀繹倍二上示す

加熱に封ずる淋菌の抵抗力 ．温度50。

　　210

．　120

　　．120

　　12α

　　130

　　130

2．5

．5．0

7．5

10．0

15．0

2α0

25．9

4 5 6

十

十

7

十

十

十

十

十

8

十

十

十

十

十

十

9

　十

　十

b　十

　十

　十』



72 秋・：築…　噛『林・・Q　零：・野∴・：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線　　　　括
　π05
　　　　　　　　　　　　　　　　　　各項に於て述べし如くチフス菌，大腸菌，
　16023
　　　　　　　　　　　　　　　　　葡萄状四駅，淋菌，肺炎双球菌は一・般にメヂ

　150
　　　　　　　　　　　　　　　　　ウムの水素イオン濃度PH7に於て抵抗力最も

　　
蟹．　　　　　　．　・．　　　』強し・由って今PH　7に於ける場合の石炭酸に

翻50Io
壽・．　．　　　　　　　　　．　　　封ずる抵抗力帥最高有効稀鐸三歎を標準（0）と

翻207，　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
轟　　　　　　　　、　　　　　し此と各PHに於ける抵抗力即最高有効稀鐸

量・・　　．．　職と6瀧冠し泰すれ一二＋三表の

勤，甘．如し・次に燃・継醗求むれば圖六
1　4　　　6』　7．　8＿g　・10．を得，但此際．碍よ僅かρ稀繹度の差帥1：80と

　　一一一うPH
　　　　　　　　　　　　　　　　　1：90との間の差1：10の如きは丁丁操作によ

りて常に動揺するものなれば0～10ば横軸上にとれウ．

此によりPHの異同に基く抵抗力減弱の程度を明瞭に細る事を得べし．

　　　　第二十主：表　PH　7と各PH間の抵抗力（清毒力）の差（石炭酸）

チ　　　　　ス

大

弓　　萄

肺　炎　双

三

フ　　　　菌

　腸　　　菌

　　歌．菌

　　球満

　　　菌

4

60

20

60

．3，

嗣59

5

40

20

30

iり

10

・1・
10

0

0

10

0

0

0

0

0

0

・i・

　即石炭酸に封し

・（1），

き減弱を示す．

　（2）

輕度の減弱を示す，

　（3）」

鍛字に稀糧倍敷の差な示す

　　　　　　　3

10

0

0

0

0

20

0

0

0

0

チフス菌はPII　6㌣8に於ては同等の抵抗力を有し爾側に向って抵抗の著し

大腸菌はPH　5～9の問に於て略ぽ等しき抵抗力を有しPH　5～4に至れば

　　　　　即PHの抵抗力に及ぼす影響少し．

葡萄状球菌もPH　6～9に於て同等の抵抗力を有しPH　5～4に杢れば著し
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　ヨ　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　ぢ　ヒ　　　　　　　ぬ　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き減弱を示す一

　　、。　　　　　　　　　　・（4）・肺炎双球菌は．ρH
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼

∵50　　　　　　　　』『5僧9畷備鯛等嘩9
　　⑳　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、抗力を有レFH　4：に至れば

熱　　　　　　　・盤の蹴示す・：自悶
　轟　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の抵抗力に及ぼす彰．i響少

蘇20

↑1卜。　　　　　　　　　し・
　　　　　　　　＿，H　　　　　”∵一（5う 淋菌｝よ一PH　5～ρ

に於備ぽ等しき抵抗力鮪しP聖！嘩醐弱を嚇∴ゴ∴

．拠こ加熱瑚ずる抵抗を総括す再ば一・・　’，・．…＿『，．

　（1）チブス菌の抵抗力はPH　6～8の間に於て略ぽ同等にして張く』’PH9にて輕，一

度に田5～4に回しく瀟ナ　’一　．．ゼ．∴「ごllノ
　（2）大腸菌の抵抗力はPH　6ん81ご於て強く且等しく爾側に移行すに從ひ減賜

す．

　（3）葡萄状球菌の抵抗力はPH　6～8に於て強く且略ぽ等しく下側に移行すに從・

ひ減弱す．

　（4）肺炎双球菌の抵抗力はPH　7に於て最：も張く此よリアノソカリ性側には三度に．

酸性側には著しく減弱す．　　　　　　　・　　．

　（5）淋菌の抵抗力はPH　8に於て最も強く耳｛7描9の間にて略ぼ等しく：PH

6～4にては著し・く灘キ

　　　　　　　　　　　　　　　結『　．　・論’

　以上の成績を綜合観察して結論する事次の如し、

　（1）細菌は其浮游するメヂウムのPHによって抵抗加こ差を示す．換言すればメ「

ヂウムの水素イオン濃度は細菌の抵抗力に影響する一要因たう・

．（2）此抵抗力の差は門下に作用する殺菌性要因の物理的或は化學的性状によりて

幾分の相違はあれども賂同一の傾向を示す9PPH7にあうて菌膿の抵抗最も・張く’

PH　6～81ζあbてはP皿7に於ける・と大差な．く此三園より遠ざかるに從ひ菌艦り抵

晦6　石炭酸に封ナる抵抗のPHに基く差異曲線

、’　　．

T

S・，

㍗L－F一チフ鞭菌
?鼈鼈齦駐ｸ状球菌
f一・㌧一撃、　菌
Q一．∴一櫛炎双球菌

Bし…ボ」，大腸菌

Gい

P　　　　℃ T

、　、 願

o
4 5　　　　　　6　　　　　　7 8　　　　　　9
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秋葉・林・米野

●

抗漸…次減弱女．

　此三三より推論して藥品の消毒力検定に當っては其稀羅液のP且6～8のものに就

て検定するを至當とし此三園を超ゆる場合には緩衝液を用ひてP且6～8の間に調節

する腰すと鵬す1「かく旧事によりて可繭の弓勢郵オン翻・基く離的

解敷力囎使用r際嘲待し得ざる〉を騨て輝作回る本質鰍力のみ

を瞼定し得べし．

　　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

Kuroda：Biocheml　ZeitsGhrift　Bd．16g，1926．

F∫ei：Zeit．　f廿r　Ilygiene．　Bd。75，1913．…

Sdi・m…ZehtゐL蹴蹴1AbL　Refe「at・Bd・7馬19怨，，，．、　　　．．．．

．George】孔Re4dish：丁駈e　newer　know！6dge　of皿odeln　b鍾。｛6rio！ogy　and　immuロol）gy．、　　　　　　一

安東洪次こ比色的永素イオン濃度測定法及其實際的弓用

　　　　昭和六年：八月　　’

、

し



大腸菌ウレア直ゼに關ナろ研究
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大腸菌クレアー！ピに關する研究

技師秋葉朝』一郎、

幡凹凹・問美佐雄

　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　尿素を加水分解せレむる酵素をウレア」ゼと定義する

　　　　　・CH4N20十2H20＝（NH4）2CO2

尿を放置す謝起る尿醗酵の本態蹴きぜ駈画・もSh－t鞠丁丁・・民

等撒で研究せる結果尿醗酵の鄙隙dよ尿中に必微生物存在し其の有する酵素帥ラ

レアーゼの作用によウて尿醗酵行はる、喜閲明せられかくして細菌ウレアPゼがウレ

アーギ駿見の二朱となれゆ・

而して自然界に於け三二下機卿主要の矧をなす尿素分解作用は主としてキ

壌細菌の三下する所なれども大腸菌も亦此作用を有すべきは自然界に廣汎なる活動範

園を有するの顯より容易に想像せらる、所なウ・余等廣く文献を渉猟しだるも大腸菌・

のウレアーゼに就て贋く箕験せる報告を見ず三余等の大腸菌の生理を閾明せんために．

本實験を企てだる理由の一なり・ヌ大腸菌がウレアーゼを有する事實は一面其病原性

と6關係を考慮するの要あるを暗示するものにして此余等の大腸菌ウレアーゼ研究の

第二の理由なり・蓋し植物性ウレアーゼ（大豆ウレアーゼ）を動物に注射するに動物は

門内に於て駿生せしめらる、炭酸アムモニアの爲に定型的アムモテア中毒症歌を呈し

て麗死すと云ぷ報告あウ・然りとせぱ腸内に常住するのみに聾して時に血行中に移行

し或は泌尿器系，膿嚢等に浸入する大腸菌がウレアーゼを有する場合には其産出する

毒素による毒性以外にウレアPゼの作用に基因する毒性をも併有するなるべしと瓜惟

せられ從って大腸菌の病原性を論ずる上にもウレフ㌔一三の作用を明確寡らしむる必要

あるを思はしむるが故なウ・

　　　　　　　　　　　　　　賓駐材料
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　健康者の糞便よウ分離せる大腸菌及腎孟炎膀胱炎患者の尿より分離ぜる所謂病原性

大腸菌虹に昆鹸鳥獣下水等より分離せる大腸菌合計三百藪拾振を珀ひたり．

　　　　　　　　　　　　　　　實　験　方法

　ブイゴンに直接尿素を2％の罰合に加べたるものに菌を移植して37．に48時間培養

して後フエンー〃フタラインを滴下する方法或は菌ブイヨン培養1c血を珍％尿素水10cβ

に加へて37。に24時間放置せる後に指示藥を加ぶる方法何れを用ぶるも可なう・ウレア

pぜ存在すれば炭酸アムモンの生成によりて液はアノンカリ性となり其程度に從ってフ

ェノpルフタラィンを加ふる事によう種々の濃度の赤色を呈す，指示藥としてネスレ

ノン試藥を用ふべしと唱ぶる人あれどもブイヨ’ン自身も亦反回するを以て敏威に過ぎて，

用ふべからず・尿素は加熱滅菌に際し耐熱不安定なるを以て常に濾過滅菌によるものコ

とす．

　　　　　　　　　　　　第一項　尿素分解菌株の検定

　Mc・Conkey氏の分類表に鞭って大腸菌株を分類レ共各群に就て尿素分解力を反覆

測定せり・成緯は歎例乃至岬町例を以て制縛を代表せし》・

ム）・R・・li・・皿皿U塾i・

　G7c

　G16a

　G9“

　P1111

　Cy呂tl

　Cyst6
　’r9A

　P11．

　2h
　P22

　G2
　G17書し　・

　，G1）G

　G23
　以下25株　．
B）．B．　c。li　co：血註エm、ior，

　　1

　十

　±

　十

　十十

　十十十

　十十
’　　十

　十

　十十

　十

1．
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十

±

十

十十十
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2
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十十十

±

十
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3



大腸菌ウレブFぜに關す’お． ､究

　　　　　　　　　G13b　　　　　　　　寸

　　　　　　　　　16b．

　　　　　　　　　G8傷

　　　　　　　　　G10e

　　　　　　　　’Glle

　　　　　　　　　以下37株　　・

，　　　　　　　　　　　　C）．　13．　acidi　lacfici

　　　　　　　　　r1＆L

　　　　　　　　　I36ギ

　　　　　　　　，・＝即島．一　一　・．．・＿．．馬

　　　　　　　　　G13縞

　　　　　’　　　G15パ

　　”　　　　　　噛・G20G『’

　　　　　　　　　G18瓢

　　　　　　　　　1臨

　　　　　　　　　5：L

　　一．　　　　　　6a

　　　　　　　　　8轟

　　　　　　　　　P26a

　　　　　　　D）・】3・gr並nth星、1　・

　　　’　　　　P34e

　　　　　　　　　．Gge

　　　　　　　　　G20“

’　　　　　　　　P31b

　　　　　　　　　正27b

　　　　　　　　　r32L

　　　　　　　　　以下18株

　　　　　　　E）．B．1・・ti臼・e・・9・ne8

　　　　　　　　　G6『

　　　　　　　　　G5b

　　　　　　　　　P30d

　　　　　　　　　P35己　・　　　　　‘　』　　　　『

　　　　　　　　　P36d　　　ポ

　　　　　　　　　SE1　．

　　　　　　．F）．　B．　oxytOGus　Per皿io8u8

　　　　　　・　’．．5c　　　　　　’

十　　　　　一

十．．．　　　一

十　　　　　陶

十　　　　±

　1

」

臼．．

一

噛

一

一

1

十

．十

　　　十十

　　　十

　　　1’

　　　十十

・　　十十，

　　　十十

　　　十

　　　十

　　　1

　・・十十・：」

　　2

　陶

　一

　　2

　十十

　1十

　　2

　十十

　十十

’

　2
％．’ ¥十　・

マー　．

　　1，
十

十

　3　’

陶

一

一

一

　3

十

十

十

　3

十・．

’十’

．十”

3
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ピ

　　　11e

　　　47d

　　　45

　G）．B．　cloaα【e

’　　　Gfi

　　　G5e

　　　lle

　且）・］B・co＄coroba・

　　　ξ｝25G

　　　P工Oa

　　　Glla

　　㌔Gll“

　　　G28

　　　以下13株

　菌　　圃　　名

A）．B．　coliβommupi3

B）．B．　cO・I　Gommunlor

C）・　B．　acidLi　laLcもici

　　　D）、：B．1aG讐is　nemgenes

　　　E＞B・gr竜nthal

　　　F）．B・cloacae

　　　G）、B．　coscorol）島

　　　H）・B．《凋【ンtocus　pemiOSUS

以上表示せる實験成績を考察するに

　ト十

　十十

　1
　十

　十十

　1

　十†

　十十

　十十

杢株数

　38　・

　狙

　，12

　6
　24

　3　・

　コ8

　4

十十

ナ＋

’2

・←

十十

2

十

分解株数

　13
　’4

　1
　5
　戸

　2
　4
　3

十十・

＋十

3

十

．十十

3　　，

十

十十十

％

34

コO

S

20

　（1）一般に大腸菌の尿素分解力は微弱にしてB・pro偽us・StaPhyloGocGus　Pyogenes・

　B・urae等（ρ諸菌に比すべくもあらず三三の含水炭素分解力の如く強く且安定なる

一ものには回して諸種の外園の條件にようて影響せらる、もの、如タ3同實験の反覆に

於ても分解度の強弱恒ならざるのみならず第1同に陽性なりしものが第2回第3同に

　陰性なるものあり3く1同2回に陰性にして第3同に陽性となるものあウて大腸菌の尿素

，分解力は薄弱にして不安定なる事を回る．就中B．coli　conlhlu㎡s，：B．　ooli　oommnnior

　に於て然り．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

～2）縢分働酪脚亘って不定。r現μ一麟の撒を鱗9緋弘’
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（3）分解菌株率を各回群1こ就て見るにB・IaG缶is　aerogeues・．B・010acaθ・B・oxytocus「

pem；iosus等n5n｛bcaLcoli属に於て陽性率高く分解力も安定丁張度にし》C．：B・coli

colnmunior，　B．　aGidi　lactici，　B．　gr茸n伍al等のfbcaLcoli属には其陽性率低く叉分解力

も弱く不安定なう・

　　　　　　　　　　第＝項尿素分解菌株の血清墨的研究

大勝鹸を蜻鞠と分類せんと企て泌人々囎を見る賊は騨犠性

（S士ammspeci丘sch）なりと云ひ或は若干の菌群に分ち得べしとなして一致せざるは周知

する所なり．かくの如く混沌だる大腸菌罵なるが故に元高尿素分解力は輕微不安定な

’るもウレ’アーゼは定型的内酵素にして菌原型質と膠着難離性なるが故に尿素分解性菌

株は或は血清心的に一定一望をなすものに応ずやと考へ凝集反鷹，沈降反訴に一よりて

相互問の關係を槍せう・　　　　　　　一　　一’　一　　　　　　　　　　’

　尿素分解力の強き菌株B・coli　comm血is（G，，　PgA）B・1actis　aθrogenes（G5b）．の三菌

株を撰びて夫々に該毒する家兎免疫血清を作れり．．

　A）凝集反応’第一％⇒三表参画　　　’

　G，」PgへG6b家兎免疫血清とB・coli　commu解is中ウ3！アrゼ作用陽性なるもの5

株陰性なるもの5株虹にB・1aG棚aerogenes「 R良との間の凝集反応を行酬う・

　　　　　　　　　　　　　第一表　G2家兎免疫血清
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．　ゐ

　　　　　　G12．L

　　　．．　3．、．．

”1
@　　P16．．
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鴫

第二表　：PgA家兎免疫血清
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嚇）沈降同一．第四，孟表参照．．’一　　’・　　　　＝　　　へ　　　　　

　家兎免疫血清は凝集反回に使用せるものに同じく沈降元は各菌株のブィゴン培養．

幻。に二週間を経ブ2るもの～遠心沈澱上清液なり．　　　　．．　1

　　　　　　　　　　　　　’第四表　G5b免疫血清

G5b’ ¥．

G6a　十

r30ユ＿

P35ユ十

’P36a十

P26撮’ ¥
∫1∫36a．十　．
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，以上の實験成績によってウレアーぜは大腸菌開申特殊の菌群に特有なる；ものに準ず

しで血清學的分頬の標識翌して何等の便別なき事を知れり．。

　　　　　第三項　腎孟炎膀胱炎患者尿蕊駐分離せる；大膓菌の尿素分解力－

　臨床的に大腸菌性腎四竃・膀胱炎．と診噺されたる亜急性若くは慢性患者尿より約三

十種のグラム陰姓無芽鷹中等大即興を分離せ．り．・下種桿菌中には大腸菌取．らざるもの

可成に多く確實に大腸菌厨と決定’し得たるものは　B・c・li　c・mmunis　2株，　B・Goli

commu＃or　10種及B．　coscoroba・2株の14株なり・此大腸菌によりて惹起せられたる

腎孟炎，膀胱炎患者の尿はカテープノレ使用探取直後に於て殆全藪酸性反慮を呈し．ア川

カリ性なりしもの車種に遇ぎず・而して全株に就き尿素分解力を見たるに只一種すら

も陽性なるものなし・勿論アノレカリ性尿より分離せる菌株に於て沖州り．

　余は腸管より分離せる大腸菌株二百藪十株に就きて尿素分解力を外し陽憐菌隊僅少

なると其微力なるとを見て此等は腸管内に生存するπめに端野早撮取に何等尿素分解

酵素のヵに侯つの要なきが故に尿素分解酵素産出の能力を有しつ、も其機能黙想せざ

るものならんと思惟し若し大腸菌屡が泌尿器平中に移行するに至らば窒素の擁取は圭

として尿中の有機圭成分たる尿素若くは尿酸麹よりなさざるべからざるが故に適鷹現

象として尿素酵素産出するに至るべしとの土平の下に尿中に幾世代かを重ねたる亜急

性或は慢性膀胱炎患者尿より分離せる大腸菌株に就き試験しブ～る結果は上記の如く案

に罪し隅隅悉離なる成績を唐鋤・此噸よ硯て悶悶によ珊珊系の『

疾患は大腸菌毒素の作用による一ものにして先に唱へられしが如く尿素の加水分解産物

πる炭酸7ムモンの毒性に基因するものに非ざる事を想像しうべし・但尿素酵素産出

せらるる場合には炭酸ア’ムモンの津別作用によりて毒性甚しかるべきは想像せらる、

庭なれども果し七何れの程度の毒性補助作用あるやは多藪の槻察を侯ちて後始めて論

断すべきものなう．　　　　●

　　　　第四項尿素加ブイヨン拉に尿中培養のウレアーゼ産出に及ぼす影響’

　細菌は；雪融素に臥し適磨性を示す．暁町ば鍛雪加培養基上に培養を重ねる時菌はア

ミラ・一ゼを産出し澱粉を撮嘱する性状を有するに至うも三三を再び澱粉を含まざるゲ

ラチン培養基上に移植すればア’ミラーぜ形成能力再滑失するが如し．余等は『大腸菌の
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ウレアーぜ炭出除りに微弱なるが故に此を尿素加ブオヨ．ン若くは尿中に歎世代三十日

歴代培養を行翼ならば適鷹現象によウウレア÷ゼ産出多量なる菌株を得べしと想像し　’

イ吹の實験を試みブ～り．・・．1．：』1　．’，1乙　1　・．　．1・．　1「…　13　∫　‘　　一

‘2％尿素加普通ブオヨ．ン及健廉人尿を用4一週間の商隔を置きて歴代移植培饗ぜり・．

　　　　　　　　　　　第六表　2％尿素ブイヨン歴代培養　　　　　　　　　　　’『

’秦1謹
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・第七表　尿中歴代培養
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　第六，七表に示す如く歴代培養する事四代月絵に及べば微量なれどもウレアーぜの

存在を謎明し得るに至る・尿素加プィヨン中に於ては尿中に比’して早く且多量に産出’

するは螢養素の多きによるものなるべし・併し乍らかく長日培養するも爾微力なる事

實より見て腎孟炎・膀胱炎の病理に填て：はウレアーぜの作用は度外親し得べきものと

信ず．

　　　’・　　　・　　　　　第王項　野鶏分解性ε毒刃

　Carぞot・G6rard＆．Molsso皿er（4）氏は大豆ウレアーぜ（S（jaureaso）を犬の静脈内及皮下

』に注射して其動物に解する毒性を實験せう．氏等の報告によれば注射せられだる犬は

定型的アムモ昌ア中毒の症状を起して艶死するに至り注射量大量となるに從ひ致死時

間短縮す．而て肝臓に於けるアムモニアの蓄積と血中尿素の完全に潰失する事實よ

り見て其死はウレア一粒の作用によう血液中の尿素分解せられてアムモニア成生する

に起因すと論ぜウ．A1漉d　Lublin（2）氏｝ま家兎及マウスに鞭て實験し艀脈内にウL・アー

ゼを注射すれば動物は直に発死すれども決してアムモニア中毒の症状は呈せず．其死

因は血球栓塞によるものkしてウレア月露溶液の血球凝集性が其死因をなすものなる

べしと論じ皮下注射に於ては非常に大量に非んば動物を艶す事能はずと報告せb

　余響はウレア田暇産出性大腸菌蜘こ非産出性大腸菌満株を撰び其一定量をマシメの

皮下蚊に腹腔内に注射して雨者の毒力を比較せるにウレアーゼ産出菌株が毒力強しと

云ぷ事實を認めず・…欠に或菌株を尿素含有培養基に歴代培養してウレ7㌧ぜを産出す

るに至うし時原菌株と此町明菌株とを》ウ．スの皮下或は腹腔に注射せるに脚力更：に高

まらず・即大腸菌の有する程度の僅少なるウレアーゼは菌本來の毒力の上に何等の補

助作用なきを知る．

　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

（1）大腸菌属の尿素分解力（ウレアPゼ）は一般に微弱不安定にして菌型分類上の標識

　　となす事能はず・non一二eal　GQIi属は艶cal　coli属よりも尿素分解力張く且分解菌

　’株歎多し．　　　　　　’　　　　　　　．　　　　’　　　　　　　　　　、

（2）菌ウレアーゼは定型的内酵素にして菌原形質と分離し難きものなるを以てウレア

　　一ぜ産出菌株は血清學的に一菌群をなすものに非ずやと考へ當該免疫血清を作ケ
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　　て凝集反鷹，沈降反鷹を試みだるも何等注意すべき結果を得ず・

（3）亜急性・慢性三三炎膀胱炎患者尿よ扮離せる大腸菌1蛛中ウレァーゼを産出す

　　るもの皆無にしで以て大腸菌の尿素分解即（ウレァーゼ）は大腸菌の病原性に無關

　　係なる事を知る．

（4）尿素加プ審ヨン立立に尿中に歎代月絵に亘うて蓮績移植すればウレアーゼ作用陰性

　　なりしものも極めて微賜乍陽性となるに至り適懸現象の駿露を認むる事を得

（5）マウスに鍔する毒性實駿に依って大腸菌ウレアーゼは菌本來の毒力の上に補助的

　　毒作用を有するものと認められず・

　　　　　　　　　　　　　　　主要文慮
（1）　　Cπr10ppenhei　m　er　3’Die　Fermente●SL　782，1925●

（2）　ム1frea　I」uUiロ＝Arohivムexp．　PatholQgl＆Pharmムk」S．280，　B」nd　92，1922．

　　　　　　Uber　eine　be30ndeτe　wir㎞ng“e7　Urease5ermeコte　auf　tieriヨche皿Org轟nismロ9．

（3）　足立：滴岡醤科大學離誌第15巻大正15年

　　　大腸菌厨昌就テ

（4）C・…ちG6・・アd＆玉1・i・s・ni…A・ml・・＆・1，i・・乱P・・七P1．1921

昭和六年五月
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東京市上水の水素イオシ膿度に就てく第二報）

囑　稀　勝 ・田 泰

助　寧　岡　部　　政　藏幽

　徐等ば鍵に浮水の水素イ・オγ濃度の精密なる測定を試み之が琵斯電池法に依る標準

値を決定せる∫ど共に各種比色法に依る測定値6誤判を定め併せて其誤差の生ずる原因

を朗にぜしが（本彙報第36號野晒）其後昭和五年七月な噛り六年六月に亘り淀橋浮水場に

｝於て浄永，源門並に沈澄池，濾渦池亭め野水の水素イオン濃度の臨地測定を試みたる

を以て．其成績を報告せんとす・・

　　　　　　　　　　　　　　　測　定　方．法

　1・測定器．位用に供せしはミあエリヌ氏氷素イオン濃度測定器（特殊型）にして本

器は同氏が上永，井水，河水，海永等の如ぐ中性附近の緩衝作用に乏き液の測定1ご際し

標示藥添加に依る誤差を可及的に僅少なら・1ノむる目的を以て考案せる特殊目的用の測’

定器にして且緩衝液を要せず装置極めて簡軍なるを以て臨地試験用としで最適なりど

す．測定法の原理は同氏の綾衝弼標準液を用ひざる測定法と全く同橡にして特徴とす

る庭は極めて稀繹ぜる：標示藥を最少限度に添加して得πる微に著色せる検水の厚き液

層を透閉して比色を行ふ織にあり・高さ25em内容約44｛一450cの無色硬質硝子製試験

管6本に順次0．25，0．29，α33，0．3S，045，0．50　ec宛のメクニト・フェノーノレ標示藥原液

（0．39を蒸溜水100eeに溶解せる・ものうめ10倍三三液をスれ次で約N／50の苛性曹達溶液

406碗を添加す．別に用意し置き亮る全く伺型の試験管2本の内の一方に瞼水40coを探

。三三言己6種の三三の舗の何れカ∫に略ぼ類似する程度に〃昌陣7・ノー・ヤ

液を加へ（上水に於ては国酒の約1～30cを要す瀞がに他の試験管に移して混合し2，3

分問放置せる後白色エナメノレを以て塗りたる試三管毫の中央に三三を三三に標準液を

．挿入し該試験管の下に白色板或は乳色硝子を斜に置き止9よう之に向ひて透親す．

　凡そ溶液申のメタニトロヲェノρノγは該液の水素イ臨ジ濃度大に過ぐれば（pH＝・6β
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以下）全然解離せず（解離せざる分子型のメタニトロフェンーノレは無色なり）小に過ぐ

れば（pHニ9．0以上）悉く解離し（解離してイオンの型を採れるメタ弔トロ7エノーノソ．

は黄色を呈す）その申問（：pH＝6・5～9・0）に於ては解離せるものとせざるものとの三者

共存し其割合は水素イオン濃度の大小に依りて定まる・換言すれば該色素溶液はp且＝

6・5以下及．p且＝9・0以上に於ては如何にp耳鍵化するとも色調には何等鍵りなく’pE

二6．5～9．0の範園にては：pHの凝化に蓮れて濃淡種々の隼調を呈す可し．今例へば標示

藥3CGを和したる検水の色調が上記6種のアルカリ性標準液（pE＝9・0以上なるブ2め液

中の標示藥は悉く解離し黄色のイオン型をとる）申0・4500の標示藥を入れたるものと

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．45
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3　x100％は解離して同一なりとすれば槍水に加へたるメタニ1｝ロフェノーノレ申

艶を呈し（　　　　0．451一　　　　　3）・…％は角孕鞭ずし撫色なるを知る・0 bT．は進言胃三度

（Farbgrad）と呼ばれ通常Fを以て示さる・然る時は次式に依り該検水のP：Hを算出す

るを得託し・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　　　　　　　　pH二＝PK十～ρ十S十δ

　但しPK＝一log　K　Kは測定温度に於ける標示藥の解離恒歎なり．各温度に於

ける 　メタニトロフェノーノレのPKは次の如し・

　温度・　　　　PK　層9　　・　　　　　　温度

　　0。　　　　　　　　　8．47　　　　　　　　　　　　　　　　『　　　　・18。

　　5。　　　　　　　　　8．43　　1．　　　　　　　　　　　　　　　20『‘　・

　　10。　　　　　　　　　8．39　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　25。

　　15。　　　　　　　　　8．35　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　　307

．ρは検水の温度に因る誤差の補正項にしてその値次の如し・

　　5。　　　　　　　10。　　　　　　15。　　　　17．5。　　　　20。　　　　　　25。

　十〇L10　　　　十〇．06　　　　十〇．02　　　±0　　　　－0．02　　　　－0．06

　Sは短目誤差に封ナる補正項にして上水に於ては常に0なり．

　　　　　F　δ＝109　　　　　　　　　Fは呈色度なり・
　　　　1－F

PK

8．33

8．31

8。27

8．22

　30。

一〇．11

荷δは：Fよう言出するの必要なくミノ・子ソス氏の作圖に係るF及δ間の商表

よう直ちに求め得る便あり．　’　　　　．　　　　　　　　　　1鴨』
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2・、撚9探酌淀鱒浦眼qよ玉川上汁より流入せる日永は先づ叩箇の沈

澄池（1箇の面稜6，800埣．’深20尺．容量462，770右）に導かれ更に之より給水渠｝ζ引出さ

れて％箇の濾趨池（各面積1，200埣1深9尺）に迭らる．而し七濾過されたる上水は三眠の

浮永暗渠に流出して浮水池（面積2；530坪・深12尺，容量154，256石，表面に覆蓋の設けあ

り）友本郷線虹芝線あ爾溜井轟と流入す．余等は毎月1，2同随時出張し通例次め六ケ所即

　玉川上水路大開渠四號附近（源水）層

　沈澄池町號引出口

　濾過池乙三號

　芝井（浮水）

　本郷井（浮水）

　浄水池引出口（浄1水）

に於て水深1尺乃至分尺の庭より三吟せる潭水に就き直ちに測定を行0～だり・但し沈

澄池自爆或は濾過池乙三號等に於て工事中なる時は隣接の貯水池にて採酌せり・

　　　　　　　　　　　　　　　試験成　績

　上記の方法に篠り測定せし結果は次の如し・

　　　　・　東京市上水の水素イオン濃度淀旙漆水場臨地測定試験成績

　但しミノ・エジス氏特殊型水素イオン濃度測定器に依る測定値なりとす・

　観温

　’ノ　8．15

　”　9．1

　”10．1

　　5，11，5

　　”11．17

　　”12．1

　　”12．15

水　温
pH

水　温
pH

水　温
pH

水　温
pH

水　温
pH

水　温
pH

水　温
　rH

水　温
　1》II

大開渠課
號附近
‘源水）

　26．0’

　7．76

「　25。0

　7．80

　2L8
　7．95

　21．5
　7．84

　15．2
　7．87

　13．0
　7．75

　12．0
　7。75

　SO　7．78

沈、澄池
引閏ロ

28．0

7．63

28．5

7．54

27．0

7．68

21．0

7．51

15．0

7．70

12．7

7．62

9．7

7．67

8．0

7，66

濾過池
芝：　井
i浮水）
奉郷井
i浮水）

浮水池引
c　　ロ
i湿水）

浮水の・

煖ﾏ

27．9 27．0 27．0 27．0 27．0

7．57 7．49 7．49 7．49 7．49

28．8 26．8 26．8 26．8 26．8

7．49 7。45骨 7．45 7．42＊ 7．44

一

27．5 26．0 26．0 26．0 26．0

7．62 7．41聾 7．41＊ 7．41＊ 7．41．

21．0 2D．4 20．4 20．5 20．4

7．51 7．45蓼 7．48 7．48 7．47

146 14．0 14．0 15．3 14．4

7．66 7．61 7．68 7．66 7．65

亀

12．5 12．3 12．3 】3．0 12．5

7．63 7．62 7．62． 7．61 7．62

9．7 9．3 9．3 9．5 9．4

7．63 7．64 7．64 7．64 7．64

7．5 7・0 7．2 8．0 7．4

7．67 7．63 7．64 7．66 7．64
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2

61■7

”　1．18

”　2．18

”　2，28

”　3．15

”　3．29

”　4．16

”　4．3）

”　5，28

”　6・15

”　6．29

”　7，16

卒　　潮

水1祖
pE

水　温、

　plI

水　温
・1）H

水　温
FH

水　温
P｝1

水　温
　pH

水　温
pH

水　温
pH

水　温
plI

水　温
pH

水温
pH

水　温
pH

水　温
pH

｝5．7

7．77

4．8

．7．78

3．r

7．68

4．O

17．80

10．0

7．92．

10．0

7．79

18，3

7．91

16．8、

7．95

19．5

7．51？

2‘｝．1

7．81

22．4

7．81

20．31
7．84

15．0

7．82

㌦5．3‘

7。71．

　4：7
7・ρ3

　2．｛

7．70

　4。0
．』

V；72

　9．3
7．80

10．0

7。73

173
7．92

．15．5

7。77

18．8

7．81

21．1

7．77

23．8

』7．96P

2L2
7．82

15，0

7．71

黙　＊印な付ぜるに瞳素消毒施行中のものとす．

’5．3

7．71

4．3

7．69

3．0

・7．64

4．0

’7．72

9．7

7。78

10．0

7．70

17．7

7．82

15．3

7．69

19．5

7．67

21．2

7．63

23．4

8．09？

』21．0

7．67

15．0

7．63

噛5．0

7．70

　4．0’

・7．68

　2．6
．7．69

　4．2
「7．64：

　9．6
∫7．？1

　9。0
7．67

16．6

、7．59

15．3

7．5S

19．0’

7．59

・21．0

7。5壬

22．4

7．58

20．5

7．61

・15．0、

犠60

5．0

7．71

4．り

7．69

2．7

’7．70

42
17．65

9．6

・731

9．0

7．67

16．5

7．57

15．5

7・53

19：0

7．59

21．0

．7．55

22。3

7．58

20．5

7．61

・15．0

7．60

　5．7
7．69

　4．0
・7．69

　3．2
．’ V．62

　4．7

．．
V．64

　9。6
7。67

110．0
’し V．63

16．2

7．57

14．8

7．59

18．5

7．60

21．β

7．55

22．2

．7．53

20．6

7．61

15．り

7．60

　52・
7．70

　4．0
7．69

　2．8
：犠67

　4．4
・7。64

　・9．6
・’

Vも70

『9。3

’7．66

16．4

7．58

’・15．2

7。58

’18．8

7。59

2L2
’7茄

．22．3

V．58

20．5

7．61

15．9

7．60

　　．碑旧劇工・H即期なろものけ・就三州11H＝乞51封水の漏灘だしかりし一眠の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　槻測な誤りし疑あり・

　墨iに（第一r報参照）余等は浮水のpHを琵斯電池法に依bて精密に測定せしにミハエ

ジ著悪法に振るP耳債に両多少9誤差あるを認めたるを場て之に野し補正を行ふ腱あ

りしが該補正項は渤・とは頗娯壱・ずる源水，沈澄池並三池Q諸淑・適即し得可

からざるや言を侯たず．加ぷ多に子等り諸水のpH：怯採寸三時を経るに随ひ漸次愛化

する撒に電池講評一難勅る1こ醜き’は励り・（例へばミハモ上潮灘

よるfH：＝7184の源水を一夜放置せし1こφH＝7・47’となれ’り）されば以．ド臨地測定の成

績よめ推して直ちに謂ひ得る之とのみを述べん．

　先づpH・と：水温との關係ば次の如き：結果を示し
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孟メ」 水 沈　澄　池 濾艶二輪 水

　　　0，～100　　　　　　　　　　　7ξ’7　　　　　　　　　　　　　　7」71　　　　　　　　　　　　　7．69　　　　　　・　　　　　　7．67

　　9100州20，　　　　　　　　　　「7班「　　　　　　　　　　　　．’7．75　　　　　　　　　　　　　「7。69　　　　　　　　　　　　　　7．61

　　200一一300 7．83　　　　　　　　　　　　　　7．66　　　　　　　　　　　　　7．58　．　　　　．　　　　　　　7」51

　証：鞍に同凶二測定銘丁丁のP且餓，温度の高低1二依りて3穫に分類し奢に付き亭均値回れるも刎こし
　　て大盟0’～10。に12，1，2，3月，10。｛・20。に4，5，．10，11月，20。ん30。に6レ7，8，9月1；於ける水温なりとす。

之を圖示すれば第一圖の如㌦し．　　幽、　　　　　．　べ　　「

　第　　釦

圖　　「g

、〕

　　　7・8

　も
　　　η

　　　7．6

　　　7．5

源水 引澄池　　　・濾過池　　　　．浮水

以上の成榔こ｛劇τば上』

水のpH債は浮水過程

の進むに随ひて常に漸

次減少す・回游離炭

酸の増加虹にアノレカリ

性無機盛類の沈降等に

基くものと思考せらる

ｧして其減少率は0。～

1ぴ一に於て極小な『り換言すれば源水と浮水町P且は冬季寒冷の候に於て階差最も小な

う．第二圖耳臼1ち四季に於る源水回浮永のpH：を蓮ねたる線圖にし℃冬期に於て特に

癩者の接近せる状を示せる喧の．なり．’侮一般に之等諸手の・pHには季節に依り水温に

’依う多少の増減あり・回れ共第三圖に明なる平ぐ温度と共に規賜正しく攣化するは浮

水のみにして他は租複難なる獲化をなす．三水の温度とpEとめ關係を検するに當

．うては温度が水の解離度に及ぼす影響とアノレカリ牲無機蜜語の溶解度虹に解離度に

舞　．　　　　　　　　　　　　　　　　　及ぼす影響の二’者1を二

三　　　　　　　　　回せざるべから船澱
・〕　　’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊧士昇に随ひて水その・も

　　モ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・めの解離度の増：加1ご依り

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・』画よ小聯と1し㍗

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・カジ性無機塑類（圭に重’
　　　；（紹和五隼）同・岡　」同　同　も同ヒ昭霜六年）同　『飼・向　’同’：向　：同

炭酸力川シウム）の溝解並解離度の増加及游離炭酸の溶解度の減少等に墓1ぐ水質の縫

、

L i

旧

源水

7占
診 「 ・ 溜水’

」
e

’

「

7β　　88　　9夢　　置。月・　．11躍　　12房　！1刃 2億　δ躍　砺　　5β　6β　7月
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化に働餌は大なら酵撚る豊水恭謙よ水弊反鯛せるを腕之醗化1よ

〔　　　　　　　　　　　　’　　　　　專ら前者帥ち水の解離度の憂化のみに

笙1　　　　　基くものと見倣し得首輪その水質
圖

〕　　，　　　　　　　　　　　　　．　　　は四季を通じて略ぽ一定なるものと瓜

　覧，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考せらる．源水のpH：がoo～10。のものよ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り1α罹αのもの壷ζ至る三度の上昇

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とともに禾長螺著に増加するは後者即ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　水質の鍵化に起因する影響止較的柔な

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るに因るものなる可し．今試みに水あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　解離度の鍵1ヒによるpH：の応化を除き

輩に水質如何による之が攣化を考ふれば回心第四圖の如き出線にて示し得んか．

　
第
四
圖
〕

玉

源水

沈澄池

溺池

浄水

1’

水　　温

総

　冬期に於て源水の水質の浄水のそれに近

きは古來寒の水の賞味せられたることと到

照すれば興味ある可ぐ亦源水と沈澄池の水

との水質の差が叩季を逓じて他より顯著な

るは浮水過程に於て沈澄作用の極めて重要

なるを示すものと観るを得可し・．現に各國

の上水道には往々にして濾過池を有せずし

て沈澄池のみを備くる所ありと謂ぷ．

　　括
　浄水のpH：債は水温に反比例して多少の漫化あるも之水の解離度に及ぼす温度の

影響に基くものにして水質の相違に起因するものに非らず・されば浮水の水質は四季

を通じて略ぼ一定なりと見て可なる可し・源水・沈澄池粒濾過池等の諸水のP且債の

規則正しく水温に比例せざるは上述の水の解離度の影響以外に尚水質獲i化の俘ふが爲

なるものと思考せらる．

　上水のP且債は浮水過程の進むに随ひて漸次減少し而して水温α乃至10。の問に於て

源水と浄水のpH：慣の差は最小となる．換言すれば冬季塞冷の候に於ては雨者の水質

は極めて接近す．亦源水と沈澄池の水とのpH債の差從て水質の差が四季を瓶じて他

より顯著なるは浮水操作上沈澄作用の極めて重大なるを示すものと観るを得可し・

　　昭和七年三月　　．、．，．
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Vitamin標準試験方法 ．（第一報）

囑 託 山　本 論　秋
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”内　　容　　目 次　●

第一1章緒言

第二章　v勲amia試瞼に要ナる準備

　　　　試瞼動物

　　　　伯鼠に就きて

　　　　血温動物の準備

　　　　設備

　　レ虚血飼料に就きて．

　　　γ墓礎飼料に用びらろる各威分の研究

艦内．

　　　　　カゼイン，カゼインと肉蛋白，酵母，澱粉

　　　y飼料の精製

　　　　　精製装置，カゼインの精製，vit魏nin：B

　　　　　試験用，ViとaminA試験用，澱粉の精製

　　　　　オレF・フ油，酵母，牛酪の精製，定量分析

第三章　vihLmin試瞼方法

　　　　試験方法の二種類

　　　　松盤の興へ方

　　　　試瞼動物の数及び其の死亡率

　　　　vitamin含有量の判定

第四：章　vitamin　A試験方法

　　　　白鼠の髄内に於けるViとalnin　A「の貯藏

　　　　試瞼方針

　　　　VitalniロA試瞼の難黙

　　　授乳期中の飼料及貯藏vitamiロA．の消

　　　　費日数

　　　　試験動物の大きさ及び雌雄に就きて

　2　・Vitamh　A．昧乏基礎飼料

　　　vitamin　D補給の方法

　　　　試験期聞　一一　　　　　　　一　一』

　　　鹸盟保存上の注意

　　　　Vitaminム歓乏踊歌・

　　　　Vita皿in　A－定量方法（比色法）1

　　　　野趣局方に依るvi傾min．A定量法．

　　　　Vitamin　A標準試瞼方法’‘

　　　　實験例一肝油・牛酪．トマト・…灘菱

第五章　Vitmnin　B試瞼方法

　　　　vitnmin　Bの種類

　　　　白鼠の排泄物撮取に就きτ

　　　　自鼠の面内1二於けるVitamin　Bの貯藏：

　　　　試験方針

　　　　動物の性及び最初の古律の及ぼす影響

　　　　Vitnmin　B試験の妨害となろRelbction・

　　　　vita町in　B歓乏基礎飼料’

　　　　検髄給與方法

　　　　鳩な用ふろ試験・

　　　　Vitamin　B標準先駆方法

　　　　實験例一変酒酵母・トマト・三稜・米胚芽

．第六章Vitamin　C試験方法　　’1一

　　　　試験動物　　　　　　．．　　　、・．

　　　　Vi量amin　C訣乏基礎飼料

　　　　試験開始前の注意

　　　　試験動物の数

　　　　試験方針

　　　，．試験期間　　　　　．．　　．　’．

　　　　試験結果の判定

　　　　竣血病の徴候　　7

　　　　vit“mi皿0標準試験方法　　　　　　　　　　，．

　　　　賞瞼三一葭寝トマト汁
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　　　　　　　　　　　　　　第一享綾　　言

　榮養學上Viち蹴ipの等閑視すべからざる事の明らかとなうてより爾來幾多の四丁は

競ふて之が研究に着手し論説叉圓を途ぶて盛んなるは人類保健上誠に喜ぶべき事象な

りとす、然るに是が研究には多額の費用を要し且共の方法亦甚だ困難なれば野際に試

みるに失敗に終る場合多くして容易に企写し得る所に非ず・

　斯かる障碍の存すろは學術進歩の上よう見るも甚だ下学の事にして此の際標準とな

るべき試験方法の制定は眞に焦眉の急なりと思惟す．

　本試験所長西崎弘太郎博士は夙に是に著眼せられ余等に其の調査を命せられたう．

　鼓に於て余勢は所長御指導の下に或は埋門大家に質し或は丈献を参照し幾多の失敗

を反覆し警めて標準試験法と題しVi也amin　A．B．C．3種の定量方法を報告せんどす．

　若し本報告にレて將家，Vit蹴血研究に平手せんとする諸士の滲考に資するを得ば

箸者等の欣幸とする所なり．

　　　　　　　　　　　第二章．Vi七amiロ試験に於ける準備．

　　　　　　　　　　　　　　　’試駿動・物し・

　實験材料に供せらる、動物はその種類甚だ多く例へば白鼠モノソ毛ツト・鳩・猫・犬・猿

鶏十姉妹等を墨げ得れどもVitamin試験に於ては最も輝濟的にして鈍甲を早く墨研

得るものならざるべかちず　この意味に於て屡用ひらる＼ものは臼鼠モルモット・鳩

なり．　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　』一

　　　　　　　　　　　　．白鼠（Albi・g・・七）に就きて

　白鼠は四季を通じて最も登育良好にして殊に春季に於ては磯育旺盛且？ごの1寺町に

出生せるものは最も強｝比なり・生後9～12日にして聴く・こ・とを得叉旦は14～17日にて見

るを得雌は雄よりも多少早『 ｵ．母親に頼る日歎は21～22日なり．號育期間は87～120

日にして人間の7・5～10年に相當す．凡そ3年の生命を保ちSexual　maturi㌻yは雌雄何れ

も2ケ月内外にて現はる．仔は通常静かなる時出生する，ものにして交尾後2レ｝22圓な

り・多くの場合夜回或は早朝なう．仔め藪は逼常4～5匹なれども多きときは3倍に及ぶ

こ’ ﾆあり・雌は屡仔を殺すことあれども馴養せるものはか＼ることなし・

　撮取量は1009の膿重を有するものは1日約79との報告あり．然れども三際飼養
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　，する．に當りては鼠の飛撒する：量を加算して動物の薩重に慮じ109んユ59或は場合に・よ「

　　う夫れ以上與ぶるを必要とすべし・

　　鼠の禮温は通常37。～38．を示す室温の上昇と共に昇るものなb共の他生長は食物に

’　關係あるは勿論にして個々に分離せる動物は一緒に飼養せるものよ’り駿育不良なり・

　　周園の唯騒によりて昨暁中止或は膿重減少するば勿論なう・

　　　爾詳細なる文献はDonaldson氏のThe　Rat一を参照せられたし．

　　　　　　　　　　　　　　　　　試験動物の準備．

　泊鼠は市中より得燭もの三三矧よ不回り：鞭に似燃らず鯵室に千飼

麹るもの販ぷべくも赫鱒最講入して試聯供し纐・鞍繍を卿だ

　　り．i次の如し”　　　　　・　　　　1　　　　　二　　　　　　　．　　　’

　　　1．病鼠の混在して居る事

　　　　白鼠は呼吸器病皮膚病に犯され易．く動物商に於で粗悪なる飼料不良なる場所にて

　　　　飼育せられたるものは脚質虚弱にして疾病に揮う易し斯がる動物を試弾に供にす

　　　　るときは途中にて落年す・

　　　2．年齢の不明　　　　”　．　’　　　　・

　　　　白鼠を用ひて楡燈のVitanlh1．含有量の比較試瞼を行ふには年齢の同曽なること

　　　　を要す．然るに購入せるものは不明なゆ

　　　3三Vitamin貯総量の不明　　　．一

　　　　動物はVitamin　A，．：BJ≒に燈内に貯陣す此の貯藏に就て抵後章に述ぶれども飼料

　　　　及び飼料に解れる：期剛ζ．よ淑著しき差あり從って試験に供したる場合Vi七amin鋏

　　　　乏症状を呈する期間に甚だ長短あり．

　　　4．個性の醇化　　　　　

　　　　動物は個性の憂化甚だしきものなり同一ム條件の下に育たざる鼠は特に到り依って

　　　　購入せるものを試験に供するの巳むを得ざるとせば之等を亭均せしむる爲菊共の

　　　　歎を多く取らざるべからず・

　　　斯くの如き不利ある爲め實験者は宜しく各自同一系統の動物を飼育すべきなり直し

　　　て必要に慮じて其の同一腹仔を用ひて試験すべし．　　　‘
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胴一系統の自鼠は次の飼料にて繁殖生長せしむ，』

　　　　　　　ノ∬、　　姿　　　　　　　　98．5％

　　　　　　　二二　　、年5％・∴　．

　　　　　　，牛乳　：軸鰍ましむ
斯くして育てたるもの、二丁欣態を次に示すべし．

1itter

ﾌ数

生後3，目の畿重　1　生後6・目一の燈重

田産月日

生後町

坥寞ﾏ

ﾌ髄重
雄　｝　雌　i　雄　1　雌

雄1雌 平均1最高1劇咽劇副勒1馴鋼欝欝鵬
6月至、日3，3蕊

6月23日　65・23

7月19日　2624．6
7月24日　　1　11　20．6

12月1日　55282
2月3日　　　1　　5　　35．8

2月4日　36313

蕎6

49

51

．45

49．2

64

53『

蕊

51

52

45

52

64

55．

晶

46

50

．45

64

51

ど器

42

44．5

42．9

52

55．4

5Q．6

6毯

46

48

45

54

53

鼠

5§

42

40

3り

50

53

52

1晶

143．4

1毫

145

1勢

139

長5

119

109

83．8

1】5．6

1義

132

115

95

121

1蕊

105

99

75

105

　　　　　　　　　　　　　　　設　　『　備　　　　，

　周園の状況は動物の登育に及ぼす影響大なり即ち喧騒，溢度の三三，諏扱の粗暴等

により撮卸量を減少し登育不良となる故に動物り飼養に際しては上記の諸国を考慮し

三三なる場所を撰定せざるべからず

これに就き耳923年Gladys　Annie

耳artwe11氏等は次の如く述べたり．

　即ち白鼠の飼養には65Tの温度を

撰びその門守は上下5。F以内に止む

る様調節す．高温，低温共に動物の登

育には不結果を生ず且つ温度の三下

夫なるときばPneumonia　を起すも

のとす・

爲艮1　動物籠理研のものと同一

　余等は冬季動物室の周園を黒色の毛布にて被ひ室内に三三ストーヴを備へて上記の腎

温度を保ち夏季は通風に注意し各回を開放し置けり．

　動物籠は白鼠には金網製を用ふるを可とす．自鼠の性質として金網製よりも木造の
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もめを好むも後者は前者に比して清潔に保ち難き之と及び寄生鐙を防ぎ得ぎること虹

びに白鼠はこれを好んで噛る等の不利盆あう．，

　余等の使用せるものは理化學研究所に於て使用せるも『うと同一型にして排泄物受皿

床網・金網籠の3部より成る組立式なり．排浬物受皿には新聞紙を敷き日々交換す・

爲眞はその分解したるものを示す．

　　　　　　　　　　　　　　　基礎飼料に就きて・

　Vi｛amin●試騨に倖用する飼料は試騨すべき．　Vitamlnの春鉄乏一し他の諸鮎悉く宗全な

る榮養を平他琴す・從頭その飼料の具備すべき條件としてEddy氏は吟興蓼

墨げう．

　1・動物に必要なるカロ野筑を充分供給するものなること

院線る㈱賊する降雪の擁類を適當なる船にて鮪する・と
　3，野卑質は成長に必要なる充分の條件を備ふるを要す．”帥ち穿れが爲に知られたる

　　アミノ酸の各種及それ等の適量を供給し得る性質のもの・

　4．潰化し易く美味なること

　5．必要に鷹じて瞼膿たるVi七aminの何れかを補潤し得ること及びVitamin　A，　B

　　を適當に混合せば動物は完全に登興し得るものなるを要す

　　　　　　　　　　　・基礎飼料に南ひらるる各成分の研究・・

　洛研究者によ．り一般に用ひらる一、ものはカゼイシ，肉蛋自，デキスポリン乳酵母肝

油，警固，塞天，．オレーフ油，牛酪，綿實油等なり．動腕試験は全期間成る憎く同一

三升にて行ふべきは勿論にして殊に飼料に於て吊り・

　實験途申にてカゼインを肉蛋自疲更へ或は澱粉をデキストリンに攣更するが如きは

避けざる可からず．

　1929年Kathariロ。　Hope¢oward三等はそのVitamin研究に於℃カゼィシの種類に

依る影響に就き實験を行へり帥ち2種のカゼインを用ひてYi晦】in　A・Bの試験を施

行したるに同一槍膿なるにか、はらず各其のv熱min含有量の異なる結果を得たり・

，之れに依：りて見るも飼料成分亭亭の不可なるは明かなるべし．

　　　　　　　　　　　　　　　ヵ・ゼインと肉蛋白一　・一　　・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ動物試験に於ける榮養上の優劣は女占欄き共の・精製k當リカゼインは含有する
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Vitaminを除表すること甚だ困難にして二丁の勢力を票すれど志肉蛋白は然らず容易

壷こ下れ客除去することを得「この門門蛋自はカゼインに比較して優れどもその牧得量

甚だ悪しく多額の費用を要するを二三とするを以て使用に堪ぺず♂　・’∵’

　　∴∵Tl∴∵”．『…；－”　”酵　’・日三一　　’　　　’”9　　㍉

　酵母はVitami乎Bの原料として使用す‡れを實験室にて製造ナる之とは極めて困難

なう，を以て市璽の乾燥酵母を購ぷべしゼ

　酵母はその製造方法の如何に依6その含有するVi｛aminBlこ相異を來す故に成る

可く張力なるものを使用すべし飼料中に混合する揚合は5％以上を用ふべし・回れ鼠は

Vitamin　8に不足を來す時はnom・alの成長を爲す能はざればなり・

1922年Co・守el！砥ρmed砥等1塒母痢料中。・門下ふるは飼料二丁働に　．

蹄するものなウと云ヘウ然れぎも津祖こ代ぶる一町なる禦品を得る能はざるを以て巳

むを得ざるべし・1921年0弓borp6及びMende1氏は酵母を基礎飼料に多量に用0～た

る場合にVitamin　Aを供給することを得ざりき．下れより考ぶるに之をVitamin：B

の原料とするもその或は含有するViむamin　Aは度外下して可なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　澱　　　　　－粉　　　　・▼・　　・　　…　　　　　覧

　Vitamin　B試験の場合馬鈴薯澱粉を使用ずるときは後章に蓮ぶるRθ飴Gtionなる現

1象を呈すれども二二粉を用ふればか、う現象は稀なりVi七amin　A試瞼にはその何れ

にても可なるべし・一・ @　　　　　・　　＿・　　　．歌

　　　　　　　　　　　　　　　　飼料の精：製，．，・：　∵三．

　　　　　　　　　　　　　　　　飼料精製装置・

　飼料の精製は飼養動物少数なるときはコルタン等にて行ぷも充分にして大なる不便

．を戚ずるζと下し・　　レ　　　　　、．’　‘”．　・：ド　’に　　　『

－榊ξも鍬の動物騨こ際しては大型精鱗即必粟野噸ζ：れ騨嘩

．備に忙殺せ1られざる爲めと精製の度を宗杢ならしむるにあり…　』””　一　一・’・・

　三等の使用せるものは圖の如き揮搾機付浸出器翠び大摯Sohxlet卑…装置なり♪　　、　．

　叉補助装置として遠心分離器及び歴搾羅を使用せり・

　特にデキ．ストリ7の如き啄曝憐のものを慮理す一る場合は遠ウ乾燥器を使用せざれば
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籾獅んど不可熾るべし・　’⊃

　…　　カゼイ・｛ソの精製…

　　　　Vi砿mh．B試験舟

’1928年二’Ilarrie七七e　　Cllick　　氏等‘よ

Viちamin　Bの研究に於て從來のカぜ・・

イン精製法はVi七amin　Bの幾分か

を残存するものなみとて特別の精製

を施せり三等はこの方法を参考とし

イi爽の如く精製せり．

　市販粉末力ぜインの良質なるもの

を求あこれに約5倍量の水を加へ酷

酸々性（0．1％）となし屡；三巴し1日2

回水を交換し其の都度腿凹して永分

　　　　　　　　　　　　　　　　　丁油鼠2．画料繕製躾置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：左圖　カゼイン澱粉等にアルコホールと共に附鴎ぜろモー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ターにより翅｝挫ぜられながらi四点にて熱ぜられ蒸獲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せるアルコホールに上方冷却器な麺じて再びかヘリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　絶えず循環す．　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　右囲　回せられ7二るアルコホールに上方冷却器奄経て中央
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の容器に入れられナころカゼインた洗ひ再び下方の審

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器【；かへろ・

を取り約20日間反覆せり家にSohxle七氏浸拙器に入れ95％のアノンコホールにて2日間

露理し充分脱水し掩搾機付浸出器に移し之に95，％アノンコホ・一ルを約倍量加《日々機上』

問宛5日間加熱しつ・浸出を行ふ毎三熱アノレコホーノソの儘直ちに遠心分離器に入れて

　　　　鍵

縄

　　　爲眞3　遠心分配器

はフォノレマソソの適量を旧びて之を防止するを得べし．

　　　　　　　　　　　・　　　Vi七＆min　A試験用

これを飛離せしむ最後に室温にて乾

燥後更に；呈0．にて3日．聞庭琿す・

　　　　　津‘　意

・カゼインの精製はその方法を誤る

≧きは甚だ困難なう水分の附着せる

儘乾燥する如きことあらば粘着して’

粉末になし難き脅とあう叉夏季水に

て浸出する日数長きに翻るときは腐

敗を來ナことあり斯かう揚馬に於て
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　市販粉末力を擁ソを約ゴ倍量の95％アノγコ赤ノレにて数時間掩拝機三三出器‘とそ煮沸

す次に熱せる慰穐遠心乾燥器に入れア・西ホ・・を飛糖しめて乾燥す．’更に新鮮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノの逼るアノレコホノレを用ひて同様煮沸すこの操作を一週間反覆し回る後Sohxle毛氏浸出器

に入れエーテノレにて2日間庭理す・

　　　　　　　　　　　　　　　澱粉の精鍵

i市販のものを95％ア脚ホ，・の3倍量を以て翻す．

　アノレコホノレは熱時直に遠心乾燥器に入れて飛散せしむ．米澱粉を使用するに際して

聯づ水と共こ・撹絆し上灘を流し去り歎同反覆脚ζ㍗・蝦・て上の女ロく酢

．すべし三三り舗する蛋韻士量硬ぜ押の量繊ずべし

　　　　　　　　　　　　　　　オレーフ油　　　　　，

　余等はその使：用に際し念の盗めこれに心血を通じつ＼12α～160。にて24時間熱しだ

る後使用に供せり．

　　　　　　　　　　　　　　　酵　　　母

　乾燥酵母の細線脚ζ歴出せるものを求め粉末となしエーテルにて1日間浸出したる

後低温にて乾燥す1

　　　　　　　　　　　　　　　牛酪の精製

　Vitamin蓋給源として使用する揚合はこれをべ：ッヘルに探り水溶上45。にて熔扇虫ぜ

しめたる後山心機にて逆理す・

　然るときは牛酪は3層に分る、を以て上層の透明なる部分をナ．イフォンにて採取し

て用ぷ．、

　　　　　　　　　　　　　　　走：量分析

肝油（日本藥局方）　　　　　　　’：噛　　　　　　　’

　　∫七　　　　重　　　　　野　　　　　　　　　　　　　　　0・92臼

　　ヨー6ド歎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　146．79

　　鹸化－歎　　　　　　　　　180．80

　　酸　　度　　　　　　・　　　0．30

　　硫酸一滴により　　　　　　　藍紫色
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　　破姻硝酸3滴により　　　　　紫藍色～濃隅色

　　硫化水素にて沈澱を生ぜず

　　0。に於て3時間冷却するに白色固形物を析出せず

オレー 鋳梶E

　　比　　重

　　ヨード数

　　鹸化数

　　酸　　度：

　　：BeGlli氏反慮

精製力ぜイシ

原　油

0．920

81ユ7

191．05

　1．25

　自濁

1200’》1600にて空氣ズレ通
じつ玉24時間加熱せるもの

　　　0．931

　　　66．015

　　　179£3．

　　　5．868

　　　淡黄色

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蛋白質として『

　　アルコホル，エーテノレにて三品せるもの（Vi七anlin　A試験用）　　　84・14％

　　加熱（12し。に於て）せ・るもの（Vi七amin　B試瞼用）　　　　　　　　89・96％

當實験室にて使用せる飼料原料

　　力　ぜ　イ　ソ　（大島産）束京市日本橋画本町三丁目武番地　加藤芳次郎商店

　・酵　　　　母　（ノ、　　　ン’）東京市帥田画永富町大同ビノレデング

　　　　　　　　　　　　　　ォリ．エンタノヒ酵母エ業株式飾臓賞所

　　米　　澱　　粉力ぜインと同じ
　　脱・脂乳粉末東京市日本橋匹鶉島町一の二山本守彦
　　燕　　　　　　　　　褻　東京市麹町匿飯田河岸六三地奥田藤吉．

　　白色デキストリン（赤玉印）大阪市東回屍町山ロビノレデソグ内　日本澱粉製造所

　　照射エノレゴステリン　ヅイガントーノレを用ひたり

　　　　　　　　　　　　第三章Vi七amin試験方濃

　　　　　　　　　　　　　　試験方法の二種類

　試瞼方法として次の2方式あり，

　豫防試験完全榮養よう試験すべきVitaminのみ敏回せる飼料にて動物を飼養し

．これと共に最初より楡膿の一定量を與へその幾何琵が動物の所要量なるやを求むる方

法なり．

　治療試験初め試瞼すべきVi七amin，のみ映乏ぜる基礎飼料を與へ動物が該Vitamin’
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｛三三症状を呈したるとき初めて樵艦を三三し老の動物を同復せしむる三度より橡醗の

所要量を定むる方法なり・

　　　　　　　　　　　　　　　　検髄の與へ方

　槍膿はこれを基礎飼料と分離して躍猫にて與ふる場合及び基礎飼料中に混合し，輿ぶ

る場合とあり前者は槍膿若し動物の好食するものな多ときは容易に全強膿量を撮取せ

しむることを得て最も正確なる方法なれども動物の嫌悪する槍艦なるときは後者即ち

一定量の楡禮を墓礎飼料1こ混じて輿ぶる方法に依らきるべからず然れども動物の飼料

振取回は日々異るものなう從ってその中に含有する櫛豊量の撮取も亦日々一定ならず

して前者に比し不正確なるを免れず，

　故に上記2方法の何れを撰ぶべきやは槍膿の種類，性質を考慮し決定すべきなり叉

何れに依るも検膿多量に過ぐるどきは基礎飼料のラ定の組成を獲化せしむるを以て多

量を試験すべき必要ある揚合は楡燈給與に際し必ず定量分析を行ひその結果に徴し基・

礎飼料各成分の割合を増減するを要す・

　例へば1929年Wallace　Ruddel　AykroJd氏等はVita111in　B2の研究に於て基礎飼料

として次のものを使用せり・

特別精製力ぜイン

米澱粉

綿實二

四合鯉類

水

別に少量の肝油を與ふ

20

60

15

　5

100

　これに依れば蛋自質含水炭素脂肪は20，60，15の比をなせり而してこの飼料を用ひ槍

膿として例へばメリケン粉を採る場合その定量分析を行ひて蛋白質10％含水炭素90％

なる値を得たりとせぱ小姿粉を甚礎飼料にその65％を混ずる場合基礎飼料は次の如き、

組成となす，1

　　　　搬iカゼイン．　　　　『13．5　　　一　　　●
　　　　米澱｝夢｝　　　　　　　　　　　　’『　　「　　．　－　　　1‘5　　　　　　　。
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　　　　綿野牛　　　　　、・　，・　　∵15．0・　　・一　　　　　　…　　　　一・・

　　　　混合魍類　　　　　　　．　　　　5・0

　　　　小差輸・　　　　．　・一65．0

　　　　水　一…　　　　　　　　　　106．0

　但し如何なる場合にても原蛋自門の舌以上は槍艦の蚤白質を以て代ぶるべからず蓮’

常巻以内に止む・

　其の他槍禮給與上に於て注意すべきは平等中途に於て槍腔量の獲更をせざることな

り是所要量6ものを求むる時に譲差を件，凱・隈れあればなう1922牢CorneUa　Kennedy

氏等は自鼠に最初少量の酵母を與へ後にその：量を増加して成長を來せるものは之を最

初よう與へし揚合の成長に表ばざる・ことを云へり．

　　　　　　　　　　　　試験動物の数及び其の死亡率

　動物試験は幾多の條件にょう支配さるるものなるが故に共の結果の主確程度は動物

め歎に比例することは明かなう然るに妓に考慮すべきは實験室の準備なわ・如何に多

藪の動物を以て試験を開始するとも飼料の補給に忙殺され充分自信ある導師を行ぷ能

はずとせば寧ろ最初より少数の動物を採るに如かざるなり，

勿論目的に依りては一群歎十匹をも必要とすべし然れども瞼膿中の軍なるVitan血含

有量の定：量には一群5～10匹にて充分なるべし．

　動物試験なるものは個性の墾化甚だしく且死亡率も頗る夫なるを以て共の結果も到

底正確を期す能はずと暫く者あウ一等その設の必ずしも不當なるを云はず然μども試

験前の動物を如何にして腱理せるやを疑ふものなり之を余等の實験例を以て読明せん．

にVi七an血試験の最初に於ける肝油の試瞼に當りその動物はこれを悉く市中より購入

しπるものを採用せり然るに時恰も嚴塞に向へる折なれば電氣ストーヅにて一定温度

に保ちたるにもか、はらず日々少きときは数匹多きときは10除匹の落伍動物を出し第．

一同の数十匹は遽1に益滅せり然るに第二同も向様なウしを以て績々と補給し200匹近

き動物を失ひて辛うじて試験を終了せうか、る試鹸結果の正確を期すべからざるは

言を侯たず然るに漸次熟練するに捷ひ蕾實験室に斯て繁殖せしめ注意して螢育せしあし

ブ～る同一系統の動物に就き第2年の同一時期に渡稜のVi加mi且Aを定量せるに最初
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　よウ1匹の落伍動物をも出さず僅か60日前後の期間を以て謹直を完了すうごとを得だ

　ウ．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　・　！・圃

　動物試験の頼りなきを説くもの宜しぐ画一室にて鏑直して使用に供すべし其の動物

の甚だ健全にして結果の正確なることに正に一驚を喫すべし・この手歎を煩1よしとし

て省みざる者は動物試験を行ふ資格なき者と知るべレ・

　　　　　　　　　　　　　　Vita血含有量の判定

　・Vitaminの何れを問はず一定せる軍位壁を含むものなし從って含有量の三三｝こ當り

ては之を動物の膿出盛化に求むべし然るにnorma1の成長をなさしむる槍遠心を求む

るは不可な、り何となればロorma1の成長は時候取扱の如何等に謡う甚だ・しき影響を受

　くるを以てなり且三三量は之を多くするに三って動物三重三化の曲線の接近を來し時

に依りては逆現象を呈することさへあり．

．然るに禮重を辛うじて支持するに足るMinimumの強弓量を標準となナも亦不可な

　う二．これVitamin量不足の爲め動物の外界に慰する抵抗力減弱し病鼠の混在を湿す乙

　どあるを・以てなう・ゼ　　…　　　　∵　　’・・’　・　　・一　’　　　一

壷って一週間李均3gの膿重増加を面す槍膿量を求むべしと云ぷShθrlu鋤氏等の設

　を採用すべし．　　　一　　　　　．・　　　　　・　…

　之に訂し幾多の非難ありヌ他の研究者の方法あれども余等過去2ケ年の實験に就い

て考ふる1こ此の方法最も簡便にし’て雌雄性別による差異少なく比較的正確なることを

　知れり．．．　　　　　　　　　．一　　　　　　　　　　，　　　　　　　　　…　　　　　　，

　伺一言すべきは結果の報告に於てその最も代表的のもののみを掲ぐるは不可なり須．

らく各群を卒均して個性の憂事を減じたるものを探春すべし．

　　　　　　　　　　　　　第四章・Vitamin　A試験方法

　　　　　　　　　　自鼠の髄内に於けるVit購hl　A．の貯藏

　白鼠はVitamiu　Aを撮取してこれを膿内に三三す．而し・C其の貯藏量は飼料の如

何によう異るを以てVitamin　A試験には大いに此の鮎に留童ぜざるべからず」

、若しVi七amiL合に豊富なる飼料を以て養ひたる白鼠を試験に供せんか容易に

Vita11ユin　A鉄乏症に罹るものに非ず．，・　　　　・’　　一一一



Vit謹、min標準感力方法第一一報 105

　　．　余等嘗て3ケ月に垂んとして膿重途に200gを突破せんとせる失敗を経験せり各種

　　　Vi｛amin試瞼を通じ膿内庫藏Vitaminを最も重要製すべきは本試験と知る可し・

　　　　1924年Sheτman氏等の報告を憶うに生後4週間の鼠をVi七amin　A’映乏飼粁にて

　　　養ひたるに30～77口にて死亡せるを毅表せウ．

　　　　尚ほ試験前の飼料の及ぼす影響に就きVi｛anlin　Aに豊富なる飼料にて養へばVi！a11血

　　　A敏乏基礎飼料を與へたる潮合生存期間の長きを云ヘウ．

　　　　・又年齢大なるに從6｛膿内下草Vi七段目in　Aも大となるものなう1925年Sherman氏

　　　等の左脚に依れば藪ケ月の年齢のものはVi｛alllin　Aを與へずとも百藪十日号生存に

　　　堪へるを報告せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験方野

　　　　前節に述べたる如く自鼠なVi七amin　Aを燈内に貯回し容易に乙れを清費し盤すも

　　　のに非ざるが故に本試験には治療試験を行メ、偉し是丈防試験は艦内貯藏Vitamin　Aの

　　　膨め甚だしく長期を要すればなり・特に動物商より購入せるものはその滋養状態不明

　　　，なるを以てこれを以て豫防試験を行ふが如きは最も不可なり然れども治療試験にば…欠

　　　の不利あり・　　　　　　　　　　’　　　　　　　　　『　　　　　　　覧　　　

　　　　1．動物を全然榮養不良の駿態に置く溜め途中にて訣乏症状を呈せざるに蝕病を螢し
●

　　　　　・て発露する藪多し．・

　　　　2．Vi七aminA敏乏症状を呈する一場合これに楡膿を與メ、る時機を各同一一にせざるべ：か

　　　　　　らず是甚だ困難なることなり蓋し映乏症欣は只観察によりて其の程度を推定する

　　　　　　ものにして若しその時期を失することあらば動物は適量によりても同復せず絡に

　　　　　発射することあるを以てなり・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　豫防試験賛成論者の説を見るに

　　　　1．動物あ死亡率少く槍膿を與ふる時機に考慮の要なく比較的正確なる結果を得’

　　　　2・1928年Eleamr　Margare七Hume氏等の説に依れば

　　　　　一旦榮養不良に隔りたる動物は楡燈を興ふるも或’る一定期間以後は髄重曲線は亭

　　　　　行し且つ丁重増力峰は必ずしも楡三二與量に些例せず然るに豫防法によ1最初よ

　　　　　　鹸撒興へたるものは槍膿砒例して瓢増加助三三防識を採舜奨め
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　豫防試験論者め言ぷ所は一州首肯なし得る黙あれども實際にこれを試みるに多額の

三下を要する動物試験に於そ豫防試血の如き長期に亘る方法は一般向に非ざる可し・

　叉市中より購入せる如き以前の榮養状態不明なる動物にて三三試瞼を行ひ数十日に

て試験を絡るが如きはその成績は憤値なきものと知るべ．し蓋し白鼠．のVi㎏min　Aを

多量に膿内に貯藏せるものは2～3ケ月は之れを映くともnomlalの成長を爲せ破なわ．

’治療試瞼の不利とする死亡牽の大なるは熟練によりその歎を滅じ得べし試験前の榮

養に注意すれば只一匹の落伍動物を出すものに非ず意とするに足らざるなり・

　叉第2のVitamin映乏二丁の判断の困難を戚ずる如きは試験方法の宜しきを得ざ　　　　・

るが爲めなり．後章Vi七amin　A｛映乏丁丁を墾照すべし・

　叉Hume氏等の詮に依る治療試験に依れば一定期間後に三重増加を來さざる事實

は余等も亦これを認むるも経験に依るに30～40日間は斯かるi骨無し帥ちごの間に於て’

は膿重は楡膿量に慮じ夫々増加するものなり此の期間に丁丁量の比較をなし得るもの

なれば共の後の瞠重の増減は不要なり治療試験を否定する理由とならざるべし叉治療

試験に於ては髄重増加率は槍三二與量に必ずしも比例せずとの説は取る1こ足らず30日

前後に貯藏Vitamin　A・を消費し下せる二重の略同一なる動物にて試験を行って見よ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　蝕に一言を要すべきは治療試験に於ては豫防試験に於けるよ「りも槍膿所要量の多き　　　　　’

ことなり然れども標準を治療に置けば斯かる事は問題とするに足らざるなり，

　要するに治赫試験は極めて短日月に終う経費も僅少にして熟練するに從ひその結果

の正確なる到底豫防試験の三二を許さず・

　余等の是迄の経験に基き治療試験を推奨するものなり．

　　　　　　　　　　　　　Vitamin　A試験の難馳

本治療試験に於て必要なることは

　1．採用せる動物の健康なること

　2，髄内貯藏Vi七amin　Aの潰費日数の全動物を通，じて略同一なること・

　3．治療開始時に於ける燈重の大差なき乙と

4．治療時期を過らざること
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なり試鹸動物にして健康ならざれば正稚なる試鹸成績を得る能はざるは言を侯たず然

るに斯の如き動物を得ん炉爲には幼時よう党全なる榮養を以て養却こ如かず然るに

Vitamin　Aに登営なる完全榮養を以て養は一んか動物は奢易｝こ醗内貯藏Vi七・nlin・Aを

滑費するものに非ずボー

　叉沿費H数の各動物峯逓じて等しからざれば正確なる此較試験を行ぷを得ず是動物

は治療初期に於ける年齢を異にするを以て四重に差異を生ず回せば或る動勃は貯藏

vi七anlin　A滑費臼藪に昨日を要し他の動物は70日を要し前者の艦重：709後者は’百数十

9と假物せよ動物試験なるものは年齢四重全く同一なるものに庇押すとも個性め鍵化

甚だしく少歎の動物にては二四に苦しむものなるに斯くの如く治療初期に於ける禮重

年齢を異にする動物は治療成績に大なる影響あるべきは崩かな馳り・”

　治療時期を過たざることも充秀の注意を要す各回氣の程度を異にする動物に治療を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　さ施すもその結果は知るべきのみ．同一楡膿量を用6病の輕きものは治癒するに其の時

機を失せるものは治療の口的を達する能はざることあるべし・

　VitamiR　A試験に於て難鮎とする以上の事は後章述ぶる所の方法により容易に除く

ことを得べし．

　　　　　　　　授乳期中あ飼料及び貯藏Vi七ami皿Aの消費日数

　EC．　SIlerman氏等の設を謬照するに授乳期中鹸尻こVi幅min　Aに乏しき飼料にて

養へば試験中に於ける傳染病に劉する抵抗力を弱むるものなれば野守Vi七amiu　Aの

井野に租長き日藪を要すとも寧ろ比較的Vitamin　Aの多き飼料を與ぷべしと云へり、．

　余等此の鮎を考慮し家の如き飼養方法を採うたり．

　Vitamin　Aに豊富なる完全榮養を以て飼育せる親鼠を妊娠せしめ出産と同時に

：圧C．Shemlan氏飼料の粉末全乳を脱脂乳粉末に置換へたる次の飼料を與ぷ．

　　　　脱脂乳粉末’　　　　　．き

　　　　小姿　　　　　　　　　　　葦

　　　　外に食魍を小隅の　　　　　2％

　脱脂：乳粉末は定量を試みたるに脂肪0，5％を含有せウ・

　從ってVitamin　Aも極めて少量なり母鼠は膿内に多量のVitamin　Aを貯藏す出生
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せる仔即応の乳・ゆYi・・mi浄Aξ欝L後は脱脂乳琳中の蝿のVit・mi⇒Aと

に依り爽育し長期に亘るもVi撫min　A鱗乏に苦しむことなレ・一

斯く，の姐臆して鮪せしめたる碍1よ嫌にし血糊二二伍する憂倣く

纈貯藏Vi勧mi・A嘩も亦罰一とな蛇後4週間甑409前御ものをVi塾mi・

A映乏基礎飼料にて養ふに各動物は均しく30日前後にして貯藏Vi七amiロAを消費’ ｵ

霊す其の際1こ於ける三重に大なる差あることなし．

　次に掲ぐる表は余罪の使用せる動物の一部なう詳細なる統計は第二報に譲るべし・

　隼後28同目の膿軍（雌雄混合）　　　　　　　　　　　　　　　．、

　　飼料小姿暑脱脂乳粉末告二食璽を小変の2％

　　但し出産日まで親は小変及び牛乳外に食盤を小肇死）2％にて飼養しだるもの一

〆

曄・
｢一三敷

9月13日

9月14日

9月目6日

・9月20日

2月4日

7匹

8

10

7

7

均i最
42占

弓1

30

34．8

35。3

低

39謬

37

2プ

26

28

最 高

433

45

35

4伽

40

　　　　　　　　　　　試験勤物の大きさ及び雌雄に就きて

　二三中のVitamin含有量の比較を鼠の髄重三化に求むるとせば最も理想的の方法は

性の同一なること試験開始時の丁重の接近せるξなり然るに實言上には不可能なう・

　雌雄を考みるに同一條件の下に同一量の瞼禮を與ぶれば雄ば雌よ』りも三重恥加率梢

大なう槍燈量の大なるに從ひてその差もズとなる現象あり1928年且・C．Sherman三等

は1週間39の膿重三加せしむる楡膿量を用ひ8週間の各の膿重二化を見たるに雄i

148匹の二三増加量は24・6gにして雌148匹のそれは22，3gなりとv’メ・・

　果して語りとせば試験開始に當り雌雄の略同数なる如く注意を抑ひ且つ二二二二量

の少なき所を標準に探らば大なる誤差を卜すことなし・

1・次に治獺始時に於ける燈動帯う！三重・隊るは枷峰大にして禮重大なる．は



、
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乏れ1こ反ずIShe・man購は最適6膿重は70ん759よ’り1009を以て望ま．しきものなり

と云へり．

　　：．　　’　．　＿　．lVitamin　A訣乏基礎飼料

　Vi｛amln　A映乏基捷飼料ば唇研究者により夫々組成を異にす余等は文献を墾考’し次

のものを使用せり．　　　　　　　　　　　’

　　　　カゼイン．　　　　　　18％

　　　　オレ＿7油　　　　　　　　　10”』

　　　　酵母乾燥）　　　　　　　　　　7”

　　　　灘粉　　　　　　　　　　60”

　　　　馬力’ラ云氏璽N・．185　　・5”

　　　　　SalL　m｛x七ure　No．185

　　　　　Nac1　　　　　　　　　　　　　　　173

　　　　　Mg　SO4　anhydrous　　　　　　　　　　　266

　　　　　Na2　HPO4且20　　　　　　　　347

　　　　1（，HPO4　　　　　　　　　　　　　　　　　954

　　　　　Call｛（PO4）21120　　　　　　　　　　　　　　540

　　　　　Ca　laG七ate　　　　　　　　　　　　　　　　　　1300

　　　　　Ferrous　lac七ate　　　　　　118

此の飼料を定量分析せる結果は次の如し・

．．　．含窒素有機物（蛋白質として）　19．30％

　　　粗脂肪　　　　　　　　　　　’10・01”・

　　　’その他の無窒素有機物　　　　60・58”

　　　水分　　　　　　　　　　　　　6．18”

　　　鑛物質（次分）　　　　　　　　3．93”

　　　　　内

　　　　　　燐　　　　　　　（P205）b　　　　　・．3創5”

　　　　　　カ〉レ・タウム（CaO）　　　　・0．5お〃

　　　　アーノセカリ性度　「「’　　呈’一’4．05”

、
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　上記基礎飼料にはVi｛ami且Cを含有せざれども鼠はこれを不必要とす鼠に封ずう

Vitami皿Cの効果を見る試験は姑く円き然らざれば之を特に給與する1よ三盆の事な

りと思考す・何となれば動物試駿は甚だ手激を要し且多額の経費を要し他の不明なる

：F謡or・の入る惧れあれば既に不要なるVitam血Cは之を省略するに如かざるなり，　’

　　　　　　　　　　　　　．Vitamin：D補給の方法

　上記の飼料のみにてはVi搬mhl　A以外にVi｛amill　Dを含有せざるを以て適當なる

方法にてこれを補給する必要あうその方法として次の如きものあり．

　1．臼鼠を直接紫外線にて照射する方法

　　1928年Eleanor　Margare玉響umo氏は約1ヶ年使用せる水銀燈を用ひて1週6同10分

　　宛50cmの距離にて動物を照射してその結果の良好なりしを報告せう．

　2・飼料の「部下は全部を照射する方法．

　　1927年】iL　SむeenboGk氏等は約1009の飼料を金驕製の容器に入れ之れを4李方

　　吠の面積に鑛布し’水銀燈を以て30分間2呪の距離にて照射せりこれを15分毎に掩

　　拝し1週或は1ケ月量を一時に調製す．

　3．Vitamin　A及びDを含むものよりAのみを除去して與ふる方法

　　これは肝油に室氣を閉じつ＼長時間熱す然るときはVitan血Aは破壊せられDの

　　みを残留す此の方法はVitan血1　Aの完全に破壊せられざる場合あるを以て注意を

　　要す．

　4．照射エノレゴステリンの一定：量を與ふる方法

Vita頭n　A試験に於けるVitam元n　D補給方法と一しては以上の如きものあれども・これ

に就き三等の考へを略述すべし余等は最初飼料の一部」又は全部を照射する方法に依れ

り然るに少数の動物の場合は知らず100匹近き動物の飼料に日々一定時間照射するは

煩項哩へざる所なり・榔之四隅て鰯の一謙る獺油（鱒二丁畠蹴を

採用茸り）に30分照射せるものを使用せるに實験結果は之を照射せざるものに比較し

機育不良なるのみならず途中に於て照射茸ざる綿實油を交々使用せるに照射せるもの

を與へたる時に翌日常に禮重降下の傾向を示せ外i妓に於て照射時間の長きに非ざる

か若しくは綿實油に毒作用を生ずる爲なるかと考へたるも其の原因を追究するは今回
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の目的に非ざる爲め之を中止せり・・’…一　・　　　一　　一∵・，

・次に白鼠に直接照射の方法を干れり帥ち50cmの距離に於て10分間ユi週β同宛照射せ

う然るにこれ亦其の襲育甚だ悪しく照射の翌日は前例と同じく岡寺降下の傾向を示せ’

り鼓に撃て照射時問の長き爲ならずやと瓜物し之が解決を他の文献に求めブ～観こ1922

年Alfred　F・Hess氏の報丈中3免e七の距離にて2分間照射せぱ増分：R乱c1面s　7）豫防

を爲し得るζとを云へり依りて余等は之に從ひ案験せるに是亦覆育不良の結果を示せ

り然るに1928年W．KirSGh氏の實験中の現象として1分間直接照射をせるにその登

育の不充分なる事を陳べこれ過剰のカノレチウム新陳代謝の爲なるべしと云へう．

　客等の事實よわ考ぶるに白鼠に庫接照射するごとは過度に陥り易く不良の結果を招

致する乙とあるを以てVitamiR　A試騨には之を用。～ざるを安全とす若し此の使用の’

已むを得ざる場合は紫外線『）弾さ及び飼料の知何によう影響あるを考慮し即死試験を

行びて夫々押脚なる條件にて行ぷ可きなり・

　1924年E・M・Nelsont氏等の爽表に依れば照射せる白鼠及び照射せざる野鼠とを同

一の寵に入れ置くことにより照射せざる鼠は照射せるもの、影響を受け成長するもの

なり又籠の餌床を照射するときはVi加n顛D敏乏基礎飼料にて四葬暦日鼠はNomユa1

の成長を爲すを報告せり．

　紫外光線の鼠に及ぼす影響の如何に大なるかを知るべし．，・…　　　　一　・・

　野遊の實験よう考ぶるにVitamin　D補給方法としては照射エノレゴステジンを用ぶ

ることの：最も優れるを知る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　　　　　暫

　　　　　　　　　　　　　　　試験期　間

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　平等の問題に就きては各研究者の均しく苦心する所なウ治療試験に於いてその試験

期間長期に亘るも膿重増加は必ずしも之れに伜はず停止同様の歌態を來すことは既に

述べたる所なウ果して挙りとせば共の町育期間に於いて試験を終了すべきなり狩れ余

等が米藥局方の如く35日を以て治療期間とせる所以なり・　一一　…

　　　　　　　　　　　　　　・検髄保存上の注慧　　…　　　　　．　　・圏　’

　Vi七amin　A試験は甚だ長期間を要するを以て從って試験期間同一の検膿を用ふ一る場

合はその含有せるyi｛amin　Aの量をi攣化せしめざう様注意せざるべ：からず・
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　Vitamiu　Aは室温中にては漸次酸化破壊せらる、・ものなう1924年Arther　D．　H：olmes

氏は新鮮なる肝油と6ケ月及び1ケ年察氣を遮蜥して低温に保存したる肝臓よう得た

る肝油とに就きVi七ahli虹A試験を行ひたりその結果に依れば上記の條件に℃保存せる

ものぼ何等その’vitムmin　A含有量に墾心なき乙とを報告せり要するに二品は室氣を

三三し低温にて保存せぱその効力を漫化することなく長期間貯藏し得余等は槍禮肝油

を二字容器に入れこれにCO、を充満し七二射し暗室に低温にて保存せり．

　　　　　　　　　　　　　　Vitamin　A訣乏症状　‘　　－

鰍｝瑠内貯藏・Vi加mi・A・を言口費し舞せば外見

二次の如き症状を呈す帥ぢ磯育停止二重減少を記し

之と前後して眼に異状を呈す初め眼瞼腫脹し結膜の

如タノンを起し更に症状進行するときは出血化膿失明

終に死に到る，

蜘こ一言を要するは治療試験に於て1ま三三ヤiみ

miu　Aを潰費したることを登高停止により見るは

　　　魏釜・’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　爲眞一4－Vitαmin　A妖乏ぜる白鼠

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の目な示す

宜しからず何となれば白鼠は取扱ひの如何，寒冷：又はVi㎏n血A敏乏ならざる他の病

氣によう容易に二二停止高富降下するものなればなう：是れ米藥局方の肝油のVi七amh〔

A定量た於いて登育停止或は燈重減少1週後1こ槍騰を與ぷべしといふことの非難せら

る・所以なり．

　依りて果して訣回せるや否やば之れを眼の症歌により見るを要す然るに貯藏Vitam－

inA消費日歎の長期に亘るものは眼に現はる、高歌は登育停止と前後するか若しくは

駿育停止後容易に症状を呈せざることあう斯くの如きは治療を病欺の同一程度に於て

行みを不可能ならしむ．　　・．　　　　　　　　　　　　・　　　嘔

　然るに余等の経験に依れば膿内貯臓Vi｛amin　A消費日記の短きものは必ず眼よウ‘

先きに出血を正し燈重減少はこれと同時或は後る＼ものなり二って余等の方法に依う

て30日前後にして山山Vitan血Aを潰費し霊せば先づ眼より出血を來すを以て其の

治療時期を過ることなし．　…　　　　　㌦・『，　・・一　　・ρ

　　　　　　　　　　　・Vitamill　A定量法（比色法）’
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　検膿中『Vit恥in　Aの有無及びその定：量には動物試験以外に’比色法なるものあう・．

　1926年：Franc；s且owarα，ρarr・及び耳mest　Arthur　Priρe・に依り報告せら’μ売るも

のは次の如し・：ゴー・一・・、，・，’一：…　’∵∵・
．（但し此の二二は肝油中の．y畑min　Aに封して妹鏡敏に．して略動物試験の結果と一一

珊れξ馳9マ徽麟ρVlゆi・今には不離に堪瑚する耀ず）丁丁ど
しては3盤化アンチモンを使用す．’先づこれを少：量めク冒Yホ〃ムにて洗1條’ ｵたる後

乾燥しこれをクロ・ホノレムに溶解して30％溶液としその上澄液を用ふ・』次に肝油は

20％クロ・ホノγム溶液と・しそ4）0，26cを取みヒれに前記アンヂ毛ン溶液2CGを加ぷ然る

ときは忽ち美麗なる藍紫色を昆しこの色調は槍鐙中に含有するVi｛舳・in　Aの量に比

例して強弓あ．ウ・故1聾μを・取yibond　Tin七nle七er，に依り比色しVi⑱mln　A含有：量を

推定す然れども此の呈色反命よ極めて不安定にして初め生じたる藍紫色は漸次汚藍色i

～汚緑色を経て赤褐色に移行するを以て比色操作は雨液混合後極めて短時間内に行は

ざるべからず．

　1929年JaGk　CeGi「：Dゆ癌面d二等は之を肝油中のVi塾min試験に需用レて動物試

験と良く話せるrと輝べ三三籠太郎氏も三三殴の囎輝騨う・
　　　　　　　　　　米國藥局方による’Vitalnin’A定量法

　Vitamlnみ試瞼に於て米國藥局方肝油試験法は屡引用せらる、所なり該試験法に依

れば生後25～29日にして三重35～459の白鼠を撰び次の基礎飼料を以て飼養す・（詳細

は米藥局方を謬照すべし）

　　墓礎飼料　．　Casein　　　　　　18％

　　　　　　　　　　Sal七mix加re　　　　　4，％’，

　　　　　　　　　　S読611を加ぺて　　100こ口す

　　　　　　　　　　Vi｛ami皿Bとして酵母を使用す　　』ピ　／『

　上れを以て治療試験を行ひ動物の膿重停止或は減少し初めてよリユ週間を経過しだ

る点検膿たる肝油を輿ふ治療期間は35日にして此の問Vita㎡n　A三三による症状を治

癒せしめ10～加9の高温増加を來すに必要なる肝油の最少一日量を以て1翠位とす此

の際少くとも2匹の劉照動物を採り基礎飼料のみを以で飼養す．．

　同士局方にては肝油19は少くとも50軍位以上含有すべきを規定せ’りr騨

　然れども釆藥局方は非難すべき黒占多々あり是等を…欠に掲ぐべし…、㌧

　1，1929年Kathari夏e且oPe　Coward’低回はそのVi七amin試験に於て使用するカぜイ
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　「ジの種類ばそ．め結果に著しき差異を來すものな・るを以て米藥局方試験方法は甚だ

　’示満足なるもめ左りと云Kう帥ち膿重を標準とせるは不適當なリン’h

　2・平蜘『使用すう基礎嗣料匿　Vilami呼．　D　を含有せざるを敏黙とす即ち1928年

．3皿恥1・b・’購の報告に伽ぱ随・i血Dを添加するときは曝停止前に

　　眼に症状を登し成長停止を來すに至るまで治療試験を待つときは結果は不良なり

　　と述べたう．　…㌧　　’．一一・・　　、r　　　　，，．　　・　’

“3・9その他同一腹仔を要求せざる’乙ども亦映鮎とする腱なりゼ　’”　∵

　　　　　　　　　　　　　’Vita血h　A標準試験法’・

ドVitan1玉n　A：定量たば治療試験を行ふべし向一系統に属する鼠を常にi欠め飼料を以で

養ふ．＝・

　L 小ii撃　　　一

食回

外に牛乳を随意に飲ましむ

98・5％

1．5”

但し小ii奏は粉石卒して：與ふべし・

試験に供せんとする時は是等動物を姫回せしめ出産と同時に下記の飼料を與ふ，

小ii奪．

脱脂乳粉末

外に食瞳を小姿の

水は随意に與ふ

3／3・

・1／3

2％

（107頁墾照）

　斯くして生後4週問後にして膣重409前後に達する¢及び直ちにVita撒h　A｛映乏基

礎飼料にて飼養すべし．

　飼料は白々新鰭なるものと取換へるを要ず．

　　Vi七a皿hユA映乏基礎飼料

　　　”カぜイソ　　　　　P　旨　㌧’18％ペ

　　　　マッカラム山上璽No．185　　　　　5”

　　　．オレーフ油　　　　　　『　　10”

　　　　酵母（乾燥）　　　　　　　　　　　　7”　　　　　　’嘱　

　　　　澱粉：又はデキメおソン　　　　　60ガ
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　　外に照射エ・レゴステツツをオヒーブ油に溶解し注射器よか期1滴を経口的に輿

　　ふ此の際・滴は照射一・・ゴステリン諭m9を含蜘くナ

　Vit註min　A敏乏症状を呈する以前に於いて動物1匹宛個やの籠に分離す・’ll：

　治療試験開始に回り同一三三を各群に配し且つ1群の敷は最少5匹を必要とすべし

此の際Nrgaもive　C・nt・01は2匹以上探るべし，－’一『∴一◎・

　Vi七am｛n　A敏乏症状は膿重に依らず目に依りて見るべし治療期間は昼週間とす・

　此の治療期間に於いてVitamin　A映乏に依る症歌を治癒せしめ三三増加膿重週ZF均

39を示すに必要なる槍膿量を求むべ：し．1∵　　．　一

　　　　　　　　　　　　　　　實験例．一・ごし．『1、

　以下述べんとする報告は模範例として掲ぐるものに非ず余等がVitamin試験に着

手して以來2ヶ年間に於ける實験にして幾多の失敗を示せるものなりVitamin試験法

として：報告せる本交は是等維験に依りて書きたるも喫）にして標準試三法と相容μぎう

竜の多し特に肝油．牛酪の試験に於て然り讃者是を諒とすべし．

　VitamiロA試瞼

　時　　季　昭和五年秋より冬に亘る

　搬　　禮　日本藥局方肝油（市中販頁のもの10種を混合平均せるもの）

　試験動物　市中より買入れたる自鼠を直ちに試験に供せリ　ボ

　試験方法　治療試験にして3方法にて試験せり即ち

　　1．Vitan血A及びD敏1乏基礎飼料のみによる方法

　　2．照射エルゴメテリンを補給する方法

　　aVit・nli・D襯の爲踊撚直接鰍・・pmの騰・9胴）擁ぷ撚

　　　　　　　　　　　　　　　槍膿の與へ方

　肝油をオレーフ油に溶解し注射器よウ1滴宛動物に與ふ各1滴にそれぞれ與へんと

する検膿量を含有する如く調製す・　．　　　　　ρ，．．

　二巴豊量1よ　2mg，1nlg，0．7m9　を撰0くたり・

　試験結果は次の表によりて見るべし．・　　　　　’　　　　・
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樵燈1mg
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Fig．3 Vi㎞血A定量　照射病〃ゴステリ．ン添加．

40
穣髄肝油 L治療陵ノ饅重墾化ノ干均 、｝

5

2n19

　・

fn」5．

@30

@10

2日 5’
亀 ：

30‘
驚

5
lm9

c

4
3 0！7mr

oぎ

，

▼　一

・20
2

勲線ハ死亡動物アル7示ス

~字ハ生存動物敷

1

．・一
p d。。t四L

一30
、．卵

　本試験は余等のVi｛＆n血A試験を開始せる最初のものにして最も不満足のものと

言ふべ：し今その｛映鮎とする所を考ふるに

　1．動物の死亡率甚だ大なりしことなり是市申より購入せる鼠は正確を期せんとする

　　試験に不適なることを示す．

　2・薮病期の不揃なることなり是れ以前の榮養歌態を無視しだる唱が爲め膿内貯藏l

　　Vitan血Aの不同なる結果なり．・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　3．試験開始即ち治療最初に於ける膿重の差大なる事なり是れよケ起る試験期間の膿

　　重憂化に及ぼす影響を考ふるを得べし，

　4．購入最初に於ける年齢不同なる爲め全期に亘り螢育に及ぼせる影響を想像し得ベ

　　レ

　5・同一腹仔を使現せざうし爲め個性の鍵化の大なるを見ることを得べし・

　余等ば最初本試験に當ウVita111in　D　の有無及添加の方法あ如何による定量結果の

・相違を見んとせり然るに表に示せるものにてば是等に封し正確なる到漸を下す能ばざ一

るを知る即ちVi｛amin　A敏：乏までの卒均日撒の相違に基ける試験最初の膿重め差は．

是等の比較姻轍らしμ・一” @ゼ『’・　…』幾
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只今同の試織施確か‘r鋤剰る1よv’七aゆへ試慰購試馳くし値接
照射を列ぶるは不可なみ射なb二，執れ本試験に於いて余類は新たに購入せる太陽燈を

用ひ距離及照射時間のみを文献によう定め回るを以て動物はVi｛職miロDの過剰に苦

し三門も他砒回し億しく死弊も多靴凱姉ぱなり’．ゴ

覇操備下る購工〃ゴ rンの纏量回るた綱耀の結果明
定としては僅か姓卿る動物による斯か嶽瀞き試瞼よ外ては其の正碓は瓢

て望むべか蝉．．　　　　r・・二”一’・一
但し週39の畿を増加せし、鰍・．必要なる三三は3搬とも杣9なる事を知

る・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．、’1∴’．・『’1’

　即ち何れの方法による’もVi七ah三三定量一こは宣際上所要検燈：量り差異を生ぜざる

べし．　　　，、　　　’　　　』　’

　　　　　　　　　　　　　牛酪のVitamin　A定量

試験時季・昭和六年春　　　　　・．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　噂
　　定量分析　　　　　　　・　・一＼．

　　　　』カゼイン

　　　　乳’　糖

　　　　脂　　肪．

　　　　鑛物質（次分）

　　　　内

　　　　　クロ・÷ソレナ

　　　　　燐

　　　　　カノンチウム

　　　、水　分

試験開始前の飼料

・リウち（NaCl）

0．08％

0．35

8226

1．73

1．70

痕跡　　　　　　・

癖町．

15．58

鱒鷹に舳嘱嫌於野中よウ興せ碑殖ち隅隅ζし琳署するは・
甚しき不利なる事を脛験せり依って今同は同一腹仔を以て試みた・う・

　其の方法として出産丁丁日経過せうと畳ぼしき動物を丁丁諸共買入れ之を2組に分

ち各次の飼料を以て毅回せしめ登病期間｝こ如何なる影響を及ぼすかを槻弓せう・



L

’葦20
山 ．本’。・．萬’　『年

．篤ll二三臨豪遊幅の鯉．湿［ここ

試験方法・　「「　　・　　　．　　∴．　　　『　　　　＿．’』　「．　『て．．　．∴、

　上記飼料を以て養。～3Q～409に達せる時之を一匹づ＼籠に入れ．Vi七anl並A映乏基礎

飼料を以て養ひたり．　『‘．’，∴・

試験ば2組に分ち施行せり帥ち

　　　　（A）Vi伽nヰnA敏：考基礎飼料のみを與ふ

　　　　（：B）　　”・　及びVitamh1　Dを補充する爲め照射吊ルゴステソシを日々

　　　　　　∫経口的に與ぷ

　同一腹仔め動物は（A）（B）各組に等しく分ち且各組の各群に存在する如く意を用ひ

’カう記し七三組を各5群に分ち各動物の髄内貯藏Viiamhl　Aの映乏後次の如く検膣

を與へ泥り．

　　策1群

　　”　2”

　　”　3”

　　”　4”

　　”　5　”

試験結果

照射エルゴステリ
ン為與へざる組

　動物数

　　2匹

　　4”

　　4”

　　6　”

　　2　”

照射エルゴステリ
ンた捕充せる組

　動物数

　　　匹

　　5　”．

　　6’ノ、

　．4”

　　2”

検燈．、：量．

Con七ro1

0．059

0．1”

025”，．

0。50”．

1・Vi｛amin　A鉄弓までの日歎（三二を與へπるまでの日歎）

鰯（・湖て養ひ・・る組（畿謬i繍含） 飼料（・）な以て回る組（三三総含）

性晦騰までの劇治徽駕髄法性i治療瞭での劇治鰍駕髄”『レ

♀

♀

＄

π鷺

　．

150

129・

・140’

120

♀

♂・．

信一
’65

『器

7期．．ξ
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♀
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♀、

’♀

燈

　§

　68噛
～ゴぎ

　62・・…

⑳．

　95
　ρ74

　70

　6壬

　80

　　雫均

　　備考括弧に同一腹仔な示す　　　　　　　　　　　・　．　　　　　｝　　　．　　　　　　・

試験前の授乳期幡ける鰯は嫡・大なる騨瀕すか蔽｝・よ鷲早るも

明ら鱗べ晩鰍騨る時は然らざるも鋤Y’ゆA隅での日
三略ぼ同一を示す筈なれども（Dに示す方は　　　　　　　，　　　　　1

長期に亘る結果比較的不揃なることを認むべし．

反回（2’ jに於ては敏三日歎の如何に接近せるかを見るべし．『

之等を脚見るもVit・皿i・Aめ一眼・於ては搬期中ylt・嘩A噂富ζ暦仁に

’て養ふ事の不利を知る事を得べし．　　　　　　　、’、　　　9　．、1『：

治療開始の際の三重・

　」弘そ動物試験に於ては総℃の條件の同一なる事の願はしきごとは既に度嬉陳べだる

が如し治療開始の際に於ける膣重も亦其の一たるを失はず・

71，
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　平等嫡成るべく1009似下に止めんとして飼料の精羅に十分の淳意を梯ひたれ共結

果は失敗に回しブ～り．四，　　；　：．　ド　　．：．

　是垂紐も春に於けると更に授乳期中の飼料の影響たるは言を侯たず・

　然るに飼料（2）を以て養ひたる組め如何に其の三重の理想的なるかを見よ．髄内貯

藏Vitamhl　Aの少き程帥ち敏乏までの日藪短き三脚の三重の接近を容易ならしむ・

照射エノンゴステリン添加の影響

本試騨於て眼述する所の鮪のあま旅唖にし仲止の已罐得ざるもの多

歎を算したるを以て増加膿三二正確なる一字にて之を比較するは困難なり．

　然るに一等中止せる動物は悉く照射エルゴスデリン添加の組より出し之を添加せざ

る：方よりは一匹もか、る動物を見ざりしょり考ぶれば明らかにVi㎏n血Dの影響の

大なる事を物語るものなるべ．し．　．　　　‘、’

聯（2）細ち脱脂乳を含む一こ俸る二半脚r卿二十を．

得べし雪中瀦の騰即興瓢の略興しき櫛鈴たり罎．

照躯耐・テ・漉添加貯　↓ 照射錫ゴステリン泌1詠ず

性1欄糖9髄1治権欝三重．聾治療開糖の髄1治鰍留力三

農｛三

農｛三
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串76
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、ユ2’

52

’85

♂

♀

♀

舎・

．♀

♀

♀

舎、

　　70
　　デ4

　　80

　　95

　　、73

　　67

　　62
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91，

検盟量

0．25
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0，1

ゆ，．

0ρ5

0，1
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0．25．

．0．5．．

　　干撫考・。印、操療後肌な、鰍，、るものな，、．◎’・一’．‘・『’・一

：本四にて明らかなるが如くVitamin　D　を與メ、れば然’らざるも＝のよ’り蚕育1良妊なる

を知るを得べし．

検燈鈴與後の膿軍糟加は同一槍髄様の動物の多くを比較し得ざれ共推して知るべ

　し・　9’　一　一・∵’・’　．・・丁ジ．・二；　3∴．．：’ll二邑：　巴　：！1．眠＼・
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所要検膿量：の雪下：　　　　、一　　．　　　　’　．　　’

圖に開明野畑く：Y’剛・D野帰と與一ざると之を躍慰拷ぶるζ

きは0．059にては等しく不足せるを知るべし然るたα19に℃は動物はVi楓n血A㊧

・粉なる供徹勲卿ち週39の髄増加の腋量は牛酪α059岬9の中間に悟

る．

つ

Gm5 軍i舶 牛酪ノ珊㎞血A鷲 騨射辮幣か ン添魏 検饅量
90

治療後・山斗ノ朔 〆
｝1－ 」　　㌔　．

こ

0．5gm・
80

墨

｝

70

2日 Q25 n，260
7

亀

0．1g阯・
εo

6

ノ
「

4 遭駆 1二二 臨職璽 3
5 層● Oo 画“ ◎亀

。05gm．
10．

ザ 、

ぞ

r

荊 2
羅泉ハ死亡アルラ示ス．

~字ハ其ノ時二於ケル動物敷
50

虚・60

E70
1

　’
bontro1．

覗

亨

　既に前回せる如くVitamin　D：を補給すると否とによウ著しき謄重の差を認むれど

も微妙なる學術上の差異はしばらく解き之を軍なる槍髄の定量よう見れば實用上には

．雨者の差別んど無しと見るも差支へなかるべし．　　　　　　．．

　街脱脂乳緯末を利用下多鼠の如く1QOg未満に過てVi勧1血A敏乏を下する動物に

ては雨晒の差盆々接近せるを見る．．　　　　　　　　　幽　　　　∴

春季に於：け弓實験に就いて一　　　　．臨一「『・一．　・一ン㌧・・4∴二導…

　春季には鼠な最もよく登育し今同め實験1くは只一匹の死亡せる動物だになし余等此



」24 申し　　本㌧・∴：・萬 年

Gn凋！
go

，F嬉5 照射吊ルゴステリンヲ添加セぎ 2 検瞳量．

0．5g皿．

7
嚇

6

駒

5

聞

4 0．19珠
鵯　5

2日

、 ・4 含

1

0．05

6n 19

。40

鮎線数字同上

一

¢

の鮎に注意せざりしをμ》C数匹の動物はVi七amin　A映乏症を未だ呈せざるに禮重180

～190gに達し毬に除去の巳むを得ざるに至れり然るに脱脂乳粉末を利用せる方はか

かる事なく70～80gに｝C試験に供するを得たるより見れば春先に於ては授乳期の飼料　　・

は特別に潅意レて試瞼期の騰重を調節する必要あるを認むべし．

　　　，一・・一　　一　　トマトのVitamin今定章

試鵬季礪糠年夏・’　匪一二　　　　　．
　　定量分析

、詰含窒素有機物（蛋韻として）・・∴”職％一｝・・…’一・

　　！“、h粗脂肪　　　　ド　ご　　　．　ご1　』0・08”

　　　　共の他の無窒素有機物　　　一　㌦㍉　　3・48”’了’．辱’．

　　　　鑛物質（次分）『　’”、「　　…噛　　　0・52””、、

　　　　水分　　　　　　　　　　　　　　　　94．70μ‘．‘ll’∫　ぐ一　　－’

　既に余等は鍬回の試験に於℃Vi｛舳in　A試験は一腹仔の必要及授乳期に於ける飼

料弔）忽せにすべからざるを経験しブ～るを以て今回は生後問二もなき動物を買入れ脱脂算
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粉鷲舗鏑㌍9鱒購r獅解，う∴一＿，，
散ヤi塩・血n．の補給ば瀬上に｝墳丁丁の齢認めずと蜘刈れ旗へて鉄漏

回し吾る醜即卿⑳て村誌照射≠・・ゴ籾ンを日確r的豊・

纈や・．」　’‘．．』∫』一三．’

動物は6群に分畝r如く膿襖へたり㌦．・．・．・、．’◎、

　　　　　　．　・、　　．．．動物歎　　　　　　　槍燈量

　　　　繋一；一’回：1努∫一社㌃『躍三…

　　　　〃β解；．：二5〃　　αi　：・●
　　　　〃4〃　：r、一．5〃　　＝　02

　　　　”与”　　　　・r一一』4”　　　・　：』　0・5　　　　　　　　、．．．，

　　　　”6”　　．　　　 3”　　　　．　1ρ　　　 ．’
@，　：、1」

6加5
Fig．6 Tg㎎at・ノVitamh1　A定量 纏治療後ノ饅重転化ノ午均 1gm．

・

乙。

●

「 3
重百

．監

0．59坦。．

’4

25

5 陶
■随9 “

3願

・29軍n。

，

軸 c mt1、．
，

㌔
．4．、，『

置
3 21

琴

’
0．19凪．

20

　　　　　　　聖
M糠ン・死亡アルヲ示ス

吹E・生働徽． 0．05
「　●

「
ε

ご． 、

第1群 COh七ro1



126
山・奉…儀∴．十年

性

♀．

♀

VitaminA訣乏までの日数
　　　（日、

書0

32

峡乏時の燈重
　　（め

弱

70

柵加髄重・　・（の

〒4

－21

生存期間　ぐ日）　・

10

1壬「

　　耶均

一第2群
r

槍計量

31．

0．05gm

57 一125 12

性

．早．

◎♀

　♀

治療開始までの日数
　　（日）

33

3雪

28

36

治療最初の燈重
　　（9）

89

65

68

77

5曾回忌重　　（9）

＿98

－12

－18

－21

生存期間　（日）

32℃’

14

17

　平均　　　 32

第3群．∴槍膿量　　　α19

72ε 一198 19

性

♀

♀

♂

♀

♂

治療開始までの日敷
　　（目）

26

36

25

27

29

治療最初の盟重
　　（9）

64

75．　・

71

65．

62

3曾加彊：重
　　（9）

．一
P4

－26

．一25．

一1

－16

生存期間　（日、

21

17

20

15

19

　　芋均

・第4群 寺門量

28．6

029

67．4 一164 18．4．

性

♀

．♀

♀

・♀

舎

治糊口ヂの瞼

27

雛

33

37’

3与．

治療三㍽O重

　55
　，72

　66
』じ串…

　鋳

」曾噛旧記．：重
　　（9）

一1．

「13

－9

．＋5

　0

生存期間’
・　（日）

22（死）

β5　　　・
29（死）

35

　平均　　　　　　33，2　　　・’一・．　　716

第5群’躍提　　α59・．

一36 312
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性

合’

♀

♀

糊響の酬治搬硬磁

95

36

32

63

65

80

75

5曾　：加　盟　：重

　　（9）

一6
30

35

　34

試　瞼　期　間
　　（目）

　35

　〃

　〃

ぺ、〃

　　手均　　　　　315

第6群　　検膿量 19

70．7
5’ Q3．2 衡．

性t　　　治療開始までの日数
　　　　　（日）

♀

♀

♀

29

、29

治療最初の燈重
　　　（9）

鬼58

62

76

櫓　加　燈　重
　　（9）

33

39　、

40

試　験　期　間
　　（日）

35

〃

〃

　　鞠・榔　　653・「　39　　蕊て『∴
之等の癖均は治糊鰍でめ畷11贈療最初の灘6＆6騨て試騨こ瀞する

就得たり嫡に繍的且簡便なる光るべし上記の表及びC・・v・よ朔らかなるが

如く週李均3gの三重増加こ必要なる槍膿量は0・2gと0．5gの中間に存する事となるべ：’

し．　・　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　』1灘のVitamin・A定量　　　　で

試験時季　昭和6年秋より冬に亘る

槍膣の定量分析9Vitamin　Cの部に掲げだう．

試験動物の準備　．　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　』9．

　余等は既に是迄の経験に依う市中より購入せるものは種々の敏鮎あるを知れり完全

なる試験を行ふ爲めには必ず實験室にて飼育し上瞼に臨んで同一系統の一腹仔を使用

して個性の鍵田を出來得る限り減少すべきなり依って戸畑は余等自ら上の如く飼育せ

る同一一・腹仔にして生後28日の膿重略409のものを探りてi試瞼に供せう・

　i欠の如く6群に分ちブ～う

　　　　　　　　　　　　　　動物歎　　　　　　門燈量．．

　　　　第1群　　　　　．　　　　　　　2　　　　　　　　　　Conもro1
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”5”

”6”

6

6

5

6、

5

0．01g，

．0．025〃

0．05．：”

0。1　”

0．5　”

照射エノレゴメテタンは前月同様與へたり・

試験結果

第一群 Coロtでol

性

♀　，

舎・

Viもalnin昧乏までの日敷

31

31

曾

快一時の髄：重
　　　（9）

50

85

増　加　禮　重
　　　（9）

一10

－29

、生　存　期　間
　　　（日）

13

．．23

三F均 67．5 一195 18
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第2祥　検｛禮量 0」）19

性

舎．

♀

♀

♀

♂

♀

活療開始までの日歎
　　（日）

30

33

29

30

’29

28

治療最初の盟重
　　（9）

64

81

76

75

65

70

3曾加　｛澄重
　　（9）

　7
　1壬

一20

　5
＿15

　17

三思期間　　（目）

14（死）

35

2Q（死）

35／

35

35

平均 ．29．8

第3群　　槍膿量　　0．0259

●

71．8
113 29

性

♀

♀

♀

♂

♀

治療開始までの日数
　　（目）

29

3［

30．

28

ε0

29

治療最初の燈重
　　（9）

、50

55

69

60

65

‘75

樹加｛鐙重
　　（9）

16

3D

19

17

24

30‘

試験期間　　（目）

．35

〃

’ノ

〃

〃

〃

平均’

第4群、検膿量

295』

0．05g

62．3 22．6 ．35

、性

♀

♂

・♂

♀

治療開姶までφ日数
　　（日）

　　29
・． @　28

　　30
　　2）
　　．。27

治療最初の三重
　　（9）

65

61・

79

50

67

櫓’加・髄1重
　　（9）

噛30

40

’31

28

’42

．．試験’期閥
　　（日）

r35

〃

’；・

．〃　
・

ンノ、

卒均 285

第5群．　槍禮量 0．19

644 34．2
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世

♀

♀．

馳卓

♂

♀

♀

治療開始までの日数
　　（日）

27

26

31

28

26

25

治療最初の鰻重
　　　（9）

e6

52

63

63

50

62

柵　加　膿　重
　　rg）

49

38

51

45

57

42

試　瞼　期　間　．
　　（日）

35

〃

’ノ

〃

〃

〃

　　季均　　　　　271

第6群　　検燈量：　　0・59・

60．1

■

47

性．

♀

♀

♀

♂

「舎

欄響の・数蝋型髄
27

29

27

30．

25

64

75

63

78

52

噌加i，μ1

43

60

49

δ9

53　　　・

試　瞼　期　間
　　（日）

ε5

〃

〃

〃

〃

　　平均　　　　　27．6　　　　　　　　66．4　　　1　　　53．8　　　　・．　　35

表に潤うて明らかなるが如く動物の貯臓V晦min　A滑費日数は約1ケ月なり病中25～

26日を示すものは試瞼動物として採用せし時の膿重他のものに租劣りしな郵

　余南砂に本實駿に於いて同一腹仔は貯藏Vitan血A浩費日数の盆接近せるを知れ

り．　　　　　　　．・

　治療時期の親察は斯くの如く30日未浦を以て薮病するものは必ず先つ目に徴候現は

れ登育停止膿重降下は之の後に從ぷを以て便利なり∴．．－層

　三吉回書g・の膿重増加をせしむ「る槍露量は0．025gと0．019の申問に存す．

　余等本工験の成績を以て満足せるものに非ず同一系統の鼠を漸次改良して優良なる

試験動物を得て更に一段の正確なる成績を得ん事に努力するものなり．

　　　　　　　　　　　　　第五章　Vitamin　B試験方法　　　　　’二

　　　　　　　　　　　　　　　Vitam血Bの種類

　Vi㎞min　Bは最近の駿表に依れば翠一のFac七〇rに非ずして数種め』Fa6torの存す

、
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るものなりと乱入らる、に至れう．而して此の中生長促進性Vi七ami耳：B碍二二二二炎

牲Vitalllin　Bの存在は略確認せられだるも研究に依り更にFactorは増加するもの＼

1如し．畳等磁ctorを召關する試瞼も最近女獄中に屡見ゆる所なれども乱臣は未だ是等

に就きては實験をせザ故にこの詳細なる研究は後日に譲う本報告は從來の研究方法

に依り生長促進性Vitamin　Bは自鼠を用ひ揃IF経炎性Vi七amin　Bは鳩を用ひて試瞼

・せう．』

　　　　　　　　　　　　　白鼠の排泄物囁取に就きて

　　白鼠は排泄物を食ぷ習慣あり．殊にVitami丑R映乏症にF多れる時は好んで之を食

ふ然るに排泄物中にはVi｛m】in　B存在するを以て動物之を轟取する時は定量せ：んと

する三六のVitamiH　B含有量の判定を不正確とす・

　　1923年ES七ee曲ook二等は動物の排泄物を食ぷ結果生ずる試験成績の誤差を論ぜう・・

，　山鼠を鉋屑上山Screen上の2群に分ちて飼養しVi七amin：B映乏飼料を與へう帥ち

ノ前者は自由に排泄物を食ぷに反し後者は然らず・

　　然るに前者は約二週問成長を持績したる後二重減少を來し此の間最も増加したるも

のは22gmを示したるに後者は一週間にして二二停止し旧約一週間は膿重維持に止れ

　b．以後急に降下せり．この間最も増加せるものは9gmな．う．

　　餅乱川のVitamin　B含有量は之に注意すると然らざるどにより約2倍の差を生ずる

箱のなりと言へり．　　　　　　　　　，　　・

　　本試験にありては常に弗の鮎に注意し例へ5cree皿を使用すると錐も常に清潔を保

ノ）を要す．．、　　　　　　　．，　　．’　　　　　　　　　　．　　　．　　．．

　　　　　　　　　　　白翠の山内に於けるVitami翠B貯藏　一

　　動物はVitamin　Bを邸内に貯藏し得るを以て豫防治療の何れの試験に於けるも此

・の貯藏Vitamin　Bを一先づ考慮に入れる必要あり・

　　1923年H．S七eenboGk二等は年齢及二重とVitamiu　B素謡：量との三三ここ就き二三を

’4テへり．

　　其の結果3，4，5，‘3，遇問の年齢の動物は」マi｛ami皿Bを多く貯藏せざることを示し，之

等をVi七貸min　l3映乏甚礎飼料にて養。～たるに何れも50日内外の生命を保てり・而して

’
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動物の年齢大なるに從ひ発三巴の三重の減少の大なる乙とを認夢たう．’

　殉試瞼前の飼料はVi｛凱mi抽B貯藏に大なる影響あるものに非ず・例へVitamiuおに

豊富なる飼料を以て養ふとも之をVita丘1i虹b敏乏飼料にて養ひたる揚合生存期間を甚

しく延ばし得る『ものに非ず・但し其の問に於ける膿重増加には葦を生ずるものと知る

べし，

　要するに動物はVitamiα：Bを貯馴する能力の切なるものなり．Vitamin　l3を多量に

擁取したるものは僅かに一時的の貯藏を示すに過ぎず．

　　　　　　　　　　　　　　　　試　験　方　針

　凡そ動物試験を開始せ～しとするに聰り最も必要なるは動物の健全なる事なり．斯る

動物を得んが凹めドは授乳期中の飼料を完全榮養ならしむるを要す・前節に述《「たる

如く・鼠はVi七amin：Bを貯嘉する能力極めて少なるを以て本試験に於ては特殊飼料にて

養ふを要せず‘ ｮ全榮養を與へたる’ものを直に試験に供すべし．ヌ本試験は豫防試瞼

を採用すべし・離れ後述する：Re偽otionの現像あると今一っは髄内粟野Vitami虹13麗

なる堅め殊更に阿れを滑費せしむるを要せず・比較的正確にして安全なる豫防試験を

勝れりとなす・

　Sherman氏等も亦本試験は治療試験1こよる事の何等利する所なきを報告せり・

　舟同氏等の競によれば實験期間は8週間を以て適當とせり・

　　　　　　　　　　　動物の性及び叢初の彊重の及ぼす影響

　Vitamiu　Bの所要量は動物の髄重に比例するものなり・最初の膿重大なるもク）は多

量のVitami丘：Bを要し若し同量のVi幅min：Bを與メ、れば大なる膿重を有する鼠は少

なるものよう禮重増加率少なるものなり．同一：量のvitamin　Bにては雄は雌より膿

即時加州大なう・’下れ雌は該Vi脚・・i・Bを租多量。こ要する鶴べし・詳糸田は1922年

0『bon再e鋤d　meロ哩el．及1927年EC・Shem1三門等の報告｝こて知るべし・

　　　　　　　　　　Vi幅min：B試験の妨害εなる：Re飴ction

　：Re免Gtionなる現象は1926年LS・Fridericia氏によう始めて報告されしものなり．鼠を

Vitamln　B映乏基礎飼料を以て飼養する際必然起るべき敏三三状を呈せずして却って．
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彊重増加を遷し大なる白色の糞を排出すう現象を言ふ・　，．

　之れに就き余響の實験せる例を述ぷべし．

　余等最初Vi七amin　B試瞼施行に當り津れを卸町大筆に質したるに皆この試瞼の困難

なるを語り特にカゼイン中に含有するVitamh1：Bは除去甚だ困難なるを以て肉蛋白を’

用ふるの便な翻｛をす・めたり・　　　　　　．　二

　舷に於て飼料の各成分を細心の注意を以て精製し蛋自源として馬肉蛋白を製し充分

なる確信を以て試験に着手せり．

Fig．8
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　此際検禮として米胚芽を用ひ含有するVitamin　Bを定量せんとせり・槍膿は塞礎飼

料に夫々1％1．5％2％3％を混合し爾此外にControlを加へ動物は5群に分ちたう・而し

て試験開始後Contro1の白鼠はVi楓mh1：B映乏症駿（禮重降下，禮温降下，毛は粗野に

なう蹟行し遽に死に至る）を呈し又他の4群も楡膿量に慮じて禮重塘加に差異ある事を

期待せう．然るにCo並tro1動物は一・旦膿重減少してVitamin　B領乏らしき症朕を呈

したれ共間もなく健康同復して駿育良好となれう・試験開始後既に70日に垂んとし尚
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三群駿育旺盛なり．三等唖然とし七三験を中正せり．此際動物は白色のノくなる糞を擁

泄せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’L　　　　」．

　此の實験は明かに失敗に終りたるものにして共の成績はFig・8に示せる如し・斯る失：

敗の原因は壮丁にあらんか・飼料は周到なる注意を梯ぴて反覆精製しブ～るに碕且．

Vitamin　B｛映乏二上を呈せしむるを得ざり陰・使用せる肉三白は既に十数同の精製操．

作によφVitan血：Bは殆んど除去せられカる筈なウ・

　然らば澱粉中碕少量のVi七amin：Bの残存せるに非ざるや・斯る推定の下に再び澱粉

を反覆水にて浸出し次に70％アルコホノレを以て一週間精製して使用に供せり・蛋白源

としては便宜上力ぜインを使用ぜり・然るにカゼイン中のVi七a111in：Bは除去し難しと

の事なれば之れを完全に取う除く爲i欠の如く精製を．行へり．

　酷酸々性の水を以て1日藪同20日一洗1條し次に90％アルコホルを以てSoxlllet氏澄

出忌中に3日間庭理し更に90％熱アノンコホノンを使用して；敷同浸出し最後に其の或は・残

留する恐れあるVitamin：Bを完全に破壊する爲120．にて3日間加熟せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　今同は大なる自信を以て飼料を精製し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　たれば必ず成功すべき事を信じて實験を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　始めたり・：但し槍膿は用ひず・果して鼠が

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vitamin　B映乏により死すべきや否やを

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　然るに此等鼠は初めFig9に示せる如く

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Vitamin：B敏乏にてやがて死するが如き

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　槻あリブ～るも日ならずして：再び健康を同∫

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　復し三重増加を始⇒如何ともする能はざ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　りき．余等試みに今迄使用せる馬鈴薯澱

粉を白色『デキストリンに取換へたり其の結果No．109は歎日後より膿重減少を來し
　　・　　・　㌧　．　・　一　　’　　　　　　　．　　　　　．　　　．・．「　．．　　　　　　　　　　　卵

Vi｛amiロB敏乏症歌を呈し11日目に至う終に死せり．　No．101も女15日後に塊死ぜり．．

以上の實験に依れば原因は略澱粉ことあることを推察し得たれ共之れが充分なる理由む

究むる事を得ざりき．・

Fjg．9
精製セルC凹伽ヲ口封コ20●

jテ3日間加勲シテ用7GmS
撃盾潤
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　　　、然るに引績き文献調査中既に述べだる如く此の現象は1926年L・Sl　Fr週e「loi昂・氏に

　　依り報告せられたる部を知れり・

　　　次下是等諸氏の報告の大要を記すべし．　　　　　　，　　．　、．　、

　　　1927年：L．S．　FrideriGia古義は次の如く磯表せり・

　　　　，　　　∵　　∫　　・　Vitamin　B　l｛映乏基礎飼料

　　　　　　カ　　　ゼ　　イ　　　ンノ　　　　　　　　　　　　　　　　20％　　．　　　．　　．　　　　　　　、　　　．，　　　　　　　．

　　　　　　琴澱粉．．一．等て’
　　　　　　・2ト　　　　　　　　　酉各　　　　　　　　　　　　　　　　　15”

　　　　　　塞，　　　天　　　，　　　　3”

　　　　　　混合璽緬．＼．　5”
　　　上記画料を以て自鼠を飼養せるに3週間後殆んどVitamin：B三三症状を呈し牟る時

　　突然Nornla1の成長を始め大なる自色の糞を排泄せり．幽此等の現象に就き槻察したる

　　に斯く：Re免。もionを起したる康は中断的なるも遂：に干分なる成長を來しVi七amin：Bな

　　くして仔を産み且飼育する南を得だう・

　　　re免Gtedra七の糞の1日の排泄量は他の然らざうものをく比←大なれ共画leガあ歎は

　　通常なり・叉之等の自色の糞をVi帆m企B映乏に雰やむ鼠に與昏たるに三等の動物

　　を・甑れむるを勧・蜘・・d…と…e⑳d｝晦別々9籠1・入れる弦

　　等を同室に置けばrθfeetionは三三回す．

　　　一舶籐三一て噸㎝姓回れ騨の鯛一三三の三四
　　せ餌叉自色の糞を室温にて5秀月乾燥後鼠に與へたるに悉くre艶c七せり・帥ち三年
．＼

　　問は其のaotivityを保持する事を得

　　　頬細鱗ばr総て10頒隠遁も共の・・ti胸は回れざれll　1000ここて10

　　分間庭起すれば之を失ふ・

　　　白色糞はnon－re艶。もed　ra七及完全榮養を食する鼠の糞より水，窒幸，脂肪翠堺石鹸虚蝉

　　なし．是れ多：量に澱粉を含む爲なh．（re角oted　ratの糞の澱粉含有量丁丁58・2，％然

　　らざるものは9．9％～12．8％）　　　　　　　　　　二　匿　，　　．．，．．

ノ
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　；自色糞の澱粉は鍵化せずに残る・

　　維験に依ればre免cted　ra七は常に白色の糞を生ずるとは限らず褐色の糞を排泄する

　事あり・之の糞申に含有する澱粉は自糞より少量なれ共ndrma1．の糞よう大なり・－而

　して粒駿をなす・

　　re艶G艶d　ra七は食しπる澱粉の65％を吸抄するに反し完全型押若くはVitamh1：B敏

　乏になやむものは98～99％を興野す・即ちre℃晦d　ra七．は約喜を吸牧ず．之れD考

・ふるに清化する能力の破壊されπるに非ず減じたるなり・r晩cted　ratの褐色の平なる

’糞を出す時は澱粉の82～90％を吸牧す・

　　二三によれば澱粉の利用少きは潰化器内の通過速度ヲ「なる欝めに非ず

　　re鎗cted　rab　g白色糞はnon－re免Gted　ra七よう、死）褐色糞墨う多くのamylaspを含有す・

　　白倖糞申の耳mylas『は米澱粉の粒を溶解する事を得

　　些のamylaseは白色回申の灘粉には作用せず・この澱粉めamylaseに回する抵抗は

　是等の糞にある澱粉粒に吸牧：されたるprotective　sゆs£a並Cθに基づくものなるべし・

　この物質は酸性アノレコホノ殖こ可溶性なう・　　　　　　　　・

　　白色糞は相當量のVitanlim：Bを含有す實三々『依μばVitam加Bの痕跡は．noρ一

refect・d・e切褐色糞中にも存在す・『

　　adult　ratはle艶Gtionを生せしむる事を得ざりき．　　　　　　　　　セ

　　re免c七ed　ratが完発榮養にて養はμる肥州捌肯化に於けう敏黙はなくなり・白色糞は

　お日にして褐色となウ約1週間後に澱粉粒を含まざるに至る．

　　完全榮養を食ふ鼠に白色糞を與ふれば糞は（色はdark）最初澱絵粒を含むもや1がて

清失す．

　　次に澱粉を含まざるVi｛舳in：B映乏基礎飼織こて試験せり．帥ち

　　　　　精1製カゼイン　　　　　．　　　　・67％　　1　　　「　　　・

　ぐド牛酪　．　‘．■．・ユ5”．．∴’

　　　　　系屯丁丁一・’・　：．一　　　’10’｛！　ゴ、・　’．：：’㌃

　　　　　精製寒天　　　　　　　　　　　　3”　　　　、∴一い　’．∵　　　　’．

、



Vilami且・標準試験方法第一報・ ・137

　　　　混合盤類（MeCollum及びDavis）5％　　　’・　’19．・

　之の飼料をre「cotcd　ratに與へたるにre免GLioロは消失せり』．（この飼料に酵母を奥

’メ、れば鼠は生長せり）之れにより澱粉とV晦min：Bの彫るべからざる満塁を知る事

を得べし．

　次にデキストリン（少量の澱粉を含む）を用ひて試験せるに鼠は．re免。もせり但し生ず

る糞は他の鼠をしてre｛bctせしむるを得ざりき・

　re驚c七ed　ra七の成長は屡ヒ中写す共の成長期にありては白色糞を出し成長中止若く・

は減少期にあうては褐色の奪を排解すV畑面nA鋏乏食の鼠に一τe聯；o恥を試みたる、

に何等の影響なしalbino　miceに就きre免c七ionを試験せるにre艶ctなし得るも困難

1なる結果を得ブ～リボ　　　　’　　　　・　　　　　　　　　，

　鳩に於ける試験に於てはr晩c七せし｛∫るを得ざりき．

’1228年S七anislaw　Kazimierz氏等も亦r曲otio現こ就き研究報告せう．同氏等の號表に

依ればre蝕・七’・n｝よ本欄を糊すれば騎薯醐砒尊して勧難睦言へり聯

薯澱粉を使用すれば常に此の現象に遭遇す・馬鈴薯澱粉を70％アノ〆コホルにて墨筆す

れば少歎のものは醜c七なし得れ共闘重減少に至る迄の期間長く術同復徐々に進行ず・

　馬鈴薯澱粉のextrac七にはVi七amhr：Bを含有せず叉低温に於てre免c七ive　ago坤は

破壊さる．

　馬鈴薯澱粉は米澱粉より上等（窒素の含：量はα菊％に曝し0・53％）なり・早れrelbc七iou

は含有するVitamin：Bの爲に非ざる事を知る」

！、：Randoh氏等はvi鋤ユh　Bは輩に含水炭素のme七abolismに關係あり幽と言へり．之

よめ考ふるに馬鈴薯澱粉は消化悪しき故Vitamin：Bを不要どするに非ざるやと言くゆ・

或はあるprote面ve伍。勧rの馬鈴薯澱粉中に存在するなるべしVi｛amin：B’の腸内に

出撃得るものとせばVi｛amh1：B映乏になやむ鼠の野中にVi伽11in：Bを含有するを以

て吸牧力の問題を生ずべし．

　不消化の澱粉が大なる吸牧を生せレ哲るか澱粉が通需腸内　Bac七eri品　よb’多くの

V晦mi可Bを生ずる所のある微生物の生長に好都合なるか或は爾者の爲なるべし・

　要するに馬鈴薯澱粉及葛澱粉は他の澱粉より多くr晦c七iで’uの現象を見るべし・
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　1929年Ar七hur　Scheuner七，　Martin　SohiebliGII　Jollames　Rodeロkir6heh，等は同じく

「e∬ectio皿の現象を實験して報せり．　　　　　　’　∴．∫

　彼等の研究によればre免『tiOHを起せる鼠の特徴として從來の著者等は糞の性状即

ち大なる白色のものになり澱粉を多量に含む事を報告なし居れ共阿れは必ずしも信用

するに足らざる事を言へり・．何となればre免G七i・uを起せる鼠にして括れに反する事

　　　　　
實あ帽なり・欝は「efec七ionを解るや否やは糞の鰍鏡鰍験四つべ龍云

へり二・（省略）　『　・・

　純デキメトリンを使用すれば士e免C七io皿を起さざるものなり．澱粉の回雪はre免etioh

に關係なし實験上關係ある如く見ゆるは季節に因るものなう・

　re免c七ion．を防ぐにはアルコホルにて煮沸してextrao痛し次1こ加歴釜にて庭理すれば

充分なb70％アルコホルにてox七rac評せるのみにては多くの揚合完全なるものとは言

ひ難し糞を10分間100。にて熱して與ぶればrθ艶〇七ioロを起さざるより見ればバクテン

プの爲なる事を知る・

　Fridericia氏の駿表による膿重40～60εmの鼠のみre艶c七ionを起させ得るといぷ報告

は誤りなりと云へり最初皿ormalの飼料にて養ひたるものは合成飼料を食せず張度の

映乏症を起して始あて糞を食へ共基礎飼料の不充分なる爲門門の好都合に進行せざる

’なり．即ちadulhatも叉re艶c七io且を起し得．　　　　　　　　　　　　　「．

　r晩Gtio且は糞のみならず・胃腸内容物を與へても起し得るものなり．r醜c七ion、を起

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　b
せる鼠の糞はVi七an恥：Bの二つ¢）三七Qrを含有ナ・

　‡記諸氏及余響の輕験によるにVi拍min：B’試験施行に當り在來懸念せられたるカ

ぜイシのVi七anlin：B’を除くは多く・の困難を俘はず却って澱粉の種類下野の精製方法

に映鮎あるを知れりre免c七lonなる現象は澱粉：中に含有するVi七ami且：Bに非ざる事は

諸氏の説明により明かなれ共今之れを際すべき大要を列貸すれば…欠の如し．∫　∴．

　1100。に於て10分問加熱し其のa6七ivi七yを破壊する事を得．

　2馬鈴薯澱粉のext『act・にはVita11血：Bを含有ぜず1．’・　　／

　3re免〇七ionを起せる鼠の臼色糞を他の糞に與へ》C．re∬ee七せしむれば其の後は之れ

　　を與へざるもr晩otを績行す：又同室に．re免e切d及ロ。虹一re艶cted　ratを置けば
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　　傳：擁する事あり・：．，　、　；．　　　』．・　．　　．＿、　　　、

　4reゆted．　ra七は白色糞を出す事あう．．　　．．　、，　∴．．．」、∴、、　　、　●

　5．糞の分析及撮取各成分の吸牧率の比較　L．

　6糞の顯微鏡的槍査　　　　　．　　　　．∴．：＝こ　　　　　　㌔，

．：・7r晩面on・を起す鼠は一先づVi七amh1：B敏乏に苦しみ磯育停止す．

以上により．re角面onはVi七amin：Bの爲めに非ざる事を知るを玩べし故にVi多amin耳

研究に固事するものは之の鮎に注意を彿ぷに非ざれば三三中の．Vi七a唾u：B．含有量は

正確に知る能はず特に治療試験に於て　Con毛ro1を採用せずして試剥する事は賞：すべ．

き事に非ず何となればr醗G七ioユを起す動物は一・様に其の殆んど全部がげ度斜塔停止

してViもamih：B敏乏になやむが如き時機に遭遇すればなり・此の時に當．り槍膿を與へ

ざる，もロorm乱1の成長を始むるものなり・　、　　　、．、

　然らば此の現象を防止するには如何にすべきやMartin　Sollieblich，　Joh即n鴫Ro⑩｝≧

irche四聖等は澱粉を熱ア〃コホノレにて庭均し飼料を曇i氣歴にて孚時間滅菌すれば可：

なる事を報告せり．余等外れに從ひて馬鈴薯澱粉を使用し上詑の如く処理・して試験に

供せう．　　．　．．　．　　　・　　’　．　、．　　，．一．．　　、　　・．　・し

　即ち8匹の鼠をVi七amin　1刃映乏基礎飼料のみにて飼育したるに5匹は燈重降下して

発死せるも残り3匹は容易に闘病すべき徴候だに見へず・故に自色デキストリンを用ひ

て逮に死に至らしめ尤り：痺れより考メ、るに彼等の言ぷ所必ずしも信を置くに足らず・

　原因は馬鈴薯澱粉に在る事を知るを導べし・　　，　　　　・．　　　∴

　然るに自色デ導入トツンは今迄の経験によれば之れを精製せずとも常にVi七amin耳

映乏症状を呈せしむるを得たり故に馬鈴薯澱粉に尊ぶるに自色デキストリンを以て試

験を行ヘケ白色デキストリ．ンの組成は次の如し．．、　．．　　　　・　　　∴、．．，

　　定：量分析．

　　　　糊　精　冷水に溶性　　　　　　　　　46，6＄％　　．．　　　　　．

　　　　澱　粉　冷水に不溶牲但し温湯に溶性　　48・88”　　．　，　　．、、

　　　　鑛物質　（次分）．．　　　、．、　　，．．．9・28μ　　＿，　・と．　　、二．．

　．。　　水・分　　　・．　　．　　　　：．　　・　　　　．　，　　　．4．16’ノ，　．
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　之れを熱アノレコホノレにて藪同精製せり．但し飼料は滅菌操作を施さザ

。試験結果は殆んど全部Contro1動物の死を見たるも（30日一40日）其め中一匹は37日

目に70gに達しVi七amin：B映乏症状を現さざるを以て白色デキストリンに代メ、るに

　メノレク製の純デキストリンを以℃せり．　　　　　　　　　1’

　然るに膿重依然として上昇し實験開始後53日目に112些に達したるを以て途ひに中

北せりL　　『”　　　　．’摯　櫓　㍉嬬

　他の」匹も同じく容易にVitan血B敏乏め徴候を現さざりしが其の国持績せるに

66白目に声望ぜり．’』　r　　　　● 　　』　　’

．一 氓?級ﾊを考嫁るに白色デキストづシにて充分と思はるる成績をあげ得ざりしは時

恰も春の好時節なりしを以て幾分relbo七1ohめ徴：候あ『りし爲なるべし或は之を滅菌し、

て與へしなば見事なる成績を得たるやも知らず慣れより沖田、るにVi七amin：B試験9

白色デキストリンを用ふればre驚面onを起し易き最も好時節なる春以外に於ては充

；分なる成績をあげ得べしと想像きる．

　純デキストリンを使用すれば士e艶c七ionを起さずと言ぷ設は余子解れをメzレクデ製

キスリンに就き試験して事績に反する結果を得たるもVi血nlin　B試瞼に於て澱粉

より寧ろデキストリンをアノレコr旗ルにて精製して使用すれば比較的安全なる事を知

る．

　然汽共デキストリン使用に當り不便なる事は悉く其の質の異なる事なり常に一様な

るものを得る能はず．且つナノレコホノンを以て精製するに甚だ困難を極むるものなり叉

防腐剤等を含む皐あう澱粉の反回を呈せざる赤玉印のデキストリンを使用せるに動物

な常に下痢せり・俵？℃若しデキストリンを使用するとせば余等の從來使用せる赤王

印の白色デキストリンは経春野にして且つ上記分析の如く澱紛を牛ば含有するを以て

精製に容易なり．．

　…欠にS加inslaw　Kazim毒erz氏等の説：に從ひ米澱粉を使用してVitamip：B｛映乏基礎飼

料を作り飼料発部を減卜して與へたるに別記實験例の如く好成績を得たり・

　故にVi｛amin：B試験に自鼠を使用して試験せんとする時は家の如くすべし・

　1馬鈴薯澱粉を使用せざること．
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　2米澱粉を精製して用メ、べし即ちVi七amin：Bを除きたる米澱粉を熱ア花コホノンに

　　て慮回す．（冷アノレコホ〃は不可）　　　　　　『　　　　　　一　一

　3合成したる　Vi｛amin：B敏乏基礎飼料を発部加歴i釜に入れ一氣歴にて牛時時滅菌

　　すべし．（19％年Hhrriet七θchiok氏等は100。に於ける水蒸氣にて3，時問回せう）

　4動物の籠は常に清潔に保ち時々消毒を怠るべかからず．

　　　　　　　　　　　　　Vitamin　B訣芝基礎飼料

　本試験に用ぶる基礎飼料も亦種々あれ共余等は次のものを使用せり．

　　　　カゼイン　　　　　　　　　　　18％

　　　’米澱粉　　．　…　　　　　　　67”

　　　　オレーフ油　’、　　　10”

　　　　マヅカラム二二No．185　　・　　　5”

外にVitamin　Aを補給する爲肝油を一日0・039・，與ふ・（肝油を鼠に多量に與ぶるは有

害な姓意すべし）　．　　　　　．・一
　　上記基礎飼料定量分析

しrr　8’ 含窒素有機物（蛋白質として）

粗脂肪

澱粉其g）他無窒素有機物

鑛物質（二分）

噛、水分

16．45％

10．04”・

55．50”

2．91”

15．10”‘

検盟給與方法

　本試験1と於七槍髄を與へる揚合は是亦基礎飼料と身離し與云るを可とす．毎朝前日

の飼料を籠よう取出し動物に室腹を威せしめみきて槍艦を輿ふれば鼠は容易に之れを，

食す．

　若し三三を基礎飼料に入れ與ふる揚合特に多量を混合するを必要とする時は定量分

析を施して基礎飼料の組成を二二に鍵更せしむるは本試験も亦同様なう．

　槍膿中Vitamhl　IB含有量の僅少なる時は之の給與に當り適當なる工央を要す・例

5ば1937年みr山ur　Sc1・elmer七氏は委酒中のVi｛amin　B試験に於て変酒を滅腿4ぴにて・
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濃縮し試瞼に供せり∵ヌ1925年W．H；Edd夕『氏等ば錐詰堰口のVi七ahlhi：B試験に於

て喜界を6αを超へざる温度にて乾燥し使用せり．

　耳塞め主夫を凝らすも思ばしからざるものはVi｛anlin　B’を抽出して與ふべきなり．

但し此の際多少のVitaln血損失は畳附せざるべからず．

　　　　　　　　　　　　∫　　鳩を用ふる試験

爲眞5鳩　の　籠　　　’

　余等はVi佃n血Bの各fa◎船rの試

験は自鼠のみに依る考べなりしも之等

の試験方法の研究に着手する時を有せ

ざりしを以て暫く在來の方法に依り鳩

を試験動物として採用せり二って多く

の経験を有せざれば二野考の程度に止

む後に述ぶる鳩を用メ、るVi七ami血試験

方法は最も簡便なる方法を撰びたるも

のなり．

　本試駿に二様式あウ其の一つは鳩を精自米を以て試験し他の一つは鼠と同じくV五編

min：B敏乏基礎飼料を以て試織す前者は鳩は　Vi七3min　B以外のVitami丑は此れを必

要とせずと言ぷ圭張のもとに行ふものにして後者｝さ鳩の場合も亦完杢榮養よりVi㎞

min：Bを除きたる飼料に依り飼育する必要ありとの主張に基くものなり．
、●

ｴの何れを正當とすべきや余等は知らざるも自米のみに依ウVi七amin：B試験を施

行し得るとせぱ敢て繁維なる基礎飼料を調製するの必要なしど考へ白米方法を探るこ

ととせり・

　白米を使用する場合は鳩に任意に際食下しむるも可なるも　Vi七amin：B映乏の爲漸

弐食慾減退し其の結果途に弊死する惧あり故に此の場合に強制飼養を推奨す．・

　興米は午前，午後各一回109・宛與ぷ槍膿は少量なれば其の門戸へ多量の場合は臼

糧を減ず確實な．軍法と，して鰍の場合胸搬旧識響ぐ鴻の試騨於て

は必ず膿温を測定するを要す躍動正常なる問は例へ純麗は降下するも容易に蜷死する

ことなし・反之禮：重のみ注意する時は例へ十重増加を示したりと難もこれ必ずしも

Vi七amiu：B映乏の影響に依るものに非ず．鳩は瑞毎mh1：B映乏の結栗清化不良を乗し

白米の紫嚢に停滞せる場合は膿重ば急に増加することあり此の際燈温は却って降下し
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遽に回る故に鳩の試験には必ず膿温謹重は共に測定するを要す．『

　叉排泄物に就き其の緑色を呈する時はVitamin　Bの不足に依るものなりとの説あ

れ共未だ確實なるものに非ずFunk氏の説に依れば糞の緑色は’Vi七amiゴ：Bを與へた

る後24時間にして消失すると言ふ　．　’∴一’

　使用する白米は水を以て反覆洗骨し：Vi七蹴血Bを除きたるものなり・

　　三三白米定：量分析．

　　　『含窒素有機物（蛋自質として）

　　　粗脂肪

　　　粗繊維

　　　澱粉其の他無窒素有機物

　　　鑛物質（友分）
　　　内
　　　　　カノレチウム

　　　　隣（P206）’「

　　　　水分’

　　　　アノレガリ性度

　　　　　「Vita血n　B標準試験法

（A）鼠を用ふる試験

　　　　小ii撃

　　　　食盛

　3．30％：r鐸虹彰

α34”．9兼

　0メ｝5”

”85：8生1ノ 謔P

τ0．27”’量’凱．

。謙ll

ゴ10．20”

＿1ユ8”

韻・6適確制飼養藤島・『’

　　　豫防試験を行ふべし實験室1こ於て同一系統の鼠を常こど次の飼料を以て養ふ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　98・5％　’ン・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．5〃『『”』

・外に牛乳聯醐しむ胆三三機三三ど1．9∫『
　　識曙手せんとする時は生後樋問凡絶509前後の動物を各別の籠1こ入醐要の

　　群紛つべし此の際成るべく同一腹仔鞭用すべし・各蹴・醐孕腹と殖ち

働　に次の飼料を供す．

　　　Vi七amin：B映乏基礎飼料

　　　　　カゼイ．こイ　　　　　　　　　　’　　．　　18％　　　　　．　　、　　　　、で

　　　　　三一フ油　　　∫・・％’一　 ’ジ’：
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　　　　・マヅカラム璽No・185　　　　’．　　5％　　　　　畔

　　　　米澱粉ゴ　　　，　　　　　　　甲67％

　＝：一外に肝油を各動物に0．03gmを輿ぶ　　　1　　　．　　／

　　上記基礎飼料はre俺clioロを防ぐ六一氣歴1こて30分間庭理し）セるものを用ぶべし．此

　の際ne瑛tive・Contro1として一が群採るを要す；

　　豫防期間は8週間を以て終る此の期間に於て三重増加週準均鎗血を示すに必要な

　る槍燈下を求むべし．（實験例に述ぶるトマトの如きは斯かる槍髄量を見出すを得ず・

　余等未だ多くの槍禮を三三せざる爲め之れが研究は後日に譲う暫くSherman氏の設

　に依る畜とせり）

　（B）　鳩を用ふる試験（前述回る如く本試験は最も二軍なる方法を撰びた：り）

　　豫防試瞼を行ふべし市中よう幼鳩を購入し次の飼料を以て成長ぜしむ．．

　　　　　　　　　　　　　　　栗：及　玄　米

　　騰重250g．前後に達したる時丁丁を開始すべし基礎飼料は充分洗下せる白米粉末を

　　経口的に一・日20g．2同に分ちて與ふ水は随意に飲ましめ外に海砂も三食に任

　　す・一群少くとも3朋を必要とすべし・豫防期間は50日とし此の問禮重支持に足る

　　槍膿量を見出すべし．本試験に於ては膿重と共に常に髄温を（四温計を肛門に挿入

　　すべし）測るを要す．

　　　　　　　　　　　　　蓼酒酵母ρVitamhl　B定量』　　　　　一
ギ

　　試験時季　昭和六年夏

　　槍1澄は大日本ピPノン川下より分譲を受けだり．

　　　定量分折

．含窒素有機物（即自質として）

粗脂肪す

無窒素有機物

鑛物質（次分）

　内
　燐（P、05）

　：カノγチウム

水分

52．13％

0．56％

34．OS”

7．52”

5．93”

　．痕跡

5々1〃

噛
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　　　　アノレカリ性度　’　・一9．08

　：，辱　・　　　　試験方法　　　　　　　 ’

’翻試験を行ふ既に本四に於て述べたる如く余等はVi拠mi・B試験の暴礎飼料に

馬鈴薯澱粉を使用せる結果動物はrθ免otiORなる現象を起し数度の失敗を重ねたるを

報告せり・又自色デ・スト．リンも稀に之の働あるを以て二三依るべ瓢の必要

を認めπり・

’只に酵母gみならず從來の文献に於ては引回飼料の澱粉に野する注意を怠りπる『を

以て樹澄中のVi七amiロ：B含有量の相違せると回しきもの少なからず．

　余等の使用せる動物は市中よう購入せる一腹仔を實験室にて飼育せるものなう槍膿’

は基礎飼料とは別に一定量を日々に與ふ鼠ば好んで之れを食ふ期間は8週間にて回る・

　　　　　　　　　　　　　動物歎

　　　　鋪1群　　　　　6匹

　　　　”2”　　　　　　 5”

　　　　”3”　　　　　　4”

　　　　”4”　　　　　　　　5”

　　　　”5”　　　　　　 5”

　　　　”6”　　　　　　　　5”

同一三二は各群に配し左り．

槍膿量

Co虹trol

O・059．

0．1”

｛，2　”

0．3　”

0．4”

試験結果『
第1群　　Control．

性

♀

♀

♀

♂

♀

最　初　の　燈　重
　　（9）

40

40

43

46

57

59

最’後　の　盟重
　　（9）

25

26

31

40

41

42

増　加　燈　重
　　（9）．，

　一15

　－14

隔一P2

　－6

　－16

　－17

1　生　存　期　間
　　　（日）

．37日

27

30

21

39

31

平均 475 3辱．1 一13．3 293
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第2群　　　　槍畳豊量　　　　　　0．05g．

性

♀’

．合

♀

♀

最初の燈重　（窺）

49

－37

45．

39

52

最後の盟：重
　（9）
75

35

58．．

40

47

柵加盟重　（9、
26

一二「 Q

13

1

－5

試瞼期間　（日）

．56日

’〃　

〃

〃

〃

平均 444 ．51 6．6 56

Gm3，
検霞量70

　Ψeig．10 Vitamin肩定量　二重訓化ノ挙均 ’冊

検饅姿酒酵母 へ 0βgm．

60．

．2gm．

3日 轟

5

5

．1

20 4

10

－’L

5
0．05gm．

0

6

5

40
、

、

1
、

黙線ハ死亡アルヲ示ス

博噬n生存動物数

＿20

）oロtro1．

第3群　』槍禮量』　0．19．

性

♂

♀

♂

舎

最初の髄重
　（9）
46

42

40

42

最後の燈：重
　（3）
75

63

65

57

5曾加燈重
　（9）

29

2工．

25

15

試験期間　（日）

56

〃

〃

〃

平均 42．5 65 22．5
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第4群　 槍膿量 0．29。

性

♂

♂

♀

♀

♂

最初の燈重　　（9）

45

55

37

38

40

最後の盟重　　（9）

100

123

9，

80

84

」曾加髄：重
　　（8）

55

66

53

42

44

試瞼期間　（日）
56’

〃

〃

〃

〃

　平均　　　　43　　・

第5群　　 検膿量　　　　 0．3g．

948 52 56

性

♂

♂

♀

舎

♀

最初の彊重　　（9）．

．33

521

33

40

33

最後の燈重　　（9）

112

123

105

96

90

櫓加三重　（9）

・　、74

　71
　67
　53
　52

試瞼期澗　（日）

’53

〃

〃’

；’、．

〃

　平均　　　 41．2

第6群　　　槍1置豊：量＝　　　　0・49・

105．2 64 56

性

♂

合

♀

♂

♂

最初の燈重　　（9）

43

37

37

42

最後の燈重
．’ @（9）

106

115

100

96

123

櫓加三重　く露）

．64

78

65

59　　し

81’

一試験期間　　（日）

．53

〃

〃

〃

』〃

　二一　38后．‘　　108　　614　　　56
上記の表及別圖に棚かなる如く丁丁0ρ59．にては8週間髄維持するに足るの’

みなり．

　又ρ．19．にて22．59。の増加を示したるを以て週2．89．の成長を見たり．

依って週君9・の膿重塘加を示す検膿量は0・19・が所要量なるべし・



μ8 山’ A壇も・∵萬　 年

試験時季昭和六年秋・

試験動物・鳩

　第1群

・∫”2”　　’

　”3”

　”4”

第1群．Contro1

蓼酒酵母のVitamin　B定量．・

動物藪　　　槍膿量

3匹　　　　Contro1
3　”．　　　　　　　　　0ユ9．

4”　　　　　0．3”

’．1　ノノ　　「・　，、　　　　　　0．5　　”

　試験結果

最初の盟：重
、　（9）

255

240

233

最後の十重
　（9）
216

195

205

櫓加彊：重　（9）
一39

－45

－23

生存期間　（日）
14

13

13

　季均　242．7

第2群　野洲量

．205．3

一〇．19．

一37．3 153

最初の燈重　 最後の二重
　（9）　　　　　（9）
259

’♀64∫．

245

257　　．
皇09

281

増加燈重　（9）
一2』

一55

十36

生存期間　（日）
2壬；

251

・36．

　準均　256　　　　249
、第3群　　槍禮量　　　α39・

一7 285

最初の三重
　（9）
259

275

281

239

最後の燈重　・（9）

292

290

310

265　　 ）

槽　加　燈重
　（9）

　串3

　15
　29
．　126

試瞼期聞　（日）

50

〃

〃

〃

平ま勾　　　263・5 289．2， ．25．7 一59　　㌃・

〆
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第4群　　楡膿丑 0．59：

●

最輪齢睡後＆髄い加（b髄’1蝉，、糊
250 i 285 35 レ 50

表に依う明かなる如く槍膿量0・19・にては不足し0・39・は50日間丁重を支持するに

足る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・　’一

　　　　　　　　　　　　トマトのVitam血1　B定量

　試験時季　昭和六年秋よウ冬に亘る　　　G

槍膿は一時に多靴買入れ麟醗して汁液を恥「ア・・コホ庵加ぺて5・％とな

し保存せり1必要に鷹じて其の上澄液を取り減厘下40・にて「アノレコホノレを除去して

用ひだう．

　　定量分折

　　　　含窒素有機物（蛋白質として）　　1．22％

　　　　粗脂肪　　　　　　　　　　　　　0．08”

　　　　無窒素有機物，　　　　　　　　3．48”

　　　　鑛物質（友分）　　　　　　　　0．52’た

　　　　水分　　　　　　　　　　　　・．94．70”

　試験動物は實験室にて飼育せる同一系統の白鼠を用ひたウ槍膿は前記σ～如く庭回せ

るものに少量の砂糖を入れて甘味を附して與へたウ動物は良く之れを飲む．

　　　　　　　　　　　　　動物数　　　　　槍禮量

　　　　第1群　・　　　4匹　　　・Conもro1．　　　　　　魅

　　　　”2”　　　　　　5”　　　　　 10（1β

　　　　”3”　　　　　　　　5”　　　　　　　15”

　　　・”4”　　　　　　　　5”　　　　　　　20”

　　　　　　　　　　　　　　試験・結果

第1群　　　Con七ro1



150』
山’－ 轣u㌃本’『・’”萬’ @奪『

・　性　 最初の燈重　最後・の盟：重　増加燈重　生存期間（9）． （9）　　　　　　　　　　　　　　　（9）　　　　　　　　　　　　　　（日）

舎 L 45 、 25 一20 ‘
29

♀ 45 27 一18 25
●

＝ 一，

舎 45 30 一15 31

♀ 弱 26 一18 25

　『層納　 軋7“　　2マ
第2群．　楡禮：量　　　　10億

幽一Pか’ 27．5’

性

　’舎
　　舎
’　　♀
　　‘♀

最初の燈重
　（9）

46

0．4壬

48

50

47

最後の髄重
　（9）

30　 、

34

29

禽

3妥

増加畿：重
　（9） 生存期間　（日）

一16〆　　 40『．

・一P0　　　　56
－19　　　　43

鵡17’　　　41
－13　　　　56．

寧均 47 32・ 一15 47．8

Fig　11 ト？トノVitam㎞B定量　　饅重愛化ノ平均
20

o 5
検睡量　1

撚：
3日

10

聖

3 10¢澱．

ア 口

；2

黙線ハ死亡アルヲ示ス
博噬n生存動物数　2　　　　　　　ρ

Cuntrn
，

暫

第3群楡燈量
’ユ5cq

性

♀

♀

♀

♀

♂

最初の燈亀重
　（9）

40

’45

45

44

52

最後の盟重
　（9）

55

δ6

5S

ε5．

57

5曾加醤：重
　（9）

15

21

13

11

5

試験期間　（日）

56

〃

’，’

〃

〃

、
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　’年均　　　　　　452

第4群　　楡禮量　　　．20c急

56．2 13 56

性比最鴫髄
♀

♀ノ

♂．

♀

55

42

40

49

47

最後　の　盟重
　　（9）

70

茄

54

65

59

柵・�C髄1擁。1胴
15

13

14

16

12

‘56

〃

’ノ

〃

〃

李均 46．6 60．6 14 56

　前表にて明かなる如く鼠は15c危以上を飲むも其れに比例して成長を來さず之れに就

き1923年ShermaR二等の説を見るに多量の二二を飲む鼠は基礎飼料の囁取回を減ず

る傾向あり．從って其の成長はnorma1以下なるに關らずVi幅minの量に比例して

登記せずと言へう本試験は二三均3gの二重増加を來さしむる樹澄量を見出す能はず

本文に述べ怠る知く鼻差）標準の探り方は暫定的のものなれば他日の研究に待つ乙と、

せう♂

　　　　　　　　　　　　　蕩薩のVitamin　B定量

　試験時季・昭和六年秋よう冬に亘る・

　槍騰は日々新鮮なるものを買入れた．り．

　定量分折Vi｛鋤hl　Cの部に掲ぐ．

　試験動物は前と同じく同一系統のものを使用せり槍膿は生の儘與べたう・．　　　1

第1群

”2”

〃お〃

”4”

動物数

　4匹

　5　”

　5　”

　5　”

　試験 結　果

槍膿量

Control

　19．

　2”

　4”

第1群　　Contro1



15a 山・本・”1・．‘・・萬艦・　年

・本試験はトマトのVi七amih　B定量と伺時に行ひπるを以てCo皿trolは共通；とせり・

第2群　槍膿量　　19．　　　　　　　　．．．．　，，

性

♀

♀

♀

♀

♂

最初の盟：重
　（9）
56

56

53

50

55

最後の高邑
　（9）
33

38

31

41

45

」曾加彊：重
　（9）

一22

－18

＿22

－9

－10

生存期間　（日）

51

44（死）

42’；

45　”

37　”

平均 53。8 37．6 一16．2 43．8

Gm蛋’
5

Fig二13 ．難ノVi㎞㎡nB定量饅重愛fピノ季均 1検髄量1

40

9障’．

一

50

3日 の　　　1　層 c F ，

’26 ’
1

「 5’ 3
幽

10

0 5

4 一

3
10

・

1
Co　tm1

1
2 ’∫’

岬　咀

一20
勲線ハ死亡アルヲ示ス

~字ハ生存動物数 ：1 皿㌧． ド　ノ

一3
曽

第3群　槍選撮 29．

■

．性

♂

♀

♂

♂

最初の櫨重
　（9）

49　　 」

53

54

51

42

最後の髄重一
　（9）
6i

56

63

84

4Q』

．檜加短重　　（9）

∵－ D．
P2

　　3
　　14

　　－2“’

試瞼期間　（日）

49（死）

、55、

56

55

49（死）

準均 49．8． 61．8 12 53．2　　’
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第4群．槍禮：量 49．

性

♀

♀

♀

舎

最　初　の　髄重
　　　（9）

46

50

47

45

50

最後　の　髄　重
　　　（9）

93

75

10工

85

105

3曾　加　櫨　：重
　　（9）

47

25

嵐

40

5δ

試　験　期　間
　　（日）

56

〃

〃

〃

ゼ

平均 47．6 田．8 44．2 56

前表に依り明かなる如く槍禮量19，にては不足し旱9・は辛うじて鐙重を支持するに足

る4g・は充分なう・一：「　　　．　　　　ゴ　　　　　．1’．　i　　　　，

依って週李均3g・の李均増ヵロせしむる槍燈量建2g・と4g・の中間に存す，

　　　　　　　　　　　　　米胚芽の、・Vit・m血B　1定量1一：・：，．1

試験時季　昭和斥年冬・’より七年に亘る∴：二．　”・　　　，

櫨は榊頗郷の．螺入門αにて乾燥せしめ効・

　　定量分折　　　　　　．＝　　　　　　　∵』’

　　　　含窒素有機物（蛋白質どレて）　19・gβ％　：　・、　’．ジ1‘・，

　　　　糧脂肪．・・．　．・1∫：　’　　23・71”

　　　　無窒素有機物r：’・．・一．’1．、41．5gl’、．

　　　　箏欄勘）一㌧’n謝　’層「「∬　．
　　　・水分、　　’　　．　・　「・4・42”・…　　　　∴・一・’・

　　　　アノレ’カジ’性度　　　　　　　　　　　　　　　十2．48”

　試験動物は同一系統のもめを使用せケ・’

第1群
”・ Q”

”3”

”4ゴ”

動物難

　3匹

　5　”

　5　”

　5”・

槍艦量

Contro1．

0頴）59．

0．1

0．2

9



　　1154● 山　・，、本・．萬　 年

　　第5群　’　　　　　5”　　　　0．3”

’　　　”6”　　層　　　　5”』．　　　　04”

　　”’7”、　　　　　3’，　　　　1．0”

三三は前同同様基礎飼料よ．り分離して與へたり．

　　　　　　　　　試験結果
第1群　Con毛rol．

性「

合

♀

最初の農重、　　（9）

40

50．

54

最後の燈重
　（9）
25

・35

36

」曾加髄：重
　（9）

一15

・一
P5

－181

生存期間　（日）・・

29

30・

31

　牢均

第2群

48、

槍燈量　0．059・

写2 一16．． 、30

♀

♀

♀，

♂

－r♂

最初の匿重　9（9）

40

45

142

49

45

最後の髄重
　（9）

33＝

39

35

を3

’32．

櫓加盟重　一（9）

一7
一乙6

－6

－17．

一13

生存期間　（日）’

56．

〃

〃．

’45’

．53、

雫均 42．4
．．

R26『 一9．8 53．2、』．

Gm当．．

！

和
F三ξ．13 髄米胚芽ノVi鋤血B定量　　饅重璽化ノ季均 穣饅量．

19皿r
3

、，

3日

20 5
　　　．O．4綴n，

10
，

0βgm．

5
匂

四 鍛
5

黙纏ハ死亡アルヲ示ス

博噬n生存動物敷

虚
匿 の

0．05gm．

1

2硬

ont顔P且．

，
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第3滋岩　　 楡骨豊量　　　　 Ob19・

，性

♀

一♀

合

♀魑

・・ ﾉ

最初の燈重
　（9）

41

50

42

40’

40

後．の三重
　（9｝

40

44

44

45”

46

桝聴司蹴，糊
一1

－6

、” Q’

5

・6’

56

39

・56

〃

’〃

　丁丁　　　　　42．6　　　　　　　　43．8

第4群　　槍両両　　　02暮

1．2 ’52E

性

♀

♀

♀

最初の盟重
　（9）

5五

41

55

45

43

最後の盤：重，
　（9）
46

55

62

40

46

3曾加燈重（9）

一5
141

7

－5．

3

試瞼期；間
　【日）

56

〃

〃

”

〃

　牢均　　　　　　47　　　　　　　　49・8

第5群　　 槍畳豊量　　　　 α39・

28 56

性

♀

♀

♀／

『♀

♀

・最初 喧ｿ重
42

42

46

43

45

最後の燈重　（9）．
49

59

39

50

51

」曾加盤重
　（9）

7

17

－7
7

6

試験期間　（日）

．56

〃、’

〃　・

、”

〃

　平均
第6群

45B

二二：量　0．49・

49．6 6 56』

性

舎

♀

最初：の三重
　　（9）

　　141
「’

@　42

最’後 赴ｻ重上搬加（鮮i鱒重‘

．57

68

16・

：26

試験期間　・（日）　冒．

；56

’〃
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山 「’ {’‘．・　「’・萬’ 年

♀

♀

♂

46

46

42

55

70

61

9

24

19

夢6

〃

〃

　　平均　　「　，　434

第7群　　槍膿量 19・

62．2 ’18．8 56

性

♂

♀

♂

恨初　の　髄重
　　　（9）

42

44

47

最後　の　髄　重
　　　（9）

72

76

87

柵　加　盟　重
　　（9）

30

S2

4，

試　験　期　間
　　（日）

56

．〃

〃

雫均 44．3 78，3 34 56

週ZF均3g・死）膿重増加せし回る塗膿量は0・4g．と1g・の中間に在るを知る．

　　　　　　　　　　　　　朱胚芽のVitamin　B定量

　試験時季　昭和六年秋

試験動物鳩

　　　　　　　　　　　　　　動物歎　　　　　槍膿量

　　　　第1群．．　一．3環、　．Cont「ol
　　　　”2”　．　　．　　　　　　　　2　”　　　　　　　　　0．19．

　　　　”3”　　　　　　　 ’2”　　　　　　0．3”

　　　　”　4”　『　’　　　　　　　　　　　2　”　　　　　　　　　　　　0．5　”

　　　　　　　　　　　　　　　・’』巨

　　　　　　　　　　　　　　　試瞼結果

第1群　　Control

．婆酒酵母と同時に施行レπるを以て本群は共渾とせう・

第2」群　　　槍畳豊量　　　　　　0．19

最幅幽陣鵠騨陣偏燈糾生存（白糊
260

Q61

．　　226・　’

@　　　　247

一34

|14，

』34し

R1
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　平均　　2605

第3朗羊　　 二〇．39．

236．5 一24 325

最初

258

230

2『妥

285

櫓加s）三重 P試論間
6』

る5

50

，ズ

　均三F　944

第4群　　槍膿量

274・5

0．59

『30．5 50

最初

264

253

313

269

櫓　　加　燈　　重
　　（9）

49

16

試　瞼　期　間
　　（日）

50

〃

　＝F均　　2585　　　　　　　　　291　　　　　　　　52．5、　　　　　　　　50

　槍膿量は0・39は50日間燈重を支持するに足る．

　　　　　　　　　　　　第六章Vitamin　C試験方法

　　　　　　　　　　　　　　試験動　物

　本試験に採用せらる＼動物中1こて多くの實駒者により最も簡便且経濟的として推奨

せらる、ものは「モルモットにして膿重3009．前後のもの最も適當なり．

　實験室に於て繁殖せしめたるものを使用すれば理想的なれ共余等は市場よう買入れ

たる幼モルモ・トを長期問に回り飼育して用ひたり・

　　　　　　　　　　　　　Vi㌻an血C雪田基礎飼料

　本試験に使用する基礎画料はVi七amin　Cを除き他は総ての鮎に完全なるべきは勿

論なり一台れ共絵ウ不昧にして動物之を撮取せず途中にて寸寸不良1く陥り蜷死す弓が

如きものにては完全なる試験を望む可からず・．

　1叩2年Eq・Shemlan氏等は次の如き基礎飼料を使用せり．

　　　　專撫察：「　　∵　　．　　・　　　…　・『　　　ド噛曹　59％’　／　　「”」　・一』

　　　．脱脂乳粉末　　．　　　　　　＿．β0｛’

　　　　牛酪　　　．　　　　　　　　　10”
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　　　　食塵　　　　　　　　　　　　　　1”

　燕変は必要に懸じ其の都度粉砕し脱脂乳粉末は三三の接三面を可及的大とレ、120。

髄にて2時間加熱す．

　牛酪は50。以1下にて其の含有するVi加min　Aを破壊せざる様注意しつ、溶解せし

め遠心分離器に装置し水分及び璽類を除去す．　　・

　余等は上記の飼料を調製し定量分析を行ひたるに次の如き結果を得たり・

　　定量分析

　　　　含窒素有機物（蛋白質として）　　　　　18．12％

　　　　粗脂肪；　　　　　　　　　’　　　　　12．28”

　　　　粗繊維　　　　　　　　　　　　　　　／2．35”

　　　　糖分（乳糖として）　　　　　　』　　　12．03”

　　　　澱粉其の他の無窒素有機物　　　　　　44・67”　　　　　　．

　　　　水分　　　　　　　　　　　r　　　　．6．10”’

　　　　鑛物質（次分）　　　∫「　　　　　　　　4．45”
　　　　　内
　　　　　燐　　（P205）　　　　　　　　　　　　’～　　『　　　　2．17”

　　　　　カノレチ．ウみ（CaO）　　　　’．∴　　　「　　0．61”ゴ

　、

　　　　　クロ・」ノンナ「トリウム（NaC　r）・　．、．　1．05”

　　　　アノレ’カy性度　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　十3．37．

　伺信頼す可き基礎飼料としてはHols儲nd　Frδlichの方法を修正せるものにして19

磐年Dr．　E．：Remyの使用せるものな『り即ち

　　　　き塒萎　　　　7　　　　　．　　1　　　　　：．　　　　　409・

　　　　ふすま　　．　　　　　　　．1ケ日”．

　　　　食思　　　　　　　　　　　〆　』，1”

　　　　牛乳　　　　　・曜　．，噛∫　45co

　但し牛乳は使用前100L120。にて‘1時間加熱せるものなり・此の飼料は簡便にし

て由良結果を得るものとして各回験者の推奨するものなるを以て何等懸念なく使用す

る乙とを得＾“し●　　　　　　　　　気　　　　　　　　　　　　　・　　　∫∫
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　　　　　　　　　　　　　　試験開始前の注慧

　動物は購入後直ちに試験に供するが如きは最も啄むべきこどなり．・購入に際し先づ

其の健康状態を調査し調質虚弱にして既に疾病に犯され居る徴候を有するものは最初

よ二り除外すべし・i欠に蝕に撰揮ぜる動物は新生活に慣らしめざるべがらず即ち動物は

其の周園の釈況及び飼料の漫更によケ切れに煙る～まで其の聞取：量を減じ爲めに三重

の減少を聴すものなb故に最初試験に供する基礎飼料及び｝Vita血h　c『を含有する野菓．

類を興へて飼養すべし然るとぎは動物の髄鞘は初め減少す肖れ腹中に存在せる’以前の

飼料の排泄並びに飼料に躍る、までの平取量の減少に基くものにしイ此。減少しつ’、

ある四重再び増加の徴候を示しπるとき是れを最初の瞬重乏して試験を開始すべし・

斯かる些細り注意を怠るときは試験結果を不正確になすもめと畳悟せざるべからず・

　　　　　　　　　　　　　　　試験動物の数

　これ最も考慮を要すべき問題なり・成るべく多歎の動物を使用することによう正確

の結果を得るは勿論なれ共其の膨めに充分の注意行届かずして反つで結果を不空爆に

導くが如きことあるべからず一般に’Vi七aminの試験は熟練するに從ひ下弦の動物に

ても槍膿中’Vitaminの含有量を四望するを得るに至る．’

　経濟的に且比較的の結果を得・るには各駅5匹宛にて適當なるべし・荷これにheg醐ve

co五tro1並びに場合により’てはpositive　con七ro1としで夫々数匹の動物をも必要とす・

uegative　contro1は基礎飼料中にVitamin　Cを含有せざることを謹明せんが爲めなウ・

　野冊若し液膿にしてビペツトにて與ぶる場合はneg醐vθoontro1にも同量：の水を興

ふれば甚だ正確なる結果を尊べし・少数の動物を使用し初あこれに槍禮の一定量を與

へ漸次増量して所要：量を求むるが如きは到底正確なる結果を期し難し・’

　　　　　　　　　　　　　　　試験　方針

　Vi｛amin　Cの試験には治療試瞼’よりも豫防試験を聖母とす．治i療試験に於いては

壊血病に罹れる状熊を外観のみに依りて推定するものにレて後述する徴候により略判

噺するを得れ共其の時期を失するときは動物は歯痛を回しセ槍禮の振取不能どなるこ

とあり∵－

　其の他鍾々の鮎よう豫防試験は最も正確なる結果を得るものとして推奨するものな
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り．

　扱て槍膿を與ぶるには如何なる方法を採るべきや勿論三三の種類並びに時と場合に

依れども出來得べくんば張制飼養は差控ぶ僻し．：是動物の溝甲羅官は動物自ら本能的

に食ふ揚合と然らざる時とは其め滑化作用に於て著しき差異あるを以てなり・槍｛澄は

基礎飼料中に其のヴ定量を混ずる場合と槍膿のみ野猫にて與ふる場合とあり・動物好

んで食する竜のは後者に依るを可とす．然るときは動物は與λ・られカる瞼定を悉く中

取も最も正確なる結果を得基礎飼料に混合する揚合は毎日の樋取量の多少によう槍

膿の量も亦異なるを以て多少結果に不正確を來すを冤れず．

野畑若し，Vi恥恥。含有量の少なるときは必然多量の槍膿を與べざるべからず・

然れ共除り多：量の検膿を使用するときは槍膿中のVi楓min　C以外め物質の早め基礎

飼料の組成に礎化を及ぼし縛めに試験結果に於》む砺毎n≧in　C以外の他のFact・rを混

入す．　　　．

　検膿を與ふる場合動物若しV並am｛n　C歓無碍態にあるときはVitalniR　Cを含有す

る物質なれば好んで之を食するものなり．、故に出班得べくんば槍膣は軍猫にて與ふる

を町とす・乙の場合槍膿の種類により最初は食ほざるものあれども漸時慣る覇こ從ひ

撮賢し始む．一般に動物に室腹を航せしめ共の食慾に乗じて楡艦を與ぶれぽ直ちに食

メ、ものなう．檎髄若し流動膿の場合はピペツ．トにて與ふるを便利とす．漸かる揚合一

同量は5～6αqを眼度とし多量を與ぶる必要ある時は一日歎度に分ち興ふべしご

　　　　　　　　　　　　　　　試　験　期　間

　期間の決定は動物の状態によう長短あるを以て確言するを得ざるも翠に蘭燈申

Vitamin　Cを含有するや否やの程度の試験なるときは40～50日号て充分なるべし・然

れ共検謄のVi｛温min　C含有量を求むるには少くともgo日の日数を必要とす・叉人に

依り更に長期間織績する者あれども夫々試験の目的に，より各自任意に定むべきなり・

　　　　　　　　　　　　　　　試験結果の判定

　動物は試験絡了後これを解剖に付しだる結果を詳細に調査せざるべからず《例へ9α

日生存せるものにても解剖の結果壊血病に罹れることを示す揚合あり．叉試験途中

にて膿重降下レ絡に蜷死せるものと錐も此の場合必ずしも壊血病に因るものと云へ
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ざるなり，　　　　　　　　　　　　　　　亀　　　　　　　’∫

　1モルキットは甚だ呼吸器病に犯され易く叉寄生鍛の爲め衰弱し痴る、場合あるを以．

て實験には細心の注意を彿0噺かる動物は詰むことなく除外すべし．：．．

　　　　　　　　　　　　　　　　：壊血病の徴候　．．L．．・・．．．　・　ン．

　ViねmiR　C三二飼料にて飼養せるモルモットは早きものは1旱日前後に，し’て既に

壊血病の徴候を示す・次に其の顯著なる徴候を列墨すれば　　・

　　膿重の減少，，臼爾の弛緩，歯齪充血して痩瘍を生ず，血尿の排泄，關節部の腫脹

　　並びに疹痛に因う肢を投出し横はる　　　　　【　　　　、　・』∴

　　荷下の他fhGe－aohθの徴候あり，頭部を床．ヒに接し，て横はる　『・　　－‘二

解剖學的所見．　・、　　　，　　　　　　　・・㍉・一　一．…　　　一　　・

　　・骨の肇砕し易きこと，關節部に於ける出血

　　内臓出血，骨化作用の停止等にして其の他の詳細はFun：k．旧著Die　Vitamiロ（192

　　4）116頁を下野すべし・　「一∫・『　　　　　・‘〆　’噸一　　　’　1｝

　　『　　　’　　『　　　　Vitamh1℃標準試験法

　本試験は豫防試験を右ふべし．市中より張健なる幼屯ノγモツトを購λしVit、　C

敏乏基礎飼料及Vi七amin　Cに豊富なる野楽類を以七飼育す．水ば随意iこ飲ましむ．斯

くじて動物の羽重300g±n・前後に達したる時所要の群に分ち上記三三類に代ふるに槍　’

膿を以てすべし．此の際n6ga七ive　Gon七ro1を一群必要とす

豫防期問は9・日とし最御・角馴・附し壊備に論るや否や回すべし，、、

ゆ旧離戦持し壊血病を豫防し得る母蝿噸二四出すドし・

　　　　　　　　　　　　　　　實験倒一．．，、，

　　　　　　　　　　　　　渡稜9Vita卑i耳ρ定量．　　　　　　　、

　槍燈は市申販責の薩綾の葉の中問を、とうた弧，旧々新鮮なるものを使用せり．．

，　定量分析　　　　　．　＝　，、　　．　＼

　　　　窒素総量　　　　　0・55155％蛋白質として　　　　3．45％　　　　　　　4

　　　　内狛膣素α3785、〃〃・・　23ゲ“一二・一
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　　　非蛋白性窒素’μ17301”

　　　’粗脂肪　　　　　　　　’　　　1　　　　　　　0．31％

　　　粗緯維　’　　一’　　．　　　　－　　　　　　．：L22”

　　　其他の無窒素有機物．　　　　　　　　’　　　3班”

　　　灰分　　　　　　　　　　　　　　　　・　．12「1”’
　　　　内
　　　　　燐（P、0、）　　　　　－　　　『　　　　’0．訪”

　　　　　　カノレチウム（CaO）　　　層F　　　　　　　．　　0．19”

　　　水分　　　　　　　　　　　　　　　　　　’，89．80”

　　　　アルヵり性度　　　　　　　　　’　　　　　　　　15．707

　Sherman氏の基礎飼料を用ひたり・

試瞼動物は市中より買求め實験室に到着後10日間基礎飼料及蓑葎20g．を與へて飼養i

せり．

　乙れを4匹宛5群に分ち次の如く槍膿を基礎飼料より分離して興へた、り．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　検燈量

　　　　第1群　　　　　　　　Contro1
　　　　”　2　”　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0届5g

　　　　〃3’”　　　 1　　　9　　　　1ρ〃

　　　　”4”　『　　　　　　’　　　　2．0”

　　　　”5”　　　　　　　　　　　　　　　噛　　　　・　3．0”

　試験動物は各一匹つつ寵に入れ日々新鮮なる基礎飼料約20gl三水を與へ其の弓取

量｝こは常に注意して撮取回減少の結果三重に鍵化を及ぼす事なきやを確めブ～・り・－

　試験時季，昭和5年4月より6月に亘る

　　　　　　　　　　　　　　　試験結　果・

第1群　Contro1

番　　號 酬最判司最後欝1摺三重1生闇三
訂・ 堰梶p・・8 い3・ 19
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平均　　・諭・’刎7
『上記動物痴結果悉く錨に罹れる事耐

第2君￥…　　　　槍置豊量　　　　　　・0．5g．

白

3

4

卓・

〃

〃

324

303

303

2ZO

203

210

』「10甚

一10σ

一98

1・

2i

〃

267・

’

一go

番　 號

No．5

　6
　7
　8

性

♀
，；．

．”

〃

二四趨髄

340

『319

325

353

最後の三重
　（9）

216

260

215

225

増加髄重　　（9）

『＿P24

－69、

7モ10

－128‘

生録期間

　（日）．、

39

37

27

30

71昭

馳増加盟重

　　（の

532

：番　號

xe，9

　10
　工1

　12

性

♀

〃

”

’ノ

最初の盟重
　　（9）

323・

351

349

313

最後の腔重
　（α）

230

225

297

210

一9§

一126』

「52

－103

生存期間　（日）

90

33「

30

33

番　 號

No．13

　1星

　15

　16

性

♀

〃

〃

〃

最初の髄重
　（9）

275

352

232

282

最後の二重
　（9、

240　．

249

2δ9

239

摯・坪
コ：

72；

癖間．

74

83

90

90’

平均． 297，7 257．2 一34．7 84．2
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　No・13は死後解剖しおるに壊血病の徴候を認めず・No・工ξは鯨病を登して衰弱の結…

：果死亡せり．解剖の結果歎多の寄生鍛を認めたり・

第5群　　検瞠量　　　　39．

番　　號

Xo．17

　13
　1）

　20

性

♀

〃

”

〃

最初の燈：重
　　（窪）

305

・315

340

339

最後の盟重
　　（9）

375

225

400

340

3曾　加　盤　：重

　　（9）

　70

－9Q

　60

　1

置㌦蓼間

go

72

90

90

　　耶均　　　　　　　　　　324．7　　　　　　　335　　　　　　　　11L2　　　　　　85．5　　　　　『

　Noユ8は呼吸器病の爲めに行れπり．以上の試験より考ぶるに「モノレモツト」の壊血

病を豫溢するに必要なる槍膿量は2g・なることを知る．

　　　　　　　　　　　　　トマト汁のVitamin　C定量

　検禮1は市中販費の新鮮なるものを日々買入れたう．

　試験時季昭和5年6月よう8月頃：亘る

　　圭要成分の定量分析

比重　　1．0181（150にて）

含窒素有機物（蛋白質として）

エキメ質

轄化糖

粗脂肪

遊艮推総酸（絢構酸とし’て）

、二分

　内
　燐（P205）　　『　－’

　　カノンテウム（CaO）

アルカリ性度

0・75％’

4．70

■48

0．06

0．49

0．53

0．02568

0．00825

15．315

　基礎飼料及試験開始前の飼養は前同の丁合と全く同様なり．丁丁3匹宛5群に分つ・

動物の歎甚だ少数なれ共多くの實験者の既に定：量せる所なるを以て大膿の所要量を’
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知るを得たると叉一方には経費の瀦を考慮に入れたるを以てなウ．

　　　　　　　　　　　　樹下量

　　　第・群．　　．C・・t・・玉・　　．

　　　〃2〃　　　　三　　1．Oc危　　　　　一

　　　”3”　　　　　　　　 ・2．0”　．　　　　’　一

　　　”4，”　　　　　　　　　　　　　　　3．0”　　　　　　　　　　　　・’

　　　”5”　　　　　　、『．4。0’f

第1群，Con七ro1　　・　　　　　」

、

番　號

／

　No．46

　　　47’

　　　43，

性

．♀

’ノ

〃

最囎）甑・

340

345

265

最後の丁重
　（9）

233

ユ96　　∵

176

雪加燈：重
　（9）

一10L

－149

－89

試瞼期間　（日）・

16

19

18　　・

．牟均

第2群 槍｛澄量

幽5166

　1c血

202．6 一114
‘』1乞6

番　號

芯。，49

　50

　51

性

♀

〃

〃

最初の盟重
　ぐ9、

252

275

230

最後の丁重
　（σ）

176

170

222

5曾加腫重
　（9）

一76

－105

－53

試瞼期間
　（日）

ρ7

25

21

　　季均

第3群 槍燈量

269

2CG．

、189．3 一79．6 31’

三

番　　號 性 最初の盟重
@（9）

最：後の盟重
@（9）　・

増加｛澄重
@（9）

試瞼期　間
@（日）

No．52

@．53

@5正

♀〃〃 290

Q32

R05

225

P75

Q10

一65

|107

|95

66

R2

b6．’

季均

樹澄量

2923

　3e℃し

203．3 一89・ 54．6

ド1
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番　　號

No．55

　5ア

　53

性

♀

〃

〃

最初の盟重
　　（9）

最後品釧櫓・髪、馴試二間

（280）病氣の爲め實験開始後23日にて死す

2ε5　　　　　　　　300　　　　　　　　15

285　　　　　　　　　　　330　　　　　　　　　　　　75

66

66

　　耶均

第5群　　槍膿：量

2聞1

4Cβ，

細 45 66

番號 I牲

No．61

　62

♀

〃

最初㈲咩Q島三三，興重極塗，糊
ε25

275

450

’316

’125

41

66

66

　　朝　　　　35・’　　383　　85　．66
　本試験は90日に亘り試験する考へなりしも平字なる槍膿を引墨き得る能はざりしを

以て66日にて中止せり．

　解剖の結果より考ふるに豫防に必要なる量は3eaなることを知る．Viねmi五C試験及

鳩を用メ、るVitan藍m：B試験の電電例は満足に行ぷ町鳶を有せざりしを以て後報に譲る

べし．

絡りに臨み小端の御指導及御指圖を添うせる

　　所長西崎博士

多大の御援助を賜はうたる

　　雄三木三三馳酪蜘隔河合三太郎恥珊ピタ・潮究室畿

　　及當所服部技手

荷特別の御便宜を與へられたる

　　二野小島三郎博士

動物解剖に當う御助言を得たる

　　秋葉朝一鱒士 　：　　一　’
繍なる変醗三三せられたる　　　　　　　　　●
　　橋谷義孝博士
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石炭酸樹脂製軟食物用器具試験成績報告
工6σ

石炭雌樹脂婁飲食物用器具試験成績報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　技・師衣　　・笠　　・豊

　　　　　　　　　　　　　　一．換ヂ服部　舞・藏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　助・手1岩、元　　　伍』

　昭和五年七月附翼下第288號を以て衛生局長より石炭酸樹脂製飲食物用器具に回し’

石炭酸及フォルムアノソデヒードの反鷹虹普潭の用法により早暁出する程度謁査二三曾

ありπるを以て左記試瞼材料に就き試験し左るに次の成績を得たう依て之を報告す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　試験材料

造鷲瓢輪轡騨合計％種にして騨堺粥；騨

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　’一　　　’表一

番號1種 類’ P外 訓容 積1箇釧．製 造 所．

　　1

　　2

　　3

　　チ・

　　5

　　6

　　7

　　8

　　9

’　10

　11
　　12

　13

　14
　　15

　16

　　椀

　　椀

　　椀
蓋　　　　　付

蓋　　　　　付

　　椀　、

深　　　　　皿

　　皿
・小　　　　　皿

蓋付椀（高砂椀）

．蓋　　付　　椀

蓋　　付　　椀

　　椀．

　　椀

　　傘
蓋　　付　　椀

黒　色　丸　型

褐　色　丸　型

赤　色　丸型

黒　　　　　色

黒　色　丸型

黒　色　丸　型

青　　・磁　　色

青　　磁　　色

青　　磁　　色

津輕塗模様丸型

朱　　　　　色

黒　　　　　色

朱　色　丸型

陪憩1色丸型

黒塗巻1 ﾗ
黒　色　丸　型

　’335CG

　315CG

　3453c
椀　290GG
蓋　135CG
椀　290GO
蓋　120GG

　3203G

　2353c

　　903G

　　353G

椀　280cc

　13Dce
椀　330CG

藍175co
椀　330CG

　175cc
　330CG

　330GO

　310CG
椀　300c。

　140⊃G

　1

　1

　1
　、1

　■

　1
　．1

　1

　1
総・

　2

　2

　2

　1

　1

　1

数4
内蓋付2

憩戸市大橋耐1で目・14番地－

　　　　日本化學漆器株式會杜

　　「同’．　　』’上

　　　同　　　　　　上

巳戸市署屋
　　　　　憩戸硬質器具製作所．．

　　．同　　　　　　上

　　，同　　　　　　上

三戸市小野柄通5丁口12番地
　　　　樫野赴夫商店紳戸支店

　　　同　　　　　　上，

　　　同　　　　　　上
瀞岡市金座町3丁目　　㌧電

　　　　　前田傳兵衛
大阪市
　　　リグナイト工業株式曾砒

　’　同　　　　　　上

大阪市
　　　　　杉　野　製　作　所
　　　同　　』　　　上層

京都市河原町4條南
　　　　　サガライト株式會杜

　　　同　　　　　　上
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17

18

19．

20

21

22

23

24

25

徳

茶

茶

蓋

蓋

蓋

利

回

付・

付

髭

付

袴

卓

卓

椀

椀

椀

蓋付携當箱

朱線模檬丸型

朱郭模様丸型

濃二色丸型

黒　色　丸　型

朱色丸型
黒　色　丸　型

砂模様丸型

黒　色　丸型

罫四角髪

　　1103G

　　85co

　　115CG

　　31033・

椀　185CG
蓋　　83CG

椀290CG
．蓋　110δG

　　145cc

壷280。G
、蓋　100CG

層蓋　45GG
一重570co
二重290co
三重22りco

試験．方1法

1

1

1

1

1

、1

1

1

1

：京都市

京都市

同

同

同

帝三Eライト製｛乍所

　　上

　　上

　　上

日戸ライト工業株式會祉・

同

同

同

同

上

上

上

上

〆　今同の供試品と同一種類と認むべき・ラッカライト製品に就きて暗鰍こ前後2同に

亙り詳細なる試験報告（衛生試験駈彙報第33號175頁及同36號179頁）を螢表せると．こ

　ろにして前同の試験に於ては何れも同一種製品に就き一は非煮沸用器具の一般衛生的

試験法に準製し4％酷酸溶液，蒸鰭水，1％ナトロン毒液・1％盤面・清酒友食酢等

　を用ひて冷浸せる場合及他は前法と同一溶翔を用ひ煮沸用器具として使用する場合の

　試験法に準擦し温浸液に就きて比較試騨せり・而して三等の試験成績に徴するに沸騰

　に到る迄加熱せる4％酷酸を満古し30分間放置して得たる浸液に就きて施行せる反慮

最も適確なる成績を示したるを以て今…欠の試験に於ては專ら此の方法に依りて試験せ

　ウ．其實施二次の如し．

　　沸騰に到る迄加熱せる4％酷酸を満盛し時計硝子にて覆ひ時々掩捧しつ、30分間放

　置して得たる町回200CGを取りく此際内容量少くして浸液200coに充たざるものは豫め

酷磁2・…を脚下暇緯しめたう）之に25％燐酸10・・をカ・へ水蘇蒸勲御

　て得たる鯛液50CGに就きフォノレムアノンデヒード及フェノ伊ノンの各反恋を槍ず．

　　　　　　　　　　　　　，　　試験成績

　　前記試験法に從ひ試験せる成績次の如し．
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第 ・表1

華
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

ゴ1

22

23

24

25

フオルムアルヂヒード反：慮

・・唄㌍タ1一一詞二三・プ・・鐵

濃藍色

同　　上

同　　上

微緑色

微緑色

徴緑’色

微緑色

微緑色

微緑色

血赤色・

同　　上

同　　上

微紅色

微紅色

後薬色

微紅色

微紅色

微紅色

十

十

十

十

十

十

十

十

十

灘辮
同　　上．

同　　上

300萬分1弱

300萬分1張

・300萬分1弱．

300萬分．1

3り0萬分1弱

300萬分1

濃暗紫色
（約2萬分1）

同　　　上

潮　　　上－

300萬分1弱

200萬分1

200萬分1躬

200萬分1

90萬分1

200萬分i

100萬分1

100萬分1

200萬分1

70萬分1

1．0萬分1

1GO萬分1、

200萬分1

300萬分1

300萬分1

300萬十手

フ　ェ　ノ　一　ル　反　慮

・・ン戟[・｝弓長隆徳

6萬分1
10萬分1
　　弱
10萬分1
　　弱
6萬分1

10萬分1

7萬分1

10萬分1

痕　　跡

10萬分1

10萬分1
　　溺
5萬分1

殆ど無し
♪

7寓分1

10萬分1

3萬分1

3萬分1

3萬分1

7萬分1

5寓分1
10萬分1
　　弱
5萬分1

蟹一

6萬分1

6萬分1

痕　　跡

5萬分1

痕

3萬分耳

3萬分1

3高分1

痕　　跡

5萬分1

5萬分1

前記の成績に依れば・衛生局途附に係る二品25種中フホルちアノレデヒー・ドに回し最

も鏡敏なるベフ’トン鐵反鷹を極めて微弱に帥ち約200萬分i程度に生起するものは，精

多数に及ぶも本反慮は往々にして爾他の一般アノソデヒード類に依って登現するζ≒あ

るを以て此極微の反慮は果してフォ〃ムアノレデヒ・一ドによる固有反回なるや否や俄か
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’に噺諒し難し然れども此ペプトン鐵反面にして100萬分1程度に及ぶときは多くはジミ

ニみ1グィタリー及へ一ネノンの諸反鷹陽を性呈するに至るを以て油画3反慮も亦陽性

の場合にはフォノレムアノンデセードの存在を認定し得べし・帥ち検出中之等の3反慮陽性

を呈するものは第7・8・9・14・16・17・．耳9・20及卑號の9種にして総敷の42・85％に相

画す．叉フェノ・一ノレ心懸は10萬分1程度にては雨漏のミロン反面を呈するのみにして隔

心の反比を生起せざるも約7萬分1以上に及ぶときはブローム反鷹をも生起す而して

前記成績中ミ・’ン並ブローム爾反慮を呈するもqは第4・7・9・15・17・19・20・21・22・

23及’25號の11種にして総数の44％に相幽す又ヲォノレムアノンデヒード及フェノールの

雨心慮を薯明に生起するものは第7，9，17，19，20及21號の6種（24驚）にしてフォノン

　ムアノンデヒード反論のみ著明に生起するものば第8，14，16及20號の4種（16％）叉フ

ェノーノレ反慮のみ著明に生起するものは第4，15，22，23及25號の5種（20％りなり故に

今フォルムアノンデヒード叉はフェノーノレの話者若くは其「つを含有し衛生上不良と認

　むべ：きものは計15種にして楡品歩数の60％に相心す．

　　前記槍謹中心8，9，17，18，19及23號の6箇は何れも酷酸液卑00cG中に油入せしめ之

’等器物の内外爾面に作用せしめだうを以て其内面のみよ『う溶出せるフォノンムアルデヒ

　ード及フェノーノレによる反面の程度は前記成績の藩命ばに相宿すべき理なり然れども

　盗心器物の内容は35～115cGにして一方浸液は200ccなるを以て約2～4倍に稀記せられ

　たるが如き關係を示す．故に彼乏を繊酌すれば前記の成績を以て之等槍燈よう溶出す

　る程度と見倣して不可なるべし・尚ほ第17，18，19號の3箇は直接飲食物を泊るべき

器物にあらざるを以て之に就き他の槍膿と同様に論ずるは硝忠直に失する嫌あるも本

　試瞼の目的は現在に於ける市販石炭酸樹脂製食器の品質一般を知悉せんことを圭とす

　るものと小考せしめたるを以て冷語膿に就き同一律に之を試験せウ．

　　前記の試験成績中フォノレムアノレデヒード及7エノーノレの出鼻慮を最も著明に生起せ

る凱8及9號の3種につき前記の試験に供隔たるもめ硬1・灘4％酷照覧鵬

　蒸瑠水子冷蒸鯉水糸を用ひて前記の方法に從ひて浸出せるものに就き試験せるにi爽の

　成績を得ブ～．り．　　　　　　一・
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第 押

沸騰4％酷
酸第2回浸
液

沸騰4％等
軸第3回浸
液

沸騰蒸榴水
吐4回一心

冷蒸餓水蛸
5同蝶理

　…

ll

｛i

｛i

ブオルムアルデヒード反慮

エニ即智㌶胃管ブ盛
フェノール反慮
・・ン ﾉ二四i田鰻

濫．藍色1血赤色

藍翫赤．色
濃藍琶1

藍

藍

藍

色

色

色

藍緑色

藍　　色

藍　　二

戸赤色

血赤色

血赤色

血赤色

血赤色

血赤色

血赤色

’十

十

十

十

十

十

十

・十

十 ●

離羅翻・・萬分i
濃帯赤紫色濃曙紫色1

濃嚇紫色1

（2萬分1弱）

濃馨赤紫色
（3萬分1

濃帯赤紫色
こ4萬分1）

濃帯赤紫色
（3萬分1）

10萬分1

10萬分1

8萬分1

　　　　7萬分1

　　　　　　　馬
鞭§1・幾分1

（3当分1）

濃　紫　色
（4萬分1．）

濃紫　色
（3萬分1）

15萬分1

10萬分1

8萬分1
300萬分1弱

300萬分1

300萬分1

痕’助

8萬分1
10萬分1

10萬分1張

10萬’ｪ1・

10萬分1
痕　　　跡

痕　　跡

痕　跡

・前記試験成績に依れば沸騰4％酷酸にて浸出せるものは漸次極めて微1：量宛浸出成分

の減量を見るも歎同の反復浸出後も両ほ依然として著明なるフ牙ノンムアルデヒード及『

フェノーノレ反慮を示し次に沸騰蒸一水にて浸出せる場合も亦著明に前記雨反慮を生起
　　　　し
’し最後に冷蒸幽幽にて露湿せるものも僅微のフォノレみアノレデヒード反慮を生起せう・

　●　　　　　　　．　試験方法の改食に臆する小畔験　・‘　・　．．　一

前記フ・陥アザヒ論及フ・ノ’一ノン嚥出灘何れ轍食物中の防腐二三法

に戦し髄行せるも眺し轍鋤中をこは難難醐醐混入は三冠許解か

らざるものなるを以て可及的鏡敏なる反鷹を必要とすべきものなるも今次の試験に於

けるが如く普通の食器として取扱ふときは果して前記飲食物に封ずるが如き鏡敏なる・

試験を適用するζとの準準苓うや否やの疑を生じたるを以て其試験方法に就き研究せ

り・脇門糊識法は撒2・・CGを取りて之れに25％燐酸・・ccを漁・し門門蒸罐

行ひて脩液50coを求め共5叩宛を取りて各種の反鷹を検するものにして：本法に回れ

ば原液の約4倍に濃縮せらる故に今浸液其優を用ぶる方法（次表中のA法）と図面の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
如き蒸鋼法た依る方法（次表中の：B法）蚊に蒸餓法に依りて得ヵる餓液を蒸三水に七・

L
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一約4倍に稀澤し三三に復したるもの（次表中のC法）に就き各比較試験を施行し次の

威績を得たり・　　．　　　　　　　　　　　　　　　』　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　四　　　表

　反ン
�t

フ　オルムアルデ巨一　ド反鷹 フ　ェ　ノ　一　ル　反　慰
検燈番號

・理法塵・・二調酬一一回磯藁｝・プ・職 ・・ソ1ブー・㍑十二

l！l

ll

　　．

蕪

1燕

h｛1

孚｛i

蕪

囎

4i

法　　一

法　　一

法　　一

法藍　　色

法藍　　色

法緑　　色

法藍　　色

法藍　　色

法緑　　色

法藍　　色

法藍　　色

法緑　　色

法

法

法

法

法

法

法丁丁色

法微緑色

法

法

法微緑色

法

法

法

法

血赤色

血赤色

赤　　色

血赤色
1血赤色

赤　　色

血赤色

血赤色

赤　　色

十

十

十』

十

十

十

十

十

．十

三紅色　　＋

微紅色・＋

微紅色 十

響赤紫色

濃馨赤紫色

淡響赤紫色

番赤紫色

濃帯赤紫色

淡画赤紫色

幣赤紫色

虚血赤紫色

淡紫色

3。。萬分、弱1、萬分、．

300萬分　1　　　9萬分1　．

殆んど無し10萬分1弱

礪分1強撃∠薰ｵ
4萬分1弱　　　　　10萬分1弱

10萬分。1　痕　　跡

5萬’ ｪ1弱10萬分1

4萬分1弱10萬分1弱．

25萬分1　痕　　跡

5萬づ｝1　9萬分・1

3萬分1・10萬分1弱

10萬分1．殆ど無し

30り萬分：1　10萬分1

300萬分1痕跡
殆ど無し痕　　　跡

300萬珍1躬

309萬分4弱

殆ど無し

50萬分1弱5萬分1噛

50萬分r　7萬分1

300萬分1弱10萬分1弱

200萬分1　7萬分1

100萬分1　6諦蒔菱｝1

殆ど無し10萬分1弱

300萬分1　8萬分1

200萬分1弱P8回分1

痕　跡［10萬分1弱

痕　　跡

痕　　跡

痕　　跡

痕　　跡

5萬分1

痕　　跡

痕’ ﾕ
僅　　微：

痕　　跡
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→

畷

擁

減

A

B

C

A

：B

C

A

B

C

A

B

C

A

B

C

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

法

微緑色

徴緑色

極徴紅色

趣微紅色

十

十

　　　　　1
90萬分1弱8萬分1

90萬分1　6萬分1

殆ど無し10萬分1弱

300萬分1弱　　　　　6萬分1
、。。萬分目｝、勘、

1殆ど無し10萬分1弱

200萬分1弱　　　　　6萬分1
．脚萬分、［、萬分、

殆ど無し10萬分1弱

300萬分11弱6萬分1

300萬分1　7萬分1

1痕　跡110萬分1

300萬分1弱P糊1
300萬分1弱　　　　　9萬分1

殆ど無し痕　　　跡

痕　　跡

6萬分1

6萬分1

5萬分1

6萬分1

5萬分1

嘩　血

痕　　跡

痕　　跡

痕　　跡

「

　附記　前表中野盟第7，8及9號に既に前回迄の試瞼に藪同供用ぜうものにして今回の浸液に第5回目に相野し又

　　　　第4，18，19，23，％，25及暫號は第2回目の浸液に相當す．

　前記試駿成績に就き浸液を直接試験する方法（A法）と之を蒸鯛し約4分11こ濃縮

せるものに就きて試験する方法（B法）とを比較するに其成績殆ど大差無きもフォノレパ

アノレデヒード反慮は蒸瑠法稽鏡敏にしてフェノーノソ反鷹は後者四鏡敏なウ．蒸鯛液を蒸

瑠水にて約4倍に稀繹して原容積に復せるものは爾反鷹著しく不鋭敏となれり．此等

の原因はフ呂ノーノレ反懸を呈する成分中水蒸氣蒸鯛に依りても筒ほ斗出困難なるもの

の存すること及びフォノレムアノンデヒードは50ccの蒸鯛に依りては完全に｛瑠出せずして：

蒸瑠塚中に荷ほ多量のフホノレムアノンデヒードを残存しだめに鯛液を稀繹せるものは原

液を直接試験せるものに比して著しく不一敏なる結果を示せるものと思考す．

　前記の試験成績に徴すれば石茨酸樹脂一飲食用器具の試験には，從來の如き蒸鱈法

に比して浸液を直接試験する方法は簡便にして充分所期の目的を達し得べきものと信

ず．
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　　　　　　　　　　　　　　総　・　　　括

1．前記第2表に示す如く衛生局迭付り槍品25種中ンォ，ルムアノンデヒr一ド又はゴェノ

・一汲ﾌ雨反磨を著明1こ生起するものは総歎申15種にして60％に相當し著しく不良の

成績を示せり．

2．前記不良の検品た就き籔同反覆して浸出せる浸液を試験するに漸次浸出成分硝遽

減の傾向を示すも荷ほ依然としてフォノンムアルデヒード及フェノーノソの爾反慮を生

起するを認めたう．

3・從來の蒸榴試験法と浸液の直接試験法及蒸瑠液の稀繹試験等を夫々比較研究の結

果浸液の直接試験法は，從來の蒸鯉法に比して著しく簡便にして充分所期の目的を

達し得べきことを認めたり・

　　　昭和五年十月

9
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ユ・緒　　　言

2・　アニリンエーテル振出法に就て

（A）アニリシの精製

　　　　　　　　　　　　■　（B）

　　　る豫備試験

　（C）罐芦鳥肉及蝦肉に封ずる試験

3．烏賊及章魚に封ずろ試験

（A）　水蒸氣蒸留法に依る試験

（13）直接蒸鵡法に依る試験

　（0）　ア昌リンエーテル法に依る試験

技

技

・助

内　容

フォルムアルヂヒード合イ∫水溶液祉以てす

4．　フォルムアルデヒード類似物質の生成と加熱温1

　　　　　　　　　　　　　　一・・緒

　師’衣　　最

手、服　部　』安
　　　＼＼

手・暑　、元

目　次

　　度との關係

5．

6．

7．

8．

9．

豊

藏

恒

’フォルムアルデヒード類似物質の昇張複軌4三成

試瞼

フォルムアルデヒ鱒ド類似物質の生成母｛澄に就．

て

やり烏賊中のフォ；しムアルデヒードの試験に就

て

蟹塩詰日中の7オルムアルデヒードの試ξ斜こ就．

て

総括虹結論

言

　フォルムアノンデヒードを混入せざる錐需蟹肉にして自然にフォノンムアノレデヒード反‘

慮を生起することあう爲め1こ飲食物防腐捌取締上支障を來すこと屡なるを以て小官

等は嚢きに本問題に就き研究の結菓蟹及其他藪種の魚貝肉は之を水と共に加熱すると

きは共肉成分の分解を來だしヲォルムアノレデヒーードに封ずる諸反慮を呈する物質微量

を化生することを關明し從って之等検酒中フォルムアノンデヒードの試瞼に到しては在

來の蒸脩試験法は之を適用するを得ざるを以て別途の新検出法の考案を要すべく叉市’

販錐詰蟹肉等は一且加熱を施したるものなれば既に幾分のフォルムアノレデヒード反鷹

を呈する物質を化生せるものと認めざる可らず．故に是等微量の化生物によりては陰：
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性を呈し特に故意に：7オノレムアノンデヒーi’を混加せる場合に於てのみ始めて槍出し得

るが如き良好な乙反慮を選用し以て天然に化生せるものと人意的に混訂せるものとを

鑑別する方法を講せざる可らざることを報告せリペ御生試瞼所彙報第33號57頁）

而して割縣面諭於ても亦客｛鴫購鰍章語語き多藪の鱒を行ひ髄の

熱浸南画冷浸液の滋雨液は約20萬分1～200萬分1のフォノンムアノレデヒード反感を

呈することを認め是等の肉類は加熱によりて肉成分の分解を；來たしフォルムアノレデヒ

ードを化生するものなりと螢表せり（日本衛生化學會誌第2怨第4號）．

　前述の如く蟹，烏賊及章魚等の魚肉中には加熟にようゼフォノンムァノソデヒード反面

を呈する物質の化生せらる、ことは宮詣なるが如きも從來の試験法は隠れも忌詞法に

ようて試嘉する方法を慮画せるものなるを以て加熟庭上を施さざる赤く生の備の是等

魚肉中には天然に斯の如きフォノレムアノレテヒード反慮を呈する物質を含存するものな

りや否やは全く不明なり・．故に先づ此鮎を究めだる後上生成の経路を明瞭ならしめ以

て出れが鑑識，分離の方法を講ずるの必要を認めだるを以て順序として從來の如く血

鯛法に依らざる抽出分離法を慮溶し生魚と之を加熱せる揚合とに於ける品等類似反証

を呈する物質の螢生原因に就き研究しだる結果生魚肉中には斯の如き類似反言を生起

する物質を含有せず專ら魚肉中の特種成分の加熱分解に謡うて化生するものなること．

を験知し更に同病の結果斯の如き成分は燐ウォノレフラム酸によりて沈澱せらる、こと

を確め次ひで是等の類似反鷹を呈する物質を除霜し防腐の目的に添加せられブ～るフォ

ノンムアノレデヒードのみを確認に鑑識し得べき試験法の案出に成功せり．今其研究経過

を示せば次の如し・

　　　　　　　　　　　二・アニリンエーテル素謡法に就て

　小官等は先づ鳥肉を加熱せずして：7オルムアルデヒードを抽出鑑識する方法の必要

を認めだるを以て種々文獄に徴したる結果先年當所石川技師によりて清酒及醤油中の

フォルムアノンデヒードの検出に封して鷹用せられたるトリラー及クラー〃爾氏法最も

適當なりと信じたるを以て之を鷹用することとせり．本法は次の原理に基きて施行す

るものなう・

　フォルムアノシデヒードにアニーソンを作用せしむるときはアンヒドロフォノシムアノンデ
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　ヒードアニリンを生成しこのものは硫酸の作用によりて直にフォルムアノレデヒードを

　分離し硫酸アニリンを生ず次に之をアムモニアを以て強アノンカリ性とすればフォノレム

　アノレデヒードはヘキサメチ・一レンテトラミンとなう硫酸アニリンはアニリンを分離し

　硫酸アムモニウムに鍵ず・蜘こ化成しブとるヘキサメチーレンテトラミソは之を硫酸に

　て分解すれば再びフォノレムアルデヒード及硫酸アムモ昌ウムとなる．

　　小官等は訴訟本法を魚肉類中の7オノンムアノレデヒρドの鑑識に慮用せんとするに當

　う先づ其フォ戸ムアノレデヒード抽出能率を水蒸氣蒸鋼法に依れるものと同一叉は夫れ

　以上たらしむる乙とを目的とし最初一定量のフォノヒムアノレデヒード含有水溶液に就き

　水蒸氣蒸話法とアニソン振出法とを蛇試し蒸汁液と振撮抽出液を夫々同一容量となし

　て其反懸の鏡面度を比較せしにアニリンエーテノン心証法の油紙の水蒸氣蒸瑠法に比し

　て少しく不出敏なることを認めだるを以て種々實験の結果之に改良を加へ次の如く施

　行せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。

　　　　　　　　　　　　　　　（A）　アニリンの精製

　　本試験の實施に際しアニリンの純度は最も重要なることを認めたるを以て市販のア

　‘Fリン油に就き次の精製法を試み極めて良結果を得力り。

　　アニソン油壷100gを小面鱈コノレベンに取り之に約20gの亜鉛塵を添加し最初は

　小火焔を以て徐々に加熱し180。以下に鯖出する部分を除凝しだる後180。～183。に

　鑑出する部分を集め之に亜鉛塵約209’を添加して：再漉し182つ～1830に瑠出する部

　分を忌むるときは殆ど無色透明めアaリンを得べし．精製アニリ銃は之を遮光瓶に容．

　れ密栓貯記するを要す但し貯藏久しきに亘るときは少しく著色すべし既に三色せるも

　のは旨く使用に適せざるものとす．

　　　　　　　（：B）フォノLムアルデヒード含有水溶液を以てする豫試験

　　瞼液200GGにエーテノレ100cc蛇にアニリン15滴及食二二259を加へて飽和せし

　あ30分間強く二三し静置：したる後水層を除冒しエーテノレ層に80％硫酸約30滴を

　富加しよく振盟混和（白色粘稠性物質を析出す）したる後水心20ecを加へ析出物を

　溶解せしめ30分間強く振盟し次に水層を一旦別の容器に移し之に強アムモニア水を

．伽へてアルカリ性となしたる後再び前記の一一テノレ液に合し容器を少量の水にて洗び
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洗液を之に合し静に振撮したる後水層を分離しエーテノン暦を5％アムモニア水10

CGにて1～2同洗醸し洗液をアムモニアアルカジ性水性液に合し之を重湯煎上に加温

し大部分のアムモニア及工一テノレ分を蒸散せしめ冷後之に80％硫酸を滴加してコソ

ケーローで紙を用ひて微に酸性を呈せしむこの際反索敵を生ずるを以て過熱せざる様

注意すべし次に之を15分間放置したる後水を加へて総量を正確に50coとなし次の

反鷹試験に供す．

　　　　　　　　　　　　（イ）ザノンコウスキ一廓法一

　槍液5ccを内径2Cm高さ18卿の李底比色試験管に取り之に1・5％ウイヅテペプ

トン溶液2・5ccを加へ善く混和し…欠に過クローノソ鐡含有盤酸（藥局方盤酸1しに劃し

5％過クロρル鐡溶液1ccを加へたるもの）7・5ccを加へ5分間沸湯中に加熱しπる

後直に水を以て冷却すべしフォルムアノンデヒード存在に於ては紫色を呈す．

　　　　　　　　　　　　　（ロ）柳澤・丸山氏法

　槍液5ccを取り生卵白1分に水4分を加へよく混和して得たる透明溶液25ec及盤

酸（局方盤酸1しに就き5％過クロ・一ノレ鐵溶液1ccを加べたるもの）7・5　ccを加へて

三分～1分問煮沸せしむるときはフォノレムアノレデヒード存在に於ては紫色を呈す・

　　　　　　　　　　　・（ハ）ヘーネル氏法（牛乳法）

　槍脇5ccを添う等量の水にて稀輝せる牛乳5ecを加へ硫酸（90～94％の硫酸：100　CG

に就き5％過クロール鐡溶液1ccを力nへだるもの）5ceを藩学に洛ひて力11ふるときは

うォルムアノンデヒr一ドの存在に於ては接直面に紫色の輪帯を生ず・

　　　　　　　　　　　　　（二）リミこ一氏法

　槍液5ccを取り新製4％鰹酸フェニーノレヒドラチン溶液0・5　CG及新製0・5％ニトロ

ブノンシットナトヅウム溶液3滴を加へi欠に10％ナトロン慶応3滴を加ヘアルカソ性

となすべしフォノレムアノレデヒードの存在に於ては藍色を呈す．

　　　　　　　　　　　　　（ホ）　ヅィタリ西山法

　槍液5ccを取り新製の4％聾酸フェニーノレヒ．ドラチン溶液1cc及4％過クローノレ鐡

溶液3滴を加へたる後面酸3滴を加へよく混和すべしフォノレムアノyデヒードの存在に

於ては赤色を呈す・
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　　　　　　　　　　　　　（へ）　フクシン亜硫酸法

　槍液5coを取り濃硫酸1ccを號熱せざる様注童して混和し次にフクシン亜硫酸溶液

（現行公定メチーノレアノレコホノレ試験法に規定せるもの）5ccを加へ徐々によく混和し

ゴム栓を施し放置するときはフォノレムアルデヒードの存在に於ては1時間～2時間後

に於て紫色～紫紅色を呈す．　　　　　　．　　　　　　’

　　　　　　　　　　（ト）　ザノ“ヲツユカリーゼンベノレーグ氏法

　検液5eoを取わ0．1％フロログノソチン溶液及1｛｝％カリ滴液各1coを加へ善く混和

するときはフォノγムアノレデヒード存在に於ては赤色～橿赤色を呈す．

　　　　　　　　　　　　　（チ）　シュリー7エノレ氏法

　槍液5CGを取り新製1％制酸7エニーノレヒドラチン溶液1cc．及新製5％フェリチア

ンカリウム溶液0．5ceを加へ濃狸酸2．5　c。を加ふるときはフォノンムアノレデヒードの存

在に於てはフクシン紅色を呈す．

　前記8種：の呈色高恩中りミニー．ヴィタソー・ザバリッユカ及シュリーフェルの諸

弓懸はアニリンエープノレ振盟抽出液を其儘使用するときは是等の呈色反腱iを妨害する

物質を含存するために呈色せず故に抽出液を小蒸鯛コノレベンに移しアメベスト板上に

て注意して蒸鮨し解液を原容に復して試験せるに極めて良好なる成績を示せウ・

　今種々の含量に於けるフォノレムアノレデヒ・一ド水溶液に就き前記アニソンエーテノソ振

蜷法と水蒸氣蒸鱈法とを施して得たる各抽出液の反慮鏡敏度を比較せしにi爽の成績を

示怠り・但し水蒸氣富浜法に於ては槍液200CGを内容約500　CG　9圓底硝子塚に取り

25％燐酸10ccを加へ水蒸戸戸鯛を行ひ輝輝50　CGを取到りに就き遼寧せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表　　　　　　　　　　　　　・

試　　瞼　　法

アニリンエーテル
法

フオルム

アルデヒ

ード含量

50萬分1

100萬分1

2，9萬分1

呈 色 反 態

ザルコウ
スキー氏
法

十

十

十

柳澤・丸

山氏法

十

十

十

へ一ネル

氏法

源

十

十

リミ昌一

氏法

十

十

ヴイタリ

ー氏法

十

十

フクシン

亜硫酸法

ザバリツ
ユカリ・一

遇Pンペル
グ氏法

十

十

±

シユリー
フエル氏
法

十

十

十



工52
衣笠・服離・流元

水蒸氣蒸倒法

300萬分1．

500萬分1

80D萬分1

50萬分1

100萬分1

2）0萬分1

3σ0萬分】

500萬分1

8D嘱分1

十

十　、’

十

十

’十

十

十

十

±：．

十

±

十

十

十

±

十

十

十

十

十

・十

十

十

±

十

十

十

十

十

十

±

±

十

十

十　．

±

　前記試験成績に示すが如くアニリンエーテル法に依りて得たる抽出液の示す呈色反

鷹の即興は水蒸氣蒸餓法に比して遜色なきことを認めたう．

　　　　　　　　　　　（C）問詰蟹千早蝦肉に劉’する試験

　前記の如くそオノγムアノンデヒ．一ド含有水溶液に就き施せる甲州は充分満足なる成績・

を得たるを以て更に錐詰蟹肉及蝦肉に就き次の方法に依りて試即せり．

　検膿50gを取りよく揚確し内容約500GOのコノンベンに隅隅水200ccを用0～て流入

せしめ密栓し時々竹野しつ＼30分間放置しブ～る後がPぜにて腿搾濾過し濾液を分液

漏斗申に集めエーテノソ100GGを加へ次にア昌ソン油15滴を加へ更に食藍25　gを添

加し30分間張く振盈し暫時放置の後下層の水野を除別す此際工一テノソ層中には著し

く乳四壁を呈する部分を存するを以て之に乾燥酸性併出の適量を加へ振徽するときは

エーテノレ厨は透明となう且つ著色せる不純物は著しく除去せられ大ひに精製の目的を

達せらる，次にこの一閲チノン性液を必要に詠じて乾燥濾紙を用ひて別の分液漏斗中に

濾入し残澄を少量の関関テノセを用ひてよく洗ひ洗液を合して之を10％アムモニア水5

～10cc宛を以て歎同振盟洗1條し洗源液の殆ど著色せざるに至り更に1同蒸一水5ccを

以て洗ひ次に80％硫酸稽過剰を加へて強酸性となしよく振回混和したる後灘瑠水2e～

25ecを加へ30分間張く振引し回暦を別の容器に分取し強アムモニア水を加へて強アノレ

カリ性となしたる後再び前記のエーテノソ液に合し容器を少量の水にて洗ひ洗液を之に

合し静に振盟したる後水層を分離しエーテル騒を5％アムモニア水10cc宛1こて1～

2同寸1條し洗液をアムモ昌ア二水液に合し之を重湯煎上に温めて大部分のアム干ニア
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虹工一テノレ分を蒸散せしめたる後冷却しつ、之に80％の硫酸を徐々に滴下して酸性

となし之を小三三コノレベンに移し容器を洗ひ洗液を合し総量．を約・60ccとなし注意し

．て其50ecを蒸艦し三野液に就きて呈色反響を試験せり．共成御次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表

検　燈　鍾　類

鍵　　詰　　蟹　　肉

同上蟹肉の残渣秘水20
0ccにて浸出せる浸液

鍛　　諮　　蟹・　肉

同上蟹肉の残渣な水20
UCG　i二て浸禺ぜる浸液

餓　　詰　　蟹　　肉

同上蟹肉の残澁な水20
0Gcにて浸出ぜる浸液

盤　詰　蝦　肉
同上細口に300萬分1の
フオルムアルデヒ価ド
な添加す

商　標

國　　印

s　　　印

マイクロ
ホン印

u　　　印

製萢元

鈴木商店

SJ商會

輻燕商會

｝確：水商會

1一

鍵共全重
量’9）

270

300

270

190

肉：賦（9）

188

210

19り

100

硫酸紙量
　（麟）

7

7

7

‘3．5

ザルコウ
スキー氏
法

へ一ネル柳澤．丸
氏法　　　山氏法

3DO萬分1
弱

300萬分1

300萬分1．

300萬分1
弱

±

十

十

十 1

±

十

十

十

　前記試験成績に示すが如く錐誌魚肉をアニリンエーテノレ振盧法に依りて試験すると

きは第1同水浸液はザノレコウスキー氏三鷹約300萬分1，へ・」ネノy氏反慮及柳澤丸山

氏反鷹は陽性叉ほ痕跡程度②反慮を示す竜王残渣を再び水にて虞理せる第2同水浸液

は何れも陰性反旗を示せり・故に加熟操作によりて錐二丁肉中に化生せるフォル・ムア

ノγデヒPド類似の反鷹を呈する成分は悉く第1同水浸液申に移行せるを認めたり・叉

錐詰蝦肉は全く類似三鷹を生起せず之に300萬分1のフォノγムアノγデヒードを添加す

るときは明瞭に之を楡出し得べきを認めたり．

　　　　　　　　　　　　　三烏賊及章魚に威する試験

　　　　　　　　　　　　　（A）　水石膏二丁法に依る試験

　（イ）北海道産やう烏賊50g．を白白し水を400CG加へ時々引導しつ、2時間放置

したる後漉過し残澄を水にてよく洗ひ洗液を合し総量を600ccとなし其200eeを取り

25％燐酸100Gを加へ水蒸氣蒸鰹を呼び50　cc宛第4瑠液迄分取し今旦液に就きザル

コウスキP．ヘーネノン及柳澤丸山氏の諸反鷹を即し次の成績を得ブ～り．
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第　　三　　二

一」ザル・ウ・キー氏法
第

第

第

第

1

2

3

4

液

液

液

二

一（不1㌃紅色な幣ぶ）

一（同　　　上）

一ネル舷1柳澤丸山外法

　前記試験に於てはフォノンムアノレデヒード反鷹として最も鏡敏なる前記3反慮何れも

陰性を示せるを以て他の反鷹試験は之を省略せり・

　（・）次に生章魚50gを細蔵し水200ccを加へ時々振盗しつ・2時間放置しブ～る

後漉過し血液に25％燐酸10CGを添：加したる後水蒸氣蒸榴を行ひ各・50　co宛第6登留

液迄分取し之に就き諸反慮を槍し次の成績を得力り・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　表

二

第

昏

眠

第

1

2

3

4

5

6

下

刷

液

液

液

液

液

液

±

±

ヴイタリ
ー氏法

十

±

ヘーネル
氏法

十

十

十

十

十

フクシン
彊硫酸法

ザバリツ
ユカ氏法糧灘丸山

±

十

十

±

±：

　‡
・300萬分1弱1

，三分、強1

20）萬分1

3）0萬分1

300；ら篭分」1募易．

　　　　i

±

十

十

十

十

シユリー
フェル氏
法

（：B）　直接磯曲法に断る試験

十

十

、±

±

　（イ）前記（A）の（イ）試瞼に供せるやう烏賊水浸液の残醗の部分300CGを画意コ

ノソベンに取りアス＾ミスト板上に於て蒸瑠し（蒸瑠温度は98。を示せう）三三10CG宛

4箇を分取し次に50CG宛5箇蒸漏し感心鯛液に就き呈色反懸を槍し次の成績を得だ

ウ．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　五　　表

瑠　　液
∵十二飼

第・摺液（10CG）
P±

ヴイタリ
ー氏法
良副孟等等織ス1饗釧 シユリーフエル氏・

法　　・

一1■一1－1■・1一
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第

第

第

第

二

第

第

五、

2　　瑠　　液（10GG）

3重留き夜（”）

4　　鋼　　　液（”）

5　　　　重留　　　　三夜（50JC）

6重留芒夜（”）

7　　鍛　　　液（”）

8　　　榴　　　1夜（　”　）・

9f鞍隔夜（”）

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

40萬分1

20萬分1

25萬分1

100萬分1

100萬分1張

80萬分1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

（ロ）次にやり烏賊50gを轡型し水200coを加へ以下前法と同様に慮強し50　GG宛

第6｛溜三男分取せり・但し蒸尊師3同等に水約150ceを追加せう之に就き諸隅隅を卑

し次の成績を得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　’六．　表．　辱

．～

_　　反　磨
　　　　　ヘへ　　
鯛　　液　　　＼
第’

第

第

第

第

第

1

2

3

4

5

6

重留

榴

儂

億

鋼

榴

液

液

二

丁

液

液

リミ昌一
氏法

十

十

ヴィタリ
ー唱法

十

十．

十

十

＾一ネル
氏法

十

十

十

十

十

十

フクシン
亜硫酸法

ザバリツ
ユカ氏法

ザルコウス
キー氏塗

十

十

十

十

1

309萬分1弱
I
1300勘「

100萬分1弱

100萬分1弱

go萬分1

90萬分1

柳澤丸山
氏法

十

十

十

十．

十

十

シユリ齢
フェル氏
法

十

十

十

十

（ノ・）前記の試験は軌れも聯帯コノレミンに轡曲硝子管を附して直接蒸鯛を施せるも

のにして之等の装置に於ては堺田留に際し内容物の泡等等によりて原液の二部鯛液中に

随意移行する虞あう之れが爲め呈色反鷹に影響することなきを保し難きを顧慮し更に

ワグネノレ一調管を附して蒸榴を再試．せう・即ちやり烏賊50gに水200　eoを加へ前同と

同様にして蒸｛回せり．但し弓鋸1第4同目には水約200eo第8丁目には100　coを追加せ

り・其試験成績を示せば次の如し．
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第 七 表

＼＼　　　反　　鷹
　　　　　＼．＼
留　　液：　　　＼

錐

第

第

第

第

第

第

第

第

1

2

3

4

5

6

7

8

9

三

陸

榴

留

f剃

て1留

fl留

液

液

液．

液

血

液

血

液

液

リミ昌一
氏法

ヴィタリ
ー氏法

へ一ネル
氏法

十

十

十

十

十

十

十

十

十

フクシンザバリツザルコウス
亜硫酸法ユカ氏法キー氏法
　　　　　　　　1．　．．．．

十

十

十

十

痕　　跡

殆ど無し

痕　　跡

8う0萬分1

300萬分1

100配分1

100萬分1強

100μ扮1

90萬分1

柳澤丸山
氏法

（二）

し漉液を蒸鯛コノレベンに移しアスベスト板を用0～50co宛7箇分偬せり

の蒸鯛の際水約200ccを追加せり

　各論鱈液に就ぎて施行せる反乱試験成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　八　　表

十

十

十

十

十

シユリー
フェル氏
塗

　十

　十

　十．

　十

生章魚50gを細戯し水200ccを加へ時々振鍛，しつ＼2時間放置したる後漉過

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．但し第4同目

　　　　　　　　反　　慮
　　　　　ちへ

榴　液　＼
第

第

第

・第

第

第

錘

1

2

3

4

5

6

7

榴

f留

山留

’鋼

で溜

留

液

液

液

液

液

液

液

リミ昌一
氏法

十

十

十

十

十

十

十

ヴィタリ
ー氏法

十

十

十

十

十

十

十

へ一ネル
氏法

十

十

十

十

十

十

十

フクシン
亜硫酸法

十

十

十

十

十

十

十

ザバリツ
ユカ氏法

十

十

十

十

十

十

十

ザルコウス
キー氏法

10萬分1

8萬分1

10寓分1

10寓分1

10萬分1

7萬分1

15寓分1

羅加儀端昆

（ホ）

漉液に就き剛法と同」方法に依り第6偬液迄分取せり

を追加せり之に就き各種の呈色反鷹を試験せり

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

生鞭・5・9を鰍喰騨9及水3・・ecを力i！へ3・胴翻｝したる鋒嗣し共

　払　　　　　　　　　　　　　　　　r但し蒸榴第3同目に水約150eG

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．其成績次の如し．
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第 九 表

＼　　反　　慮
樹　液　＼一一＿

第

釘；

第

第

第

一

1

2

3

4

5

6

鋼

稽

倒

鰍

液

液

郭

話

液

液

リミニー
氏法

十

十

十

十

十

十

ヴィタリ
ー氏法

十

十

十

十

十

十

へ・一・ネル

氏法

十

十

十

十

十

十

孟誌箇箇羨
　　　1

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

十

ザルコウス
キー氏法

柳澤丸山
氏法

10萬分1　　＋

5萬分1　　＋

20萬分1　　＋

1礪分1 Dけ
15萬分1　　＋

20萬分1　　＋

シユリー

7エル氏
三

十

十

十

．十

十’

十

（へ）生章魚150gを細蔵し水300c・及4％酷酸3ecGを添加し30分間煮沸し．プaる後

漉過し其漉液に就き三法と同一方法に依り第6鑑液迄蒸即し之に就き各種の呈色反鷹

を試験せう．．其成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　一　〇　表

．＼　　　反　　雌1
　　　　　＼織　　液　　　　　＼＼

寄

島

第

多孝；

第

第

1

2

3

4

5

6

fl留

留

留

留

榴

留

液

液

液

液

液

液

リミニー
氏法

十

十

十

十

十

十

ヴイタリ
ー州法

十

十

十

十

十

十

ヘーネル
氏法

羊

十

十

十

十

十

フクシン
亜硫『酸法

敵

十

十

十

十

十

ザパリツ
ユカ氏法

十

十

十

十

十

十

ザルコウス
キP氏法

2萬分1

3萬分1

1萬分1

5千分1

2萬分1

1設：分1

柳澤丸山
氏一

十

十

十

十

十

十

シ昌リー
フエル氏
法

（C）　アニリンエーテル法に依る試験．　．

十

十

→

十

十

十

　（イ）生やり烏賊509を細戯し水600ccを加へ時々振賜しつ、2時間放置したる後

歴控漉過し漉液を2等分し1は直ちに2の（C）に於て述べたるアニリンエ「テノレ法に

依うて試験し他は之をコノソベンに移し冷却器を附して．アスベスト板上に1時間煮湖｝し

冷後同様に試験せう．

　（ロ）又別に生やり烏賊509を高取し高裁し水200ccを加へ時々塁審しつ、2時間

放置しπる後漉過し適法と同様に壁画陣門のもの及び之を1時間煮沸せるもめとに就

き試瞼せり．其成績次の如し．
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第　一一、一　表

＼一 @＿　　　　反　　慮

　　　　検　燈　　、＼
検盟5臆為水600GCにて浸
田せるもの（生の鰹）

同　　上　　浸　　液
　（1時間煮沸ぜるもの）・

検燈50gか水200■cにて浸
出せるもの（生の儘）

『“　上　　浸　　液
　（L時間煮沸ぜるもの）

リミニー
氏法

十

十

ヴィタリ
ー氏法

十

十

へ一ネル
民法

十

十

フクシン
亜硫酸法

嗣

十

ザバリツ
ユカ氏法

十

十

ザルコウス
キー氏法

　±

20萬分1

　±

10萬分1

柳澤丸山
氏法

十

十

シユリー
フエル氏
法

十

十

　（ノ・）次に生章魚509を細到し水200CGを加へ時々振回しつ、2時間放置したる後

共浸液を1は其儘ア昌ジソエーカソ法によりて試験し他は冷却器を附してアスベスト．

、板上に1時間加熱したる後冷却し前記の如く試験せり・其成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　第一　二表

．論ゴー∵」醸昌一ド雌’

検髄509な水200ccにて浸
出せるもの（生の艦）

同　　上　　浸　　液
　（1時間煮沸せろもの）

十 十

へ一ネル
氏法

±

十

フクシン
亜硫酸法

十

ザバリツ
ユカ氏法

十

ザルコウス
キー氏法

800萬分1

10萬分1

柳澤丸山
氏法

十，，

ンユリー
フエル氏
法

十

　前記の試験中（：B）の（イ）（ホ）及（へ）の3試験は特に富山縣衛生課島崎，池田及高井
　　豊
氏等の報告（衛生化學會誌第2巻第4號）に從ひて直接蒸瑠試験を施行し（A）の（イ）

及（C）の（イ）雨試験も亦其楡禮及水浸法等に就き前記3氏の方法を鷹用し爾他の試験

．に而ては專ら從來小官等の常用彩隔れる方法に；回れり．今此等の試験成績を通施する．

にやり烏賊の水浸液に就きて水蒸氣三十法を施せるものは殆どフォルムアノレデヒρ一ド

の呈色反鷹を生起せざるも章魚の水浸液に就き水蒸氣蒸溜怯に依りて得πる瑠液及び

やり烏賊蛇章魚の水浸液に就き直接蒸鯛法を施して得たる瑠液は共1こ7オノレムァノレヂ

ヒードの呈色三鷹を生起し直接蒸鍛工に篠れるものは水蒸氣蒸瑠法に族れるもの壱こ比

して遙かに著明の弓懸を呈し殊に章魚肉の鯛液は反慮顯著なり．然るに之をアニソソ

エーテノソ法に依り水浸液に就き加熱を避けて試賊するときは生魚肉を用ひた多ものに

在りては僅にザノレコウスキー氏白鷹のみ痕跡或は極微に陽性を呈するのみヒして其他
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は｛舗除毒なり．次に撫子液をi時間煮沸するときは著明にフォノレムアノンデヒード反

慮を呈するに至るを認めたり．故にやり烏賊及章魚も亦蟹肉と同様に之を加熱すれば

フォノンムアルデヒードの呈色反慮を生起するに至ること確實にして其反慮の程度は蟹

肉に比し遙かに張烈にして殊に章魚に於て然りとなす・

　　　　四．フオルムアルデヒード類似物質の生成ε加熱温度この關係

　前記烏賊及章魚の水浸忌中の成分よリフォノンムアノレデヒpド類似の反面を生起する

物質の化生には如何なる程度の加熟を必要とするや之を確定せんがため次の實験を施

行せり．

　やり烏賊’1509を細工し水600c6を加へ時々振鍛しつ、2時間放置しだる後座搾漉

過し下棚を3等分し1は其儘アニリンエーテノレ法1こ依りて腱理し他の1はコルベンに

移し冷却器を附し90．の’匠温槽申にて1時閲力n熟し第3のものは同じ’く冷却聡を附し

沸騰水溶申に没入して！時間加熟したる野壷者を同様にアニリンエーテル法によりて

庭理し此3者に就き各種の反慮を乱せるに次の成績を示せり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　一　三　表

．獄」壁ニード鵡リ
生や　リ　烏　賊　冷　浸　言夜

同上裕節減疽。。にて1時
問加熱す

同上冷浸液な沸湯中にて1
．時間加熱す

十 十

ヘーネル
国法
孟鯉ご磁

十 廿

ザルコウス
キー氏法

　±
（極微紅）

　±
（極微紅）

80萬分1

難丸懸塗

十 十

　前記の論詰によりゃb烏賊の水浸液は之を9げ以下の温度に於て1時間程度加熟す

る竜フふ’ノンムアノレデヒード類似の反鷹を呈する物質を化生せざることを認めたり・蟹

及章魚等も亦同様の關係を有するやに就きて． ﾎ今次の試験中血肉を入手し得ざ6しを

以て面内未了に属すと難も恐らく同様なるべ・きを思惟せしむ果して然り乏せば此等の

楡肉其儘或は其水浸液に就き燐酸酸性に於てSOつ以下の温度に於て減量蒸鯛を施し｛瑠

液をアムモニア水中に捕集するときは良好なる結果を牧め得べきに滴るかを想像せし

むるも此等の試験は墨げて後日に譲れり・
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　　　　　　　五．フオルムアルデヒrド二二物質の昇示三三生成試験

　前記の試験成績に依ればやb烏賊の水浸液を加熱して煮沸せしむる時はヲ易1ルムア

ノンデヒードと杢く同一の呈色高慮を生起する物質を化成するものなるどを認めたり．

　今小官等は更に進んで本物質はフォ〃ムアルデヒードと同一物質なりやを確詮する

ことの必要を認め尤るを以て次の方法に依うヘギサメチーレンプトラミシ昇乗複盤生

成試験を施行せり．

　生やう烏賊の細記せるもの2009を蒸瑠コルベンに容れ水500eoを加ヘアスベスト

板上にて加熱し豫めアムモニア水約10ccを容れたる受器品に蒸榴し大部分鯛出した

る後コノンベン中に再び水5COccを追加して同様に蒸賦し斯く3同反復蒸鍛し最後の鋼

液の一部分を取うザルコウスキー氏反慮を話し殆ど陰性を示せリゼ依て之等の惚液を

合併し再び二二コ・・ベンに移しアムモニア水を出品しつ、40。以下の低温にて減歴濃

縮し可及的少量となしたる後稀硫酸々性となして六二し其鯛液を更にアニリンエーテ

ノン法に依りて精製しアムモニァアルカリ性分離部分中よリエーテノンを完全に蒸散せし

めπる後丸硫酸々性となし再び蒸記し丸払の総丑を約150ccとなし試に其1CGを取り

、てザノンコウスキー氏呈色反慮によりて比色定量せるに約7千分1に相回するフォノンム

アノンデヒードの含量を示せう．次にこの精製濃縮液の一定量を取りて常法に從ひアム

モニア水を加ヘアノレカリ性を保ちつ、可及的低温にて蒸褒乾留しヘキずメチーレンテ

トラミンを生成せしめ之に就き昇天複瞳を化成せしめたるに特異の放線状の星形結託

を析出し之をフォノレムアノレデヒードより製出ぜる結晶と比較するに殆ど同一なりき・

　前記の試験によりてやり烏賊肉は之を水と共に加熱すればフォノンムアルデレードを

化生すること疑なき事實と認めざるを得ず章魚，蟹其他の特種魚肉も亦之と同一成績

を示すものなりや否やに就きては前山の如く當時生章魚等の魚類を市場姪於て入手困

難なりし爲め試験し能はざりしを以て今遽かに之を断定し難きも高上と同一なるべき

を思惟せしむ本問題に記しては更に他日精査の上報告するところあるべし・

　　　　　　六・フオルムアルデヒード類似物質の生成母髄に就て，

　叙上の如く烏賊，章魚等の魚類の加熟によbてフォノンムアノレデヒPド反鷹を呈する

1こ至るは之等特種の魚肉類中の蛋白質或はアミノ高等の加熱分解に依りて生成するも
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のに非ずや若し然りとすれば豫め三等の物質を除別するときは故意に防腐の目的に使

用せるフォルムアルデヒードを鑑別し得べきを思惟せしめたるを以て次の實駝を施行

せり．

　細蔵せるやり鳥賊軍4009を取り水500ceをカ11へ時々振盤しつ＼2時問放置しブ～る

後渡過し其残渣に再び水約250CGを加へて2時間放置し漉過し二三漉過液を合し之を

5％硫酸々性となし之1こ5％硫酸々性20％憐ウォルフラム酸溶液を添加して沈澱を

析出せしめ沈澱を5％硫酸にてよく洗ひ洗液を濾液に合し蝕に得疫る沈澱蚊に濾液を

i次の如く庭理せう・

　　　　　　　　　　　（イ）　燐シふノンフラム酸沈澱の腱理

　燐ウォルフラム酸の沈澱を水中に混回して泥状となし之にバリット永を加へ微弱ア

ノどカリ性となしよく振盟して完杢に分解しi爽に之を濾過し濾液を稀硫酸にて中和し過

剰の・“ソットを除別しだる後アムモ三アアルカリ性となし興こアムモニア水を添加し

つ、減歴濃縮して総量を約700ecとなし之を別の蒸鯛コルペンに移し稀硫酸を加へて

酸性となしアスベスト板半にて蒸鱈し鯖液50CGを取ウ之に就き呈色反回を回せり・

　　　　　　　　　　（ロ）燐ウォノレフラム酸沈澱濾液の庭理唱

　燐ウォノγ7ラム酸沈澱の濾液は之にパリ》ト水を加へて微場アノンヵジ性となし硫酸

及過剰の燐ウォノソフラム酸を濾別し濾液中租過剰のバリットを稀硫酸にて中和除別し

以下前法と全く同様に庭理して蒸鯛液50CGを取り同様に呈色反慮を検せり．共成績

…欠の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　第　一一　四　表

＼反　慮　　　　　　検　　腫　　　　　＼

リミニー
氏法

ヴ｛タリ
ー氏法

へ一ネル
氏法 撫鵡螂羅ス 柳澤丸山氏法

シユリー
フエル氏
法

　燐ウォルフラム酸沈澱虎理液，＋　＋　＋　＋　＋　約8萬分1斗　　＋
　燐ウォルフラム酸沈澱虚理液　　　一　　　　＿　　　＿　　　　＿　　　亀　　　　±　　　　＿　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

前記實験に依り’フォノソムアノレデヒードの反鷹を生起する物質の三三は悉く燐シォノヅ

フラム酸沈澱中に移行し其濾液申には之を含有せざる乙とを認めカう・而してフォ3γ

ムァ・げ・一ド化生め母膿の本質に匡肘る研究は之を後日1醸殊の實験1こ移れり・
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　　　　　　　七・やり烏賊中のフォルムアルデヒードの試験に就て

　前記の試験成績に基き更にやり烏賊に種々の割合にフォノレムア’ノンデヒードを添加せ

るものに就き實験せり・其試験方法虹に成績を示せば次の如し．

’やり烏賊の細戴せるもの509宛5個のコ〃ベンに容れ1は其儘他の4個は夫々槍膿

に劃し2萬分の1，5萬分の1，10萬分の1及2q萬分の1の割合にフォ〃ムァノレ

デヒードを添加し水200coを加へ時々振盟しつ、1時問放置したる後5％の割合に稀r

硫酸を添加し更に時々’振盛しつ、1時間放置し之を漉過し漉液に5％硫酸々性20％

燐ウォルフラム酸溶液を添加し沈澱を完了せしめ之を除屯し濾液を・蒸餓コノレ＾ミンに移

しアスベスト板上に点て蒸漏し受器中には豫め少量のアムモニア水を容れ一三を常に

アノソカリ性を保たしめ妓に得たる倒液にアムモニアを滴豪しつ～之を減歴濃縮して’約

100ceとなし之を別の蒸瑠コノレベンに移し稀硫酸を加へて酸性どなしアスベスト板を

用ひて50ccを二二し其溜液に就き呈色二二を回せるに次の成績を得たり．

　　　　　　　　　　　　　　　第　一　五　表

フオルムアルヂヒー下た添
加せざるもの

フオルムアルデヒード2萬分
1添加

フォルムアルデヒード5茨分
1添加

フオルムアルデヒード10誠
分1添加

フォルムアルデヒード20萬
分1添加

リミニー

氏法

十

十

十

十

ヴィタリ
ー氏法

十

十

十

十

へ一ネル
氏法

十

十

十

十

フクシン
亜硫酸法

十

十

十

ザパリツ
ユカ氏法

十

十

十

十

ザルコウス
キP氏法

柳澤丸山
氏法

5萬分1張
　　　1
職分、｝

80萬分1強

100萬分1弱I

　　　l

十

十

十

十

シユリー
フエル氏
法

十

十

十

十

前記試瞼成績に依ればやり烏賊生肉の水浸液は之より燐ウォノレフラム酸にて沈澱す

る部分を除別するときはフォノレムアルデヒー一ド反鷹を生起する物質を化成することな

く之にフォノレムアノジデヒー・ドを添加せるものは20萬分の1の分量に於てもよく識別

し得べきことを認めプa：リド

　　　　　　　八ゼ蟹鍵詰肉中のフォルムア几デヒードの試験に就て

前述の如くやウ烏賊生肉に混加せるフォルムア〃デ≒一．ドの試験に封しては豫め燐
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ウォルフラム酸沈澱除去法を慮粘し以て生肉中類似反鷹を生起する物質の母膿を除去

するときは極めて良好なる成績を得べきを認めたるも二一二二の如く一且三十加工せρ

る魚肉に在うては既に其際多少成分の分解を來たし類似反回を呈する物質を生成した

めにフォノソムアノレデヒードの玉出に支障を與メ、ることなきや否や大ひに疑問とすると

ころなるを以て之に就き次の：實験を施行せり．

　市販蟹罐詰8種を購入し其4種は全内容物を細蔵均等となし夫々50g宛コノレベンに

容れ水200CGを加へ他の2種は内容物を上，中，下の3部分1嘔劃し各細蔵せるもの

509宛をコ〃ベソに取り水200ccを加へ2種は前記二様の：水浸慮理法を施し之等の試

料に種々の割合にフォルムアノレデヒードを添加し何れも時々振回しつ＼1時間放置し

たる後5％の割合に稀硫酸を添加し更に時々振記しつ、1時間放置し之をガーゼにて

漉過し残澄を少量の5％硫酸にて洗び之を漉液に合したる後5，％硫酸製20％燐ウォノレ

フラム酸溶液を注意して添加し完全に沈澱を析出せしめ（この際燐ウォルフラム酸を

過剰に添加せざる様注意することを要す）其透明溶液に燐ウォノレフラム酸溶液を滴三

振撮して二分時間放置するも自色二二の沈澱を生起せざるに至らしあ蜘こ析出せる沈

澱を少量の5％硫酸にて洗ひ二二と濾液とを合し二二コノレベンに移しアスーミスト板を

用ひ豫めアムモニア水少量を容れたる受二二に其大部分を蒸鋼（鯛液は常にアムモニ・

アアノソカリ性なるを要す）し鋸液を暫時放置の二二の蒸鯛コノソベンに移しアムモニアー

水を滴加しつ、之を減歴濃縮し総量を約100coとなし更に之を別の蒸鯛コノレ＾ミンに移

し稀硫酸を添加して酸性となし杢量を約130ccとなしアスベ・スト板上に於て蒸鑑し鑑’

液を50cc宛2箇分取し之に就き各種の反慮を試験せり・其成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　第　一　六　表

検轡重類

薦離／

槍　　肉

探取法

全均等肉
509

全均等肉
509

フォノレム

アルデヒ
ード添加
量

添加ゼす｛

・萬分・ o

留　液

番　號

呈 色 反 磨

リミ昌

一氏法

第・
P一

第　2　一

第　1　＋

第　2　＋

ヴイタ
リー氏
法

十

十

へ一ネ

ル氏法

圃±

±

十

十

フクシ
ン亜硫
酸法

十

十

ザバリ
ツユカ
氏法

』十

十

ザルコウス

キー氏法

300萬分1

　±
5萬分1

8萬分1

柳澤丸レユリ

　　ロフエ
山氏法ル氏法

±

十

十

十

十
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クラブ印

蟹鑓詰
（本山製）

マイクロ
ホン印

蟹罐詰
醗商）

汽船印
蟹鐙詰
（TN商會）

エスキモ
ー印

蟹鑓詰
（ZF野製）

曳

！

＿1
寸劇詰

田均芋肉
509

全均等肉
509

全均等肉
399

杢均等肉
δ09

全均等肉
3）9凹

型均等肉
3）9

杢均罪恥
5Jg

全二五肉
509

全均等肉
509

全均等肉
50♂

全均等肉
505

全均血肉
5ひ暮

杢均等肉
5ゆ9

上部開
5り9

中部肉
5ゆ9

下部肉
509

内煮汁109

上部肉509

中部肉

・萬分・ o

綱｛
添加せす｛

・・萬分・ o

・・萬分・ o

．礪分・ o

即す｛

・鮒・｛

・萬分・ o

・・萬分・ o

添・せず｛

・萬分・ o

1聯｛

添壇｛

添加ぜす｛

添鱒｛

添加せす｛

添加せ貿

第

琴

弾

第

第

第

欝

欝

第

第

’四

隅

呼

野

隅

隅

隅

隅

第

野

曝

第

略

解

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

第

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2，

．1

2

1

2

1

2

］

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

十

十

十

±

十

±：

十

十．

十

十

十

十

十

±

十

十

十

±

十

十

十

±

十

±

十

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

±

十

十

±

±

±

十

十．

十

十

十

十

±

±

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

±

±

十

±

±

±

十

十

±

十

十

十

±

十

±

1

十

十

十’

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

十

±．

±

十

十

十

十

±

10萬分1弧

10萬分1弱

．300出多｝1

』，。鮒、弱

1
400萬分11
40）萬分i以
下

150試蒔分・1張

．20り萬分1，

に0萬分1強

≧リ0萬分1

100萬分1強

100萬分1弱

250萬分1

3）：）萬5｝1身引

　5萬分1弱

10萬分i強．

　8萬分1

10萬分1

100萬分1

200萬分1

25り萬分1

，3，9萬分1弱1

10萬分1

20萬分1

100萬分1

210萬分1

300萬分1

　　±

250萬分1

3つ〔）1蛎分1身5

20）萬分1弱1

蹴分、弱1

1

300萬分1

　　±

β5）萬分1

十

十

±

十

十

十

十

．十

十

±

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

±

±

十

±

±

十

十

←の　馳

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

．十

十

±

十

十

十

千

±

±
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㎜／

ダイヤモ
ンド笹

蟹錠詰’
（高橋製）

塞鑓黒

、

5り9

下部肉
509

内煮漕
3Dg

上部肉603

巾部肉
5）9

下部肉
50δ

杢均等肉
5，3

上部肉
509

中部肉
509

下部肉
5‘）9

内煮・汁
129

田均宰肉
509

1

灘バ

添鱒｛

添鱒｛

添加ぜす｛

添加ぜす｛

噛す｛

梛す｛

灘す｛

・・萬分・｛

第

第

第

第

第

第

第

第

・第

第

第

二

第

国

記

第

認

証

第

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

1

2

十

十

十

十

十

十

十

十

±

十

±

±

±

±

十

十

±

±

十

十

±

十

十

十

十

390萬分1弱

2ひ，萬分1

300萬分1

3」0萬分1

300萬分1弱

300｝粥分・1

i30，萬分1溺
1
1200萬分1弱

300萬分1弱

10D萬分1弧

100萬分1

3），萬分1搦

　±
3DO萬分1

390萬分1弱

3DD寓分1強

300寓‘多｝1謡講

80萬分1

100萬分1

十

±

±

±

±

十

．十

±

±一

十

十

±

±

十

十

十

十

　前記三一成績に依れば均等なる検肉50gの試験に在りては共第1鋼管はザノジコウメ

キー氏反鷹250萬分1～300萬分1を示しへ一ネノレ一反慮及柳澤丸山氏反慮は痕跡叉

は疑問とする程度にして其他の諸三鷹は三部陰性なう．而して第2鋼液は策1一同に比

して各呈色反懸著しく微弱となれう．次に供試量を309に滅ぜるものはザルコウスキー

氏反語約400萬分1を示しヘーわレ氏反慮は疑問程度にして其他は全く陰性なり然る

に検膿50gに上しフォノレムアノレデヒードを2萬分1～5萬分1の割合に添加せるもの

は第1榴液は肥れも陽性三鷹を示し第2鯛液はフクシン並硫酸反則のみ時として陰性

を呈することあるも其他の諸反慮は全部陽性を呈せう．叉槍膿50gに封し10萬分1（ρ

割合に添加せるものは共第1榴液はフクシン亜硫酸一二多くは陰性（1例陽性を呈せ

るものあり）なるも其他の三升は三部陽性にして第2瑠液に曾ても亦フクシン亜硫酸

以外の諸反慮は悉く陽性を示せう．夏に槍膿50gに凹し20萬分『1の割合にフォノレムア

ノンデヒードを添加せるものは共第1瑠液はザノレコウスキー丁丁慮150萬分1強を示し

ぴ
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フクシン亜硫酸以外の諸智慮は三三陽性を呈し第2偬液はザノレコウスキー氏反慮200

萬分1程度フク’ Cシン亜硫酸反鷹陰性・リミニー及ヅィタリーの爾反慮は疑問の浅慮を，

現はせるも其他の諸反慮は悉く陽性を呈せり・

　前記の如く錐詰加速はザノレコウ．スキー氏反鷹300萬分1～250萬分1程度に相賦す

る微弱の陽性隠女を呈することあるも並等は論詰製造に際し自然に贋生するフォノレム

アルデヒ・一ド類似の物質として看過するを至當とすべく之に反し故意にフォルムアル

デヒードを防腐の目的に使用せる場合は供試一量50gに当｝し10萬分の1の微量を添加

せる場合に於ても其第1偬液はフクシン亜硫酸反慮を除く諸他の隠女は軌れも陽性を

示しフクシン亜硫酸反鷹と雄も熟練するときはよく陽性の成績を示せり・又槍膿309

に画し10萬分の1の割合にフォ〃ムアノレデヒードを添加せる場合には其第1瑠璃はフ

クシン亜硫酸反面以外の諸反慮は悉く陽性を示し5萬分の1の割合に添加するときは

フクシン亜硫酸反面も亦微弱陽1生を示しよく之を識別し得たり．

　次に槍肉の採取部分によりて反鷹の強弱なきや否やを顧慮し之を試験したるに圭と

して上層部分は反癒の程度微弱にして中層より下直に到るに從ひて租強烈となる傾向

を有するも下露部分の第1｛感心に在りてもザノンコウスキ同氏反慮200萬分の1を超過

せざることを認めだり・

　前記の如く錐旭蟹肉は共の製造工程中に既に僅微のフォノレムアノレデヒード類似の反

正を呈する物質を生成し其分量は前記串種の隠密に就きて試験せる成績に依れば極め

て微量にしてソミニー，ヅィタリー，フクシン亜硫酸等の諸反面は之を呈することなし

故に之をウロトロピン昇天複比生成法によリフォルムアノンデヒードなるや否やを判定

すること能はざるは論を侯たず・

　殉ほ錐戯画肉を更に加熱するときはi著明の類似反応を生起するに至ることは既に第
　　　　　　　　　9
1報の試験に於て軽々分明せる庭なるも更に次の試験によりて一領明瞭となれう．帥

ち面詰血肉509を取り之に水200ccを加へ冷却器を附しアスベスト板上に1時間煮沸

し冷東之を5％硫酸々性となし燐ウォノレフラム酸沈降法を行ひ前記試験法に從ひ試験

しπるに次の成績を示せり・

9
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第　十　七・表

検盤租類

ヤマ　イ　シ印
鍍　詳1ヤ　蟹　　肉

（1時間加熱す）

鰍番號
A二一

第　　1

第　　2

十

±

ヴィタリ
ー氏法

画

引

へ一 lル
心事

十

十

フクシン
亜硫酸法

ザバリツ
ユカ氏法

十

十

ザルゴウス

キP氏法

100萬分】強

150萬分1

羅加斗識

十

十

十

十

　前表の如く挙挙を強く加熟するときは稽著明のフォルムアルデヒード反慮を生起す

るに至るも現時の鎧詰製造法によりて尽せるものは恐らく前記第16表に於ける類似

反慮の範園を出でざるものと認めて大過なかるべきを信ず・

　　　　　　　　　　　　　　ブL・糸恩岳舌立立結論

　前記試験成績を総括し之を結論すること次の如し・

「蟹烏賊及章魚等の如く加瑞ここ働て自然に7・ノ肱ア・ザヒードの賢慮を生解

する成分を化生する肉類中フォルムアノ・デヒード試験に罰し從來一般に慮労せられた

る水蒸氣野馬法を施すときは試特操作中に加熟を必要としために肉成分の分解を出し

フォルムアノレデヒードの吟醸を生起するを以て之等の肉類に署しては本法を適用する

能はず・故に之を避けてトリラー及ク7一ノヒ耕墾のアこりンエマテノレ振撮法を鷹用し

共抽出後の反慮の鏡照度を水馬添蒸瑠法と同様ならしめんがため從來の方法に種々改

善を加へたる結果水蒸氣蒸銀法に比し却って遙に良好なる成績を得るに至れウ・．…欠に

三法を錐詰蟹肉及蝦鳴に軍用せしに加熟操作によbて蟹肉中に化隼せる微量のフォノン

ムアルデヒードの反慮を呈する物質は悉く辛口1同水浸液中に移行し第2同水浸液は

既に全く陰性を示せり・叉早霜蝦肉は全くフォノンムアルデヒード反鷹を生起せず之に

300萬分の1の7オ〃ムア〃デヒードを添加せるものは前記アニリンエPプノレ振糧法

によりて明に之を釣出し叫べきことを験即せb．　　．

　2・、北海道産やり烏賊を水蒸氣蒸一法に依りて蒸鯉し乳液を500c宛4箇分取し之

に就き各種呈色反慮を試験せしに7オノレムアルデヒー．ドの一存を認めざるも生章魚に

在りては第2溜液以後に嘗てザルコウメキー氏反慮200萬分の1～300萬分の1の

フォルアムノレデヒードの含存を示せう．然るに直接蒸偬脚こ依りて試瞼するときはや

’り烏腕こ在りては50CG宛の分鰍こ於て第9回鯛液に穿ても爾ほε0萬分の1～90
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萬分の1のフォルムアノソデヒードの丁丁を示し生章魚は更に一層顯著なるフォルムア

ルデヒードの呈色反慮を生起することを認めたり・

　13．生やり烏賊及生章魚をアニリンエープル振鑑法に依りて三二を避けて試験する

ときは殆どフォノンムアルデヒードの反慮を生起することなきも試験前1時間煮沸せる　’

ものに左りては10萬分の1～20萬分の1に相回するフォノンムアルデヒードの反回を

窺し爾者は加熟によりて該反慮を生起する物質を化生することを確謹し得πり．

　4．やう烏賊は共生魚肉を90。に於て1時間加熟するもフォルムアノレデヒード類似

の反鷹を呈する物質を化生することなく沸湯中にて1時間加熱することによりて生成

するものなることを認めブ～り・

　5・やり烏賊肉中より加熟によりて化生するフォノレムアンンデヒード反慮を呈する物

質はウロトロピン昇乗複堅生成法により特異放線状の星歌結晶を析出するを以てフォ

ノレムアノソデヒードなること疑なきものと認む・

　6．やり烏賊の水浸液を燐ウォノンフラム酸を以て庭理し之によりて沈澱する部分と

然らざるものとに分別し爾者に就き直接蒸三法を施して試験するに沈澱部分はザノンコ

ウスキー反慮に於て約8萬分の1に和當するンォルムアノレデヒードの丁丁を示せるも

亨其濾液部分は殆ど全く陰性を示せり．之に依りて観ればやり烏賊の水浸液申加熟によ

りてフォルムアノレデヒpドを化生する母膿は燐ウォルフラム酸によりて沈澱せらるべ

き物質なることを認むべく其本膿の究明は之を後日に期すべし．

　7・やり烏賊に種々の割合にフォルムアルデヒードを添加し一定時間経過の後共水

浸液に就き前項に於けると同様に燐ウォルフラム酸庭理法を施して其沈澱部分を二二

したる濾液を所定の如く直接蒸鰍こ附して其胃液の呈色反慮を検するに20萬分の1

のフォノレムアノレデヒード添加の場合に於ても極めて正確に鑑識し得べきを認めたり．

　8・　やり烏賊等の如く生魚肉中のフォノンムアノレデヒード化生母燈は燐ウォノン7ラム

酸沈澱法に依うて之を除去し得べきも錐二二肉等の如く既に加熱加工せる魚肉に在り

ては三三中に微量のフォルムアルデヒード類似の門門を生起する物質を含存すべきを

以て之を回せんがため市販の蟹二三8種を購入し之に就き其1鎌中の全内容均等とせ

るもの及び上，中，下の各部分に画別せるものに就き試干せしに上層より下層に到る
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に從6～て反慮梢張烈となる傾向を有するも煮汁を最も多量に含有する下層部分に於て

もザルコウスキー氏友慮200萬分の1を超過することなく全内容を均等とせるものは

250萬分の1～300萬分の1の呈色反鷹iを示セ・り・

　9．上記試験成績に依ればやり烏賊等の生魚肉申從來め加熱蒸鯛試験法に依うては「

フォノレムアノンデヒード類似の反慮を生起し之れが鑑識困難なるものに在りてはアニリ

ンエーブノソ雨域法を施すか或は豫め燐iウォノレフラム酸沈澱法に依りて之を生起する母

禮を虚血するときは加熱操作を用ぶるも類似反証を生起せざるを以て防腐の目的に添

加せられだるフォノンムアノンテヒードを容易に鑑識し得べく叉罐詰蟹品等の如く共製造

工程中に於て加熱操作を受けたる忌めに既にフォルムアノレデヒード反論を生起する物

質を化生せるものに在りても極めて微量にしてリミニP，ヅィタリー，フクシン亜硫

酸等の諸反訴を呈することなし・然るに防腐の目的にフォルムアノレデヒードを添加せる

ものに在うては其20萬分の1を添加せるものに於ても面面50gに就き試験するとき

はフクシン亜硫酸虚血以外の諸反鷹は悉く陽性を示し5萬分の1の割合に添加せるも

のに在りては各熊鷹詮部陽性の成績を示せり・叉實際問題として魚肉類に虚して、20

萬分の1以下のフォノレムアノレデヒ「ドを添加するも発く防腐効力を有せざるを以て獅

の如き微量のフォノレムアルデヒードの鑑識を必要とせざるべく前記の方法は面詰骨肉

中のフォノシムアノンヂヒードの鑑識法として適當なるものと信ずるものなう．

　遊漁の霊徳こ於ては生章魚其他フォノレムアノンデヒード類似反回を生起する各種の魚

類を入手し難く專らやり烏賊二二詰面面を試験材料に供せるを以て爾他の魚肉類全般

に患う果して之と同一の成績を得べきや否やは今治に悔言し得ざるも略ウ之と同一な

るべきことを想像し得べく此黒印に帰しては他日精査の上報告せんことを期す・

　　昭和六年十一月
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火酒試験成績報1告（第一軸

　　　　　　　　　　　　　　　　　輩　師　　　　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　手　　　　　豫　雫

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　羊　　　喜’久雄

　　　　　　　　　　　　　　　　　助・手　　　　　正　夫

　嚢に衛生局よう途附せられたる火酒殖に就き其比重及ナルコホノレ含量の検定虹衛生

上有害成分の試験を施行したるに次の成績を得たるを以て妓に之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　試験材料

　衛生局よう迭附せられたる可亡霊は19箇にして其種類寸寸外観及一味等次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表

衣　　笠

坪　井、

柳

紳　谷

灘三岳名 刷外 劃滋 味曄地1容器

1・

2

3

4

5

6

ナ

8

　9

10

．11

12

13

14

15

．16

17

ラ　　　　ム

コンニアク

フフン7幽9一

ウヰスキ，一

　〃

　〃

カクテル

　〃

ヂ　　　ン

　〃

　〃

リキュール

　〃

　”

　〃

　〃

　〃

Blackhea《1　Runl

Henllessy　Cogn乱e

コ～1ario　　13rizardL　＆

Roge望

SGotch　whisky

Sun乏ory　whisky

Jonnic　Walker

F三fty－Fifty

　　　CocktI㌔i1

龍鳳號攻塊露酒

Tom　Gh

Dry　Gln

：～lockbπ．

ρhe・「y　B「・nay

Pe乱ch　Br1m・玉y

I）．0冠．1、iluor

Luxarao　Li（正uor

で曳P・i⑩Liqu・ぞ

Freezome口亀

褐　色　澄　明

淡褐色澄明
淡黄禍色澄明

　　　〃

　　〃

　　〃

淡褐色殆澄明

微黄色澄、三

無　色　澄　明

微黄色澄1明

無　色　澄　明

櫻實赤色殆澄明

褐　色　澄　明

淡黄褐色澄明

無　色　澄　明

婿緑褐色澄明

緑　色　澄　明

香氣稽≧張く微：に苦味あり

　　　　’ノ

個右の氣昧あり
　　　　〃　　　　　　　　9
　　　　〃

　　　　〃

特異の三昧あり
弱き香氣川融あり

個有の氣昧あり
　　　　〃

　　　　〃
エステル様i芳香

　　　　廿味及酸味あり

個有の香氣胴張II’昧あり

　　　　〃

闘病及円味強し
アプシント個有の氣味あり

薄荷の香氣拉張廿勘リ

西印度

英

　佛

英

日　本

　英

　〃

　支

　佛

　英

不　明

和蘭
　佛

　〃

不　明

　西

　佛

廼壽

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　”1

　〃

　〃

、”

　〃

　〃
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18

19

リキュール

　〃

P】PP・mm距

13amne

緑　色　澄　明

淡禍色澄明

薄荷の香氣虹張背味あリ

ェスチル様芳香及廿味張し

佛

〃

硝子♪鮮肉

陶製壷

　　　　　　　　　　　　　　　試験範　園

　火酒飲用上入膿に及す作用の大小張弱を論ぜんには先之が常成分の量を槍査し併て

特種成分の存否蛇其量を試験し共結果によう品質の可否を決定するを要すべし．而し

てアノレコホノンは主要成分なるが故に勿論定量の必要ありと錐も爾絵の成分は多くは微

量なるを以て其作用の比較的強大なわと認むべき成分に就て槍査を行へば可なるべき

なり・此意味に於て小官等は次の数種成分に就て槍査することとせり・

1．

2．

3．

4．

5．

6．

7．

8．

　（1）　アルコホノレの定量

にして且工茎チノン，エープノレ性油及エッセンス類も亦微量の場合には直接其比重の槍

定によひて之を遽：行し得るも多くは槍謄或は其稀繹液を蒸鯛して得たる鯉液の比重を

測定するの方法によるものとす然るに火酒類の如く多量の揮磯回物質を含有するもの

にありては妬め之を除面するを要するや論を侯たず・而して之が劇評方法としては猫

　　　　　　くエラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　コ

逸火酒課税規則に制定せる二二法，ヘーヘノレマン氏の石油工一プノン振盟法・前記爾法

　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　くのを併用せるツェ．ツ氏法蛇にマン氏の炭酸マグネシウム法等あり・今同試験すべき槍禮

は多量のエキノ又はエーテノソ性油を含有するもの多きを以て小官等は先づ濁逸の盤析

アノレコホノレ

高級アノレコホノレ（フーぜノレ油）

青酸（第12及13號の2箇は果實酒だるの標記あるを以て本成分の試験を施

行せり）

ツヨPン及アプシンチン（第16號アブシント酒に付）

メチーノレアノンコホル

アセトン

ビリヂ・ン

ターノン色素

　　　　　　　　　　試験　方　法

　　　　　　　　酒精性飲料中アノンコホノレの測定は共エキス分極めて微量
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法を鷹潤して試験しブ～るに充分盤析の目的を蓮すること困難なる下野を認めたるを以

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆう
て之を中止しツェッツ氏法に類似せるソープ及ホ〃ム氏の方法に從ひ實験しブ～るに其

成績良好なるを認めたり・依て專ら本法に準碧し定量分析を施行せう，典方法次の如し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
　15。の検膿25ccを分液漏斗に取り之に飽和食璽溶液125cc及石油工一テノレ（沸騰瓢50

～70’）80CGを加へ10分間振輩し30分間放置したる後下層の水液を第2の分液漏斗に移

し町歩する石油工【一テル及飽和四聖溶液10CGを以て洗瀞し洗液は第2分液漏斗中の主

液に合し之に新プ～に石油一一ヲノン80CGを加へ前回の如く振撮し艀堕しブ～る後下層の水

溶液を蒸榴コノンベンに移し石油工Pテルは飽和食盤溶液を以て洗1條し洗液はコノレベン

中の主液に合し之に蒸榴水50cc（全液量200ec以上となる）及浮石小片押貸を投じて

蒸即し蒸｛瑠四割100ccを取り水を加へて15。に於て10000となし比重を槍賢しクヰンヂ

ッシュ氏アノレコホノレ表に照してアノレコホノレの含量を求め三値を4倍して槍膿100ec中ア

ノンコホノレのグラム量を得更に次式により重量％を鋒出せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　　9　　　　　　　　　　　　　ニ　　’　　　　　　　　　　　　　　O．999126×S

　式中xは求むべきアノレコホノレの重量％，9は15．に於ける槍膿100cc中のアルコ，ホノレの

グラム量，Sは15。に於ける下槍膣の比重を示す。

　但し第3，4及17號の3箇は何れも無色若くは殆無色にしてエーテノL性油微量なう

と認めたるを以て前記の手甲を省き水を以て2倍容に稀繹し蒸偬するの法に塗れり・

即ち15。の検膿50ccを蒸溜コル（ミンに取り水50eoを加へて蒸下し傭液約90ccを取り水

を加へて15．に於て100coとなし比重を槍凹して重留液100co中に於けるアノレコホルの含

量を求め之を2倍して槍膿100eo中1こ於けるアノレコホノレのグラム量を算出し以下前記

の如くして重量％を鋒出せり・

　（2）　フーぜノレ油の鑑識遊定量，附アルデヒードの試瞼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　くの　　　　　　　　　　　　　　　　くわ　　　　　　　　　　　　　　こ　ラ　サ
　フーぜノン油の鑑識に劉してはグーベル州法ウッフエノンマン氏法マルクワルト唱法及9

　　　　　　　く　ラ
コマロウスキー馬法幣多藪の方法あ♪と難も少量の槍膿：を以て構台に施行し得べき良

反則を薮見し得ざりしを以て小官等は從來最も鏡敏なる眼帯どして知られたる前記コ

マロウスキー氏法に基き呈色反鷹を試み之を鑑定せり・葛1ち共實施方法次の如し・

　火酒50ccを取り15％ナトロン滴液5ccをカ1へ30～40ccを蒸鰹し榴液10cGを取ウ．1％
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・ア〃コホノレ製サリチーノレアノンデヒPド溶液25～30滴を加へ更に濃硫酸20c6を加へて

振撮し冷後憂色を検せう（フーゼノン油存在に於ては柘榴紅色を呈す）

　　　　　　　　　　　　　　　　ロの　　　　　　　　くエめ　　　　　　　　　く　　　　　　　　　　　　ヒロヨラ
　ンーゼル油の定量試験にはリヨーゼ，ペックマン，ギラノンド及マルクヅレト氏法等種
？

種あるも從二丁も優良なる方法として認められたるものはソヨーぜ氏法及マノンクワノジ

ト氏法なりとす・依て小官等は圭としてリヨーゼ氏法に從ひ補ぷにマルクワルト門門

と原理を同じくせる米國農藝化二者協定リキュール及蒸瑠回申のフ画～ノレ油定量法に

準撮して施行せり（以下本法は便宜上之を米國法と記すべし）

　リヨーぜ氏法はクロロフォルムのアノレコボル類に封ずる溶解度を異にする性質を利

　　　　　　　　　　　　　　　　　ロリ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くユの
回せるものにしで後に至りスツッチェル及ライトマイアー蚊オイゲン，セル三等にエ

りて改良せられ四二國に於て1895年登布の火酒課税法施行細則中に醗酵及蒸鯛副産

　　　ぐゆ
物試験法としてセノレ氏の改良法を探用規定せられたり・其他本法は一一般成書に詳記あ

るを以て妓に之を贅せず・但し本法施行上の要黒占に三門官等の庭理せる方法を示せば

次の如し．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　二野100ccを15。に於て三野コノレペンに取うナトロン滴液（15％）5ccを加へ還流冷却

器を附し牛時間煮佛したる後放冷し少：量の水を以て冷却器の下端を洗1條しコノン＾ミンを

り一ビッヒ冷却器を有する二野装置に連結し約90CGを蒸肥し水を加へて15．に於て100

ccとなし比重を平してアノレコホ〃の含量を定め其55CGを110ccのメスコノレベンに分取

し之に30容量％のアノンコボル含量となすに必要なる水叉はアノレコボルの計算量を加へ

更に30容量％のアノレコホノレ溶液を追加して110coとなし：再び比：重を槍定し必要あらば

2～3滴の水叉は純アルコホルを加へて正確に30容量％のア〃コホノヒ含量となし以下庭

定の方法に從ひて試験せり．斯くして得たるフーぜノン油の容量は槍膿50cc中の量なる

を以て之を2倍して容量％を得たb・術ほ本試験施行上必要なる純アノレコボルの製法

は次の如く行へり・，

　純アノレコボル（フーゼル油不含）の製法．フ・一ぜル油不含の酒精製造に回してはプリ

　　　　くの
ユッケノ・氏に從へば市販の純ア〃コホノレ1しにカノレチウム209を加へ水溶上にて歎三間

還流冷却器を附して温め水素の作用止むに至りて蒸回するの方法ありと錐も小官等は

　　　　く　ラ
西崎博士に從ひ次の方法により精製せり・
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　日本藥局方の純アノレコホぞに少許のカリ滴液を加へて徐々に蒸下し其1しに付下鯛

液100CGを除き爾後の蒸鍛液500c・を取り漸衣斯くの如くして4しの純アノレコホノレより

2Lを得，：之より更に1Lを得．・3度蒸鯛して500ceを取り試験せるにフーぜ〃油を槍

出せざりしを以て之を稀繹しスツヅチェル及ライトマイアー蚊雫ノン氏改良り圃ヨーゼ氏法

に從ひ各個の振回器に封ずるクロロフォノレムの増容を槍定する：と共に更にアミーノレア・

ノレコホノレを加へて試験し回るに…欠表に示す如く二三加せる量を槍下し得だるを以て之

をフーぜノレ油の訂験に使用せり・

　　　　　　　　　　　　　　第　・・二　　　表

號

第

一

第

1

2

3

回

回

同

ア　　ールアルコホル容』量％．

混　　一入　　量 槍　　出　　量 準『均検出量

0．1

02

0．2

・0．09

0．20

0．］9

0．093

　　　以上リヨーぜ氏法により試験するに當リアノンカリを以て庭理するも鹸化せざる揮登

　　油を含有する樹澄にありてはクロロフオノンムの容量に憂化を來しフーゼル油を誤認せ

　　しむる虞れあるを以て斯くの如き検膿にi封しては更に米國法を試みたり，即ち本法は

・　液燈中のフーぜノレ油をクロロフオノレム又は四丁化炭素等を以て抽出し之を酸化鋼を以

　　て麗理し生成せる酸を蒸榴し10分定規アルカリ液を以て測定し之をアミーノレアルコホ

　’ルとして計算するの方法なり．然るに之に從ひ施行せる小官等の實験成績は甚だ低き

　　値（約3ん～2み）を得たるを以て更に之に改良を加へ實験したるに租や近似せる結果を

　　得ブ～り・小官等の改良方法弐の如し・

　　　15。の二三100eGを蒸鱈コノンベンに取り2分定規ナトロン液20ccを加へ，還流冷却器を

　　吊して1時間煮沸し冷後少量の水にて冷却器り下端を洗溌し洗液はコノンベン中の主液・

　　給し蒸徽置腱結して90cc疇鯛し撒残液に水20ccを加へ旧び蒸榴し残液～O

　　cρとなるに至りて止む（第2同蒸鯉残i渣に更に水100Gを加へて10GGを蒸｛瑠し其鯛液壱こ

　　就きコマロウスキー氏反鷹を検するにフーゼノン油の反撃を認めざりき）．

　　　槍禮若し10萬分15以上のアノレデヒ・一ドを含有するときは前記蒸偬液に盤酸メタフェ
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二炉レンヂァミン0・59を加へ島流冷却器を附し1時間煮諭したる後100coを蒸鯛し残

液に水25ccを加へて再び蒸鰹し残液約25CGとなるに至りて止む（注意A）　　一

　前記蒸溜液に食盤を加へて比重を1・10となし（或は蒸瑠液に14％の割合に食瞳を溶：

解せしめ）四璽化炭素を以て3同夫々40，30及20coにて衣て4同歯10Go宛にて振撮し

（注意：B）四盤化炭素振山亭を合し之を15．に於て飽和せる芒硝溶液50GG宛にて3回振

回し（注意C）芒硝溶液を合し：之を3向各10cc宛の四璽化炭素を以て叡慮洗奇し（注

意D）妓に分取せる四赤化炭素洗液を前の四二化炭素液に合し（四諦化炭素全量160CG

となる）之をコルベンに移し酸1ヒ捌（クローム硫酸液）50cc（注意E）を加へ還流冷却

器を附して重湯面上にて8時間（注意F）煮沸したる後之に水30ccを加へて蒸瑠装置

に連結し残留液約25ccとなるに至る迄蒸瑠し残液に更：に水80ccを加へて再び血鯛し馬

面約20ccとなるに至うて止む（第2同忌辰残液に更に水を加へて面面し其玉液に付て

槍するに壷草酸の臭氣を感せず）舷に得たる蒸脩液を10分定規アノンカリ液を以て測定

す．米國法に於ては此際初めメチーノンオレンヂ溶液を加ふるに著しく酸性を呈する時

は之が中和に要したる10分定規アルカリ液のce数を後に得たる総滑費量より減却し其

差を以一と纈草酸となすも纈草酸も亦少しくメチーノレオレンヂを赤墾せしめ終末鮎を不

明瞭ならしむる嫌あう而してメチールオレンヂにょり呈色する鑛酸1ま四盤化炭素の分

解によって生成せる盤化水素に因るものとせらるれとも實験上寧ろ硫酸を含有する場

合多きを以て斯くの如き場合はフェノーノンフタレインを標示藥となしアノレカリ液を加

へてアノンカリ性となし蒸瑠して先四盤化炭素を除きだる後燐酸を以て酸性となし再び

蒸鯉し残液少量となるに至り夏に前記の如く少量の水を加へて蒸瑠を行ひ後の2回に

得たる鋼液を合しフェハーノソフタレインを標示藥となし10分定規ナトロン液を以て測

定し此庭に溝費せる10分定硯アノレカリ液のcc数に0・0038を乗ずるときは無水アミーノレ

アノレコホノレの重量％量を得べし．之をアミーノレアノレコホノレの比重0・81を以て除すれば容

量％量を得べし・而して小官等はフーぜノレ油不含の30容量％酒精100CGに付アミ・一〃ア

ルコホノン（沸騰鮎129～131Q）0．2ccを混和し本法により試験したる1こ次の成績を得尤り。
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第 表

號

第　　　1

第　　　2

回

回

均

混 和 最

容 量陣 量

0．2」G

O2”

0．2”

0．1623

0．162”

b．162〃

検 出

容 剰重 量

0．1684CG

O．1706”

ρ．1700”

0．コ364；

0．1382”

0ユ373”

　前記試験の結果によれば小官等の補正を加へたる米國法によるも混加せるアミーノレ

アノンコホノンの85・25容量％（叉8召・75重量％）を槍出し得るに過ぎず・故に本法によリフ

ーぜノレ油の定量を施すときは之に一定の補正係藪（此場合は1．173）1を乗じて兵正の含

量を求むべきなう・但し該係歎は分析者の技術如何により一定せざるべきを以て既知

量のフーぜル油を含有するアノレコホルに付歎同反復實験し決定するを妥當とすべし・

　注　意

　前記の試験實施上注意を要する黒占（注意A～F）を墨ぐれば次の如し．

　（A）米國法に於ては比色法にようアノンデヒードを定量するの方法を記載しあるも

　　　　　　　く　ラ
小官等はり一テノレ氏亜硫酸法により此塵に試験すべき検膿に就き豫めアノンデヒードを

定量せう．其方法i爽の如し・

　可槍火酒25cGを取り水を加へて50cGとなし受器をよく氷冷しつつ約40cGを蒸榴し｛瑠

液に水を加へて原容に復し能く混和し其液よう5ccを取りフクシン亜硫酸溶液によリ

アノンデヒードの定性試験を行0唆る後残液より40ec（原楡膿20cc｝こ和當す）を取り豫

あ酸性亜硫酸ナトリウム溶液（酸性亜硫酸ナトリウム139を水1しに溶解したるもの）

50ccを容れπる100ccのメ．スコノソ＾ミン中に注期し水を追加して全量を100cGとなし4時

間放置後40ccを分取し稀硫酸（1＋3）5ccを加へ澱粉糊液を標示藥として迅速に50分定

規ヨード液を以て滴定す・（ヨード液1ccはアセ．トアノレデヒ・一ド0・000449ごこ相當す）…欠

に丁丁より40CGを取り豫め25CGの定規カリ液を容れたるコノンベン申に丁丁し10～15分

間放置したる後稀硫酸（1十3）5CGを加へ50分定規ヨード液にて前記の如く滴定し爾滴

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　100　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
定藪の差を求め之に0．00044を恥し夏に之にTを乗ずるときは検膿1000G中に於け

るアノレデヒードの量を得べし．
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　（B）米國法の如く四盤化炭素を以》C4同毎回夫々40，30，20及10co（合計100eG）を

以て振卸しだるのみにては食盤溶液中に両微量のフーゼノン油を残留す．故に小官等は

更に四塵化炭素各10cc宛を以て3同（合計1300e）振撮しだるに全盤溶液中殆どフーぜ

ル油井鷹を認めざりきゼ

　（C）此際芒硝溶液各50CG宛を以て2同四等化炭素を洗芋したるのみ1こ七は尚四暗

々炭素中に少量の食璽を残留す・然れども3同（芒硝溶液全：量150ccとなる）洗1條する

ときは四甲子撃墜中食盤及エチーノンアノレコボルを残留せず（小官等は該四駅化炭素を

更1こ水にて振盈洗回し其水戸の一部に明解液によりてクローノンを他の＝一二に付アノレコ’

　　　　　　く　　　
ホノンをり一ベン氏ヨードホノソム反鷹により試験したるに何れも之を橡出せざりき）．一

　（D）　芒硝溶液を四盤化炭素を以て洗濃せざるときは之に少量に残留する四麹化炭

素と共に微量のフーぜノレ油を残留すべし・∫　　　　　　　¶『”　　　　一

　（E）及（F）米國法に斯ては四盤陀炭素合計100eGに増し酸化濟150CG煮沸時間（巨Pち

酸化時間）8時間とせるも小官等の方法によれば四隅化炭素穂量160coとなるを以て酸

化測及酸化時間も亦之に準し増大せざるべからざるやに關し試験したるに其結果は御

璽化炭素160GG酸化測80cc及酸化時間12時間とせる場合に於ても亦四三化炭素】6gcc

酸化飼50co及酸化時間8時間とせる揚合と殆ど一致せる成績を得だるを以て後法を探

れり・本法に要する試藥（四璽化炭素及酸化齊Dの製法を示せば・爽の如し・

　1，四盤化炭素　マノレクワノレト氏は四璽化炭素を精製するに之をク・一ム硫酸と共

に熱するの方法によれるも牛馬法に於ては次の如く規定せり・即ち四盤化炭素に其10

分1容：量の濃硫酸を加へて振盈し一夜間放置したる後酸液を去り水洗し次でナト・ン

油液にて吹鳴し再び水洗しフェノールフタレインを以て槍するに洗液アノレカリ性反慮

を呈せざる1こ至うて蒸鯛すべし．　　　　　　　一

　2．酸化剤．重クローム酸カリウム1009を水900ccに溶解し之に濃硫酸100cGを混

和すべし・　

　（3）青酸の鑑識並定量　　　　　”
　血膿50CGを蒸鯉して鰹液40coを取り水を加へて原容に復し之に就き癒癒木脂銅反

慮及硝酸銀反鷹を槍し陽性反鷹を呈するものは更に癒瘡木脂丁幾及硫酸銅溶液を用ひ
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比色定量試験を施せり．

　（4）　ツヨーン及アブシンチンの鑑識　　　　　　　　　　　　　　　　一　　一

　くコ　　

　下野によればアプシント酒は苦3る四四及アニース油等を加へて製するリキューノレに

して之等芳香油類の氣味を具へ水を以て稀羅すれば掴濁を呈す・アプシント油の芳香

成分はツヨー．ン（タンアセトン叉アプシーントーノレC】6H160）なるテノレペンケトンにし

て苦味成分はアプシンチンなり・而して槍膿第16號はアプシントの標記を具へ其三味

も亦之に一致するを以て次の方法に從ひツヨ・一ン及アプシンチンの試験を施行ぜう・’

　　　　　　　　　　　　　　　て　ゐ
　（イ）ツヨーンの読明法：Roquo氏に從。～検｛澄200CGを取り水20ecを加へて蒸恥し

鯛液200coを得之にア呉リン下穿利別駅燐酸各1ccを加へ還流冷却器を附して1時間煮

沸し冷後水20ccを加へて：再び蒸回し榴液260cαを得之を分液漏斗に移しエβテノレ■ひ

cc及水4000cを加へて振撮し静置野田一テノレ液（約5eccを得べし、を直径7cm高50m

の皿に移し95、％’アノソコホノレ10ecを加へ室温にて蒸散せ：しめ残響約5ccとなるに至り小

量のアノレコホノソを加へて溶解しツヨーン反鷹を照す・即ち上記アルコホノレ溶液に新製

10％ニトロブ〃シツトナトリウム溶液1ce及10％炭酸ソーダ溶液0・5coを加へて振平

し野分間の後一二酸1coを加へ再び振盈すべし・ツヨーン存在に於ては赤色を呈す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　わ（司アプシンチンの謹明法ドラーゲ囚・・γスクビヅキー氏に從ひ褻酒中勘痔

質の試験法に準じ衣の如く施行せり・

　槍膿100CGを取り約牛量となるまで蒸磯してアルコホル分を騒除し残液に熱時に於

て丁丁基性の鉛酉豚はアムモニアアノンカリ性の鉛酷を加へ復沈澱を起せざるに至り可

及的迅速に濾過し濾液に硫酸を加へて渦剰の鉛を沈澱せしめ濾過し濾液にアムモニア

水を加へて中和し賜酷酸々性を呈するに至らしめ之を水溶上に℃已下せしめ残液30～

25coとなるに至らば之に4倍容量の無水酒精を混和しよく振盟し内所に24時間放置し

たる後アノンコホノソ分を三二し残響（酸性を呈す）を石油エーテルと共1こ振蹴し石油工

一テノレ液を分取し注意して石油エーテルを蒸散せしめ其残留物に就き槍するにアプシ

ンチン亦在に於ては次の反慮を呈す・

　耳．　濃硫酸を加ぶれば褐色を呈して溶解し之を灘潤氣中に放置するときは紫紅色を

呈す．　　’，　　　　・



210
衣笠・坪井。柳・紳谷

　2．残澄の一部を少量の水に溶解し濾過したる液はアムモニア性銀液を選元しクロ

ーノレ金及ヨードヨード乗カリウムにより沈近を生じ騒酸，ブロームゾロームカリウム，

ヨードヨードカリウム，硝酸亜酸化天に由ては唯微弱の潤濁を生ずるに過ぎず・

　（5、　メチーノンアノレコボルの鑑識

　メチーノンアノンコホノレは衛生試験所彙報第32號に於て研究報告せる方法に從び試瞼せ

う6帥ち槍膿10ccを取り水10CGを加ヘラィフ氏改良法に從乙～干鱈し鋼液に就きぞクシ

ン亜硫酸反鷹を槍せb．

　（6）　アセトンの鑑識

　アセトンの検査は槍膿10ccを取り前記メチーノレアノγコボル試験と同様に蒸瑠して得

だる瑠液に就き第6版濁逸藥局方所載純アノレコホノレ試験法に從ひ呈色反懸を槍せり・即

ち瑠液1CGを小試験管に取う之に15％ナトロン滴液1cc及ニトロブノレシヅトナトリ

ウム溶液（ニトロブノレシツトナトリウム1分を水39分に溶解して製す）5滴を加へて振

撮するときはアセトン存在に斯ては赤色叉は榿赤色を呈す（第1反鷹）次で挙々こ酷酸

（29・7～30・6％戸・5ccを加ぶるときは紅紫色を呈しアセトン微量の場合には葡萄酒赤

色を呈す（第2反鷹）・アセトン不含の場合には第1反鷹は類黄色を臥し第2反鷹は帯

緑黄褐色を呈す．而して本反鷹の鋭敏度に汗し試験せるに次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　四　　　表

番鳥・…　水溶液陣・反磨陣・反磨瞬 考

　　　　　　1／100（LO％）溶液　 櫻實紅色、　暗紫紅色
　　2　　1／500（02％）”●　帯黄赤色　引回紫紅色

　　3　1／1000（0．1％）”　赤黄色帯紫蘇襯色直に淡禍色となる
　　4　　　1／20）0（0ρ5％）”　　　帯．赤費色　　淡暗紫褐色　．瞬時に淡褐色となる

　　5　　　含有せざる水　　類　黄　色　淡　褐　色

本反町は同時にアセトン不馴の水と封麗して行ふに非ざればアセトン微量なる場合

は筑州し難し

　（7）　ヒ●リヂンの鑑識

　ピリヂンの検査法中【LW．　Ku】ikっw及T．　N．　Krestowosdwigenskaj誰賄氏の呈色
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反鷹は甚だ鏡敏（同氏報文によれば1L中0・025mg■郎1億分2・5のヒ●リヂンを検出し

得べしと）なるを以て小官等は本反回を冒用してi欠の方法により三野を行へり・・

　三郎1　ブ・一ムチヤン溶液　1Q％ブローム水40～50coを取り氷冷しっっ之に10％

チャンカリウム溶液を滴加し其液全く無色となるに至らしむ・本試藥は歎日出効力を

存す．

　試藥2　飽和アニリン水　新ブとに蒸鯛して得だる無色アニリンを蒸偬水中に加へ振

回して飽和せしむ．

　・試験法　槍燈50coを蒸鯛コノレベンに取り燐酸（1十3）10滴を加へて蒸榴し鯛液約1与

～2000を得るに至り（アノンコホノン分天位餓出すべし）蒸榴を中止し残液を冷却し之に

20％ナトロソ客思1coを加へて再び忠霊す・此際｛爆心を燐酸（1＋3）10滴を容れ豫め氷

水中！・挿入冷却せる前面収捕話し約10・cを得る。・至らば蒸醗中止し鋼灘能く．

振撮して甕皿に移し沸騰重湯二上にて蒸薮し血液約3CGとなるに至らば之を小忌瑠コ

ルベンに移し甕皿は少量の水にて2～3同室蓋し洗面は悉く溶液に合し之にナトロン油

液（20％）1cc及浮石・1・片2～3箇を加へて蒸為し鯛焼0・5ccを・1・試験轍こ取う留れに

砲和アニリン水蝕ブロームチヤン溶液各1滴を滴幽し其反慮を話す・感応中ビリヂソ

存在するときはα一Anilinphenyl　dillydropiridinbromidを生成し其量の多少により混液

黄色～榿黄色を呈し或は赤色の沈近を生ず・本反面の鏡敏感は前歯の如くなりと錐も

更に反慮状態を鮮明ならしめんが包めに試験を行ひだるに弐の成績を得ブ～り．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　五　　　品

番號

1．

2

3

4

5

6

7

樵血中ピリヂンの含有量

含有ぜざろ水
　100萬分1
　　150追分1

　　10萬分1
　　　5萬分1

　　　1窩分1

　　1000分1

・試　藥　滴　加　後　反　癬　既　態

響 町・・詩劇・分後1・時間後
無　　　　　色

殆　ど　無　色

極　微　黄　色

淡　　黄　　色

淡　　黄　　色

黄　　　　　色

黄　　　　　色

無　　　　　也

趣　微　黄　色

微　　黄　　色

淡　　黄　　色

黄　　　　　色

　赤　黄　色

　赤　黄　色

無　　　　　色　無　　　　　色

僅　微　黄　色　　僅微臣褐色

徴　　費　　　色　　微　　禍　　　色

黄　　　　　也　淡　　禍　　色

濃黄色翫轟轟詣
帯・赤　黄　色　赤転貸幽（微量）

糎棚（少釧　　　・

表によりて明かなる如く検膿中ヒ’リヂンの濃度によりて反慮の完結に5分～1時間
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を要するを以て反慮微弱なる場合は試藥滴加後1時間を経過して観察するを確實なウ

とす．而して上記試験法によるときは火酒中に含有するピリヂシの幾何量まで槍出し

得るやを決定せんが爲に次の如き試験を施行せり・但し供試火酒は寳焼酎を以てせり．

本品は上記試験法にようヒ’リヂンを槍出せざるものなり・即ち本品に5萬分1の割合に

ピリヂンを混和し；其50ccを取り試瞼せしに試野瀬加後5分にして赤色沈重を折出せウ．・

依て薄端に得たる成績（反踊歌態）を前表に封照するときは槍膿中に含有するビ’ソヂ

ンの濃度を戸々察知するを得べし帥前表中本試験の成績に一致する反慮を示すピリヂ

ソの濃度は1000分1（0・1％r）なり・故に本試．瞼法によるときはヒ1リヂンの濃度を50倍に

濃縮し得るものと云ぶを得べく從って槍膿中には二藍に槍出せる反慮に二二する濃度

の50分1に相野するピリヂンを含有するものと云ぶを得べし・鼓に於て更に次表を作

製することを得べし．

　　　’　　　　　　・　　第　　六　　表

試藥滴加1時間後　反慮に該當する
．に於ける反慮の歌態一　ピリヂンの濃度

可検品中に合有せらろべきピリヂソの濃度

赤色沈　塗　少　量

赤　色　沈　塗　微　量

感　　　　禍　　　　色

倣　　微　　褐　　色

‘僅　微：　類　禍　色

（8）　ターノソ色素の検定

1000分1
　1萬分1

10萬分1

50萬分1
100萬分．1

　5萬分1…く1000爾1・1／50＝5萬分1）

50萬分1…・（1萬分1×1／50＝50漉分1）

50〔）萬分1・…　（10萬分1×1／50＝500萬5｝1）

2δoo萬分1・’…（50萬分1　x　1／50＝2500萬分1）

5000萬分平・・（100萬分1x1／50＝5000萬分1）

　可槍品中淡褐色～褐色を呈せるものに銘しては之れが試瞼を省略し特に著明にター

ノレ色素の色彩を帯びたるもののみに就き試験を施行せり．即滅12號は理事紅色を呈し

　　　　　　ほ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くをの
第17及18號の2箇は何れも緑色を呈するを以てW．E．　MatllewsOH氏法1こ從61アミー・

畔アノレコホノソ及魍酸による分離法等を慮軽し可及的純糧に分離せる色素を用ひて染色

せる羊毛布に封ずる各試藥の反刃或は色素溶液に封ずる還元叉は酸化等の前回を．拝せ

ウ．

　．．　　　　．　　　試験成績虻考察

　恥　比：重虹アぞヲホノシ含：量



火酒試瞼成績報告（第一報）
213

第 七
』’¥

検髄

悉獄

　1

2

3

4

　5

　G

　7

　8

　9

10

比　　　重

0．9506

．0．9721

0．9469

0．9ま59

0．9｛61

0．9472

0．9799

0．9764

0．9573

0．9472

アルコホル含量
19P撫陣量％1糊％．

32．28

33．68

34．52

35．OS

33．40

33．63

2L2S

36．10

31．70

34．70

33．99

34．67

33．49

37．12

3533

35．59

趾．74

37．00

3628

33．67

40．68

42．44

43．51

44．21　1

42．0，

42．44

23．82

45．49

43．73

43．73

検腫

番號

11

12

13

14

15

16

17

18

19

比　　　垂

0．9547

1．1303

1．0245

1．0699

1．0969

0．8961

1．28窪0

1．1474

1．1325

アルコホル含最
1磐；Gl！黎睡量％1糧％

30．70

19．56

3040’

33．12

24．8旦

53、12

23．04

20．04

2330

32．18

17．92

29．70

3D。98

22．66

59．33

20．62

17．47

21．03

38．ρ3

24．64

383L

4L72

31．31

66．94

29，0壬

2525

29．99

　猫逸火酒專費法によれば共酒精含量はアラ。ク，ラム及果導火酒類は38容量％以上，

其他の火酒類は32容量％以上を含有すべきを制定せり．但しリキューノンに押しては特に

除外例を設け卵及チョコレFトリキュールは20容量％以上，カカオ，茶及珈排リキェ

ーノy蚊に瑞典プンシユは25容量％以上其他は苦味リキュールと共に30容量％以上を含

有すべきを規定し且つリキューノレは一般にエキス分20％以上を含有す・る甘味火酒とせ

られたう．今該規定を槍品中各火酒類に適用すれば第6，12友18號は何れも其酒精含量

不足にして第17及19競は殆ど限界量に蓮するを以て問題とするに足らざるべし．其他

は何れも適合す・而して酒精含量籐りに低きものは贋造又は獲敗酒と認むべきものと

せらる．‘

　2．　フρゼル油墨アノンデヒード

　フーぜノ・油定性試験の結果各検品は何れも陽性反慮を呈しカるを以て更に定量試験

を施行せり．而し一C第8號二品は比較的多量の7一ぜノレ油を含有し第17及18號の2箇

は多量の薄荷油を第16號は多量の揮襲油を含有するを以て特に酸1ヒ法を併試せり・然

るに第8，17及18號は典にり碧・一ぜ氏法よりも低き値を得たり．之れ共含有する薄荷油又

は共他の不鹸化性揮駿油を共存するによるものなるべし・叉第16號はヅヨ：「ギ三法よ

うも著しく多量瞼出せるは本瞼骨豊中の1軍登油は酸1ヒによりて種々の酸類を化生するに’

じ
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基因するものと認むるを得べし・随って本愚母は寧ろリヨーゼ氏法を探用するを可と

するものの如し．過断陣中フーぜノレ油虹アノレデヒ・一ド含量次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　第　　　八　　　表

検髄

番號

　1

　2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

．12

13

聾

15

16

17

18

19

フ・一ゼル油容量％
・一個氏法陣化法
0．056

0．167

0．193

微　量

0．217

0114

微：量

0．345

微　彙

0．057

0。132

微　量

0．277

0．0ア6

0．014

0．184

0．210’

0．124

0．066

0．30S

O283

0．136

0．104

；仁r㌫’箔葛馨蓋ゑ

・一肌法陣化法
0．133

0．393

0．451

0．516．

0．2ε9

055S

O。130

0．341

0．723

0．182

0．015

0．皇74

0．723

0．491

0．220

0。677

0．423

0．468

0．412

アルデヒード

5．03

5．23

0．44

5．40

　酒精中不純物たるフーゼル油は可及的微量なるを可とし酒精分に封し0・6容量％を

超過するものは排斥すべしとせらる；今此限界量に從へば第8，13及17號の3箇は不良品

と認めざるを得ず．伺ほ酸化法に從ひフーぜノレ油定量に際し同時に測定し得たる4箇検

膿中のアノソデヒード含量は之等火酒類申の含量としては比較的少量の部に属すべし・

　3・青　　　酸

　青酸の試験は石果酒と認むべき第12號及第13號の2箇のみに就きて之を施行せり・定

性試験の結果爾者共に其存在を認めだるを以て更に比色定量試験を行ひだるに其成績
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次の如し．

　　　　第12號　　1．81ng（1L中）

　　　　第13號　　2．4mg（1L中）

　而して石果火酒中の青酸含：量はケーニツヒ氏によれば左の如し・（100g中mg量）

　　　　　　　　　遊離青酸　　　　結合青酸

　　　　櫻實火酒　　　0．2～7．5　　　　　0～7．3

　　　　梅實火酒　　　0～1．3　　　　　0～3．2

　是に依て観れば第12及13號中の青酸含量は極めて微量と云ふべく衛生上論ずるに足

らざるべし・

　4．　ツヨーン及アプシンチン

　前述の如く槍膿第16號はアプシント酒の標記を有し其内容は帯緑三色澄明．にしてア

ブシントの品品を具へ水を以て稀稗すれば富山を呈す。回れ1910年登布瑞西國アプシ

ント酒取締規則中に規定せる性状に一致する所にしてアプシント酒だるは疑ひなき所

なるも筒ほ之に就きツヨーン及アプシンチンの試験を施したるにツヨ」ンの二二は陰

性を呈せり・但し本二二試験に用ぶる試藥中ニトロフアシットナトヅウム溶液も亦類

赤色を呈するを以て反磨物質稗多量に含有するにあらざれば明瞭に鑑別し難きを思惟

せしめたウ・次にアプシとチン反慮中高1の環硫酸反命は微弱なるも最；初山禍色を呈

し長く放置するときは類赤色を呈せり・第2の諸反慮は何れも不明に終れう・

　之を要するに槍膿第16號はツヨーン及アプシンチンの存在を確實に鑑識し得ざりし

と難も其氣味等に徴しアプシント酒なるを認めざるを得ず．

　アプシント酒の製造に供する苦山中にはα5～2％の二二油（アフ．シント油）を含有し

該揮登油は三三性を有し痙攣を起す・又ア7．シント含有の酒精性飲料を永く濫用する

ときは慢性中毒に陥う癒痛言破作を記すと云ふ斯くの如きを以てアプシント酒は瑞

西に於ては既に1910年7月24日及同年10月5日6螢令により其級貞を禁止し佛國及白國

も亦之が二二を禁止せりと聞く．而して二二に於ては1923年4月27日の酸令によ奴1）

アプシントと稻する火酒及之に類する製品ヌは之等の飲料の製造に供する原料物質

（エツセンメ，エキス）の輸入，製造，贋告，販費：又は販費の目的を以て貯殿陳列ず
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る乙とを禁じ軍に味を良くする爲め微量の所司草を使用せる火酒に卸しては特。ζ之を

除外し（2）苦三一叉はツヨーンは之を飲用火酒叉は他の酒精飲料（苦3ξ酒叉は之に

類するもの）の製造に使用しヌは使用の目的に三二・廣告・販責〕又は販頁¢）目的を以

て陳列するを得ずどなし（3）第1項及第2項に於て禁止せる飲料又は原料物質の製

造案内を廣告叉は販責することを禁止ぜられたり・

　5、　メチーノレアノンコホノレ

　蒸瑠液0・1，0・2及0・3CGに就き魍マンガン酸カリウム溶液を以て酸化を行ひククシン

亜硫酸溶液を加へ呈色状況を観察したるに2時間後に於ける成績訳の如し・　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　　九　　　表

槍’盟．

番號

供試

量。¢

　　0．11｛

　　0．2

　　0．3

艦
　　0．1・｛

　　0．2

　　03

　　0．1
・1

　　｛2

　、　0，3

凝「li

　　O．1・／．

　　0．？

　　0．3

1ill

涯ミ硫酸名蘇力：i五至

1cc．i2・・

呈色せす

僅二藍

微　　藍

呈色せす

微　　藍

革　　藍

呈色せず

暴色ぜす

呈色せす

呈色せず

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色耳す

呈色せす

呈色ぜ針

呈色ぜす

呈色せす

暴色・こす

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

暴色せす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜヂ

核彊

番號

8｛

ヨ

演

壇

空

錠

供試

量cc

0，1

0．2

03

0。1

0。2

0，3

0．1

0。2

03

0．1

0．2

0．3

0．1

0．2

031

0．1

0．2

03

慧ミ耐産酸Σ益加五i‘

・CG　I．2cc

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜず

呈色せす

呈色せす

呈色ぜナ

呈色ぜす

微　　藍

淡　　藍

呈色ぜす

呈色こす

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色せす

呈色せす

呈色せす

呈色こす

呈色せす

暴色ぜす

呈色せす

松盟

：番號

供試

量cc

兇ii

雨．il

通ii

l／li

噸羅

濃硫酸添加最

・cc　l2cc

呈色ぜす

呈色苞す

呈色せす

淡　　二

重　　藍

淡　　藍

淡紫藍

紫　　藍

紫　　藍

淡紫藍

淡紫藍

淡紫藍

淡　　藍

淡　　藍

淡　藍

徴　　藍

探．下

司　　凶

暴色せす

呈色則す

呈色せす

淡紫藍

淡紫藍

淡紫藍

微　　聾

淡藍紫

淡藍紫

呈色ぜす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜヂ．「

呈色ぜヂ

呈色せす
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備考　表中「呈色せす」と記ぜるにメチールアルコホルに基囚する反磨な暴せざるの意味にして溶液

　　全く無色なろこと々示すものに非す．．

　以上の試験成績に壕れば硫酸1cc添加の言合品品0．1CGに於て2時間経過後微藍乃

至淡藍色を呈するものは第15，18及19號にして第16及17號は淡紫藍色を呈し槍液

0．2cG及0．3ccに於ては第1，2，10，15，18及19號は微藍乃至淡藍色，第16及17號は

淡紫藍乃至紫藍色を呈し其他の検膿は何れも呈色せず・次に硫酸2CG添加の場合を観る．

に第16及17號の2箇のみ呈色し其他は何れも無色となれり．是を以て観れば第1，2，15，

ユ8及19號の5箇六気は痕跡乃至0ゆ5％未満のメチールアルコホ〃含有の疑を存し二二

第16及17號の2箇はメチーノレアノレ’コホノン0・1％未浦程度の反乱に該當す・今山りに之

を各面検膿中のアルコホノン含量に封ずる容量％に二二すれば第1及2號は0．12％，第

15號1よ0．16％，　第18號1よ0．2％，　第19號矛よ0．17％，　第16號1よ0．15％，第17號1よ0．34％ここオ…目

回す．然るに後文ピリヂンの項に於て記述する如く獲性火酒の場合にはメチ・一ノレアノソ

コホノンの含量は2％に達するものの如く且つ二等の検直中には特種の芳香揮駿性分を

含有するを以て此等の揮襲牲成分がメチールアルコホノンの類似反心を呈するやも計り

難く而かも前掲の三鷹をメチーヲレアノレコホルのみに因るものと假証するも尚ほ前記り

含量なるを以て故意にメチールアルコホルを添加し或は之を以て品性せる火酒若く1よ

酒精を使用せるものと認め難く寧ろ各火酒製造め際天然に化生せるものと認歎るを妥

當」とすべし・而して槍膿第16號はアプシント二叉第17號は訟訴を含有するものと認め

たるを以て苦丈丁幾二六荷精を調製し之等に就きメチーノンアノシコボルの試験を行ひ以

て類似反正を呈するや否やを槍せるに次の成績を得ブ～り．

　　　　　　苦父丁幾及薄荷精中田チーノレアルコホノレの有無混乱試験

　苦父丁幾は當所二面植物栽培試験圃場（埼玉縣粕壁）に於て栽培せる生山苦」史：草を

細切したるもの5分に70容量％酒精100分を加へて7日問室温にて浸出したる後濾過

して得ブ～る帯緑隅色の澄明液に三又薄荷精はメチ・一ノソアノンゴホノレを含有せざる日本藥

局方酒精に5％の割合に薄荷油を混和して製しカる溶液に付何れも10CGを取り水100α

を加へてライフ氏改良法によウ蒸回し三三液1こ就き前記の方法によう試験を行ひプ～る

起其成績次の如し．
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町 十 表

：苫父丁幾

藩　荷　精

供試量

・OG

0．1

0．2

03

0．1

0．2

0．3

濃硫酸1CG添加
・・咽・・分後1・時間後1・時間後

趣微藍

僅微藍

微　　藍

趣微藍

淡　　藍

淡　　藍

呈色ぜす

極微輩

微：　藍

微　　聾

淡　　藍

帯紫藍

呈色ぜヂ

呈色ぜす

呈色せす

微　　監

淡　　藍

紫　　魔

呈色ぜヂ

呈色せす

呈色せす

微　　藍

淡紫藍

精一紫

濃硫酸2CG添加
1・月後［・・分引1・時酬・・寺服

呈色せす

呈色せす

呈色縛す

呈色ぜヂ

呈色せず

呈色せす

呈色せす

呈色期す

呈色せす

呈解チ

呈色せす 呈色せす

艶酬艶酵
呈色ぜす

呈色ぜす

呈色せす

呈．色せす

呈色せす

呈色ぜす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L

　前記試験成績に徴すれば苦芙丁幾は類似反慮を呈せず・薄荷精は濃硫酸1CG添加の揚

合には微に類似反慮を呈するも硫酸2cc添加によりて溝失するを認めたウ．然るに槍膿

第16及17直中には之等成分以外に不明の揮：登性成分を含有するやも保し難く從って毫

も類似心慮を呈する事なしと断ずるを得ずと難も前述の如く二面膿の反読は恐らく其

製造の際自然に化生せる微量のメチーノレアノンコホノレに因るものと思料す．

　　前記の如く第1，2，5，18及19號の5箇は極微量のメチ・一ルアノγコホ〃含有の疑を

有し第16及17號の2箇は0．1％未瀞こ相示する反鷹を示せるも之等検品に付現行メチ

ーノレ hレコホノレ試験法に從ひ其確定試験を施行するときは何れも陰性の結果に終るべ

きは從來の緻除に徴し明瞭なる所にして斯く製造の際天然に化生せるものと認むべき

微量のメチ・一ノレアノ・コホノレに封しては衛生上特に論難するに及ばざるべ：きを瓜擬す．

　6．　ア　　セ　　ト　ン

　試験の結果口演何れも第1及第2反面心に陽性の反慮を認めざりき・

　7．　ヒ・　ジ　’ヂ　　ン

　前記T．W・Kulikow及T．　N．　Kres七〇wosdwigeロsk痂爾氏の方法に從ひ試瞼を行ひ

反慮の状況を観察したるに1時間後に於ける成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　十　　一　．表

翻反鰍況1翻反胃酬懇i購糖騰反鰍副聯鷹肌況
】．

微　禍　色 2 趣微褐色　　3 無 色　　4 無 色 5 黄 色
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　　・淡羽色1・殆無色・2無　色1・5殆無色・8無　色・

　　7淡“欄艶10　〃　13　〃　116蕪　色19『〃’
　β殆無色11無』色14殆無色t17　”
　前記成績によれば1時間後に於てピリヂンの類似反慮を棊せるものは槍膿第1，2・

6及7號の4箇にして其呈色程度よりすれば第6號は500萬分1，第1號は2500萬分1に略

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ
相當し其他は之等に比し爾ほ遙かに微量なり・而して濁逸に於ける火酒課税冤除規則

に規定せる火酒鍵性藥は木精4容積及ピリヂン1容積より成る混合物にして其2・5Lを獲i

性すべき火酒100しに二一、べ：きを制定し其上性藥1：しに付ラヘンデル油或は迷迭香油509

を混和することを得とせらる・右規則によれば普逓のi攣性藥として使用せらるる量は

火酒100L中木精2L（内アセトン0・5L）ピリヂン0・5しなるを以て其含有％量は木精2％ピ

リヂン0．5％に相當す．故に若し二二にして工業上等飲用以外の目的に使用せんが爲め

上記攣二二を以て縫性せる火酒なるときは本試験法によ蚤著量赤色沈近を生ずべき理

にして二等獲性火酒を0。1％の割合に添加せる場合（ピリヂンの含有量は20萬分1に相

記す）に在りても荷ほ且つ微量の赤色沈董を生ずべき理なり．且つ火酒中に嫉往々天然

に極微量のピリヂソを含有する乏あるは成書の示す所なるを以て前回4箇の検膿はピ

リヂンを以て獲上せる火酒叉は酒精を混和せるものと認め難く前掲の反慮を以てピソ

ヂンに墓因するとなすも斯くの如き極微量の存在は衛生上顧慮するを要せざるべし・

　8．　タール色素

W．E．　Mathe1櫛n氏法に從ひ試験の結果第15號はコヘニ・一ノンを叉第17及18號はリヒ

トグリユン’S・F・を含有することを槍明し得たり・而して之等の色素は何れも無害性

色素として認めらる、ものなり・

　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括

　前記試験成績蚊に考察に基き総括すること次の如し・

1，槍品の比重はリキューノソを除きブ～る火酒11箇にあうては最低0・9459最高0・9799を示

　　しリキ昌一ノレ8箇中最低0．8961最高1．1474に及べり・

2，酒精含量はフキ昌一ノレ以外の火酒｝こ在うては最低26．82最高45．49リキューノレは最：

　　低24．64最高66．94容量％を示せう・
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3．

4．

5．‘．

6．．’

槍野中鵬13及17號ρ3箇は7一ゼ・レ油9含鞭聯に凱α6容量％腿過し

不良品と認めざるを得ず．　　　璽　　・　　　』．　　　．・．　　　．’

槍品第16號はアプシント酒と認む菱く回れが衛生上有害なること蚊に隊洲諸國に

於け．る取締歌序は叙上の如．くなるを以て本邦に於ても亦本晶の門門は之を禁正す

べきものと思料す・
　　．！．

槍晶中有害成分どして鴬声の外極微量の・メチーノyテノシコ永ノぢピリヂン拉に青酸

を含有せるものあるも之等火酒類の殆ど常成分と見倣すべき程度に過ぎざるを以

て衛生上特に指摘するに足らざるべ．し・．

検膿中．タ；一ノレ色素を以て署色せるもの2箇動物性色素を使用せるもの1箇を槍出

せう．而して之等の色素は何れも無害性色素に属す．　’』
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火酒試験成績報告（第二報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　師衣　　笠　　　豊

　　　　　　　　　　　　　　　　　技　手坪井憩卒

　　　　　　　　　　　　　　　　　助　手紳　谷　正夫

　本年八月衛生局よう第2同迭附の火酒類に就き試験を施行したるに…欠の成績を得控

るを以て妓に之を報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　試験材料

　供試品は警覗謄に於て岐去せるものに係り合計19種49個を算す．各種共硝子壕に容

．れたるものにして其内容約200ceなり．今戸槍温の外観及氣味等を記すれば次の如し

　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表

樋番剃名 捌外 細則 刺虫　去　先
1

2

3

4

5

6

7

8

9

］0

11

12’

13

14

15

16

琉

焼

旭

ジ

40

ウ

ラ

ウ

球　泡　’盛

　　　　酎

　〃

　〃

　”（粕入）

　焼　　酎

　　　　ン

　〃

　〃

　〃

ウ　オ　ツ　カ

オ　　ッ　　カ

　　　　ム
ヰ　ス　キ　・一

　〃

　〃

殆無色　澄明
　　　〃

無　色　澄　明

　　　〃

　　　〃

殆無色　澄明

無　色　澄　明

　　　〃

　　　〃

殆無色　澄明

無　色　澄　明

　　　〃

淡黄褐色澄明

淡褐色　澄明
　　　〃

　　，〃

固有の氣味あり

●

〃

〃

〃

〃

〃

1〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

○　村　○　次　郎

○　崎　O　太　郎

O　田　洋　酒　店

O酒迭株式會示ヒ

　　　　〃

O　　谷　　バ　　一

。　　田　　商　　店

O　田　洋　酒　店
　　　　　　　　
O藤O男商店
OOOボルド商行
O　　田　　商　　店

○　　谷　　パ　　一

O幽

nOポルド商行
。　　　見　　　　屋

O　崎　O　太　郎

O　　I覇　　商　　店
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17

ユ8

ユ9

20

21

22－

23

24．

25

26

27

28

29

3q

31

32

33

34

35

36’

37

33

39

40

41

・；2

q3

44

45

46

47

4S

49

ウヰスキ・一

　　〃，．

　　〃
　　〃
　　〃
　”1號（古酒）

　”2號（新酒）

ブランデー（約48度）

　　〃
　　”．・

　　〃
電氣ブランデー

ブランデー
　　〃
興恋ブラ㌧デー

カ　ク　テ　ル’

シ　ェ　リ　ー

ベルモツ　ト

　　〃
アプシ　ン・ト

　　〃

　　〃

キ’・ラソー w褐色澄明
　　〃
マ．シダリン

　　〃

ペパ障ミント

　　〃
チェリ再ブランデー

紫　蘇　酒
直　㍉　酒
庫　 の　年
マラスクイーン

淡褐色澄明
淡精赤褐色澄明

淡褐色澄明
　　〃

　　〃
　　〃

　　〃

赤褐色澄明
褐色．澄明
淡褐・色澄明

　　〃
暗赤褐色澄明

淡褐色澄明
　　．〃

褐色澄明
赤褐色澄明
淡褐色、澄明

赤褐色澄明
賠褐色澄明
無線色澄明
淡黄褐色懸船

緑黄色澄明

　　〃

赤色澄明
淡赤色澄吻

緑色 澄明
　　〃

赤色　澄明
淡紫紅色澄明
　　　微目色澄明
　　〃

無色澄明
術楡品を其種類により分別すれば次の如し

固有の店回あり

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

特異の氣味あり

固有の氣味あり

　　〃
’特異の氣味あり

固有の書味あり

特異の遺産あり

　　〃
　　〃
アプシント固有の氣
山鴫性早目有す

　　〃
　　〃
背味強　し
　　〃
　　〃
　　〃
薄荷の香氣及廿味な
有す

　　〃
エステル様芳香及背
味な有す

廿味強　し
　　’ノ

　　〃・・

　　〃・

○田洋酒店
O藤○男商店
○酒造株式會杜

○　谷　パ　一

　　〃
000ポルド商行

　　〃

○崎O太郎
O田洋’酒店
○藤O男商店
○酒渾株式會祀；．

○　谷　馳バ　一

　　〃
QOOボルド商．行

　　〃
O酒造層博ｮ會祉
○　，谷　バ　一

○酒造椋式會麿

○　谷　バ　一

○　田　商　店

O田洋酒店
○藤O男商店
○酒造株式會杜
O’
c洋酒店

○藤○『 j爵卜 X
○　谷　パ　一

○田洋酒店
○．
�｢株式會祉

○田洋酒店
○　谷　バ’一

　　〃
　　ノノ　　　　　　◎

○酒造株式曾祉
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第　　二　　表
’

リキ昌一ル．以外の火酒
名 捌才名 副鰍
泡　　　　　山

焼　　　　　　酎

ジ　　　　　　　ン

ブ　ラ　ン　デ　ー

カ　　ク　　テ　　ル

1

5

4

8

1

？オ・カ
ラ　　　　　　　　ム

ウ　ヰ　ス　キ　一

2

1

1D

リキュール叉に之に準ずべきもの

名 副劇名 状鰍
キ　昌　ラ　ソ　ー

マ　ンダ　リ　ン

ペパ》一　ミ　ン　ト

チエリ員プランヂー

紫　　蘇　　酒

試験範園

2

2

2

1

工

ペ　ル　モ　ツ　ト

ア　プ　シ　ン　ト

シ　ェ　リ　一酒

其　　　　　　他

2

3

1

3

　今同の試験に於ける主なる’目的はアルコホルの定量．にありたるも更に比重，メチー

ノレアノンコホ〃，アセトン及ヒ．リヂン等を試験せり・ジ・一ぜノレ油其他の物質の楡査は槍

盟少量なる爲到底其目的を均し得ざるべきを以て之を除外し有色酒に就き極めて大略

的にタ門ル色素の存否を槍せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　試験方法「

　試験方法は各成分厚に嚢に報告せる火酒の以西に於て施行せし：方法に專ら準志した

るを以て此所に反覆記述するの煩を避け試験成績のみを記するに止めたり・

　　　　　　　　　　　　　　　・試験成績　　　‘　　　・　．

　1．　比重及アノンコホル

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　三　　表

検盟

番號

1

2

3

4

5

6

7

比 重

0．9445

0．9430

0．9141

0．9659

0．93S1

0畠518

0．9544

アルコホル含量

100GG中
のグラム
量

3．376

35．03

33。96

23．36

23．82

31．20

30．40

容量％

42，55

4421

42．80

29．44

30．02

39．31

38．31

重量％ρ

35．74

37．23

36．00

24．21

23．04

3281

31．83

樵盟

番號

8

9

10

11

12

13

14

比 重

0．9351

0．94｛8

0．9430

0．9409

0，9457

0．9427

0．9330

アルコホル合彙
100。c中
のグラム
最

39．68

39．96

35．08

37．08

・3424

35．52

39．70

容最％

50．00

50．36

44．2L

46．72

43ユ5

46．02

50．03

軍．量％

42．47

42．33

37．23

39．44

36．24

3S．77

42．45
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15

ユ6

17

18

19

20

21

躯

2雪

2甚

25

26

27

28

29

3）

31

32

0．9359

0．9346

0．9333

0．9452

0．9534

0．9456

0．9537

0．9477・

0．q328

0．9381

0．9613

0．9525

09354

0．985◎

0．9540

0．9356

0，9778

0．9822

、

39．68

33．52

40．23

35．08

31．48

34．2甚

3）．64

35．08

40．56

3852

25．83

27．44

42．15

26工2

3D．64

39．68

26．92

2δ．8S

59．00

46．02

50．76

44．21

39．67

43ユ5

38．61

44．21

51。09

48．54

32．62

雛．58

53ユ1

32．92

33，61

50．00

33．93

32．62

42．47

39．11

43．03

37．14

33．04

35．24

32．15

37．05

43．52

41．09

23．94

23．83

39．40

2δ．54

32．14

42．45

27．55

2637

33

3妥

35

36

37

33

3〕

40

41

42

43

4壬

45

46

47

43

49

1．0013

1．0431

1．0聖68

0．9D18

0．9128

0．S923

1．1502

1．1518

1．1446

LO747

1．1500

コ．．1293

1．0603

LOOO工

0．9904

1．0320

1．0856’

17．40

17．40

134α

51．24

5壬．72

5632

16．44

15．24’

18．12

24．03

15．48

ユ3．60

・21．28

23．32

22．56

24．56

24．56

2L93

21．93

16．89

64．56

63．95

70．97

20．7［

19．20

22．84

3034

19．5工

17．14

26．83

29．39

23．44

・30．95

30．95

17．37

16．70

12．81

56．87

60．00

63．17

1430

コ3．24

15．8壬

22．43

13．47

12．05

身3．10

23．34

22．80

23。82

22．64

　前記49箇の年三中略1～32寸書は其比重何れも1未満を有しエキス分・少き蒸紹

火酒に属すべきものにして其酒精含量最低旱9・44最高53・11容量．％を示し第33～49

號はリキューノレ叉は之に準ずべき火酒に厩し其比重はアプシント酒及其他の1種を除

き何れも1以上を有し其酒精含量はアプシント酒を除き最低16．89最：高33．93’ e量％

を示しアプシント酒は64．56～70・97容量％に及べり・

　2．　メチーノンアノレコホノレ

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　四　　表

槍髄

番號

供試

：最co

　　0．1→

　　0．2

　　0．3
　｝

伊

硫酸添加量
10c 2cc

呈色ぜす

呈色芭す

呈色匡す

暴色ぜす

剛情

番號

1／

‘

31

供試

量GG

Q．2

03

0．1

0．2

硫酸添加量

…1・・G

隠叢1

呈色せす

趣微藍

紫．　藍

紫　　藍

呈色せす

呈色¢す

供試

量3c

／

綬

03

α1

0．2

0．3

硫酸添加量

…i…
紫　　藍

微　　藍

淡　　藍

淡　　藍

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

暴色せす
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　　0．1→

　　e．2

　　　0．3

　‘．0・1

6｛
　　　0，2

　　　0．3

　　　0ユ7｛

　　　0．2

　　　0．3

　10・1
8｛
　　　0。2

　　　0．3

　10ユ
9｛
　　　0．2

　　　0．3

聡i

　　　Oユ

喉1：：

壇i：i

　l“1
13　　0．2

　、　0．3

　　　0．1

14　0．2．

　、　0．3

　　　0．1
　‘

15　　0．2

’1：1

’ユ61。2

徴

淡

淡

’淡

淡

淡

難

認こ

藍

帰

詣

藍

呈色せす

言色ぜす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色せす

呈色こす

呈色せす

呈色せす

脚色ごす

日野中

口徴藍

呈色ぜヂ

呈色せす

呈色ぜす

　陸
産b　　　粧
派　　　　」皿．

紫　　藍

呈色せす

趣微紫藍

種微紫藍

呈色せず

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色せす

極微紫藍

暴色せす

呈色せず

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色ぜす

暴色せす

呈色せす

暴色せす

暴色ぜす

呈色せす

呈色ぜす

・7o
　㌧

→

壇

畷

瀕

22

23

級

バ

減

　‘

級

｛

0．3

0．1

02

0．3

0。1

0．2

03

0．1

02

0．3

0．1

0．2

0．3

0．1

0．2

03

0．1

02

0．3

0．t

O．2

03

01

0．2

α3

0．1

0。2

0．3

e．1

0．2

0．3

01

0．2

03

0．1

呈色ぜす

呈色せす

呈色芭す

呈色せす

呈色ぜす

呈色せす

極微紫藍

呈色せす

呈色せず

漁色ぜす

呈色ぜす

呈色ぜす

微　　藍

微　　亀

戸　　藍

淡　　藍

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色ぜず

極微藍

紫　　．藍

紫　　藍

離　　　1班
弟　　　　」糖L

呈色せず

呈色芭す

呈色ぜす

呈色ぜす

微　　藍

微　　藍

呈色せず

呈色ぜす

呈色せす

微　　驚

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

微：紫藍

淡紫藍

淡紫藍

呈色せす

呈色マす

　＿　　　1

暴色せ列

28P

・9

　、

樋

・・

叢

誌

冠

　f

弩

喉

減

壇

0．2

0．3

0．1

0．2

03

0．1

0．2

0．3

0．1

0．2

03

0．1

0．2

03

0．1

0．2

03

0．1

0．2

03

0．1

02

0．3

01

0．2

0．3

0．1

0．2

03

0ユ

0．2

0．3

0。1

0．？

0．3

淡　　藍

淡　　藍

微：・藍

淡　　懸

章　　藍

呈色せす

暴色ぜす

呈色ぜす

古色ぜす

呈色せす

暴色巳ず

呈色ぜす

呈色せす

極微藍

呈色ぜす

微　　藍

微：　藍

呈色せす

呈色せす

賞辞藍

淡　　藍

淡　　藍

淡　　藍

青色ぜす

微：　藍

淡　　藍

呈色也す

暴色ぜす

極微藍

呈色せす

呈色せす

継微睡

呈色せす

呈色ぜす

暴色匡す

鼻色せす

呈色ぜす

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色ぜず

呈色せす

山色ぜヂ．

’呈色せす

呈色ぜす

山色・芭す
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雪「ii

醤ii

誓｛1

履ii

呈色・ぜす

呈色陣す

呈色ぜタ

暴色せす

呈色芭す

呈色せす

微　　藍

淡　　藍

淡　　藍

呈色壱ず

呈色ぜす

呈色せす

微紫藍

晶帯紫藍

淡帯紫藍

“｛

冠

層

0．1

0．2

03

0．1

0，2

03

』0．1

0．2

03

呈色ぜす

呈色せす

呈・色砂す

呈色ぜナ

呈色せす

呈色せす

淡　　藍

紫　　藍

紫　　藍

呈色せす

呈色せす

三色せす

樋

彗

魂

0．1

0．2

0．3

0。1’

0．2

03

0．1

0．2

03

微　　藍

微　　藍

微　　藍

呈色せす

呈色せす

趣徴藍

呈色せす

極微藍

極微藍

呈色せす

呈色せす

呈色せす

　　　備考・表中「呈色ぜす」と記ぜろはメチールアルコホルに基因すろ反磨な呈ぜざるの意味にして

　　　　　溶液全く無色なろことな示すものに非す・

　以上の試1験成績に判れば硫酸1cc添加の揚合鰹液0．1cc　lこ於て2時間経過後序藍色

～淡藍色を呈するものは第4，5，6，12，21，28，29，35，42・46及47號の8種11箇にして

紫藍色を呈するものは第3號及24號の2種2箇なり．叉偬液0．2CG及0．9ccに於て微藍

～淡藍色を呈するものは第4，5，6，20，21，26，28，29，33，35，36，42及47號の8種：13

箇叉淡紫藍～紫藍色を呈するものは第3，12，24及46號の4種4箇なり・次に硫酸

2cc添加の外合を観るに第24及42號の2種2箇のみ呈色し其他は何れも無色となれり・

依て第20，26，33及36號の4種4箇検膿は痕跡程度第4，5，6，12，21，28，29，35，46

及47號の7種10箇は痕跡乃至0・05％未満又第24及42號の2種2箇は0・1％未満

のメチーノレアルコホノンの雑慮を呈せり．

　3．　　アセト　ン　　　　　　　　　　　　　　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　五　　表

棚鐙
番號

1．

2

3

4

5

第1反癒

黄．色

’，

〃

〃

〃

第2反磨

淡番緑褐色

　〃

　〃
　ノ’　・

　〃

二二

．・ U

7

8

9

10

第1反慮

黄色
”

’ノ

〃

”

第2反慮

三四羽色

　〃

　〃

　〃

　〃

醸繋

11

12

】3

14

15

第1反施至

燈黄色

黄色
　’ノ

　’，

　〃

第2反慮

淡襟：緑月色

　”

　〃

　〃

　〃

1検燈

騨
16

】7

ユs

19

20

第1反慮

黄　色

澄黄色

　〃

黄　色

　〃

第2反慮

淡早緑褐色

　〃

　〃

　〃

　〃
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21

22

23

24

25

23

27

2δ

黄　色

　〃

樫黄色

橿赤色

黄　色

　〃
會

　〃

　〃

淡瑞‘綜：隅色

　　〃

　　〃

淡紫褐色

淡黄禍色

淡緑黄褐色

淡幣緑隅色

　　〃

29

3）

31

3ユ

ε3

34

35

36

黄　色

　〃

微澄黄色

黄　色

　〃

　〃

樫黄色

　〃

淡幣緑隅色

　　〃

帯緑黄褐色

淡帯緑黄禍
色

淡幣緑隅色

　　”

　〃

　〃

37

33

4D

4正

42

43

44

黄　色

　〃

　〃

濃黄色

黄　色

　〃

微澄黄色

　〃

淡彊言緑褐色

　　〃

　　〃

帯緑黄褐色

淡帯緑謁色

　　’ノ

　　〃

帯緑黄褐色

45

46

47

43

49

徴燈黄色

黄　色

濃’黄色

黄　色

　〃

帯緑黄褐色

〃

〃

〃

〃

　以上の成績に糠れば検膿第24號は第1反鷹樫赤色を第2反鷹淡紫非色を呈せり・今．

之を前回報告に於ける第5表と封照すればアセトンの含量1／2000程度に相回するを

以て本槍血中1こは約2萬分1程度のアセトン含有の疑あり・爾他の瞼膿に於ては何れ

も陰性の丁丁を示ぜう・

　4．　ピリヂン

　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　六　　表

樹蟄
；番號

1

2

3

4

5’

6

7

8

9

反慮歌況

微赤褐色

無　　色

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

検盟
番號

10』

」『 P

！2

13

14

15

16

17

反慮駿況

無　　色

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

検盟
番號

18

19

20

21

23

24

25

反庶朕況

無　　色

殆無色
微赤隅色

無　　色

微黄禍色、

無　　色

微四隅色

無　　色

検膿
番號

26

27

』28

29’

3）

31

3ヨ

33

反慮歌況

淡赤酢色

無　　色

　〃

　〃

　〃

　〃

　ノ’

淡赤褐色

樹澄
番號

34

35

36

37

38

33

40

41

反鷹状況

無　　色

〃

〃

〃

〃

〃

’，

〃

検膿
番號

42

43

4｛

45

46

47

43

49

反慮歌況

無　　也

〃

ノノ

〃

〃

’ノ

〃

〃

一前記試験残績に篠れば1時問後に於てピリヂンの類似反懸を呈する瞼膿は第1，20，

24，26及33號の4種5箇にして其他は．陽性の反慮を呈せず．而して二二の程度を前

同報告に於ける第7表に渕照し之等三三中に於けるピリヂンめ濃度を推定すれば第

1，20及24號の3箇瞼膿は500萬分1程度を叉第26及32號の2箇瞼品は250萬分

1程度のヒ．リヂンを含有するの疑を存すべし．
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　5．著色料

　著色料の鑑識は呼野少：量なりし爲め満足し咽べき試験を施すことを得ず只極めて大

略的に行へり・殊に槍艦淡色なるもの或は歎種の混合色素を含有するもの、如きもの

に在りては之を分離槍明すること到底不可能の問題なるべきを以て之等の槍膿に堕し

ては其検索試験を省略せり・而して検禮49箇中第13～46號の34箇は悉く有色
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暫
酒にして之が試験の成績次の如し・

　　　　　　　　　　　　　　　　第　　七　　豊

松髄
番號

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

検燈
色相．

淡禍色

　　〃

　〃

　〃　　9
　〃

淡帯赤褐色

淡褐色

　〃

　〃

　〃

　〃

赤禍色

備考

検出せる著色料

カ　ラ　メ　ル？

カ　ラ　メ　ル

不明のタPル色
素な混有す

カ　　ラ　　メ　ル

　　〃

カ　ラ　メ　ル？

カ　ラ　メ　ル

　　〃

カ　ラ　メ　ル？

カ　ラ　メ　ル

カ　ラ　メ　ルマ

カ　　ラ　　メ　ル

桧盟
「番號
1

25

26

27

23

29

SO

3】

32

33

34

35

36

検燈
色　相

席　　色

学田色

　〃

暗赤褐色

淡褐色

　〃

禍　　色

赤褐色

淡禍色

赤褐色

暗褐色

淡緑色

検｝瑠せる著色牢斗

ヵ　ラ　メ　ルP

カ　　ラ　メ　ル

カ　ラ　メ　ル？

　　〃

カ　　ラ　　メ　ル

カ　ラ　メ　ル？

カ　　ラ　　メ　ル

　　〃

　　〃

カ　ラ　メ　ル？

カ　ラ　メ　ル

不明のタール色
素奄混有す

1検髄

i番號

13ア

133

｛39

40

41

42

づ3

44

i45

43

検燈
色　相

半黄褐色

緑黄色

赤禍色

　〃

赤　　色

淡赤色

線　．色

　’ノ

赤　　色

鯉紫紅色

検出ぜる著色料

不明のタール色
素な混有す

　　　〃

カ　ラ　メ　ル？

不明のダール色
素な混有す
不明のタール色素
（赤船黄）為混有す

クリスタルポン
ソー及ナフトー
ルエロ．一S

リヒトグリコ・ン
SF
　　　〃
クリスタルポン
ソー

不明のタール色
素を混有す

　　　　　　（1）　Pな附し7二るものはタール色素漉有の疑あろものとす，

　　　　　　（2）第1號よリ第12號に至ろ12箇及第47～49號の3箇検品に無色又に微黄

　　　　　　　　頑なるが椥こ試験為省略せリ・

　前記成績に示す如く軍にカラメルを以て著色せるものと認むべきもの5種13箇カ

ラメルの外不明のターノレ色素を共存する疑あるもの5種10箇・不明のターノレ色素を

混有するもの5種7箇蛇に含存タPノレ色素を槍明し得たるもの3種4箇を引せり．而

して検出せるタPノソ色素は無害性色素に属す・

　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　括

　前記試験成績に從ひ総括すること次の如し・
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　1・槍品の比重はリキュ・一ルに準ずべきものを除きたる火酒「32箇（第1～32號）

に在りては0．9328～0．9850を示しアプシント酒（3箇）は0．8923～O．9018共他の準ジ

キrソγ酒（14箇）は0・9822～1・1518を示せり・

　2．酒精含：量は準ジキューノレ以外の火酒に在りては29．44～53・11アプシント酒は

64・56～70・97爾他の準リキューノン酒は16β9～32．62容量％を示せり・　　　　　　　●

　3．　槍晶第24號は0．1％未満めメチP〃アノンコホノレ虹に2萬分1程度のアセトン

反慮をも示し伺微にピリヂン反慮を呈するを以て之等を綜合すれば不良品と認めざる

を得ず．’

　4．－’其他の槍膣申極微量のメチールアノレコホノレ，アセトン或はピジヂンを含有する

ものを認むるも衛生上特に指摘するに足らざるべきを思惟す．　　　．

　5．槍品中タール色素を以て著回せるもの虹に其疑を存するもの、合計12箇（約

43％）の多きに及べり．而して槍明し得・たるタール色素（3箇）は何れも無害性色素

に属せり．

　　　　昭和七年一月
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　（甲）　アムモ昌アの定量法

　　ム．減1璽蒸留法

　　B・水蒸氣蒸榴法

　（乙）　アミノ酸窒素定量法

　（二）酸素試験法

内　容

食肉類の腐敗鑑識法に回する從來の研究

食肉腐敗の鑑識法に關する基礎的試瞼法

第F章緒

目『次

　　（イ）　ゴ肪色法

　　（ロ）試瞼成績

　　（三）　硝石逡元試験法　’

　　（四）　メチレンプラウ試瞼法

　第四章市馬防肉類の貯藏に依る初期腐敗鑑識試

　　　　験

　　（一）牛　肉

　　（二）豚　肉

　　（三）馬　肉

　第五章総括

　　　　引用丈厭

言

　腐敗飲食物に依る中毒者歎は逐年増加の傾向を示し昭和三年度に於ける内務省の調

査に櫨れば其中毒者総歎は實に1934人にして其中52人の死亡者を出せり・是れ三民

の保健上誠に憂慮すべき現象にして其中毒原因を究明し之が豫防の到策を講ずること

1は公衆衛生上焦眉の急務たるを失はず．殊に近時盆々隆盛ならんとする傾向を有する

各都市の公衆食堂，一般飲食店其他軍隊，工場及寄宿舎等の集團的食品調理め’揚合に

．於ける諸材料の新鮮度を適確に試験し危害を未然に防止し得る試瞼法の完成は緊急の

要務だるを信ずるものなり・

　小官等は偶々飲食品の腐敗程度鑑識法研究の必要に迫られだるを機とし内外諸多の
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文獄を渉猟し種々實験を重ねたる結果先づ獣肉類の試験に回し次の如き成績を得禿

り．依て之を以て第晶報となす．

　　　　　　第二章　食肉類の腐敗鑑識法に下する從來の研究に干て

　総ての有機生物質は微生物の作用によらて分解を來たし種々なる階梯を経て順次軍

純化しi途には水，炭酸，アムモ轟アの如き炭素，水素，酸素及窒素等の各簡軍なる化

合膿に獲ず・此現象を醗酵及腐敗と樗す．L

　食品中毒の原因は．（1）大腸菌或はパラチフス：B三等の如き細菌直接の作用下之よ

り生ずる毒素に依るもの，（2）腐敗に因く化學的分解産物たるプトマイン或はフェノ

・一 mソ性化合艦等に依るもの，（3）河豚，生梅三二類等の如き特種の動植物性食品中

に含有する有毒成分によ．るものと更に（4）食器等より飲食物中に移入せる有毒性金

厨化合物蛇に著色料等に由るもの、4種に大別し得べし而して二色嫌悪すべき悪

臭等の如き外観，嗅畳によう明かに腐敗の徴候を認め得べきものは既に食品としての

便値を失ひ之を誤って食膳に供する機會も比較的少なきを以て衛生上大なる二丁を俘

はざるべきも外槻，臭氣等によりては未だ腐敗の到定を下し能はざる揚言に於て既に

腐敗進行中のものは中毒の危瞼最も大にして衛生上重大なる意義を有するものなり・

　斯の如き腐敗進行の初期を鑑識するに最も三門なる：方法は三二化の歌態を細菌學的

に培養法を行ひ菌歎によりて剣噺するεは理想とするところなるも繁雑なる手数と多

くの時間を要し到底三際的に三下し難し・之に反し化學的鑑識法は極めて容易に施行

し得べきを以て夙に之が研究に志せし學者少からず．而して肉類の進行せる腐敗に封

しては之を化學的に鑑識すること比較的困難ならず．即ちRichardson＆ScherUbe1（1）

氏等の研究に從へば肉類の著しき分解の場合には其凝固性物質申の窒素量約50％を

増加し之に反し総窒素，アノンブモーゼン及乳酸の量は著しく低減す．：又腐敗肉類のラ

クムスに封ずるアルカリ性反慮，濁逸飲食物化學者協定試験法（2）に於けるが如く肉類

の腐敗産物たるインド・一ル，スカトPル，フェノーノレ類及芳香厨オキシ酸類試験或は

瑞西飲食物化學者の方法（3）に從ひプトマインの検索によりて腐敗肉たることを鑑定

し得べし．此等の方法は既に著しき腐敗臭を解散し外観的に腐敗の徴候を識別し得べ

きものに封してのみ有効にして威畳的槍査によりて識別不能な．る初期腐敗の鑑識法と
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しては殆ど便値なかりき．　『・　　＿，　　，　　　　　．

　腐敗の徴候として威畳的に最も一般に認め得らる、ものは工種の嫌悪すべき異臭に

して之は圭としてアムモニア，．硫化水素，オギシ酸類，インド＿ル，スヵレ＿ル等に

起因し就申Zム堅ニアは腐敗の初期に於ても比較的多量賢生するを以て此アムモニア

の試験によう一C初期腐敗の鑑別を企平するもの多かりき印ちEbqrω氏は既｝こ1891

年に槍肉より登生するアムモ、ニアを盤酸に作用せしめ生起する穂砂の白霧に1よりて腐

、敗の理度を鑑識し得べきことを報告せ．り・之に閉しGlage（5）氏はアムモニアの化生

は腐敗の表徴とするに足らずと反駁せられたり．

　Mai（6）氏は門下中のアムモニアを定：量し其縄i封的含量にようて腐敗の初期を推定

することは到底不可能なるも食肉中の総窒素とアムモニア門門との比によりて比較的

よく腐敗の程度を鑑別し得べしとなす・帥ち新鮮肉に在りてはアムモニア1に潤して

総窒素9．7～10ゆなるも少しく腐敗に傾けるものに在bては6・3～7・4に低下すべき

を報告せり・

　Tillma皿s　u．　Mildner（7）氏等はMai響町に後述の0伽1englli氏の方法に基き腐

敗肉中の総窒素，ア．ムモニア及アミノ酸窒素の量的焼化を研究し爾氏の方法も亦既に

腐敗の梢進行せるものに於てのみ有効にして其初期に於ては著しき効果無きことを認

め別に好氣性菌の酸素清費量を以て腐敗の程度を鑑識す、る試験法を案出せり．

　J．Ti11mans　u．　R．　Otto（8）氏等は從下野ら哺乳動物の肉類の腐敗に關し研究を重ね

：たるが更：に魚肉に就きて試験するに魚肉の腐敗は獣肉類の場合と大いに其趣きを異に

するを認めアムモニア及アミノ酸窒素の測定にようて初期の腐敗を鑑別し得べきを験

知せり・帥ち魚肉類は同氏等の凹凹法によりて測定し得たるアムモ晶ア量0．03％アミ

ノ酸窒素α1％よう多量含有するときは初期の腐敗を來せる．もの，と認むべきを報告せ

り．

　Wglff（9）氏は食肉類の腐敗分解程度を號珀酸の鑑識にようて到走せんことを試み

たるも是亦進行せる腐敗の揚合に於てのみ有効なりき．Furth　u．　Lenk（lo）三等は：乳酸

含：量の墾化によゆて新奮肉の鑑別を試みブ～う．

　Cllod帥（11）氏は蛋白質にチ・ヂナPぜを作用せしめペプチード及ポリペプチードと
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して鑑識する方法を考案せう・郎ち新鮮肉汁はチロヂナーぜ及酸化作用によりて螢光

’を有せざる赤色或は褐色に愛ずるもプゴテオソみゼの進行せるものは赤色を帯びたる

隷色にして梢長時間持績ずるものなることを認あたり．・

　〇七七〇lenghi（12）氏はS6rensen氏のシォノyモーノレ法を慮用してアミノ酸窒素を定量し

て腐敗の初期を鑑別する方法を登表せり．’即ち氏は專ら且ehriqueg　u．　Gjald臆k’雨下

の滴定法を三三し試験しブ～るに減理財のプ・テオジーぜは極めで徐々に三定の規則の

’もとに進行するも細菌にようて汚染せられたるものは最初は滅菌肉と同様のフォノレモ

Pノレ贋を有するも極めて急激に上昇し新鮮或は腐敗に至ら●ざる肉と著しく相異するに

至ることを験知せり．されど一定のフォルモーノレ贋を有する食肉と錐も其細菌含量は必

ずしも之に一致せず．この原因はアミノ酸窒素の増加以前に既に槍肉の内部に細菌の

含存するに因るものなりと報告せり同氏は同時に前記：Fr伽u・Lehk蚊にClloda七氏

等の方法を追試したるに乳酸含量の縫化試験は下敷果を認めず・Ch（＞dat氏法も亦色相

の相異罷り少なく野田上の憤値疑はしきを報せり．荷ほ氏は検肉の電導度の測定は肉

類の初期腐敗に劉し其敷果を認めざウき・此瓢はTi11ma聡u・Mildner氏等の試験も

亦同様の結果を來せり．

　Tillma皿s，S七rolleGker　u．　SchUtze（14）氏等は先きの酸素法の研究に端緒を得更に細

菌の特性に基く硝石選元法例メチレンブラウ脱色法を慮用して食肉の初期腐敗の鑑識

に封し租満足なる方法を報告ぜり・氏等は同時に四丁性物質及水素イオン濃度等に就

きて試験せしも何れも不結果に終れり．

　WiUs聯er　u。　WaldsGhα1idt－1ei七z　G5）氏等はアミノ酸及ポリペプチードの水溶液中に

在うては其アミノ基加水分解を受け水酸イオンを生ずる決め爾性反回を呈するも之に

アノレコホノレを加へ共濃度50％に達するときはアミノ基の加水分解作用阻止せられ爲

めに雨性反鷹消失しカノンボキシール基のみ分裂して水素イオンを生ぜしむるの事實を

認め之を；初期腐敗の鑑識に慮聴し得べきことを述べ次でTillmans　u．〇七to四二は前

・記の方法を改良し魚肉の水浸液に膠状水酸化鐵液を加八析出する蛋自県を濾引し濾液

の一一牛をフエノー川フタレインを標示藥として10％定規ナトロン液にて滴定し他の

一牛に95％アルコホノレを添加してアノレコボルの濃度を50％となし同様にナト・ソ
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液にて滴定し雨者に於けるナトロン液の消費量の差3以上を示すものは明かに腐敗に

達したるものとして到暫し得べく魚肉類の腐敗鑑別法として租有数なるを報告ぜり・．

然れども本法は温血動物の肉類に貸してば著しく進行せる腐敗の揚合に於てのみ之を

慮用し得るに過ぎざるを認めたり．

　LU七he　u・Mertz（16）二等は槍肉を95％’酒精にて浸出し蛋自質を凝固せしめ物干中の

アミノ酸をアノレコホノレ製1％ニンヒドリン溶液叉はNeuberg－Manasse試藥（αナフ

チーノレイソチアナート）、を用ひて定性的に或はフォルモー〃法及ミクロキーノレダー〃・

法によりて定量的に槍定する方法を推奨せう・然れどもTillmans　u・Mildner（7）氏等

の報告する如く顯著なるアミノ酸の増加と錐も必ずしも初期の腐敗を表徴するに足ら

ず・．且つアミノ酸は其大部分95％アルコホルには殆ど溶解せざる等の四四あるを以

て本法は實用上の債値少なきを指摘せられたり．

　：R．H：eyner　u．0．　Mam（17）爾氏は肉類中の粗蛋白質，純蛋白質ペプトン雑肉璽平

中の各窒素，アムモニア虹非凝固性窒素化合物の：量を帯したるに純平野質窒素の総窒

素量に封ずる％量のみ租初期腐敗の鑑別に資し導べきを認め叉肉類及共水溶液に就き

電解法による水素イオン濃度測定は獣肉類の成熟せるもの、初期腐敗の鑑識上有敷に

して馬，牛及豚肉はキンヒドロン電極法によりて測定するときは通例pH　6．0～6．2を

示し6，2を超過するものは疑もなく腐敗せるものと認めて可なりとせられ化馬持防腐

剣混加によbて其水素イオン濃度影響解くるときはpHの測定は其引値なきを報せ

り．

　Tillm紬s，：HlrsGh　u．　K：ahn　os）特等は食肉の；初期腐敗に就き次の如き試験を行へり．

部ち一定の方法に依bて得たる食肉類の浸出液に就き其平繍降下，屈折蓉三，還元力，

電導度，表面張力，水蒸氣と共に蒸働性物質中の揮賢酸，揮級性盤基，オスレノレ氏試

藥に．よわ著色及沈澱性物質アミン反慮，グリコ門グソ，プリン胡国，クレァチン虹

エンチーム等の試験を施したるも特に鑑定に資すべき特徴を認むるに至らざりき・

　L，M．ヨorowi七z－Wlassowa（19）氏は肉製品の衛生學押下査法を研究し食肉類の水浸

液に就きアノ・カジ度（若くは酸度），水素イオン濃度，屈析寧，ビウレ。ト反慮・総窒

素タンニン酸叉は燐ウォノレフラム酸により沈澱する成分中の窒素，酸化力及沃度結合
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力等を回し回るも腐敗の鑑識に蜀し著しき数回を示さざりき．ヌ更にEber氏の二二　　・

を追試したるに1週間以上の旧臣にある陳久の進行せる腐敗肉に無してのみ有敷にし

て初期腐敗に志しては数果なかりき．叉魚肉に水酸化ナトリウム或は乱心マグネシウ

ムを添加して煮沸せしめ遊離する結合アムモニアをラクムス紙によりて鑑識する方法・

を試みだるも本試験操作中蛋白質分解を來たし腐敗の有無に激せずアム毛ニアを登生

し絡に失敗に癒せり．次で細到せる橡肉をアムモニア不含の水にて庭理し浸液に酸化

マグネシウムを添加し50。にて5分問温めアミノ酸のアムモニア分解を避けつ、ア

ムモニアを分離せしめ之を湿潤せるジクムス紙にて試濁せ・り．本法はEbgr定法に比

して遙に鏡敏にして瞼肉19中0．2mg（0．02％）の微量のアムモニアをよく頻出し得

べきことを報告し叉フォノレモール法によりて遊離アミノ酸を滴定し之等の爾法は肉製

品の新鮮度の鑑識に充分慮用し得べきことを認めたり．

　：B・Glassmalm　u・F．　RoGllwarger（20）爾氏は肉類の浸液を精製ノ｛一ムチッ’トにて庭

煙し結合アムモニアを之に吸著せしめ次に之をナトロン翠煙にて慮興してアムモニアー

を遊離せしめ其溶液に就きネスレノン試藥を用ひて結合アムモニアを比色定量し以て肉

類の初期腐敗を鑑識する方法を創案し多敷の槍膿に就き試験したる結果獣肉類に在り

ては結合アムモニアの量0．02％を超過するときは腐敗を示しK611量g氏の所労とよく

一致するを認め魚肉に在うては0・02～0・025％を以て限界量とすべきを験知せり・

　前述の外肉類の腐敗鑑識法に序し研究螢表せられたる文章極めて多数にして一々即

詠の煩に堪へざるも衛生化學上最も重要とするところの腐敗の初期を鑑識するに適當

なる方法を認むる能はず．

　食肉の中毒は各個人の膿質によりて著しく異るものにして或者は極めて微に腐敗せ

るものを食して既に劇烈なる中毒症状に階る場合も他の者は李然だる’ことあり．故に

食肉の腐敗程度の鑑識には各種の場合を想像せざるべからざるも之を次の2種に大別

し得べく其工は食肉どして回心こ供し得るや否や即ち其新鮮度の鑑識を主とする場合

他は中毒等の揚合其原因は果して腐敗食品に因けるものなりや或は其他の有害性二二

或は著色料等に原因するものなりやの到別を要する場合にして前者は極めて初期の鑑

別を必要とするも後者は往々にして威畳的試験に於て其腐敗の程度を認め得べき稽進

行せる腐敗の鑑識を必要とする馳ものなう．　　　　　　’　　　　　　　　　　　　●

ず
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　　　　　　第三章　食肉腐敗の鑑識法に肥する基礎的試験法あ硫究画

　　　　　　　　　（一）アムモニア及デミノ酸窒素の定量

　アミノ酸蛇アムモニアの微量は新鮮肉中にも存することあるも或一定量以上は何れ．

も蛋自質の腐敗産物として生成せらる・を以て從來種々なる方法に依りて測定せられ

πう．而してアムモニアは多くの場合微弱アノレカリ性に於て蒸鯛し之を定規酸門中に

吸牧せしめ次に定規アノレカリ液にて還測するにあり・然るに蒸鯛操作中往々蛋白質の

分解によりて微量のアミノ酸及アムモニアを化生することあるを以て通例減歴等によ

りて可及的之を避くべきなり・

　小官等は試に滅歴蒸丁丁と水蒸氣蒸溜法とを虹試し誉者の成績を比較せb・二丁試

験方法を詳記すれば次の如し・

　　　　　　　　　　　　（甲）　アムモニアの定量法

　　　　　　　　　　　　　　A　減匪蒸鯉法

　脂肪虹繊維等を可及的除去し細到均等とせる槍肉20gをコル｛ミシに取う門門水2

00coを加へ冷藏庫内に2時間静置せる後濾過し其残澄を少量の水にて洗灘し濾液及

洗液を’合し三食留コノンベンに移し豫め熾灼して炭酸を除去せる蝦製マグネシア29を添

加し減歴蒸趨を行びコノレベンの内温を50。以下に保ちつつ冷却管の下端に蓮結せる

10分定規硫酸50cGを容れ尤るペリゴー管中に鯉平し約1時間にして約150ccを丁丁’

せる後メチーノンオラソグを標示藥とし10分定規ナトロン液を以て還測し之よう検盟

1009中のアムモニアのm9：量を糞出せり．

　　　　　　　　　　　　　　B　水蒸氣蒸同法

　前記A法と同一方法に依りて得たる水浸液に三三マグネシア2gを添加し水蒸氣蒸

瑠を施してP分定規硫酸50GCを容れπるペリゴ・一管中に引取し約30～40分に

して約150ccを蒸｛瑠せる後前記A法の如く10分定規ナトロン液を以て遽測し之より

槍膿100g中のアムモニアのmg量を算出せり・

　　　　　　　　　　　　（乙）アミノ酸窒素定量法

　前記アムモニアの蒸瑠残渣を濾過し濾液に稀硫酸を加へて共濃度を約5％となし之

に10％燐ウォルフラム酸5％硫酸溶液を加へ生威；せる沈澱を濾別し之を5％稀硫酸
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にてよ「 ｭ墨型し濾液と洗液とを合レ之に水酸化カノソチウムの梢過剰を加へて傲弱アノ・

カリ性となし濾過し其濾液を蒸費乾澗、し之を豫め煮沸したる水に溶解しカ1！温濾過し残

渣を温湯にてよ．く洗ひ濾液をL淀容量となし共一一定量を取りてフプンスライクの装置

を用ひて定量し標準氣歴虹標準温度に：於けるアミノ酸窒素を算出し検膿：100g申のlh9

量に換算せ’う．∴　1．－．’‘　　『．　’　　『冒

　牛肉，兎肉及鶏肉に就き前記試験法を摘出ぴC試対せる成績を示せば次め如ぴ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　一　　表

種別

牛肉 ^

靹｛

一｛

兎肉

兎肉 o

歯面
日　敷

第1日一

第1一
戦2日
第2｛・

第3日
』第1日

第1～
1第2日
第2円
高3臼
第3飼
第4日

第1日

第1削
第2日
第2鳶
第3日
第3～
第4日

第1日

第1創
第2日
第2創
第3日
第3酬
第4日
第4一
第5日
第5岬
第6日

第1日

第1個
第2日

置藏方法 外観及愛敗状況

購入直後外観臭氣異歌なし
25～30。の室温に　外網引欺なきも徴
貯回す　　　　　　に異臭あり

同．上置墾旨し腐難
購　入　直　後　躰観臭氣異状なし

離臨く10．）内外触氣蝋なし

同　　上野臭贈ど鰍
同　　上蟹鰐曾し少
購入直後外槻踊躍異歌なし

欝．麟1二　　　　　　　　表面憂，色し微：に異

　　　　　　　　臭あり

同　　 上著しき腐臭あり

同　　　上虹を畿生す
屠　　殺　　直　　後　　外獺臭氣異欺「なし

護蘇箱（10．）内貯外鯉臭氣撒なし

同　　 上外課臭氣異昧なし
同　　　　　　　上　　外鯉臭氣異験なし

同　　　　　　　　上「’外観臭i山膚愚なし

同　　 上外襯臭氣異朕なし

屠　　殺　　直　　後　外燈1烈日異歌なし

譲高声（10．）内貯外鰯灘なし、

減1盤蒸榴海

アムモニ
ア

（lng量）

143

35．4

93．6

14．3

189

31．5

41．3

2D。4

614

185．9

19＆4

12．5

ユ3．3

16．4

17．6

18ユ

203

14．5

14．9

アミノ酸
窒素
（mg量）

55，6

66．4

84．7

55，6

60．5

67．4’

56．4

65．5

125．7

127．6

40．5

41．6

55．9

60．8

76．6

78．5

61．7

71．3

水蒸氣蒸鯛法．

アムモニ
ア

（mg量）

15．6

ε7，9

99．8

15．6

雪L5

32．9

42。9

22．2

61，6

1864．

204．8

17．2

20，0

20．1

2t．1

2L3

．23．6

U7
15．4

アミノ酸
窒素．
〈mg：量）

421

64．9

67．3

42．1

59．0’

644

54．1

60．7

1C6．1

115．3

乏9・9．

41．3

55．3

57．1

63．5

713

5】．0

60β

試　　瞼．

時　　期

7月中旬

　〃

　”

7月中旬

　〃

　〃

　〃

9月上句

　〃

　〃

　〃

9月下旬

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

9月下旬

　”

　前記試験成績に依ればアムモニアの含量は水引当孤蝶法に依れるものは減歴蒸鯛法

に於けるものに比して何れも租高き藪値を示しアミン酸窒素の含量は之と杢く反劉の
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關係を示せり・蓋し是等の原因は水蒸氣蒸脩法に於ては其操作中高熟を旨くるためア

・ミノ三等の如き含窒素成分のアムモニアに分解するに由るものなるべし．故に是等の

試験に粍りては減歴蒸｛瑠法を行ひコノレーミンの内温を50。・以下に保ち以て蒸鯛操作中

爾他の成分q分解によるアムモニアの化生を可及的避くるを要すべきを認めブ～り．

　アムモニアの微量は各種の新鮮肉中にも之を含有し其量も亦一定せざるを以て槍晦

の腐敗を到下すべきアムモ晶アの限界量を決定することは極めて困難なる問題なり・’

今前表に就きて看るに桜肉は屠i殺直後に於て槍膿1009中12．5m9同じく鶏肉は14・5

mgをイ∫し叉屠殺後約2日間冷回せうと具する市販の牛肉は14・311】gを示せb∴．

　是等の旧例に就きて看るに何れも検醗100g中のアムモニア含量20・Omg未満のも

のは未だ初期腐敗に達せざるものと認め得べし．

　之を文獄に徴するに小出脩氏⑳は生牛肉1こ就き試験を行ひ次の成績を示せり・

　　　　　　　　　　　　　　　第　　二　　表

屠殺後経過日数 アムモニア％銀：

冬　　共研　（室温、9．50　）

（

夏期 ﾋ）｛

2

3

4

5

6

7

8

2

3

4

日

日

日．

日

日

日

日

日

日

駄

目

「｛

目

目

目

rI

日

目

目

日

革均
0．0151

0．0143

0．0：23’

0．0191

0．0241

α0292

0．0262

0．0191

0．0683

0．1161

最多
0．0200

0．0205

0041〔，

0．0113

0．03壬6

0．0363

0．5000

0・023＄

0．143」

0．123弓

最少
0．0102

0．0085

0，011Ω

0．0171

0．017｛｝

0．G222

0．0239

0．0123

0．0265

0．1084

　前表に依れば屠殺後第2日目帥ち通例消費者の手に入るべき時期に於ては三三10ひ

g中10～20mgにして夏期試験に於ける最大含量のものは20．Omgを超過する二値

を示し大略小官等の試験成績と一致するところなり．更に：Penning士OR　U．　G　ree皿leo　）

氏等は新鮮肉の水浸液に酸化マグネシウ・ムを加へてアムモニア不予の室氣を疵じ加熟

を避け減歴蒸鯉を施したる結果鶏肉に在りては0つ2～0・012％兎肉に在りては0・007

％のアムモニ・アを槍出せう・
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是等の實験に徴すれば7’ムモニァの含量0．02％未満の食肉は腐敗の初期に達せざる

ものと認めて大過なかるべし而してケーニッヒ氏はアムモニア含量0・02％を超過する

もり妹既に愛野に達しπる不良肉と認ひべきなりと論じB．Glaszman皿u．：Rochwarger　l

《20）

％凾燒注氓ﾌ設を肯定し更にアムモニア含量0・02～0・025％を超過するものは三

門既に不良にして明かに腐敗に達し食用に供すべからざるものなることを揖摘せり・

叉Tillnla明u・RO七to（8）三等に依れば三三100　g中アムモニア含量301p9を超過せ

るものは既に初期腐敗に蓬したるものなりとせらる．而して小官等の施行せる前記試

験成績を看るに概して山高100g中アムモニア含量30mgを超過ずるものは感畳試験・

に依うても亦既に不良なるを認め得べくこの限界量を以て到蜥するときは硝進行せる

腐敗の鑑識に適當なるものと謂ひ得べし・

　アミノ酸窒素の含量は前記試験成績に依れば新鮮なる血肉に在ウては油画1009中噛

40．5mg叉牛肉た在りては55・6mg鶏肉1ζ在りては61・7m言にして新鮮なる獣肉中の

アミノ酸窒素の含量は大略60．Omg以内に在るものの如し．而して瞼肉の初期腐敗を

判定すべきアミノ酸窒素の限界量に謝してはTillmans　u・：R・〇七to台臨は魚肉に就きて

施行せる試験成績に徴しアミノ酸窒素100mgを超過せるものは既に初期腐敗に達せ

るものなbと認定せり・然るに小官等の今回牛，鶏及兎肉等の獣肉に就きて施行せる

試験成績に依れば槍肉100g中アミノ酸窒素70．Omgを超過するものは既に初期腐敗

に達せるものあることを認め1たう．

　斯くの如く槍肉の腐敗の初期を正確に三二すべきアムモニア及アミノ酸窒素の限界

量の決定には多数の實験を経ざれば確實なる論檬を求め難きも前記の實験成績より判

噺すればアムモニアの含量は槍肉工00g中301ng叉アミノ酸窒素は同じぐ70．01119を超

過するものは既に腐敗の初期に達したるものと認めて大過なかるべきを思惟せしむ．

　　　　　　　　　　　　　　（二）酸素試験法

　本法はTillm隻ns　u・Mildner（7）氏等の創案に係り其後更にTillmans，　Strollecker氏

等（1り及Willstat七er　u．　Waldsellmidt・Lei七z三等（’5）に依ウて改良せられたるものにして

腐敗肉中の好氣性菌は水守に溶存する酸素の一定量を撮解するを以て其の完全に潰費．

せらる、迄の時間を比較して腐敗の程度を鑑識せんとするものなう．而して水中の酸

素定量法はL．W．’Wi皿kler氏の方法に準族せるものにして其原理ほ一定量の水に亜
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クローノレマンガン及ナトロン滴下を添加するときは水酸化亜酸化マンガぞを生じ此際

酸素の存在に由りて水酸化亜酸化マンガンの一部分は酸化せられて水酸化酸化マンガ

ンに鍵ず．今之にヨ・一ドカリウム及鞭酸を加メ、れば水酸化酸化マンガンはクロPノンマ

ンガンに鍵じ此ク・一ノレマンガンはヨードカリウムに作用し之より酸素と李衡量のヨ

ードを遊離せしむ．依て其遊離ヨードをユ0分定規…欠亜硫酸ナトリウム液を以て滴定

するにあり・其化野類化を示せば次の如し・

　2MnC　l　2十4N乳OH＝2Mn（OH）2十4NaC1

　2Mn（OH）2十〇十H20＝2Mn（OH）3

　2Mn（0且）3十6HCI＝2MnC13十6H20

　2MnC13十2KJ＝・2MnC12十J2十2KCl

　J2十2Na2　S203＝：卸a2　S406十2Na　J

　　　　　　　　　　　　　（イ）　實　　　施、　法

　善く細鋤均等とせる検層各5g宛を4箇の磨り合せ平平なる硝子栓を有する内容

250ccの細口四壁硝子壌に取り之に豫め25つに温めたる蒸榴水を加尺て全満せしめ

注意して氣泡を無からしめよく振撮し其内1箇は直に次の如く庭理し爾除の3箇は

25。の恒温槽中に保存し夫々2時問，4時間及6時間経過の後同様に腱理せり・

　先づ開門して80％亜聾化マンガン溶液1cc及15％沃度カリウム含有33％ナトロ

ン滴液1CGを敦れもピベツトを用ひて艀かに底部に注入し過剰の水分は上口よう盗出

せしめπる後下に栓塞し空界を臨ちて振撮す・此際酸素を存在するときは褐色紫状の

沈澱を析出す・次に濃盤酸5ccを添加し再び栓塞し沈澱溶解し沃度を析出するに到る・

下振撮し析出せる沃度を澱粉糊液を標示藥として10分定規次亜硫酸ナトソウム溶液

を以て滴定し1L中の酸素量を算出すべし・次亜硫酸ナトリウム液1CGは酸素0・8mg

に相當す．

　荷ほ皆皆の結果固形沃度カリシム添加の代bに前記の如く豫め之をナトロシ滴液胞

に15％の割合に溶解せ．しめたるものを使用し早暁盤化マンガン溶液及ナトロン滴液

の添加によりて析出せる沈澱を静置して南海に沈降せしめ共上澄液5COをホールピペ

ット．にて吸取除去しだる後濃盤酸5ccを加へ沈澱を溶解せしめ之を滴定せるに極めて
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良結果を得た．り・

　前記の方法に依bて牛，

　　（口）　　言言　　験　　　成　　　孟責

馬及豚肉等に就き施行せ弓試験成績を示せば次の如し・

　　　第　　三　　表

種別
貯 藏

貯 藏 方 法 外観及墾口歌況

残存酸素mg最（水液1LΦの
ﾊに換算せうもの）

請訓時期
日 数 直後1・時剛三間i・時間

　　’第1日購入直後
馳騰欝：1蓋1：

　　　第1日　購　入　直　後

豚肉繍堅頭欝

　　　第2～　15～13りの室温に
　　　第3日　貯藏

外観臭氣異状なし

外鯉殆ど攣化なき
も僅に異臭あり
微1二腐臭准比し食
用として不適當と
なる

外鯉臭氣異那こrなし

外編臭氣異釈なし

微に憂色せるも腐
臭なし食用に供す
ろことあるべし

外槻臭無異歌なし

外観異欺なきも微
1二異臭あり食用1こ

供し得ろことあろ
べし

表面押「ネ占イヒし微1こ

腐臭あり置月】iこ供

することなかるべ
し

8。42

8．40

838

9．36

9．30

9．23

9．36

9．22

5．96

5．33

499

7。02

7．00

5．68

6。96

5．77

＆05 垂U2

5．36

436

0

5。pg

4．82

3．19

5．68

4．84

0

　4。19　　　2　児上4σ

　o　　　　”

　　　　　〃

　5．51　　　”

　3．21　　　”

0（5時間⊃　　”

　　　　　〃525

0 〃

〃

　前記の試験成樟を看るに第1日目冷然庫内貯藏のものは牛・馬及豚肉の何れも6時・

問経過後に於ける：水液1庭中の残存酸素の含量は4・Onlg以上を示し漸衣腐敗の進行に

つれて訓義レ牛肉及豚肉は室温貯藏第2日目に於て6時問を経過せるものは零となり

馬肉は腐敗の進行速庚緩徐にして第3日目の5時間後に於て零となり牛肉及豚肉は室

温貯藏第3日目に於て高槻臭一等より判断して普通の家庭に於ては食膳に供し得ざる

程度の腐取を示し4時間を経過せるものは零を示せり・而して馬肉のみは室温貯藏第’

3日目に於ても依然として腐敗の程度著しく進行せず・通例食用に供し得る程度の外

観を保有し5時間貯藏するときは漸く零となれう・

　今Til！ma虹s（1？氏等の實験に依れば温度を22Qに保ちて試験せるに1ん2時間に

て零となるものは初期腐敗に達したるものと認め得べしと稻せう．然るに小官等の前り

記試験成績より判噺すれば温度を25。に保ち4時問を経過せる際零となるものは既

●
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に初期腐敗に逮したるものにして1～2時間にして零となるものは著明なる腐敗上達

したるものと認め得べきが如し・伺ほ此鮎は多数の實験に依りて確乱すべし．

　　　　　　　　　　　　　　（三）硝石還元試験法

　本法は腐敗肉中の還元性作用を有する細菌に依りて一定濃度を有する硝酸カリウム

溶液中の硝酸の出費速度によりて腐敗の程度を鑑識するものなり．

　今Tmmans（14）氏等の創案に成れる試験方法を蓮ぶれば次の如し・

　内容約60CGの血栓硝子堤6箇を用意し之に山山10g（肉挽｛麹こて充分細蔵すべし）

を秤直し之に豫め3れ・温め掲稀薄9硝酸・抄ム溶液（・L中N、0、として3

皿gを含有するもの）を全満し二二を施し1箇は直ちに爾倉斜よ37。の恒温槽中に保

存し一定時間纏過毎に取出して次の如く晶晶すべし．

　稀薄硝酸カリウム溶液は1L中N205として100mgを含有する標準溶液（純硝酸

カリウム0．1871gを出血水に溶解し全量を1しとなせるもの）を用ひ調製すべし・

前記検肉の水浸液を濾過し濾液の一部に同容量の二乗盤酸溶海（5％昇天溶液に2

％盤酸同容量を混和す）を添加して析出する蛋白質の沈澱を濾恕し其濾液を比色法に

ようて定量す．帥ち前記標準溶液と同様に純硝酸カリウムを用0～1L中にN205として

晶々0．1，025，0．5，1．0，1．5，2．0及2．5mgを含有する劉照溶液を調製し縞鯛蒸治水にて

試験管を絶品し前記瞼肉の昇乗庭理濾液及語誌溶液各1CGを正確に弓取し之にヂ7エ

ニPノγアミン硫酸溶液（ヂフェニールァミン0．OS59を500coのメスコノレベンに取り

190coの稀硫酸（1十3vo】．）を加へ次に濃硫酸を加へ振証すれば適度の熱を磯生しヂフェ

ニ」ノンアミンを溶解すべし．’ wこ於て殆ど標線迄濃硫酸を添加し冷後よく混合し吏に

濃硫酸を標線迄追加しよく混和すべし）lCGを加へ冷水中にて冷却し1時間を経過せる

後著色の程度を標準液と比較し残存する硝石を1L中N205め量として鋒出すべし・

　ふ官等は前記の方法に依りて試験せしに硝酸カリウムの含量多丑のブ～めにヂフェニ

ーノレアミン溶液の添加によりて5～6時間を経過せるも軌れも晴藍色を呈し比色殆ど不

可能にして全く無色となるか又は淡色となりて標準溶液との比色に便宜となる迄には

極めて長時間を要し到底其目的を逮し得ざりしを以て種々實瞼の結呆之を改良し前記

の硝酸カリウム溶液60ccを20　CGに減じ内容35　ccの共栓試瞼管に容れ上記の如く
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試験せう．

　其試験成績次の如し．

第 四 表

種類

綱｛

馬肉

幽｛

貯藏

日数

第1日

目1～
錘2日

第2～
第3日

第1日

第1～
第2日

豊2～
第3日

第1日

豊1～
第2日

第2～
第3日

貯　藏方法

購　入　直　後
室内貯藏
　（温度25～30⊃　）

室内貯藏
　（温度25～300　）

購　入　直　後

室内貯藏
　（温度25～30⊃）

室内貯藏
　（温度旱5～300　）

購　入　直　後

室内評藏
　（温度25～30つ　）

室内貯藏
　（温度25～30つ　）

外観及攣敗歌況

外観臭氣異状なし．

外槻異映なきも微
に異臭あり

表面i目色腐臭あり
食用に供すること
なかろべし

外観臭氣異舩：なし

外観微に愛色異臭
あり殆ど食πjl二供

すろことなかるべ
し

表面雀色腐臭あり
食用に供すること
なかろべし

外観糾弾異映なし

外観憂色異臭あり
殆ど食用に供すろ
ことなかるべし

著しく腐敗す

37。恒温榔F保存時嗣の輕過によ
る残存N205nk9：量 試　験

直i・馴・劇塒帥時間1・劇時期

1．3

1．2

0．7

1．2

1．1

0．6

1．2

0．7

0．5

1．3

0．3

0．05

1．2

02

0．05

1．1

02

0．1

0．6

0．2

0

08

0ユ

0

0．7

0．1

0

0．5

0．03

0．7

0．02

0．6

0．01

α5

0

0．7

0

0．5

0

0。08

02

03

7月lP｛o

　〃

”

〃

〃

〃

〃

〃

〃

　前記試験成績に依れば牛，混融豚肉等の未だ腐敗に達せざるものは37。にて5時

間を経過するも尚ほ微量の硝石の残存するを認め得べきも貯藏時間の維過につれて漸

次硝石を消費し室温貯藏第2日目に於て4時間にて軌れも零となり第3日には著しき

腐敗に達し2時間にて零となれり∫

　次に1L中3㎎の硝酸カリウムを含有する溶液2000の代りに1L中1。51ngの硲

酸カリウムを含有する溶液20ccを用びて試験せるに比色容易にして充分満足なる成

綾を示せり・但し此際は1L中にN205として夫々0・05，0．10，0．15，0．2，0．25，0．3，

0・4，0・5及1・0を含有する調照溶液を調製すべし．・其試験成績を示せば次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　五　　表

種類

「

貯藏
日　鍛

第1日

貯　藏　方　法

購　入　直　後

外観及攣敗歌況

外槻臭氣異状なし

37。恒温槽保存時間継過に
よる残存N2051ng量

鰍1・劇・副・剛・醐

0．6 0．5 0．5 05 0．5

試験時期

1t月上旬

／
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牛肉P

馬玲｛

豚肉o

第1～
第2日

第1日

第1～
第2日．

第1日

第1～
第2目

　室内貯藏｛

　（温度16～150　）
　卿卵器内貯藏
　（温度25つ）
　購　入　直：後

購韓：
　購　入　直　後
｛　室内貯藏
　（温度16～13。）
　艀卵器内的i蔵

　（温度25。　）

表面微1こ粘化し腐
臭あり
表面微に憂色し腐
臭あり

外観臭氣異歌：なし

外用臭：氣殆ど異肌
なし
表面憂色し異臭あ
り

外親臭氣異状なし

表面憂化蹴きも微’

に異臭あり

腐敗臭な帰す

025

0．2

0．7

0．25

025

0。6

0．25

0．2

0．2

0．2

0。5

0．2

0・2．

0．6

025

0ゑ

0．15

0．C5

0．5

0。2

0．16

0．5

0．2

、02

0．01

’0

0．5

0．15

0，12

0．5

0．08

0．05

0

05

0．06

0．04

05

0．05

0

11月上旬

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃

　”

　〃

　前記試験成績に示すが如く牛肉第2日目の室内及艀卵器貯三品蛇豚肉第2日目の艀

卵器貯三品の如く腐敗臭を螢し戴畳試験によりて明かに腐敗に蓮しだることを認め得

べきものは1軌れも4時間以内に於て零となれう・

　　　　　　　　　　　　　　　　Tillmans（’4）氏等の設に從へば2～4時間にて硝石を完全に浴費するものは既に初

期腐敗に達しだるものとせられ小官等の實験成績も略之に一致し4時間以内にて標準

溶液中のN205を完全に浩費するものは既に初期腐敗に達し2時間以内にて溝費する

ものは著しき腐敗に達したるものと認め得べし・

　　　　　　　　　　　　（四）　メヂレンブラウ試験滴

　本法は前記酸素法及硝酸法と等しくTillm鋤s氏等に依りて創案せられたるものに

して腐敗菌の色素逮元作用を鷹用せるものなり．其試験方法を述ぶれば次の如し・

　細鋼均等とぜる検肉5窪を秤取し内容60ccの比色試験管に取り煮沸後40。に保

ちたる蒸毒水を充たし之にメチレンブラウ溶液（メチレンブラウ酒精飽和液50Gを・

195eGの蒸二水に溶解す）1CGを加へ難く揺動し栓塞して45。の・四温下中に保持す・

　小官等は前記の方法に謙りて試験せしに脱色極めて不均等にして底部に倖湿する約

10GC即ち楡肉に接する部分は全く脱色せざるか叉は長時問を経過して僅に脱色する

等多：大の不便を鳳じたるを以て蒸鯉水の添加量を10coに減じ上面に流動パラフィ

ンの薄謝を設けて室氣との直接の接鯛を避けて試験せしに極めて良好なる結：果を示せ

り・

　今前記試験法に旧きて施行せる試験成績を示せば数の如し・．
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言　噛六　　表

種剰貯澱1貯・藏方法レ臓及憂敗駅況1艶嘲隣糊

牛

牛

馬

豚

肉｛

・1

肉｛

肉｛

肉｛

第1日
第1～
第2日
第2～
第3日
第1日

第1～
第2日

第1日

第1～
第2日

第1日

第1～
第2日

　購　入　直　後

　室内貯藏
　（温度25～300　）
　室内献詠
　（温度25～300　）

　購　入　直　後
　　　　「　室内貯藏｛

　（温度16～13。）
　風押心内暴騰
　（温度25））
　購　入　直　後
　室内貯藏｛

　（温度16～13）　）
　卿卵器物貯藏
　（温度25。）
　購　入　直　後
　室内貯藏｛二

　　温度16～13。）
　艀卵器内貯i蔵

　（温度251）

外観臭氣異欺なし
外角異欺1なきも微に異臭あり

表面i墜色腐臭あり食用に供し
得ざる程度

タト親，臭氣異歌ヲよ．し

表面微に粘化し異臭あり

表面徴に縫色し腐臭あり

外貌隠秘異殊なし
外観二言殆ど異股なし

表面攣色異臭あり
外槻臭氣異歌ビな　し

表面憂i化なきζ，微に異臭あり

著　し　き　腐臭　あ　リ

3時間以上

3分．20秒

2分58秒
5．時間以上

30

15

分

分

5．試問以上

30

20

分

分

5時間以上

30

15

分

分

7月中旬

〃

〃

11月上句

〃

’，

11月上旬

’ノ

〃

”

〃

〃

　前記試駿成績を看るに新鮮肉と認むべきものは3時間～5時間以上脱色せず・叉外

槻異朕無く微に異臭を有し未だ食用に供し得べき外観を供ふるものに於ても何れも1

時間以内にて脱色し既に腐敗の初期に箔ウたるものなることを示し威畳的に明瞭に腐

敗に達したることを認め得べきものは馴れも2～3分間にて脱色せり・

　Ti11mans氏等の牛，馬脚の多数の獣肉に就きて施行せる實験に依れば新鮮肉に在り

ては何れも1時間30分以上4時間の脱色時間を要し腐敗の進行につれて愈々速に脱

色し既に戚麹試瞼に於て腐敗の徴候を認め得べき程度のもQは30～40分にて脱色

し著しき腐敗に照りブ～るものは5～10分にて脱色せることを認め同氏等は1時間以

内にて脱色するものは初期腐敗に陥りだるものなりと述べたり・而して小官等の試験

成績も亦略．Tillmaロs上等の實験と一致するところにして1時間以内にて脆逃するも

のは初期腐敗に逮し30分以内にて脱色するものは署しき腐敗に陥りπるものと認め

得べし．

　　　　　　　　第四章．市販獣肉類の貯藏に依る初期腐敗鑑識試験

　前述の試験に於て食肉類の新鮮度蚊腐敗の程度を鑑別すべき試験法に就き多数の實

験を重ね硝満足すべき：方法を験知し得たるを以て市販の鰍肉を購入し室温或は艀卵器
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1に保存し種々なる程度に縫干せしめ前記の方法を慮労して其新鮮虹鱒敗⑱程度を試験

せう．共試験成績を示せば次の如し・

．（一）牛 肉

第　　七　　表

種別

牛肉

貯藏
日数

第1日

第1∩ゴ

第2日

第2削
第3日

第3～
第4日

貯藏
方法

購入直
後

室温（1

3～1
8。）に

貯藏

外周及
墾敗歌
聖

外獺臭
氣異肌
なし

外観臭
氣異直
なし

　　外槻殆
　　　ど異歌
　　　なきも
野川器』微に異
（21，臭浅）り

60）　1こ食用1こ

貯藏　供し得
　　　ること
　　　あろべ
　　　し

艀卵器
（21・

6。）に

貯藏

外槻鈍
色腐臭
あり食
用に供
するこ
となか
るべし

反：

鷹

弱酸
性

同上

微酸
性

アル
カリ

性

アムモ
昌ア量

13．03

i5．58

32．02

43．18

アミノ
酸窒素

61．98

78．72

105ユ6

！46．22

酸　素　法

直後1謙［謝舗

6．22

5，67

6．19

5。19

12．58

1．94

1．59

0

2，40

1．16

0

2．28

1．11

0

耐　　　石　　　法

直後剛欝鱒闇騨

メチレ
ンブラ
ウ法
判定

0．4り

0．40

0．40

0．35

0．40

0．30

0．30

0．20

0．4P

0．30

0．25

0

0．35

。、。。，5雛問新鮮

0．25．0．25

0．08

0

0

0

0．20

0

0

1時間
3り分

1新鮮
1なら

　　初期
16分20．腐敗

秒　　に達
　　　す

3分5｝
秒

著し
き虜
・敗に

建す

傭考前表rF硝石法の試験に1LΦN2051．5mg為含有する溶液な使用せリ以下準之

前表に示すが如く市販牛肉を購入直後に試験せるものは弱酸性を呈し外観臭氣等全

く異状無くアムモニア，アミノ酸窒素，酸素，硝酸及メチレンブラウ試験法等の成績

は何れも腐敗の徴候を示すことなきを以て新鮮肉と認め得べく次に2日間（約24時

問）13～18。の室内に保存せるものに就きて施行せる成績を看るに外観反鷹等は

殆ど前日と大差なくアムモニア，酸素，硝酸及メチレンブラウ等の試験に於ては前日

の成績に比して租鍵敗程度の進行を窺知し得べきも未だ此等の試験に於ては初期腐敗

の限界に達せず・叉アミノ酸窒素は78・72mgを示し初期腐敗の限界量70．Omgを少し

く超過せるを以て租前日に比して新鮮度の衰へだるもの・と認め得べきも外観，臭氣等

殆ど前日と異らざるを以て此駿態に於ては充分食用に供し得べし・
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前記2日間13～18。の室温に保存したる脂肉を更に24’時間21．6。の艀卵器中

に保存せるものは外観殆ど異状を認め難きも微に異臭ありて不注意なる家庭に在bて

は充分食用に供し得る程度の一敗を示し微に酸性を呈す・而してアムモニア，アミノ

酸窒素，酸素及硝石等の試験に於ては何れも初期腐敗の徴候を示しメチレンプラウの

試験に於ては著’しき腐敗の徴候を示せり．故に此程度に鍵敗せるものは明か1こ初期腐

敗に達し之を食用に供するときは租上瞼の虞あるものと認め得べし・

第4日目の試．瞼に供せる検肉は3日間13～1S。の室温に放置したる後24時間

21．6。の艀卵器中に保存せるものにして外観縫下し腐臭を弔し食用に供し得ざる程度

の獲敗を認め得べくアノレカリ性を呈す・叉アムモニア，アミノ酸窒素，酸素，硝石及

メチレンプラウ等の試験成績は何れも著しき腐敗の徴候を示し到底食用に供し得ざる

ことを認め得たり．

（二）豚 肉

第　　八　　表

種別

豚肉

貯藏
日敷

第1日

第1～
第2日

第2～
第3日

第3～
第4日

目藏
方法

購入直
後

室温（1

2～1
8。）に

貯藏

艀卵器
（28。）

こ貯藏

1～3日
迄室温
（12’》1

8。）貯

藏のも
のな更：

に艀卵
器　（2

外鯉及
攣敗歌
況

外麹臭
氣口歌
なし

表面憂
色し微
1こ異臭

あるも
食用に
供すろ
ことあ
ろべし

腐敗臭
あり食
用に供
すろこ
となか
ろべし

腐敗臭
あるも

第3日
試瞼の
ものに
比し著：

しから
す殆ど
食用に

反
慮
アムモ
昌ア量

0。）に膜すろ

弱酸
性

同上

中性

徴酸
性

13，03

1425

3）．60

44．37

アミノ
酸窒素

62．27

66．54

8｛30

79．18

酸　素　法

姻謝謝騨

5．53．4．99・4．53．4．4ア

5．44

7。33

7．07

5．19

0

1．59

2．99－0

0

硝　　　石　　法

直後剛諦1評闇詳

0．6

0．6

0．6

0．6

05

0．25

0．3

03

0．4

0．15

0，15

0．3

02510．2

0ユ

0

0。25

0．1．

0

0．1

0。1

0

0

0

メチレ
ンブラ

ウ法
利定

5時間
以上

1時間
20分

6分50
秒

17分20
秒

新鮮

新鮮
なら

著し
き腐
敗に
達す

初期
腐敗
に達
す
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　　　　　貯藏　となか
　　　　　　　　ろべし　　　　・

　前表に示すが如く市販豚肉を購入直後に試瞼せるものは外観及臭氣等異状を認め

ず．弱酸性を呈しアムモニア，アミノ酸窒素，酸素，硝石及メチレンブラウ試験三等

の成績は何れも腐敗の徴候を示すことなく新鮮肉と認め得べぐ次に第2日月の試瞼に

供せる槍肉は第1日目に於て試験に供せる肉を12～1Sつの室温に保：存せるものに

して表面微に鍵高し僅に異臭あるも充分食用に供し得る程度の外観を存し賜酸性を呈

す．之に就きアムモニア，アミノ酸窒素，酸素，硝石及メチレンブラウ等の試験を施

行せるに第1日目のものに比して租不良の成績を示せ⊃も未だ初期腐敗の徴候を示す

ことなく食用に供するも危害を來πす虞なかるべし・

　第3日目の試験に供せるものは第2日目の試験に供せるものを更に28。の鱒卵器

中に一夜間保存せるものにして既に腐敗臭を襲し節用に供し得ざる程度の外観を有し

二二を呈す．アムモニア及アミノ酸窒素の含量は既に限界量を超過し酸素は2時問に

て零となり硝石は3時間にて零となうメチレンプラウ嫉6分50秒にて脱色せるを以

て何れ竜著しき腐敗に云うたるものなることを認め得べし．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　第4日目の試験に供せるものは3日間12～18。の室温に放置せる後一夜間20。

の三三二二に保存せるものにして腐敗臭あるも第3日月の試験に供せるものに比して

著しからざるが如き戚あるも少しく注意するときは到底食用に供し得ざる程度のもの

にして微に酸性を呈せり而してアムモニア蚊アミノ酸窒素は初期腐敗の限界量を超過

し酸素は4時間にて零となり硝石は4時間にて0・1にして5時間にて零となり又メチ

レンブラウは17分20秒にて脱色せり故に之等の成績より到噺して明に初期腐敗に

達したるものと認め得べし．

　　　　　　　　　　　　　《三）馬　　　　　肉

　　　　　　　　　　　　　　　第　　九　　表

種別
貯藏
日数

睡

貯藏
方法

購入
直後

外観及
憂敗欺
況

外槻臭
氣異歌
なし

反
磨

弱酸
性

アムモ
ニア：畢

15．16

アミノ

酸窒素

70，50

酸　素　法

直後1謝謝騨

6．87 5．73 476 4コ6

石㌃　　眉　　　法

直後1評闇汁闇騨

0．6 0．5 0．5 0，5 0．4 04

メチレ
ンブラ
ウ法

3時間
以上

タ可定

新鮮
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馬肉

第1～’

第2日1

第2～
第3日

第3～
第4日

室　温
（12～
17。）

に貯藏

卿卵器て殆ど
（210）食用に
に貯藏．

1～3日

彊磐・色鰍

17。）

貯藏のあり食
ものな用1こ供

黙薩
に貯藏

外乱憂
化なき
も微1こ

異臭あ
りて食
用に供
すろこ
となか
るべし

表面目
色し腐
臭あり

供すろ
ことな

かるべ
し

表面攣

し腐臭

中性

喫性

中性

15．33

26。91

31．17

72．46

79．48

9631

7．01

7．21

4．93

447

336

0

1£5

0

o 0．6

0．6

0．6

0．5

0．6

0．6

0。5

0．5

0．4

0．5

0．25

0．0、

0．4

0．05

0

0．3

0

30“ ｪ
新鮮
なら
す

　　‘初期

　　腐敗20　分
　　1こ建
　　す

　ξ

・・認霧
著し
き腐
敗に
達す

　前表に示すが如く市販の馬肉を購入し其直後に試験せるものは外観葺草氣等異歌無

く弱酸性を呈す．アムモニア，酸素，硝石及メチレンブラウ等の試験に穿ては新鮮肉と

認め得べきもアミノ酸窒素の含丑梢大にして僅に初期腐敗の限界量を超過するもこの

現象は屠殺後時間の経過に依るものなるや或は特に牛肉の性質に凹くものなりやは他’

日屠殺直後の検肉に就きて試験せざれば之を断定する能はず．．其他の成績よう判斯し

て供試馬肉は新鮮なるものと看て可なるべし・次に之を12～170の室温に保存し翌

日検するに外観憂化無く微に異臭を諭するに到りたる．も充分に食用に供し得る程度の

状態を保ち中性を呈す・アムモニア，酸素及硝石等の試験に於ては未だ初期腐敗の徴

候を呈せざるもアミノ酸窒素及メチレンプラウ等の試験に於ては租初期腐敗の徴候を

認め得べく既に新鮮ならざるものと認定し得べし・

　第3日目の試験に供せる検肉に第2日目の試験に供せるものを更に一夜間21。の

艀卵一十に保存せるものにし七表面攣色し微に腐敗臭ありて殆ど食用に供し得ざる程

度の外観を有し申性を呈す・アムモニアの含量は26・91mgにして初期腐敗の限界量

3α01n9を超過せざれどもアミノ酸窒素，酸素及メチレンプラウ等の成績は敦れも不良

にして硝石の試験に於ては4時間目に於て0．05叉5時問目に於て零となわプaるを以
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て是等の成績を綜合して検肉は既に初期腐敗に陥うπるものと認め得べし．

　第4日目の試験に供せるものは3日間’12～170の室温に放置し第4日同試験著

手前一夜間21・6。の艀卵器内に保存せるものにして表面鍵色乾燥し腐敗臭を毅し外

観よウ到馴して既に食用に供し得ざる程度のものにして中性を呈せり．アムモニア，

アミノ酸窒素は削れも初期腐敗の限界量を超過し酸素は2時間叉硝石は4時間にて零

となりメチレンブラウは4分10秒にして脱色せり・故に是等の成績を綜合して到断

ずるに槍肉は既に著しき腐敗に陥うπる争のと認め得べし・前記の實験ば何れも10

月の時期に於て之を施行せう・

　　　　　　　　　　　　　第五章　総　　　　　括

　前記試瞼成績に基き之を総括すること次の如し．

　市販鰍肉類の新鮮度虹に腐敗の程度はアムモこア及アミノ酸窒素の定量，酸素試験

法，硝石還元試験法及メチレンブラウ試験法によりて鑑別し得べきことを認め尤b．’

　アムモ出アの定量に於て水蒸学事開法と減甲蒸鯉法とを比較せるに前者は操作中高

熱のためにアミノ酸の如き含窒素成分の分解を來し不正確を冤れず．故に減歴蒸鱈法

に依りコノγベンの内野を5併以下に保つことの必要なるを認めたウ．次に腐敗の初

期を認定すべきアムモニア虹アミノ酸窒素の限界量の決定は極めて困難なるも大略フ’

ムモ昌アの含量槍肉1009に下し30mgを超過するもの及びアミノ酸窒素は同じく

70．Omgを超過するものは既に初期腐敗に達せるものと認め得べし・

　酸素試験法に於ては平温を25。に保ち4時間を経過せる際零どなるものは著しき

腐敗に隔りたるものなることを認めだり・

　硝石還：元試験法に於てはTillm㎜s氏の方法に依り》C試験するときは硝石の含量濃

厚に過ぎて比色困難なるを以て硝酸カリウムの含量を牛減し1L中1，5　mg含有の溶液

を用ひて極めて良好なる成績を得解り・而して4時間以内にて標準溶液中のN205を

完全に潰費するものは既に初期腐敗を黙し2時間以内にて消費するものは著しき腐敗

に逮せるものなることを認めたり・

　メチレソプラウ試験法に於ては1時問以内にて脆証するものは既に初期腐敗を虚し

30分以内にて脱色するものは著しき腐敗に陥りブ～るものなることを認めたり
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市販の牛肉，豚肉及馬肉等を貯藏し之に就き前記試験法虹．に判定法に基き其憂敗の

程度を試験し之を判定するに梢満足なる結果を得べきことを認めたり・
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